
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　瞼まぶたを開けても、何ひとつ見えなかった。

　瞬まばたきをひたすら繰くり返かえすが、視力はまったく戻もどってこない。自分のせわしない息づかいと、心臓の鼓こ動どうだけがやたらと大きく響ひびく。なにか柔やわらかいものの上に横たわっているようだが、体に馴な染じんだ自分のベッドとは感かん触しよくが違ちがう。

　胸を締しめ付つけるパニックの予兆が、冷たい液体となって全身に広がり、掌てのひらと足裏をじっとりと汗あせばませる。

　なおも両目を瞬しばたたかせながら、懸けん命めいに頭を働かせようとする。

　自分の名前は……ユウマ。芦アシ原ハラ佑ユウ馬マ、十一歳。雪ゆき花はな小しよう学がつ校こうの六年生。

　日付と時間は……二〇三一年、五月十三日、火曜日の……たぶん、午後。

　そして、ここは…………。

　濡ぬれた両手を握にぎり締しめ、記き憶おくをさかのぼろうとするが、どうしてこんな暗くら闇やみの中にいるのかさえ解わからない。確か──何かがあったのだ。ここではない、もっと明るくて賑にぎやかな場所で……何かが。

　不意に、脳のう裏りに幾いくつかの情景が立て続けにフラッシュした。

　どこまでも続く草原。嬉うれしそうに笑う女の子。恐おそろしいほど鮮あざやかなブルーの空。

　その空が、急に光って……そして。

「あ……あああっ！」

　ユウマは掠かすれ声ごえで叫さけびながら、本能的に両手を持ち上げ、自分の頭を守ろうとした。

　指先が、体のすぐ上で何かにぶつかった。

　びくっと手を引っ込めてから、恐おそる恐おそるもう一度触さわる。

　薄うすいクッションで内張りされた、緩ゆるく湾わん曲きよくする壁かべ──いや、蓋ふた。まるで繭まゆか何かのように、ユウマの全身を包つつみ込んでいる。

　その正体を悟さとった瞬しゆん間かん、ユウマはようやく自分がどこにいるのかを思い出した。

　ここは《カリキュラス》の中だ。

　収容した人間に仮想の体たい感かん覚かくを与あたえ、脳から出力される運動命令を読み取る、カプセル型のフルダイブマシン。

　そう……ユウマは自分の意思でこのカプセルに入り、ゲームを楽しんでいたのだ。仮想世界が舞ぶ台たいの、本当の意味でのＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧを。

　どうしてカリキュラスの電源が落ちているのかは解わからないが、内部のどこかに非ひ常じよう脱だつ出しゆつ用ようのレバーがあったはずだ。興奮のあまりほとんど聞き流してしまった、ゲーム開始前のオリエンテーションを思い出しながらカプセルの左下あたりに手を伸ばす。

　湾わん曲きよくした壁へき面めんを探さぐっていると、自動車のドアハンドルのような形状のレバーが指先に触ふれた。恐おそる恐おそる握にぎり、オリエンテーションで言われたとおりにレバー先せん端たんのロック解除ボタンを押し込む。

　あとはこれを引っ張るだけで、カプセルの蓋ふたが開くはずだ。

　気のせいか、酸素が薄うすくなってきたように思える空気を大きく吸い込み、ユウマはレバーを引こうとした。

　その時、どこか遠くで、叫さけび声ごえのようなものが響ひびいた気がした。

　いや、遠くではない。カリキュラスのカプセルはほぼ完全な防音設計になっているはずだ。その壁かべを貫つらぬいて聞こえてきたということは、外のかなり近い場所で誰だれかが叫さけんだのだ。まるで悲鳴のような大声で。

　じっとり汗あせばむ左手でレバーを握にぎったまま、ユウマは耳を澄すました。しかし、何秒待ってももう声は聞こえない。

　いったい外で、いやこの施し設せつ全体で、何が起きているのか。

　蓋ふたを開けないほうがいい。不意にそんな予感に襲おそわれ、ユウマはレバーから手を離はなしかけた。

　しかし、すぐにしっかりと握にぎり直なおす。

　この建物──山梨県のぞみ市に新設された大規模アミューズメント施設《アルテア》には、ただ遊びに来たわけではない。オープニング・イベントに、ユウマが通う市し立りつ雪ゆき花はな小しよう学がつ校こうの、六年一組の生徒全員が招待されたのだ。

　今日、教師二名に引いん率そつされて貸かし切きりバスでアルテアを訪おとずれた生徒は、ユウマを含ふくめて四十一人。その中には親友の近コン堂ドウ健ケン児ジや、家が隣となり同どう士しの幼おさな馴な染じみである茶サ野ノ水ミ凪ナギ、そしてユウマの双ふた子ごの妹、佐サ羽ワも含ふくまれている。

　イベントには他にも多くの大人たちが参加していたが、もしこの異常事態が施し設せつ全ぜん体たいに及およんでいるなら、生徒たちの保護にまで手が回っていない可能性がある。おとなしい水凪は泣いているかもしれないし、利きかん気な佐羽はむやみと動き回ってしまいそうだ。お気楽なところのある健児だけに二人を任せておくわけにはいかない。

　意を決し、ユウマは今度こそ非常脱出用レバーを引いた。

　がこっ、という振しん動どうとともにロックが外れ、カリキュラスの蓋ふたがほんの数センチだけ開いた。真っ暗だったカプセル内にわずかな光が入はいり込んできて、詰つめていた息を吐はく。

　オレンジ色の弱々しい光は、恐おそらく非常灯だろう。やはり建物全体が停電しているようだ。ひとまず新しん鮮せんな空気を吸おうと、蓋ふたの隙すき間まに鼻を近づける。

　途と端たん──。

「…………っ！」

　ユウマは思わず顔をしかめた。

　冷たい空気には、異質な匂においが含ふくまれている。鼻が曲がるほどの悪あく臭しゆうというわけではないが、生なま臭ぐさいような金きん属ぞく臭くさいような、鼻の奥おくにまとわりつく匂におい。軽い吐はき気けを堪こらえながら再び耳を澄すますが、もう誰だれの声も聞こえない。

　ユウマは意を決し、右手でカプセルの蓋ふたを上に押した。油圧ダンパーの作動音とともに蓋ふたが持ち上がり、視界も広がる。

　マットレスの上で、ゆっくり体を起こす。

　最初に見えたのは、カプセルの正面五メートルほどのところにある、緩ゆるく湾わん曲きよくする壁かべだった。非常灯の淡あわい光に照らされた壁かべには、【ＰＬＡＹＲＯＯＭ　01】という文字が大きくプリントしてある。

　確かアルテアには、八十基のカリキュラス・カプセルを備えたプレイルームが九部屋あって、ユウマたちは地上二階の一番プレイルームに案内されたのだ。

　続いて左右を見る。どちら側にも、ユウマが座すわっているのと同じデザインのカプセルが外向きに整然と並んでいる。

　カリキュラスｃａｌｉｃｕｌｕｓは《蕾つぼみ》という意味だとオリエンテーションの時に聞いた記き憶おくがあるが、その名の通りユリ科植物の蕾つぼみを思わせる細長いカプセルがぐるりと円形に配置されているさまは、まるで全体が一つの花のようだ。しかし、この部屋に入った時は煌こう々こうとした照明の下で純白に輝かがやいていたカリキュラスがオレンジ色の非常灯に照らされると、昆こん虫ちゆうのサナギのようにも思えてしまう。

　見える範はん囲いだけでも二十以上のカプセルが並んでいるが、蓋ふたが開いているのは七割ほどで、残りはまだ閉じたままだ。しかも、何があったのか、開いているカプセルのいくつかは激しく損傷してしまっている。

　ユウマのすぐ右側の、健ケン児ジが使っていたカプセルは蓋ふたが開いていて内部は空。佐サ羽ワと水ミ凪ナギに割り当てられた左の二台はどちらも閉じたままだが、中にまだ二人が入っているのかどうかは外側からは解わからない。少なくとも、三台とも壊こわれてはいないようだ。

　視線をさらに動かす。

　直径三十メートルもある巨きよ大だいな一番プレイルームには、六年一組の生徒たちを含ふくめて八十人ものプレイヤーがいたはずなのに、人の姿は見えないし声や物音も聞こえない。先刻の叫さけび声ごえは空耳だったのかと思えてくるが、空気中にはまだ金かな臭くさい匂においが濃のう密みつに漂ただよっている。

　──とりあえず、佐羽と水凪のカリキュラスを開けてみよう。

　そう考えたユウマは、カプセルの左側に足を出すと、そこに揃そろえてあるスニーカーを履はいた。手すりを摑つかみ、勢いよく立ち上がった途と端たん、軽い立たち眩くらみに襲おそわれる。それが治まるまで待ち、カリキュラスの側面を取り囲む、幅はば六十センチほどの昇ラ降ン台プを慎しん重ちように歩く。

　昇ラ降ン台プの先せん端たんで立ち止まり、眼下の通路を見回すが、やはり人の姿はない。無意識のうちに足音を殺しながら、短い階段を下りる。

　ラバーシートが貼はられた通路には、破は壊かいされたカリキュラスのものだろう、プラスチックの破は片へんやら金属のパイプやらが点々と散らばっている。それらを避さけながら、すぐ左にあるカリキュラスの前まで歩く。

　カリキュラスは、使用者のプライバシーに配はい慮りよするためか、床ゆか面めんから二メートルほどの高さに設置されているので、身長百五十二センチのユウマは背せ伸びしても手が届かない。カプセル側面にある非常開放レバーを操作するためには、昇ラ降ン台プに上る必要がある。まずは妹の佐サ羽ワのカプセルを開けるべく、階段を上ろうとした──その時だった。

　ぴちゃっ、と湿しめり気けのある音が聞こえて、ユウマは体を左に向けた。

「あ…………」

　喉のどから、掠かすれた声が漏もれた。

　緩ゆるくカーブする通路の奥おく、十数メートル離はなれたところに、誰だれかが立っている。

　薄うす暗ぐらい非常灯の下ではほとんどシルエットしか見えないが、下半身はどうにか識別できる。すらりと細い脚あしを包むのは膝ひざ丈たけの黒ソックスだけで、靴くつは履はいていない。華きや奢しやな膝ひざのすぐ上に、雪ゆき花はな小しようの制服である白いプリーツスカートの裾すそがある。上半身は暗がりに沈しずんでいてまったく見えない。

　しかしユウマは、雰ふん囲い気きだけで相手の名前が解わかった。

　六年一組、出席番号二十一番、綿ワタ巻マキすみか。

　一組のみならず、五年生や四年生にも、すみかにまったく興味のない男子生徒はいるまい。可か愛わいくて、頭が良くて、優やさしくて、大手出版社のファッション雑誌でモデルまでしているのだ。前に立つだけで頭が真っ白になってしまうすみかの美び貌ぼうに、ほんの少しも魅チヤ了ームされない小学生男子など小学生男子ではない。

　もっともユウマは、クラスの多くの男子のようにあわよくば彼かれ氏しに……などという大それた野望を抱いだいているわけではなく、精神的にも物理的にも距きよ離りを取ってひっそりと鑑かん賞しようしているだけだ。少なくとも自分ではそう信じている。四年生の時、学校で《クレスト》のアイレンズを落として困っていた時に捜すのを手伝ってくれた時から特別な存在になってしまったことは確かだが、決して片かた想おもいをしているわけではない……はずだ。たぶん。

　ともあれ、黒のハイソックスを見ただけですみかであることを確信したユウマは、階段から離はなれて通路の中央に戻もどった。

「わ……綿ワタ巻マキさん……？」

　呼びかけたその時、プレイルームの照明だけでなく、左手の甲こうに貼はった《クレスト》の電源まで落ちていることに気付く。

　生体電位で駆く動どうする薄はく膜まく型デバイスであるクレストにバッテリー切れはないし、自分で電源をオフにした覚えもない。

　クレストの中央を右手の人差し指で長なが押ししながら、ユウマは一歩すみかに近づいた。

　同時に、すみかも前に出た。

　黒いソックスが、ぴちゃっという音を立てた。

「…………？」

　目を凝こらすと、すみかの足あし許もとに、黒っぽい液体が広がっているのに気付く。

　オイルか何かだろうか、と思ったが化学的な揮発臭しゆうは感じない。代わりに例の金かな臭くささが再び漂ただよってきて、思わず顔を歪ゆがめる。

　ぴちゃり。

　すみかがもう一歩、足を前に進めた。

　天てん井じようから降り注ぐ非常灯の光が、胸のあたりまでをぼんやりと照らし出す。男子の制服より少し丈たけが短い水色のジャケットと、えんじ色のネクタイ。しかしその両方に、黒い液体が点々と飛び散っている。

　──いや。

　非常灯が暗いオレンジ色なので黒く見えるが……あれはもしかしたら、血だろうか。すみかは怪け我がをしているのか？

「わ、綿ワタ巻マキさん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　掠かすれ声ごえで呼びかけながら、ユウマはさらに近づいた。もう距きよ離りは十メートルを切っているが、なぜか妙みようにすみかを遠く感じる。

　いつもなら一秒で終わるはずのクレストの起動シークエンスが、なぜか遅々として進まない。両目に嵌はめたアイレンズがオンラインになれば、暗視補正機能を使えるのに。

　ひっそりと立つすみかの顔は、まだ見えない。

　しかし、右手に何かを握にぎっているようだ。

　中央が少しだけ曲がった、白くて太い棒のようなもの。その先せん端たんからも、黒い液体がぽた、ぽたと滴したたっている。
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　棒状の物体の、丸みを帯びたラインは工業製品とは思えない。まるで生き物の……人間の、腕うでのように見える。肩かたから引きちぎられた、子供の腕うで。

　頭の芯しんがじーんと痺しびれるのを感じながら、ユウマはすみかの左ひだり腕うでを凝ぎよう視しした。アルテアを襲おそった事故で切断されてしまった、自分の腕うでを持っているのではないかと想像したのだ。しかし、すぐにほっと息を吐はく。彼女の左ひだり腕うではちゃんと存在している。

　──でも、なら、あの腕うでは誰だれのものだろう。

「…………わた……まき、さん……？」

　ユウマの口から出た声は、自分でも驚おどろくほどか細く震ふるえていた。

　呼びかけに反応したのか、すみかがもう一歩前に出て、非常灯の光の中に入った。

　深く俯うつむけられた顔は、暗い影かげに沈しずんでよく見えない。しかし、何かが……どこかがおかしい。右手で摑つかんでいる誰だれかの腕うでや、制服に飛び散った血液らしき染しみ以外にも、いわく言いがたい異様さがすみかの立ち姿から伝わってくる。

　その時、ようやくクレストが起動し、アイレンズの暗視補正機能が自動的にオンになった。非常灯の光が増ぞう幅ふくされ、視界が明るくなる。

　まるで、それを感知したかのように、すみかが急激な動きで顔を上げた。

　さらさらした前まえ髪がみの下の、その顔は──。

　悲鳴を上げるために、ユウマはひゅうっと音を立てて空気を吸い込んだ。

　時間が細長く引き延ばされ、全てが静止した一いつ瞬しゆんの中で、ユウマはようやく思い出していた。カリキュラスの中で目覚める前のことを。

　世界初のフルダイブ型ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ《アクチュアル・マジック》のテストプレイで、何が起きたのかを。
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「ユウ！　そっち行ったぞ！」

　親友の近コン堂ドウ健ケン児ジ──コンケンの声に、ユウマは右手のショートソードを握にぎり直した。

　短い草に覆おおわれた野原の真ん中。周りには、足を取られるような岩も水たまりも存在しない。この好条件でまたしても失敗したら、少し離はなれたところで見守っている妹の佐サ羽ワと、幼おさな馴な染じみの水ミ凪ナギに笑われてしまう。

「ＯＫ、任せろ！」

　コンケンに叫さけび返し、一直線に突とつ進しんしてくる小さな影かげを凝ぎよう視しする。

　ゲームを開始してからすでに二時間が経たつが、ユウマはようやくフルダイブ環かん境きよう下かでの動き方を理解しつつあるところだった。

　この世界──《アクチュアル・マジックＡＭ》は、あまりにもリアルだ。青い空と白い雲、彼方かなたに連なる薄うす紫むらさきの山脈、そして緑の草原といった風景だけでなく、肌はだを撫なでていく風の冷たさ、両足で踏ふみ締しめる地面の堅けん牢ろう感かんまでが、現実世界とほとんど変わらない精細さを備えている。視覚はクレストのアイレンズ、聴ちよう覚かくは同じくイヤーピース、触しよつ覚かくや平へい衡こう覚かくはカリキュラスから入力されているはずなのに、まったく違い和わ感かんがないのは驚きよう異い的だ。

　デジタルデータで構築された世界にいるとはどうしても思えないせいで、ユウマはいままでずっと、現実世界と同じように動こうとしてしまっていた。しかしそれが間ま違ちがいだったのだ。この世界のユウマは現実の自分よりずっと敏びん捷しようで、力強く、ちょっと転んだくらいでは怪け我がもしない。現実の肉体はカリキュラスによって意識と切きり離はなされているので、カプセルの内側に手足をぶつけてしまうことも有り得ない。

　だから、心理的なリミッターを取とり払はらい、与あたえられた運動能力の限界に挑いどむつもりで、思い切り動くべきだったのだ。そうしなければ、モンスターに勝つなどどだい無理な話だ。

「むきゅきゅーっ！」

　甲かん高だかい声で喚わめきながら突とつ進しんしてくるのは、体高が六十センチ近くもある薄うすい青色のウサギ。アクチュアル・マジックでは小型モンスターに分類されるらしいが、図ずう体たいは水ミ凪ナギ──ナギの家で飼われているセントバーナードの《ドン》と大差ない。しかも青ウサギの額からは、大きめのニンジンほどもある銀色の角が突き出している。あの長さの角を腹に喰くらったら、背中まで突き抜けてしまいそうだ。

　またしても恐きよう怖ふが湧わき上がってきて、ユウマは左手で腹を守ろうとした。しかしそんなことをしていては、一時間もかけて習得した魔ま法ほうが使えない。せめて、頼たよりない革かわの鎧よろいではなく、コンケンのような金きん属ぞく鎧よろいを装備していれば……と思うが後衛職を選せん択たくしたのはユウマ自身だ。いまさら泣き言は言えない。

　それにそもそも、あの青ウサギはユウマを攻こう撃げきしようとしているのではない。

　ウサギの頭上には、【ホーンド・グレートヘアー】という固有名と、八割がた減少して赤くなったＨＰバーが表示されている。コンケンの両手剣で瀕ひん死し状じよう態たいに追い込まれ、ユウマが待ち構えている場所に逃げてきたのだ。

　野ウサギヘアーというだけあって、モンスターは鈍どん重じゆうそうな図ずう体たいに見合わないスピードで突とつ進しんしてくる。間合いがあっという間に三十メートルを切る。しかし、ユウマが使おうとしている魔ま法ほうの射しや程てい距きよ離りはわずか十メートルしかないので、まだ我が慢まんしなくてはならない。

「むっきゅいーっ！」

　再び鳴いた青ウサギが、ユウマから見て左に方ほう向こう転てん換かんした。

「くそっ！」

　毒づき、ユウマも走り始めた。ウサギがいっそうスピードを上げる。追いかけるユウマも、懸けん命めいに足を動かす。

　一回目の挑ちよう戦せんでは、ほぼ同じ状じよう況きようで石につまずいて転び、二回目は慎しん重ちように走りすぎたせいで逃げられてしまった。障害物に気をつけるのは当然だが、もっと大事なのはアバターの能力を最大限に発揮することだ。現実世界で運動が苦手だからといって、この世界にまで苦手意識を持もち込む必要はない。

　──ビビんな！　もっと早く走れるはずだ！

　頭の中で自分を𠮟しつ咤たし、ユウマは思い切り地面を蹴けった。

　ぐんっ、と体が加速する。耳みみ許もとで風が唸うなる。現実世界では感じたことのないスピードに目が眩くらむが、歯を食いしばってダッシュし続ける。

「がんばれ、ユウ！」「もうちょっとだよ～！」

　後方から、サワとナギの声が追いかけてくる。恥はずかしいなあもう、と思いつつもユウマはいっそう体を前ぜん傾けいさせる。

　逃げるウサギが徐じよ々じよに近づく。距きよ離りが目算で十五メートルを切る。そのタイミングで、空の左手をウサギめがけて突き出す。

　ここからが勝負だ。全ぜん力りよく疾しつ走そうしながら、暗記している四つの呪じゆ文もんをつっかえずに唱えなくてはならない。

「テネブリス闇よ！」

　まず《属性詞》を叫さけぶと、指を広げた左手の前に、濃こい青あお紫むらさき色いろの光球が出現した。

「カ魂ペのー狩レり・手アとニなマり！」

　続けて二語の《形態詞》を叫さけぶ。光球が変形し、ユウマの左手の何倍も大きく、鋭するどい鉤かぎ爪づめが生えた幻まぼろしの手を作り出す。

　同時に、視界の中央に十文字の照準線レテイクルが出現する。左手を微び妙みように動かして、照準をウサギの体の中心に合わせる。

　同時に、距きよ離りが十メートルを切った。今度こそ！　と念じながら、ユウマは三たび叫さけんだ。

「イグニス飛べ！」

《発動詞》が、わずかなエコーを伴ともなって響ひびいた。青あお紫むらさきに光る幻まぼろしの手が発射され、青ウサギに肉にく薄はくし、丸っこい体を鷲わし摑づかみにするかの如ごとく指が閉じ──。

　ぼわん！

　という効果音とともに、ウサギの体が青っぽい煙けむりとなって消しよう滅めつした。

「や、やった！」

　と叫さけんだ途と端たん、ユウマは地面の窪くぼみに足を取られて転んでしまった。草原に顔から突っ込み、そのままごろごろと派手に転がる。さすがにノーダメージとはいかず、視界左上に浮うかぶ自分のＨＰバーがわずかに削けずれたが、そんなのはささやかな代だい償しようだ。

　がばっと起き上がり、その勢いのまま真上を振り仰あおぐ。

　すると、きらきらと光りながら落下してくるものがあった。

　トランプより一回り大きい、一枚のカード。右手に握にぎったままのショートソードを放り投げ、両手でカードを受け止める。手の中で、光がかすかな音を立てて消える。

　カードは紫むらさきに透すき通とおる不思議な素材でできていて、表面に青ウサギの全身が線画で描えがかれ、その下に【ホーンド・グレートヘアー】と名前も刻まれている。

「よっ……しゃああああ──っ！」

　カードを持った左手と、握にぎり締しめた右手を突き上げながら、ユウマは現実世界ではほとんど出したことのない声量で叫さけんだ。

　これこそが、職業クラス《魔ま物もの使つかい》を選んだユウマの力だ。捕獲キヤプチヤー呪じゆ文もんでモンスターを捕とらえて、カードに変化させる。いままで遊んできた据すえ置おき機きやクレスト用のＲＰＧにもよく出てきた、定番と言っていいクラスだが、実際に捕つかまえるのがこんなに大変だとは思わなかった。いや、アクチュアル・マジックもゲームなのだから「実際に」という言い方は正確ではないが、他のどんなゲームよりも苦労したことは確かだ。

「やったな、ユウ！」

　という声がしたほうを見ると、大きな剣を背負ったコンケンが両手でサムズアップしながら近づいてくるところだった。

　小学六年生にしては大おお柄がらな体も、ツンツンした短めの髪かみも、現実世界のコンケンそのままだ。しかも、少し大人っぽい顔立ちまでよく似ている。そのアバターに物々しい金きん属ぞく鎧よろいと両手剣を装備しているものだから、見かけは完全に戦士だ。

　コンケンが差し出した手を握にぎり、立ち上がると、ユウマは親友とハイタッチを──左手にはモンスターカードを持ったままなので右手だけだが──交かわした。

「サンキュー、ナイスサポート」

　ユウマが礼を言うと、コンケンは顔全体でニカッと笑う。

「そーだろそーだろ。ＨＰ削けずったＭｏｂモブが逃げる方向を調整すんの、けっこうワザが要いるんだぜ」

　その自画自賛を、後方から飛んできた女子二人の声が撃うち落おとした。

「なーにエラそーなこと言ってんの！」

「成功率、半分くらいだったよね～」

　振り向くと、サワとナギが悠ゆう然ぜんと近づいてくるところだった。

　双ふた子ごの妹サワが選んだ職業クラスは、攻こう撃げき呪じゆ文もんを得意とする魔ま術じゆつ師し。幼おさな馴な染じみのナギが選んだのは、回復呪じゆ文もんの使い手である僧そう侶りよ。どちらも定番の職業だが、コンケンと同じく生身の面おも影かげを残すアバターが、いかにも魔ま法ほう職しよくといった感じのローブを着ているところはなかなか新しん鮮せんと言うか、正直かわいいと思わなくもない。

　──いやいや、サワは生まれた時から一いつ緒しよにいる生意気な妹だし、ナギもそういうアレじゃないから！

　と自分に言い聞かせながら、ユウマは二人にも右手で合図した。

「お待たせ、やっとゲットしたよ」

　左手に持った紫むらさき色いろのカードを掲かかげると、女子二人が興きよう味み津しん々しんといった様子で覗のぞき込む。

「へぇー、これがモンスターカードかぁ。ちゃんとウサ公こうの絵が描えがいてあんだね」

「ウサ公こうって、お前なぁ……」

　妹の言こと葉ば遣づかいに苦言を呈ていしようとしたが、急に横からナギが顔を近づけてきたので反射的に口を閉じる。

　サワは、よく言えばきりっとした、悪く言えばきつめな容よう貌ぼうだが、ナギはおっとりと穏おん和わな顔立ちをしている。物心がつくかどうかの頃ころから、恐おそらくは自分の顔よりも見てきた顔なのに、ユウマはこの頃ごろ、心の準備なくナギに接近されると思考回路に微び妙みような誤作動が発生してしまうことがある。

　そんなユウマの反応を気にする様子もなく、ナギはいつものふんわりした笑え顔がおで言った。

「ねえユウくん、試ためしに召しよう喚かんしてみてよ～」

「え、いきなりか？」

「だって、テストプレイ、あと五十分で終わりだよ～」

「うえっ、マジか！」

　と叫さけんだのはコンケンだ。視界右下の時刻表示を見ると、確かに午後二時十分を示している。

「ヤベーよ、須ス鴨ガモたちとどっちが早くボス倒たおせるか賭かけてんだよなー」

「あんたはまたそういうことを……。何賭かけたの」

　サワに問われ、コンケンはアバターの額に冷ひや汗あせを滲にじませながら答えた。

「……明日の給食のチョコプリンを……」

「あーあ、知ーらない。あたし、分けてあげないからねー」

　にやにやするサワに向けて、コンケンがぼそっと付け加える。

「……四人分」

「…………はぁ!?　はあああ────!?」

　絶ぜつ叫きようしたサワが、コンケンの襟えり首くびを摑つかむや、金きん属ぞく鎧よろいを着き込んだ戦士をほっそりした右みぎ腕うで一本で吊つるし上げた。

「ちょっと近コン堂ドウ健ケン児ジ、なに勝手にあたしたちのプリンまで賭かけてんのよ!!」

「わ、悪かった、謝あやまるからゲームの中でリアルネームはやめて!!」

　じたばたするコンケンの近くでナギが「あ～らら～」とのんきな声を出し、ユウマは深々とため息をついた。

「……やらかしたな、コンケン。サワが作ってる《給食デザートランキング・２０３１》で、チョコプリンは暫ざん定てい一位だぞ」

「ちょお！」

　吊つるし上げていたコンケンを放り投げると、サワはユウマに詰つめ寄よってきた。

「お兄ちゃん、余計なこと言わないでよね!!」

　双ふた子ごなので日ひ頃ごろは友人たちと同様に「ユウ」と呼ぶが、慌あわてると幼い頃ころの《お兄ちゃん》が出てしまうサワを、ユウマは両手で押し戻もどしながら言った。

「まあまあ、コンケンの罪はあとで追つい及きゆうするとして、いまは前向きな解決を模も索さくするべきだろ。おいコンケン、その賭かけに勝てば、こっちもプリン四つゲットできるんだよな？」

　ユウマが視線を向けると、草原に座すわり込んだ戦士はこくこく頷うなずいた。

「そ、そりゃもちろん。須ス鴨ガモのパーティー四人ぶんのチョコプリンがオレらのもんだぜ」

「…………ほう」

　とサワが怒いかりのオーラを引っ込め、

「それ、いいね～」

　とナギが微ほほ笑えんだ。

　どうにか妹の怒いかりを一時的に収めることに成功したユウマは、急いで右手を持ち上げると、空中で五本の指をすぼめてからさっと広げた。

　でゅりーん、というような効果音が響ひびき、空中にメニュー画面が浮うかび上がる。現実世界で慣れ親しんでいるクレストのホロウインドウとよく似ているが、ファンタジー世界にフラットデザインのＵＩは多少の違い和わ感かんがある。しかし、この《アクチュアル・マジック》はゲームなのだから、メニュー画面は必ひつ須すの機能だ。

　マップタブに移動し、近きん隣りんの地図を表示させると、三人が顔を突き出してきた。

「んーと、ここが最初の街で、ここがオレらがいる草原だろ？　んで、ボスがいるダンジョンがここ、と……」

　コンケンがマップ上で指を動かすと、サワが女の子らしからぬ舌打ちを炸さく裂れつさせる。

「ちっ、ダンジョンまではまだけっこう距きよ離りがあるわね。あと五十分でボスまで辿たどり着つけるか、微び妙みようだな……」

「しかも、ダンジョンを突とつ破ぱする時間も必要だしね～」

　ナギがおっとりボイスで冷静に指し摘てきする。

　マップから彼方かなたの山並みに視線を移し、ユウマは言った。

「確かにちょっと厳しいけど、僕らのレベルそのものはこの草原で充じゆう分ぶんに上がってる。しかも、ダンジョン内のモンスターは須ス鴨ガモたちが掃そう除じしてくれてるはずだから、ラッシュで突っ走ぱしれば追いつける可能性はある！」

「……あのねえユウ」

　幼い頃ころから一いつ緒しよにあれこれゲームをやってきて、いまではユウマ以上のＭＭＯプレイヤーと化しているサワが、冷静に指し摘てきした。

「道も解わからないダンジョンをラッシュできるわけないでしょ。Ｍｏｂモブをトレインしまくって、行き止まりで全ぜん滅めつするのがオチよ」

「ちっちっ」

　わざとらしく舌を鳴らしながら人差し指を左右に振ると、ユウマはずっと左手に持ったままだった紫むらさき色いろのモンスターカードを改めて三人に示した。

「僕が、街の周りに出る簡単なモンスターじゃなくて、敢あえてこのドめんどくさい青ウサギをキャプチャーしようとしたのには理由が……うぐっ」

　サワに脇わき腹ばらを小こ突づかれ、痛みはないものの内臓にリアルな衝しよう撃げきを感じて思わず呻うめく。

「とっとと結論言いなさいよ！　時間ないのよ！」

「うひひ、サッペは相変わらずせっかちだなあ……うぐっ」

　低学年の頃ころのあだなを口にしたコンケンも、レバーブローを喰くらって悶もん絶ぜつ。その隙すきにユウマは急いで説明する。

「ええーっと、青ウサギ……じゃなくてホーンド・グレートヘアーには《隧道探索トンネル・サーチ》っていうアビリティがあって……」

「あのさ～、ユウくん、説明は目的地についてからでもいいかも～？」

　ナギに指し摘てきされ、ユウマはいったん口を閉じてから、「確かに」と頷うなずいた。

　昔からこの四人で行動すると、ユウマが司し令れい塔とう的てきな役割を務めることが多いのだが、その実ここぞというところで的確な判断力を発揮するのはナギのほうだ。

　──マスコットキャラみたいな見た目なのになあ。

　などと大変失礼なことを考えながら、まだ呻うめいているコンケンを引っ張り起こし、ラスボスのダンジョンがある方向を指差す。

「よし、そんじゃまずは移動するぞ。道中のモンスターは極きよく力りよく回かい避ひ、引っかけてもダッシュで振り切きる！」

「よっしゃあ！」

「ハイハイ」

「がんばろ～」

　テンションがバラバラな声を出す三人に構わず、「出発！」と叫さけぶと、ユウマは緑の草原を北へと走り始めた。




　二時間の経レ験ベ値リ稼ンぎグで基き礎そステータスが上がったのか、あるいはさっきの戦せん闘とうで開眼したアバター操縦法のおかげか、ユウマは三人に遅おくれることなく──それどころか時々引き離はなしそうになりながら、ダンジョンまでの約五キロメートルを走り切った。

　草原を突っ切きり、森に入ったところで運良くＮＰＣの行商人と遭そう遇ぐうしたので、狩かりで稼かせいだお金をほぼ全て使って装備を更こう新しんした。サワとナギはデザインをじっくり吟ぎん味みしようとしたが、男二人が散々急せかしたのでタイムロスは最低限に収めることができた。

　午後二時二十五分──社会科見学という名目のテストプレイが終しゆう了りようする午後三時の、三十五分前。

　ユウマたちのパーティーは、最終目的地である森の中の古城に到とう着ちやくした。

　苔こけむした古城はあちこち崩くずれ落おちていて半ば廃はい墟きよの様相だが、テストプレイヤー全員に配布されたガイドブックによれば城の一階にダンジョンの入り口があり、地下には三層構造の迷めい宮きゆうが広がっているらしい。

　古城の前でいったん立ち止まったユウマたちを、同じテストプレイヤーであろう老ろう若にやく男なん女によのアバターが次々に追い越こしていく。恐おそらく、マップのあちこちに散らばっていた七百人以上のプレイヤーが、続々と集合しつつあるのだろう。

「……あのさー、あたし思ったんだけど」

　魔法の杖ワンドを指先で器用に回転させながら、サワが言った。

「須ス鴨ガモたちとの勝負以前に、他の誰だれかがとっくにボス倒たおしちゃってるんじゃないの……？」

「あれ～、サワちゃんらしくないね～」

　いつものふんわり口調で、ナギがサワの勘かん違ちがいを指し摘てきする。

「ガイドブックに、このテストプレイに限って、ボス部屋はインスタンスだって書いてあったよ～」

「い、インスタントぉ？　お湯をかけたら三分でできるのか？」

　ゲーム好きではあるがＭＭＯＲＰＧには疎うといコンケンのとんちんかんなコメントに、サワがわざとらしくため息をついた。

「ハァー、あんた小学生からやり直したほうがいいよ」

「しょ、小学生だし……」

「インスタンスっていうのは、自分一人か自分のパーティーだけで攻こう略りやくするマップのこと。今回の場合だと、ダンジョンを突とつ破ぱして、ボス部屋の入り口を通ると専用のマップにテレポートするのよ」

　自分の勘かん違ちがいを棚たなに上げたサワの解説に、コンケンが素す直なおに頷うなずく。

「へー、じゃあつまり、ボスモンスターもパーティーの数だけ用意されてるってことか」

「そうだよ～」

　と、今度はナギが答える。

「ボスを倒たおすと、ボス戦のクリアタイムが記録されて、上位のプレイヤーは本サービスで何か特典が貰もらえるんだって～」

「ま、マジで！　こんなとこで突っ立たってる場合じゃねーじゃん！」

　喚わめいたコンケンが、片手を伸ばしてユウマの短いマントをぐいぐい引っ張った。

「ユウ、オレたちも早く行こうぜ！　何ぼーっとしてんだよ！」

「別にぼーっとしてるわけじゃないよ」

　コンケンの手からマントの裾すそを引き抜くと、ユウマは左手に持っていた小型のガイドブックをぱたんと閉じた。

「絶対に失敗したくないから、呪じゆ文もんを確かく認にんしてたんだ」

「呪じゆ文もん……ああ、ペット召しよう喚かんのか？」

　コンケンの言葉を聞き付けたサワとナギが、瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめてくる。

「えっ、ウサ公こうを召しよう喚かんするの？」

「お～、ユウくん、早く～」

「はいはい」

　ガイドブックを腰こしのポーチにしまい、三人から数歩距きよ離りを取る。左手で、右胸に装備された専用のホルダーから紫むらさき色いろのカードを抜き出し、高く掲かかげる。

《アクチュアル・マジック》では、どんなに簡単な魔ま法ほうでも、原則的に最低三つの呪じゆ文もん──属性詞、形態詞、そして発動詞を唱えなくてはならない。しかし幾いくつか例外もあり、魔ま物もの使つかいが捕ほ獲かくしたモンスターを召しよう喚かんする時とカードに戻もどす時は、たった一つの呪じゆ文もんでこと足りる。

　だからと言って、適当に唱えていいわけではない。ガイドブックには、召しよう喚かん呪じゆ文もんを詠唱失敗フアンブルすると、ごく低確率だがカードそのものが破は壊かいされてしまうこともある……と恐おそろしいことが書いてあった。あれだけ苦労して捕つかまえた青ウサギを、そんなケアレスミスで失ってしまっては泣くに泣けない。

　仮想世界のアバターなのに、緊きん張ちようで口の中が乾かわいてくるのを感じながら、ユウマは大きく息を吸い、叫さけんだ。

「アペルタ開け！」

　発動詞がシステムに認にん識しきされ、左手のカードから紫むらさき色いろの光が溢あふれる。複雑な魔ま法ほう陣じんが立体的に展開し、カードが溶とけるように消しよう滅めつする。

　魔ま法ほう陣じんの中央がひときわ眩まばゆく輝かがやき、そこから斜ななめ下に向けて光線が放たれた。光線は地面に当たり、溜たまるように膨ふくれ上がって──ぽん！　とコミカルな音とともに、モンスターが実体化した。

　銀色の角と、淡あわい青色の毛皮を持つ、全長二十センチほどのウサギ。

「………………」

「………………」

　ユウマと同時にしばし無言でウサギを眺ながめていたコンケンが、顔を上げて言った。

「…………なんか、ちっさくね？」

「…………うん、小さい」

　これはあれだろうか？　敵が仲間になった途と端たんに弱くなる現象……？

　というご主人様の思考を気にする様子もなく、捕ほ獲かく前まえの三分の一のサイズに縮んでしまった青ウサギは、つぶらな両目でユウマを見上げ、首を傾かたむけてひと声鳴いた。

「むきゅ？」

　途と端たん、女子二人が息を合わせて──。

「かっ……かっわうぃぃぃぃ────!!」

　きらきら系エフェクトが飛び散りそうな歓かん声せいを上げると、青ウサギに飛びついた。一いつ瞬しゆん早くサワが地面からすくい上げ、胸にぎゅっと抱だき締しめる。出遅おくれたナギは羨うらやましそうな顔で手を伸ばし、ウサギの頭を高速なでなでする。
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　かつては馬ラ上ン槍スの穂ほ先さきの如ごとき鋭するどさだった角も、先せん端たんがころんと丸まっていて、ユウマは一いつ瞬しゆんこのモンスターを選んだ自分の判断を疑いそうになった。しかし、純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくに期待して、ホーンド・グレートヘアーを捕つかまえたわけではない。最初の街でＮＰＣから聞いた話によれば、このウサギには唯ゆい一いつ無む二にの特とく殊しゆ能のう力りよくがあるはずなのだ。

　相変わらずきゃあきゃあ言っている女子二人のあいだに手を突っ込むと、ユウマは青ウサギの長い耳を摑つかんでサワの胸から引っこ抜いた。

「ちょっとお兄ちゃん、そんな持ち方したら可哀かわい想そうでしょ！」

「あのなあ、こいつは愛あい玩がん用ようのペットじゃないんだぞ」

　言い返し、ウサギの顔を覗のぞき込む。

「まだレベル１だけど、やれるよな、お前」

「むきゅっ」

「よし、よく言った」

　頷うなずくと、ユウマはウサギを地面に下ろした。

　魔ま物もの使つかいは、捕ほ獲かくした使い魔フアミリアを音声命令ボイスコマンドによって使し役えきできる。ユウマはまだレベル７なので使えるコマンドは五種類しかないが、レベルアップしていけばかなり複雑な指示も出せるようになる──らしい。

　どうあれ、いまはややこしいことをさせる必要はない。青ウサギに最初の命令を出すべく息を吸い込んだユウマだが、しかしそこでしばし呼吸を止めざるを得なかった。

　なぜなら、使い魔フアミリアに命令するためには、最初に名前を呼ばなければならないのだ。しかも、ホーンド・グレートヘアー等などの種族名ではなく、その個体専用の名前。名付けるのはもちろん、マスターである魔ま物もの使つかい自身だ。

　フリーズしたユウマを見て、サワがにんまりと笑えみを浮うかべた。

「あー、ユウ、まだその子の名前決めてないんでしょ」

「うぐ……」

　サワの隣となりで、ナギもにっこり微ほほ笑えむ。

「ユウくん、ペットの名前つけるの得意だもんね～。きっと、ドンの時みたいに可か愛わいい名前をつけてくれるよね～」

「うぐぐ……」

　確かに、隣となりの茶サ野ノ家で飼われているセントバーナードを《ドン》と名付けたのはユウマだ。しかし正確には、ナギの父親がつけた《ドナルド》というしゃれた名前を幼よう稚ち園えん児じのユウマが発音できず、ドン、ドンと呼んでいたらいつの間にかそれが定着してしまった、というだけの話である。

　実際にはネーミングというものが大の苦手で、ＲＰＧをプレイする時も本名の《ユウマ》をそのまま使うことが多い。使い魔フアミリアの名前などおいそれと思いつけるはずもなく、つぶらな瞳ひとみの青ウサギを見下ろしながら、どうしたものかと苦く慮りよしていると。

「おい、もう時間ねえぞユウ！」

　コンケンが、子供のように足あし踏ぶみしながら叫さけんだ。確かに時刻はいつの間にか二時半を回り、テストプレイが終しゆう了りようするまであと三十分弱。ボス戦のタイムアタックに十分を見み込むと、二十分以内にダンジョンを突とつ破ぱしなくてはならない。

「む、むむむむ……」

　唸うなるユウマを見上げて、ウサギがひと声鳴いた。

「むきゅ？」

「よ、よし……お前は《ムク》だ！」

　勢いに任せて叫さけんだ途と端たん、女子二人が「えー？　ムクぅー？」「なんだか犬っぽいね～」と不服そうな声を出したが、無視してメニューを出し、魔ま物もの使つかい専用の《ペット》タブに移動。表示されている捕ほ獲かく済ずみモンスターは当然ホーンド・グレートヘアー一匹だけなので、空白の名前欄をタップし、カタカナで《ムク》と入力。いまのところ変へん更こうは不可能なので、この名前を呼び続けるしかない。

　幸い、青ウサギ自身は犬っぽい名前を気に入ったらしく、「むっきゅきゅー！」と元気よく鳴きながらその場でぴょんぴょん跳はねた。小さくなってしまったことには不満もあるが、その様子はなかなかに可か愛わいらしい。

　改めて息を吸い込むと、ユウマは最初の使い魔フアミリアに最初の音声命令ボイスコマンドを与あたえた。

「ムク！　僕を追つい跡せき！」

　もっと自然に「ついてこい！」と命令したいところだが、追フオ跡ロー命令には「対象」「追つい跡せき」の二語が必要だ。幸い命令は正しく認にん識しきされ、ムクは「むっきゅー！」と叫さけぶとユウマの足あし許もとをぴょんぴょん一周した。

　相変わらず羨うらやましそうなサワとナギ、気が急せいて仕方ない様子のコンケンの顔を順に見ると、ユウマは言った。

「それじゃ、ダンジョンに突とつ入にゆうしよう」




　他のプレイヤーたちの姿が一いつ瞬しゆん途と切ぎれたタイミングで、四人は古城の門をくぐった。

　枯かれた生いけ垣がきや干ひ上がった噴ふん水すいが並ぶ、荒こう涼りようとした前庭を抜けて城館の中に入ると、広大なホールの真ん中に下り階段が黒々と口を開けていた。闇やみの奥おくからは、冷たく湿しめった風に乗って、モンスターの唸うなり声のようなものが響いてくる。

「うおお……マジモンのダンジョンじゃん……」

　階段の下を覗のぞき込んだコンケンが少し掠かすれた声を出すと、隣となりでナギがくすっと笑った。

「あ～、コンケンくん、もしかして怖こわいの～？」

「こっ、ここ怖こわくねーし！　雪ゆき小しようのダンジョンマスターとはオレのことだし！」

「じゃあ、さっさと行こうぜ。あと二十五分だ」

　低学年の頃ころから一いつ緒しよに遊んできたユウマは、コンケンが本当は暗くて狭せまい場所が苦手なことを知っているが、容よう赦しやなく背中を押して階段に踏ふみ込ませた。

　コンケン、ユウマ、ナギ、サワの順で、摩ま耗もうした石段を足早に、しかし慎しん重ちように下りていく。クレストのアイレンズが作り出す映像の、現実と見まがうばかりのクオリティにはいいかげん慣れたと思っていたが、硬かたい石をブーツで踏ふむ感かん触しよくや、壁かべに刺さった松たい明まつが発する仄ほのかな熱のリアルさには改めて驚きよう愕がくせずにはいられない。テストプレイを開始して二時間半も経たつのに、これは本当にカリキュラス・カプセルが発生させた疑ぎ似じ感かん覚かくなのだろうか、と疑いたくなってしまう。

　実はカリキュラスは次元移動装置か何かで、僕らは本物の異世界に転移させられてしまったのでは……などという思考を弄もてあそびながら足を動かし続けていると、ようやく行く手に平らな床ゆかが見えた。

　そこは、縦横二十メートル以上もありそうな広い部屋だった。ダンジョンのスタート地点だけあって意外と明るく、ユウマたちの他にも三組のパーティーが壁かべ際ぎわで休きゆう憩けいしたり、アイテムを整理したりしている。時間的に、彼らはもうボス部屋への到とう達たつを断念してしまったようだが、こちらはそうはいかない。なんと言っても、最高ランクの給食デザートであるチョコプリンが四つも懸かかっているのだ。

「……ねえユウ、ほんとにあと十分ちょいで地下三階のボス部屋まで行けるの？　あたしたち、マップも持ってないんだよ」

　ゲーム開始時のチュートリアルでは、寄り道をせずにメインクエストをクリアしていけば、ダンジョンの地図を入手できるという話だった。しかしユウマはゲーマーとして、お仕着せのルートを進むことを良しとせず、三時間の大半を経レ験ベ値リ稼ンぎグとお金稼ぎアーニング、そして青ウサギ改めムクの捕ほ獲かくに費ついやしたのだ。

　三人の仲間は、ユウマの提案にひと言も異を唱えず乗ってくれた。彼らの信しん頼らいを裏切るわけにはいかない。

　四角い広間の、正面と左右の壁かべにはアーチ型の出入り口が一つずつ設けられている。どこが次の階に続いているのか、地図なしでは解わかるはずもない。しかし──。

　足あし許もとで黒い鼻先をひくひくさせている使い魔フアミリアを見下ろし、ユウマは新たな命令を与あたえた。

「ムク！　ダンジョンの終点まで先導！」

「むきゅーん！」

　甲かん高だかく叫さけんだ青ウサギは、その場で二度ぴょんぴょん跳はねると、右の出入り口めがけて走り始めた。

「あっちだ！」

　ムクを追いかけるユウマに、コンケンたちも続く。

　アーチをくぐると、その先にはいかにもダンジョンらしい石いし敷じきの通路が延びていた。少し先に四つ角があり、まっすぐ進んだ先では他のパーティーがスライムっぽいモンスターと戦っている。

　しかしムクは角を左に曲がると、迷いのないダッシュでさらに奥おくを目指した。その足取りは、迷めい宮きゆうの構造が解わかっているとしか思えない──いや、実際に解わかっているのだ。これが、捕ほ獲かく困こん難なんモンスターたるホーンド・グレートヘアーが持つ特とく殊しゆ能のう力りよく、《隧道探索トンネル・サーチ》。ダンジョンなどの地下通路で、《始点先導》《終点先導》《アイテム捜そう索さく》《モンスター捜そう索さく》《モンスター回かい避ひ》の五つの特とく殊しゆ命めい令れいを与あたえることができる。終点先導を命令すれば、最さい短たん距きよ離りでボス部屋に案内してくれるというわけだ。

　残念ながら《終点先導》と《モンスター回かい避ひ》は同時に命令できないので、道中に出現するＭｏｂモブとは戦わなくてはならない。しかし終しゆう了りよう時間が迫せまったダンジョンには多くのプレイヤーが潜もぐっていて、再湧出リポツプ間かん隔かくを上回るペースでＭｏｂが狩かられまくっているので、ユウマたちはほとんど戦せん闘とうすることなく地下一階、地下二階を突とつ破ぱできた。

　長い階段を駆かけ下おり、地下三階に到とう達たつした四人は、眼前に現れた光景を見るやほっと安あん堵どの息を吐はいた。

　巨きよ大だい迷めい路ろだった一階、二階に対して、三階はやたらと長い通路が延びているだけだったのだ。目を凝こらすと、突き当あたりに巨きよ大だいな扉とびらが見える。そこを目指してすたこら走っていこうとする青ウサギに、

「ムク、止まれ！」

　と命令してその場に停止させる。

　つぶらな瞳で見上げてくるムクを抱だき上げると、「ありがとな、また頼たのむよ」とねぎらってからユウマは新たな呪じゆ文もんを唱えた。

「クラウザ閉じろ！」

　ムクの全身を、召しよう喚かんした時と同じ立りつ体たい魔ま法ほう陣じんが包つつみ込む。紫むらさき色いろの光の中で、ムクはみるみる小さくなり、ぽん！　と音を立てて消えた。輝かがやく煙けむりの中から現れたカードを、ユウマは左手の指先で挟はさみ、右胸のホルダーに収納した。

　つい「また頼たのむ」と声を掛かけてしまったが、ムクとはこれでお別れになる。テストプレイで上じよう昇しようしたステータスや入手したアイテムは、正式サービスでは全てリセットされるとオリエンテーションで明言されていたからだ。一時間にも満たない付き合いだったが、自分でも意外なほどの寂さびしさを感じながら、ユウマはカードホルダーをそっと撫なでた。

　時刻は午後二時四十八分。二分でこの通路を走はしり抜ければ、予定どおりテスト終しゆう了りようの十分前にボス部屋に辿たどり着つける計算だ。

　サワ、ナギ、コンケンとアイコンタクトし、頷うなずき合あうと、再び走り始める。

　五百メートルはありそうな通路の各所では、先行していたパーティーが大型のモンスターと戦っている。これ幸いと横をすり抜け、ボス部屋を目指す。

　豆まめ粒つぶのようだった突き当あたりの扉とびらが少しずつ大きくなり、表面を飾かざるドラゴンのレリーフが四人の松たい明まつの光を受けてぎらりと光った、その時──。

「オラァ、待てや近コン堂ドォ!!」

　という怒ど鳴なり声が後方から追いついてきて、四人は走りながら振り向いた。追いかけてくる、同じく四人パーティーの先頭に立つプレイヤーを見た途と端たん、

「うげっ、須ス鴨ガモ！」

　とコンケンが小声で毒づく。

　ユウマも、内心でうへぇと思わざるを得なかった。

　雪ゆき花はな小しよう六年一組に学級内階層というものがあるならば、須鴨光テル輝キはかなり上位に立つ生徒だ。まあまあ背が高く、そこそこ顔も良く、サッカークラブの主将で勉強もできて、クラス委員で親が社長。これで性格も良ければ完かん璧ぺき人にん間げんだが、本格的な目立ちたがり屋の仕切りたがり屋で、あらゆる局面でリーダーにならないと気が済まず、我わが道みちを行くユウマやコンケンとは絶望的に相あい性しようが悪い。

　ゆえにユウマたちは極力関わらないようにしているのだが、須鴨は自分より少しばかり背が高いコンケンが目め障ざわりなのか、何かと絡からんでくるのだ。

「近コン堂ドウ、ボス部屋にはオレらが先に入るからな！」

　仲間を置き去りにするほどの猛もうダッシュでコンケンに並んだ須ス鴨ガモが、銀色のプレートメイルをがしゃがしゃ言わせながら叫さけんだ。コンケンの鎧よろいよりも三割がた重いであろうそれを着き込んで全ぜん力りよく疾しつ走そうする技術と根こん性じようは見上げたものだが、台詞せりふはまったくもって頂けない。

「あのなあガモ、ボス部屋は別空間なんだから、順番なんかどうでもいいだろ」

　コンケンに代わってユウマがそう指し摘てきすると、須鴨は初めて存在に気付いたような視線を向けてきた。

「おい芦アシ原ハラオトコ、その呼び方やめろって四年の時に言ったよな」

　ドスの利きいた声に、追いついてきた須鴨の仲間の一人が同調する。

「そーよ芦原、ヘンなあだ名じゃなくて、ちゃんとキャラネームで《ルキウス》って呼びなさいよね！」

　振り向かずとも、きんきん響ひびく声の主が、学級内階層女子の部の上位ランカー、三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アであることはすぐに解わかった。いわゆるギャル系で、別に須鴨と付き合っているわけではないのだろうが、教室ではよく二人で聞こえよがしにファッションやら音楽の話をしている。

「はいはい、解わかったよミソ」

　ユウマがそう答えた途と端たん、

「オラァ！　その呼び方やめろっつったろォ！」

　とギャルからヤンキーに豹ひよう変へんした愛ア莉リ亜アが叫さけんだ。

　のぞみ市は、十年ほど前に山中湖を望む富ふ士じ山さん東とう麓ろくに築かれた官かん民みん連れん携けいのスマートシティだ。しかし少子化の波には抗あらがえず、雪ゆき花はな小しよう学がつ校こうも五年前に一学年が一クラスだけとなり、来年には近くの小学校と統合されて廃はい校こうになることが決まっている。アルテアのオープニング・イベントに招待されたのは、そういう理由もあるらしい。

　つまりユウマは、サワ、ナギ、コンケンはもちろん須ス鴨ガモや愛莉亜とも一年生の時からずっと同じクラスだ。二人も昔は《ガモ》《ミソ》のあだ名を当然のように受け入れていたのになあ……と思いながら、もういちど頷うなずく。

「はいはい、三ミ園ソノさん」

「コラ芦アシ原ハラ、《リア》なら呼んでいいって前から言ってんだろが！」

「いやいやそんな、恐おそれ多おおいです三園さん」

　この二人をルキウスやリアと呼ぶくらいなら、苗みよう字じ呼びのほうが十倍マシだ、と首を縮めていると──。

　左側でサワとナギが微び妙みようなトーンのため息をつき、さらに愛莉亜の後方で、誰だれかがくすくすと笑った。

「っ……！」

　かすかな笑い声だけ、しかもシステムが再現した合成音声だが、このトーンを聞きき間ま違ちがえるはずがない。コンケンと同時に振り向き、目を見開く。

　少々露ろ出しゆつ度どの高い魔ま術じゆつ師しの装しよう束ぞくを着た愛ア莉リ亜アの後ろで、僧そう侶りよの法ほう衣いを優美に翻ひるがえして走るのは──一組の学級内階層とは別格の高みに存在する美少女、綿ワタ巻マキすみかに間ま違ちがいない。
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「わっ、綿巻さん……」とユウマが口走り、

「どうして須ガ鴨モのパーティーに!?」とコンケンが叫さけんだ。

　後ろでサワとナギが微び妙みような不ふ機き嫌げんオーラを放出するが、それに構っている余よ裕ゆうはない。

　いっぽう須ス鴨ガモも、考えようによっては相当に失礼なことを言われたのだが、それに気付いた様子もなく高笑いした。

「ハーッハッハ、綿巻さんがオレのパーティーに入るのは当然だろうが！　ろくにクエストもやってないお前ら遊び人パーティーとは格が違ちがうんだよ、格が！　解わかったらそこをどけ！」

　がしゃん、と左ひだり肩かたをぶつけてコンケンを強ごう引いんに押しのけ、須鴨が前に出る。背中にマウントされた高級そうな剣と盾たてが、松たい明まつの光を受けてぎらりと輝かがやく。

　口ぶりからすると、須鴨たちはメインクエストをきっちりこなしてきたのだろう。充じゆう実じつした装備は、クエストのクリア報ほう酬しゆうに違ちがいない。しかし、ＭＭＯＲＰＧでは装備のスペック以上に、プレイヤー本人の技術が重要となる。世界初のＶＲＭＭＯともなればなおさら──。

　張り合おうとするコンケンのベルトを摑つかんで引き下がらせると、ユウマは親友に囁ささやいた。

「いいさ、先に行かせようぜ。どうせ中じゃ別々なんだ」

「んー、まあ、そうだな」

　不承不承という感じでスピードダウンするコンケンの横を、「おっ先にぃー！」と愛ア莉リ亜アが駆かけ抜けていき、「芦アシ原ハラくんたちも頑がん張ばってね」と微ほほ笑えみながらすみかも続く。その後ろには須ス鴨ガモパーティーの四人目のメンバー、木キ佐サ貫ヌキ櫂カイという男子がいたが、ユウマたちとは視線すら合わせようとしない。

　木佐貫は須鴨の取り巻きの一人なのだが、小こ柄がらで大人しくて、あまり目立つ生徒ではない。裏では須鴨にいじめられているという噂うわさもあるのだが、すみかと同時にパーティーメンバーに選ばれたところをみると、そんなこともないのだろう。灰色のフーデッドマントに革かわ鎧よろいという装備だけでは、何の職業クラスを選んだのかは不明だ。

「チョコプリンの賭かけ、忘れんなよ近コン堂ドォ！」

　先頭をひた走る須鴨がそう叫さけび、背中の剣を抜いた。

　前方では、接近するプレイヤーに反応したのか、竜りゆうの浮うき彫ぼりが施ほどこされた扉とびらが重々しい音を立てて左右に開いていく。その奥おくは完全なる暗くら闇やみで、まったく見通せない。

「……まったく、リアルネームをあんな大声で叫さけぶとか、どうしようもないアホね」

　距きよ離りが開くや、いままで我が慢まん強づよく沈ちん黙もくしていたサワが小声で毒づいた。すかさずコンケンが振り向き、

「おいサワ、お前もさっき……」

　と突っ込みかけるが、虫の居所が悪いサワに一睨にらみされ、すぐに前を向く。

　先行するパーティーは、須ス鴨ガモと愛ア莉リ亜アの騒そう々ぞうしい叫さけび声ごえとともに扉とびらの向こうの暗くら闇やみに突とつ入にゆうし、消えた。

　二、三秒遅おくれて、ユウマたちも巨きよ大だいな扉とびらをくぐった。視界がブラックアウトしたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに上空から赤い光が降り注ぎ、四人をボスの部屋へと転送した。




　ドラゴン型のボスモンスターは、見かけこそリアルだったが、予想していたほどの強敵ではなかった。

　オープニング・イベントということで、難易度を下げていたのだろう。両手の鉤かぎ爪づめと尻しつ尾ぽによる攻こう撃げきは戦士のコンケンが体を張って受け止め、火か炎えんブレスは魔ま術じゆつ師しのサワが《水の防壁ウオーター・ウオール》の呪じゆ文もんで軽減し、それでも少しずつ蓄ちく積せきするダメージは僧そう侶りよのナギがきっちり回復する。

　明確な役割がなかったのは魔ま物もの使つかいのユウマで、小しよう剣けんでドラゴンの脇わき腹ばらをつついてみたり、最下級の攻こう撃げき呪じゆ文もんを当ててみたりしたが、どれも大したダメージは与あたえられなかった。結局、ボスのＨＰの大部分はコンケンとサワが削けずり、戦せん闘とう開かい始しから約四分後に、ドラゴンは巨きよ体たいを赤いパーティクルに変えて四散させた。

　雑ざ魚こＭｏｂモブ相手の戦せん闘とうとは違ちがう、盛せい大だいなファンファーレとともにリザルト画面が表示され、全員のレベルが上がる。しかし、お金や装備、素材アイテムはドロップせず、代わりに銀色のカードが人数分、上空からゆっくりと落ちてきた。

　手に取ると、コングラチュレーションズの文字と一いつ緒しよに、四分三十三秒というクリアタイムが刻印されている。それを見た途と端たん、コンケンがガッツポーズをしながら叫さけんだ。

「こりゃあ勝ったろ！」

　もちろんドラゴンに、ではなく須ス鴨ガモたちにという意味だ。ユウマも内心では七割がた勝利を確信していたが、ここはかぶりを振っておく。

「まだ解わからないよ、ガモたちの装備、こっちより強そうだったからな」

「ＶＲＭＭＯは装備じゃねーよ、腕うでだよウデ！」

　というコンケンの台詞せりふに、律りち儀ぎにサワが突っ込む。

「あんたもバリバリの初心者でしょ、まだ三時間しかプレイしてないんだから」

　それを聞いたナギが、思案顔で呟つぶやいた。

「そういえば、もうすぐテストの終しゆう了りよう時じ間かんだけど……このままここにいていいのかな？　それとも、自力で街まで戻もどらなきゃいけないとか～？」

「いやいや、それはムリだろ……」

　幼おさな馴な染じみに歩み寄り、ユウマは再び首を左右に動かした。

「ここから最初の街まで、全力ダッシュしても二十分以上かかるぞ。たぶん、待ってればいいんじゃないか？」

「ん～、それなら……」

　内向きに緩ゆるくカールした髪かみを揺ゆらし、ナギが首を傾かしげた。

「そういうふうにアナウンスが出てもいい気がするけどな～。……ていうか、そもそも……」

　現実のナギとよく似た、少し垂れ気味な両目に、仄ほのかに不安そうな光が宿る。

「この世界から出たいと思ったら、どうすればいいのかな……？」

「へ？　オリエンテーション聞いてなかったのかよ」

　すかさずコンケンが、にんまりしながら指し摘てきした。

「カル……カルキュリ……」

「カリキュラス」

　サワの助け船に、ごほんと咳せき払ばらいをして続ける。

「カリキュラスの内側の、左下んとこにあるレバーを引っ張れば蓋ふたが開くって言ってたろ？」

「あのねえコンケンくん、わたしが言ってるのはその前の段階だよ～」

　呆あきれ顔がおでナギが言うと、コンケンはきょとんとした顔になる。

「へ？　前って……？」

「わたしたちはいま、自分の体を動かせないんだよ。だから、レバーを引く前にアクチュアル・マジックからログアウトして、ＢビＳーＩシＳスを無効化しないと……」

　ナギが言ったＢＳＩＳとは確か、カリキュラスが持つ《脳信号の中断および走査ブレイン・シグナル・インタラプト・アンド・スキヤン》機能の略りやく称しようだ。脳から体に発せられる運動命令を回収してゲーム世界のアバターに中ちゆう継けいし、同時に生身の体には伝わらないようにする。オリエンテーションで女性ガイドがたった一回だけ口にした言葉を覚えているのだから、ナギはユウマやコンケンよりよほどしっかりと説明を聞いていたらしい。

　ともあれ、幼おさな馴な染じみの言うことはもっともだ。ユウマたちは、アニメや小説のように肉体ごと異世界に転移しているわけではない。あくまでカプセルの中に横たわり、クレストが作り出す音を耳で聞き、映像を目で見ているだけだ。それなのに自力でカプセルから出られないのは、ＢビＳーＩシＳスが実質的に肉体を麻ま痺ひさせているからであって、まずはその機能を停止させないと、カプセルの非常脱出用レバーを操作できない。

「……そーいや、ログアウトについては何も言ってなかったね……」

　眉まゆをひそめたサワが、右手をピンチアウトしてメニューを出した。システムタブに遷せん移いし、すぐにかぶりを振る。

「やっぱり、メニューにログアウト用のボタンはないよ。離り脱だつポイントみたいなものの説明もなかったし……これってつまり、自分の意思でカリキュラスから……アクチュアル・マジックから出る方法はない、ってことだよね」

　テストの点数がいつも自分より少しだけ高い妹の言葉を聞いて、ユウマは少しばかり不安になった。その気持ちを打ち消そうと、平静を装よそおって言う。

「まあ、僕たちは招待客だけどテストプレイヤーでもあるわけで、勝手にログアウトされたら困る事情があるんじゃないかな。どっちにせよ、もうすぐテストも終わるはずだしさ」

「そうそう、ナギは心配しすぎなんだよ」

　コンケンが調子を合わせ、女子二人が「これだから男は……」的なため息をついた、その時だった。

　突とつ然ぜん、四人の足あし許もとから赤い光が噴ふき上がり、アバターを包つつみ込んだ。視界が赤一色に染まり、床ゆかの硬かたさが消きえ失うせる。

「うっ、うわっ……！」

　コンケンが叫さけび、

「ゆ、ユウくん！」

「お兄ちゃん！」

　ナギとサワも声を上げながら同時に手を伸ばした。

　ユウマは本能的に二人の手を握にぎろうとしたが、光は赤から白に変わりながら急激に明るさを増し、妹と幼おさな馴な染じみの姿を搔かき消けした。

　突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感覚。落下しているのか、上じよう昇しようしているのか解わからない状じよう況きように思わず悲鳴を上げるが、自分の声すら聞こえない。

　やがて白い光は上空に去り、下から闇やみが迫せまる。本能的に逃げようとしても、自分の体が視し認にんできない。意識だけの存在になったユウマを、濃のう密みつな闇やみが吞のみ込む。

　──コンケン！

　──ナギ！

　──サワ……!!

　声にならない声で必死に三人の名前を呼ぶが、誰だれも答えない。ユウマの意識は、漆しつ黒こくの虚きよ無む空間をどこまでも落下していく。

　────誰だれか…………!!

　ありったけの思念を振り絞しぼったその呼びかけに。

　何者かが答えた気がした。

　落ちていく先に目を向ける。

　そして、ユウマは《それ》を見た。




　ここで記き憶おくは途と切ぎれている。











３






　ＱＬＥＳＴクレスト。

《Quantum Lamellar Expansive System Terminal量子薄膜包括システム端末》の頭字語であり、《紋もん章しよう》または《頂点》という意味の英単語Ｃｒｅｓｔと似た音を持つ名めい称しようのこのデバイスは、二〇二八年に発売されるや人々の暮らしを一変させた。

　デバイスの本体は、厚さ〇・三ミリ、直径約五センチの多た重じゆう積せき層そう薄はく膜まくコンピュータ。柔じゆう軟なんに伸しん縮しゆくするので、体のほとんどの場所に貼はることができる。生体電位で駆く動どうするためバッテリー切れとは無む縁えんなこのデバイスは、両耳に装着するマイク兼けんイヤホンの《イヤーピース》、両目に装着するカメラ兼けんディスプレイの《アイレンズ》と無線接続することで、完全なユビキタス・ネットワークを実現したのだ。

　人体と融ゆう合ごうしたスマートフォンとでも言うべきクレストの普ふ及きゆうは、日常生活やビジネス、コンピュータ・ゲームにもまた一大変革をもたらした。

　視界にサイズ自由の仮想スクリーンを出現させられるので物理的なモニタ装置が不要になり、現実世界の風景に情報を重ねるＡＲゲームも数多くリリースされたが、多くのゲーマーが切望した完全なＶＲゲーム、つまり全フ感ル覚ダ没イ入ブゲームを実現するには、クレストをもってしても大きなハードルが存在した。

　アイレンズとイヤーピースが作り出す仮想世界でプレイヤーが自由に動き回るには、現実身体の運動を何らかの手段で抑よく制せいし、また触しよつ覚かくや平へい衡こう覚かく、深部感覚にも情報を与あたえなくてはならない。

　そのブレイクスルーを成なし遂とげたのは、アメリカに本社を置く情じよう報ほう通つう信しん企き業ぎよう《アイオテージ》だった。

　プレイヤーの体をカプセル型ユニットに収納し、電界や超ちよう音おん波ぱによるハイブリッド生体通信によって脳から出力される運動命令を回収すると同時に体たい感かん覚かく信しん号ごうを入力する《カリキュラス》テクノロジーである。

　アイオテージ社は、カリキュラスを使用した世界初となる全フ感ル覚ダ没イ入ブ型がたＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ《アクチュアル・マジック》をも自社開発し、それを中ちゆう核かくとする大規模アミューズメント施し設せつを世界の主要都市でオープンさせると発表した。日本の建設予定地に選ばれたのは、富ふ士じ山さんの東とう麓ろくに存在する人口十四万人のスマートシティ、のぞみ市だった。

　二〇三一年五月十三日、アミューズメント施し設せつ《アルテア》のオープニング・イベントが開かい催さいされた。イベントに招待されたのはのぞみ市の住民七百二十人、その中には雪ゆき花はな小しよう学がつ校こう六年一組の生徒四十一人も含ふくまれていた。

　イベントは午前十一時三十分に開始され、招待客は女性ガイドによるオリエンテーションを受けたあと、八十人ずつに分かれて割り当てられたプレイルームに移動し、カプセルに入った。クレストとカリキュラスが実現するフルダイブ型ゲームに、招待客たちは驚きよう愕がくし、興奮した。アクチュアル・マジックのテストプレイは午後三時に終しゆう了りようし、カプセルから出た七百二十人は、深い感動と豪ごう華かな記念品を土産みやげにアルテアを後にする──

　はずだった。




「うわあああああああ!!」

　という裏返った悲鳴が、自分の口から発せられていることすらも、芦アシ原ハラ佑ユウ馬マは意識できなかった。

　一番プレイルームの通路に尻しり餅もちをつくユウマに向かって、同級生の綿ワタ巻マキすみかが一歩、また一歩と近づいてくる。

　しかし、誰だれもが無条件に認めるクラス、いや学校一の美少女の顔に、かつての面おも影かげはない。それどころか、人間の顔ですらない。

　艶つややかな黒い前まえ髪がみの下、オレンジ色の非常灯の下でも青白く見える顔には──目も、鼻も、口も存在していない。

　大怪け我がで失ったとか、何かで隠かくされているとか、そういう意味ではない。目と鼻と口があるべき場所を、のっぺりとした白い皮ひ膚ふが覆おおっているのだ。

　ユウマは真っ先に、クレストによる視覚の上書きオーバーライトを疑った。だが、現状のアイレンズの性能では、上書き部分と現実の光景の境目にごくわずかだがノイズが発生してしまう。すみかの顔の輪りん郭かくに違い和わ感かんはないし、それ以前にユウマは、視覚情報の無条件受け入れはオフにしている。

　いや……そもそも、この状じよう況きよう全てが現実ではないのでは？　まだカリキュラスの中にいて、クレストが作る仮想世界を見ているのでは……？

　そんな逃とう避ひ的てき思考を否定するかのように。

　のっぺらぼうの綿ワタ巻マキすみかが、いきなり歩みを早めた。右手に握にぎった誰だれかの腕うでがぶらぶらと揺ゆれ、切断面から鮮せん血けつが垂れる。

　──手が届く距きよ離りまで来たら、絶対にまずいことが起きる。

　という直感に従い、ユウマはありったけの精神力を振り絞しぼって立ち上がろうとした。しかし足が言うことを聞かない。もうすみかとの距きよ離りは五メートルを切っている。

　突とつ然ぜん、すみかの顔に変化が起きた。

　ゆで卵のような白い顔の下側に、小さな切れ目が生まれた。幅はば五センチほどのそれが、音もなく上下に開く。

　よかった、少なくとも口はあったんだ……と思えたのは一いつ瞬しゆんだった。次の瞬しゆん間かん、その口が、左右の耳に届かんばかりの大きさでがばっと開いた。すみかの人形のような小顔を横切る巨きよ大だいな口の中には、小さくて鋭するどい歯、いや牙きばが上下にぎっしりと並んでいる。

　いったんは押し殺ころした悲鳴が、再びユウマの喉のどから細こま切ぎれに零こぼれた。全身の産うぶ毛げが逆立ち、内臓が縮こまる。

　血らしき染しみが点々とついた白いプリーツスカートと、クラスの女子全員が羨うらやんでいた絹のようなロングヘアを激しく翻ひるがえしながら、綿ワタ巻マキすみかだった何かが一直線に突とつ進しんしてくる。

　目の前の化け物が、すみかの姿と服装を真ま似ねているだけの別の生物であるという可能性を、ユウマは最初からまったく考えなかった。その理由が、鼻び孔こうに届いてくるかすかな香りであることを、ユウマは今いま更さらのように悟さとった。

　柑かん橘きつの爽さわやかさと、ミルクのような甘あまさが混ざった綿巻すみかの香り。毎日、教室で彼女とすれ違ちがうたびに感じていた香りを、のっぺらぼうの怪かい物ぶつもまとっている。

　──別に、片かた想おもいしてたとかじゃないけど……でも、僕は、ずっと尊敬してた。憧あこがれていたんだ。

　そんな思考に衝つき動うごかされ、ユウマはすみかの名を呟つぶやいた。

「……綿巻さん……」

　直後、すみかがぐぐっと体を沈しずませ、跳ちよう躍やくする素そ振ぶりを見せた。




「うおああああッ！」




　と叫さけんだのは、ユウマではなかった。

　誰だれかが右側からユウマを追い越こし、すみかへと突とつ進しんしていく。

　反応したすみかが、右手に握にぎっている腕うでを猛もう然ぜんと振り回まわした。

　人間の腕うで一本の重さは、全体重の六パーセントほどだと何かで読んだ記き憶おくがある。あの腕うでが小学六年生男子のものだとすれば、平均体重はだいたい四十キログラム。その六パーセントは……二・四キロ。子供の腕うで一本とはいえ、二リットルのペットボトルより重いのだ。そんなもので思い切り殴なぐられたら、誰だれだろうとただでは済まない……。

　圧縮された一いつ瞬しゆんの中で、ユウマはそんなことを考えた。

　ユウマを助けようとした誰だれかの脳天に、棍こん棒ぼう代わりの腕うでが凄すさまじい勢いで叩たたき付つけられた。ドカッ！　と重い音が響ひびく。誰だれかがもんどりうって倒たおれる光景を、ユウマは予想した。しかし、そうはならなかった。

　怪かい物ぶつに立ち向かった何者かは、両手に握にぎった細長い棒で、しっかりと腕うでを受け止めたのだ。

　ユウマの位置からはほぼシルエットしか見えない誰だれかが、顔を少しだけ振り向かせて、再び叫さけんだ。

「逃げろ、ユウ！　外に出て、誰だれか大人を呼んできてくれ！」

　その声を聞いて、ようやく気付く。

　親友の近コン堂ドウ健ケン児ジ──コンケンだ。とっくにプレイルームの外に脱だつ出しゆつしたと思っていた彼も、まだ室内に残っていたのだ。そして、ユウマを助けにきた。低学年の頃ころから、何度もそうしてくれたように。

「コンケン……」

　掠かすれ声ごえで名前を呼び、ユウマは床ゆかに両手をついて、懸けん命めいに体を起こそうとした。逃げるためではなく、親友に助すけ太だ刀ちするために。

　相変わらず状じよう況きようは理解不能だが、少なくとも一つだけ確信、いや決心できたことがある。

　ここは仮想世界なんかじゃない。生の、リアルな、現実世界だ。そう考えて行動しないと、自分かコンケン、あるいは二人とも死ぬ。すみかが握にぎっている腕うでの持ち主のように。

　腹をくくったせいか、今度はなんとか足が脳の命令に従い、ユウマはよろけながらも立ち上がることができた。

　素す早ばやく付近の床ゆかを見回し、破は壊かいされたカリキュラスの部材であろう、長さ五十センチほどの金属パイプを見つけて拾い上げる。アルミらしく軽いし長さも物足りないが、素す手でよりはずいぶんとマシだ。

　前方ではコンケンが、ユウマのものよりは頑がん丈じようそうな金属パイプですみかの攻こう撃げきをなんとか凌しのいでいる。右手に握にぎられた棍こん棒ぼう代わりの腕うでと、鋭するどい鉤かぎ爪づめの生えた左手による猛もう攻こうを棒一本で防ぎ続けられているのは、いっそ不思議なほどだ。

　しかし、長続きはしないだろう。小学六年生にしてはかなり体格がいいとはいえ、コンケンもどちらかといえばインドア派で、剣けん道どうや格かく闘とう技ぎの経験があるわけではないのだ。

「こ……コンケン！　もう少し頑がん張ばってくれ！」

　アルミパイプを握にぎり締しめ、ユウマが叫さけぶと、コンケンが苦しそうな声で答えた。

「何やってんだユウ、早く外に……」

「お前を置いて逃げられるか！」

　──まさか、リアルにこんな台詞せりふを叫さけぶ時が来るなんて。

　と頭の片かた隅すみで考えつつ、ユウマは左側の壁かべぎりぎりのラインで前進した。すみかは通路の内側にいるので、この位置を保てば腕うで棍こん棒ぼうの振り回まわし攻こう撃げきも射しや程てい範はん囲い外がいのはずだ。

　なんともゲーム脳な発想だが、いまはそんな気休めでもなければ足が動かない。浅い呼吸を繰くり返かえしながらどうにか五、六メートル移動し、すみかの後ろに回り込む。

　予想どおり、背中側は完全に無防備だった。というより、後ろ姿はもとの綿ワタ巻マキすみかと何ら変わらない。しなやかな黒くろ髪かみ、驚おどろくほど細い背中と腰こし回まわり、すらりと長い足。

　ユウマが握にぎっているアルミパイプは、何か強い力で引きちぎられたかのように、先せん端たんが鋭するどく尖とがっている。すみかの胴どう体たいのどこにでもこれを思い切り突き刺せば、攻こう撃げきは止まるはずだ。

　……いや。たぶん、それ以上のことになる。大おお怪け我がをするか……あるいは、死ぬ。

　ダッシュするために前ぜん傾けいしていたユウマの体が、再び凍こおり付ついた。

　──殺す……綿巻すみかを？

　──違ちがう。あれはもう綿ワタ巻マキさんじゃない。何が起きたのかは解わからないけど、綿巻さんは怪かい物ぶつになってしまったんだ。誰だれかを殺して腕うでを引きちぎり、僕とコンケンも殺そうとしているんだ。だから…………だから…………。

「ユウ、早く逃げろ！」

　懸けん命めいの防ぼう御ぎよを続けるコンケンが、再び叫さけんだ。

　すみかの背中から親友の顔に視線を移した瞬しゆん間かん、ユウマは両目を見開いた。

　コンケンの顔や胸むな元もと、両手には無数の切り傷が走り、血が幾いく筋すじも垂れている。お気に入りのナイロンパーカーもあちこち裂さけて酷ひどい有あり様さまだ。腕うで棍こん棒ぼうをガードするのに精せい一いつ杯ぱいで、左手の鉤かぎ爪づめによる引っ搔かき攻こう撃げきを、完全には回かい避ひできないのだろう。

　いまのところ重傷は負っていないようだが、このままでは遠からずそうなる。すみかの人にん間げん離ばなれした怪かい力りきとスピードから繰くり出される連れん続ぞく攻こう撃げきを、まがりなりにも防ぎ続けていることがすでに奇き跡せき的てきなのだ。

　ここで親友を見捨てるわけにはいかない。

　たとえそのために、綿巻すみかを殺すことになろうとも。

「いやだ！」

　コンケンの言葉に短く答え、ユウマは今度こそ床ゆかを蹴けった。

　わずか三メートルの距きよ離りが途と方ほうもなく長い。しかし、一歩前に出るごとに、すみかの背中は着実に近づく。ショート丈たけのジャケットの裾すそから、白いシャツがちらりと覗のぞく。そこを狙ねらって、アルミパイプの尖とがった先せん端たんを突き出す──。

　大きくなびいた黒くろ髪かみから、再び甘あまい香りが漂ただよった。

　ユウマの両りよう腕うでが、意思を裏切ってびくっと縮こまった。

　刹せつ那なの躊躇ためらいを見み透すかしたかのように、すみかが右手に握にぎった棍こん棒ぼう代わりの腕うでを猛もう然ぜんと振り回まわした。その動きは、ユウマにはほとんど見えなかった。

「ぐっ……」

　右みぎ肩かたを凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそい、ユウマはひとたまりもなく吹ふき飛とぶと、カリキュラスを支える金属フレームに背中から激げき突とつした。右手から落ちたアルミパイプが、頼たよりない音を立てて床ゆかを転がっていく。

　一回転した腕うで棍こん棒ぼうはそのままコンケンをも薙なぎ払はらい、通路の反対側の壁かべまで吹ふき飛とばした。

　右みぎ肩かたと背中が燃えているかのような激痛に、体を縮めて喘あえぐことしかできないユウマの正面で──。

「ふしゅるる……」

　というような奇き怪かいな声が響ひびいた。

　懸けん命めいに首を動かし、薄うす目めを開ける。ぼやけた視界の中で、白い顔がゆっくりと近づいてくる。

　無数の牙きばを生やした巨きよ大だいな口しかないその顔に、かつての綿ワタ巻マキすみかの美び貌ぼうが重なった。

　微び笑しようを浮うかべたすみかの顔が──薄うすいピンク色に光る唇くちびるが、もう目の前にある。

「ユウ…………っ！」

　と名前を呼ぶ親友の声も、

「ふしゅる……」

　という餓うえたような息いき遣づかいも、ユウマには聞こえなかった。ただぼんやりと目を開けたまま、その時を待った。

　すみかの唇くちびるが、ユウマの顔に触ふれようとした────

　刹せつ那な。




「フラーマ火よ!!」




　新たな声が高らかに響ひびき、すみかが弾はじかれたように顔を上げた。

　再び、叫さけび声ごえ。

「サ矢ジとーなタり!!」

　この声を聞き間ま違ちがえるはずがない。生まれてから今日まで、何千、いや何万回と聞いてきた、双ふた子ごの妹、佐サ羽ワの声だ。

　でも、サワはなぜ、アクチュアル・マジックで魔ま法ほうを使うための属性詞や形態詞を叫さけんでいるのか。ここは現実世界だ。何が起きるはずもない。

　ユウマの一いつ瞬しゆんの思考を、三つ目の単語──発動詞が吹ふき飛とばした。

「イグニス飛べ!!」

　視界の左側が、眩まばゆいオレンジ色に輝かがやいた。

　轟ごう音おんとともに飛来した、長さ三十センチほどの《炎の矢フアイア・アロー》が、すみかの左ひだり肩かたに突き刺さった。

　すみかはもんどり打って倒たおれ、何度か転がってから動きを止めた。肩かたに刺さった魔ま法ほうの矢はしばらく燃え続けてから消え、嫌いやな匂においの煙けむりが立ちこめる。

　何が起きたのか、しばらく理解できなかった。

　横向きに倒たおれているすみかから視線を外し、左側を見上げる。

　少し離はなれたところにある、蓋ふたが開いたカリキュラス・カプセルの中に、誰だれかが立っていた。

　非常灯の照しよう射しや範はん囲いから外れていて、人型の影かげしか見えない。しかしそれがサワのシルエットであることは、双ふた子ごのユウマには即そく座ざに解わかった。

　だが、サワは他の生徒と同じく雪ゆき花はな小しようの制服を着ていたはずだ。なのに人ひと影かげはほっそりした体のラインを露あらわにしていて、さらに背中の両側から何か奇き妙みような……小型の翼つばさのように見えるものが突き出している。

「…………サワ……？」

　ユウマの弱々しい掠かすれ声が聞こえたのか、シルエットはさっとこちらに顔を向けた。再び、鋭するどい声。

「お兄ちゃん、アクチュアル・マジックを起動して！」

　間ま違ちがいなくサワの声だ。だが、言われたことの意味が解わからない。

　フルダイブ型のＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧであるアクチュアル・マジックは、カリキュラスの中でなければ起動できないのだ。事実、オリエンテーションの最中に、クレストにインストールされたクライアント・プログラムをこっそり立ち上げてみようとした時は、警告メッセージが出ただけだった。

　しかしサワが、この状じよう況きようで無意味な指示を出すとは思えない。しかも彼女がユウマを《お兄ちゃん》と呼ぶのは、何かに注意を向けすぎて地が出てしまった時だけだ。

「わ……解わかった」

　ほとんど口の動きだけでそう答えると、ユウマは視界左側から右側へと右手の掌てのひらを動かした。仮想デスクトップが展開し、クレストにインストールされているアプリケーションのアイコンが二十個以上も並ぶ。

　その右下に表示された最新のアイコン──二重の円と五ペン芒タグ星ラムを組み合わせた、アクチュアル・マジックのそれを、ユウマは放心状態のままタップした。

　アイコンが輝かがやき、水色の炎ほのおと化して燃え上がり──そして、消えた。

「あっ……!?」

　まさかアンインストールされてしまったのか、とユウマは慌あわてた。だが直後、予想だにしない現象に襲おそわれ、再び声を漏もらした。

「ぐっ……う……！」

　左手が、焼けるように熱い。

　制服のジャケットとシャツの袖そでを肘ひじの上まで捲まくり上げると、青い光が溢あふれ出した。手ての甲こうに貼はったクレストの、複雑な紋もん章しようにも似た回路パターンが、鮮あざやかなブルーに輝かがやいている。

　クレストの本体である多た重じゆう積せき層そう薄はく膜まくに異常が起きたのか、と考えたユウマは、反射的にそれを手ての甲こうから剝はがそうとした。クレストの厚さはたったの〇・三ミリだが、繰くり返かえし貼はったり剝はがしたりできるだけの充じゆう分ぶんな柔じゆう軟なん性せいと耐たい久きゆう性せいを備えている。

　しかし、右手の指先で何度手ての甲こうを引っ搔かいても、薄はく膜まくの端はしを見つけられない。青い光も、焼けた金属を押しつけられるような痛みもどんどん強くなり、ユウマはクレストを剝はがそうとするのをやめて、強く握にぎり締しめた左手に右手を重ね、胸に抱かかえ込んだ。

　サワの異様な姿も、倒たおれたままのすみかとコンケンのことも頭から吹ふき飛とび、早く収まってくれ……とそれだけを念じる。だがそんなユウマを嘲あざ笑わらうかのように、クレストが発する光も熱も際限なく高まり、溢あふれ出し──。

　そして、ユウマは見た。

　直径五センチほどしかないはずのクレストの回路パターンが、鮮あざやかなブルーに脈打ちながら左手の甲こうから手首へ、そして腕うでへと伸びていく。まるである種の生物のように。

「うああっ……!?」

　驚きよう愕がくの悲鳴を上げながら、ユウマは左手首を強く握にぎり締しめた。だが、回路パターンの肥大化は止められない。前ぜん腕わん部ぶを肘ひじ近くまで這はい上がると、両側に回まわり込み、そこでようやく止まる。青い光が薄うすれ、焼け付くような痛みも徐じよ々じよに消える。

　派手なタトゥーのようになってしまったクレストを、ユウマは啞あ然ぜんと眺ながめた。

　こんなことが起きるはずがない。クレストは薄はく膜まく型コンピュータ、つまり電子デバイスだ。皮ひ膚ふ上じようで変形したり、巨きよ大だい化かしたりする機能など存在しない。絶対に。

　本能的な拒きよ否ひ感かんに突き動うごかされ、右手で左ひだり腕うでを何度も引っ搔かく。しかし、いつもならすぐに剝はがれるはずのクレストの基材が、どんなに強く搔かいても爪つめに引っかからない。

　……肌はだに、融ゆう合ごうしてる……？

　左ひだり腕うでを凝ぎよう視ししながら、尚なおも指を動かしていると。

「そんなことしてる場合じゃないよ、お兄ちゃん！」

　再び、緊きん迫ぱく感かんをはらんだサワの声が響ひびいた。それに重なるように、何かが軋きしむような音も。

　びくっと顔を上げたユウマの正面で──。

　綿ワタ巻マキすみかが、ゆっくりと起き上がろうとしていた。

　燃える矢を受けた左ひだり肩かたは惨むごたらしく焼やけ焦こげ、そこから滲にじみ出た粘ねばり気けのある黒っぽい液体が腕うでを伝って床ゆかにぽたぽたと垂れている。酷ひどい怪け我がではあるが、サワの攻こう撃げき魔ま法ほうに直ちよく撃げきされてもまだ動けるからには、やはりもうすみかは人間では……少なくとも、小学六年生の女の子ではないのだ。

　ぼんやりとそこまで考えてから、ユウマは自分の思考を少しだけ巻まき戻もどした。

「…………魔ま法ほう……？」

　ぎこちなく顔を巡めぐらせて、後方のカリキュラスの中に立つ妹を見る。

　サワは確かに魔ま法ほうを使った。アクチュアル・マジックのテストプレイ中に何度となく撃うった火属性の基き本ほん攻こう撃げき魔ま法ほう、《炎の矢フアイア・アロー》を。

　しかし、ここはアクチュアル・マジックの中ではない。ユウマたちが十一年暮らしてきた、現実世界なのだ。絶対不変の物理法則に支配された、魔ま法ほうも奇き跡せきも存在しない世界。

　視線を右側に動かすと、ユウマと同時に吹ふき飛とばされたコンケンが、通路の反対側に倒たおれている。気を失ってしまったのか、項うな垂だれたまま動かないが、出血をともなう怪け我がはしていないようだ。

　再び正面を見る。

　左ひだり腕うでから人間の血とは思えない液体を滴したたらせ、右手には相変わらず誰だれかの腕うでを握にぎったままの綿ワタ巻マキすみかが、口しかない顔でユウマを見み据すえている。

　その頭上に、数十秒前には存在しなかったものが浮ういていることにユウマは気付いた。

　横長の、黄色い棒。薄うす暗くらがりの中で鮮あざやかに発光するそれは、物理的な実体ではない。

　アイレンズによって投とう影えいされたＨＰバーだ。デザインは、アクチュアル・マジックのそれとまったく同じ。バーの下には、日本語で【綿ワタ巻マキすみか】と名前まで書いてある。

　本来は青いはずのバーが黄色いのは、数値が半減しているからだ。サワの《炎の矢フアイア・アロー》一発でそこまで減ったのか、それとも最初からある程度減っていたのかは解わからない。しかし、あの表示が正しいなら、怪かい物ぶつと化したすみかも決して不死身ではないのだ。

　……なら、僕は……？

　そう考えたユウマは、顔を正面に固定したまま、恐おそる恐おそる視線を左上に向けた。

　するとそこに、自分自身のＨＰ／ＭＰバーが出現していた。

　表示される名前は【芦アシ原ハラ佑ユウ馬マ】。アクチュアル・マジックで使っていたキャラクターネームではなく本名だが、バーのデザインや字体はやはり同一。

　……ここは、まだゲームの……アクチュアル・マジックの中……？

　……これはもしかして、ゲームの演出？　趣しゆ味みの悪いサプライズ・イベントなのか……？

　処理速度が大おお幅はばに低下した頭で、ユウマはそんなことを考えた。

　しかし、あたかもその思考を読み取ったかのように。

「お兄ちゃん、ここは現実だよ！　もし死んだら、本当に死ぬから！」

　背後から、鋭するどいサワの声が飛んだ。妹が噓うそや冗じよう談だんを言っているわけではないのだと、双ふた子ごのユウマは即そく座ざに悟さとった。

　現実世界。

　なのに魔ま法ほうが使える。なのにＨＰバーが見える。

　いや……。いや、そんなのは些さ細さいな不条理だ。あんなに可か愛わいくて優やさしかった綿ワタ巻マキすみかが、人を襲おそう怪かい物ぶつになってしまったことに比べれば。

　何か、途と轍てつもなく異常なことが起きている。

　しかしまずは、この場を切きり抜けなければ。すみかは間ま違ちがいなくユウマを殺すつもりだし、そのあとはコンケンに、そしてサワにも襲おそいかかるだろう。そんなことをさせてはならない。親友や妹のために──そしてすみか自身のためにも。

　じりじりと近づいてくるすみかを凝ぎよう視ししながら、ユウマは気力を振り絞しぼって立ち上がった。すみかの腕うで棍こん棒ぼうに直ちよく撃げきされた右みぎ肩かたと、カリキュラスのフレームにぶつけた背中が鈍にぶく痛むが、動けないほどではない。

「お兄ちゃん！」

　後ろで、またサワが叫さけんだ。

「もう一度魔ま法ほうを撃うつのに、あと五十秒かかる！　それまでに、どうにかしてあいつのＨＰをレッドゾーンまで減らして！」

「ど、どうにかって……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ＡＭを起動したから、お兄ちゃんのステータスも上がってる。右のほうに落ちてる鉄の棒を拾って！」

「み、右……？」

　言われるままに見下ろすと、通路の端はしに長さ五十センチほどの鋼材が転がっていた。急いで飛びつき、拾い上げる。

　破は壊かいされたカリキュラスの支持材か何かだろう、どこかに飛んでいってしまったアルミパイプよりずっと重い。しかもパイプではなくフラットバーで、折れた先せん端たんが剣のように尖とがっている。

　本来のユウマの腕わん力りよくなら、重さ一キロはありそうな鋼材を振り回まわすことなど絶対にできない。しかし、両手で握にぎった鋼材は、アクチュアル・マジックの中で装備した武器のようにしっくりと腕うでに馴な染じんだ。サワの「ステータスも上がっている」という言葉の意味はまだ解わからないが、これなら戦えそうだ。

　──戦う？

　──綿ワタ巻マキすみかと……？

　そんな思考が脳のう裏りを過よぎり、いや、あれはもう綿巻さんじゃないんだと自分に言い聞かせようとした、その時。

「シャアアアアッ!!」

　奇き怪かいな咆ほう哮こうを迸ほとばしらせたすみかが、激しく床ゆかを蹴けって飛びかかってきた。

　右手に握にぎった腕うで棍こん棒ぼうを、真上から振り下ろしてくる。さっきはひとたまりもなく吹ふき飛とばされたその一いち撃げきを、頭上に掲かかげた鋼材で受け止める。

　激しい衝しよう撃げき。負傷した右みぎ肩かたに鋭するどい痛みが走る。しかしユウマは、

「う……おおおっ！」

　現実世界では一度も上げたことのないような雄お叫たけびとともに、すみかの腕うで棍こん棒ぼうを跳はね返かえした。すみかが大きく仰のけ反ぞる。心を鬼おににして、焼やけ焦こげた左ひだり肩かたに鋼材を叩たたき付つける。

「グシュウッ！」

　悲鳴じみた声と、鈍にぶい打だ撃げき音が同時に響ひびいた。再びよろめいたすみかの頭上で、ＨＰバーが一割近くも減少した。

　怪かい物ぶつと化したすみかは、腕わん力りよくこそ凄すさまじいが、防ぼう御ぎよ力りよくはさして高くないらしい。これなら、あと一いち撃げきでＨＰをレッドゾーンまで減らせる。

　サワに五十秒と言われた待ち時間も、半分は経過しただろう。もう一いち撃げき入れて、仰のけ反ぞらせたところにサワの《炎の矢フアイア・アロー》でとどめを──。

　…………とどめ？

　…………僕はいま、綿ワタ巻マキさんを殺そうとしているのか……？

　その自問に、もう一人の自分が叫さけび返す。

　────仕方ないじゃないか！　そうしなきゃ、僕もコンケンも、サワも殺されちゃうんだ！

　しかし、迷いは去らない。

　…………本当にそうか？　本当に、もうそれしかないのか？

　…………綿ワタ巻マキさんを殺して、それで終わりにできるのか……？

「シャアアアアアッ!!」

　ユウマの躊ちゆう躇ちよを嗅かぎ取とったかのように、すみかが吼ほえた。

　体勢を回復するや、右手の腕うで棍こん棒ぼうと左手の鉤かぎ爪づめを振りかざし、飛びかかってくる。

　迷いが消えたわけではないが、体が勝手に動いた。

　今度は棍こん棒ぼうを受け止めず、右に跳とんでかわす。続けて襲おそってきた鉤かぎ爪づめは、体を仰のけ反ぞらせてやり過ごす。

　すかさずユウマは、バットのように鋼材を振り回まわした。重い鋼鉄がすみかの左ひだり脇わき腹ばらを直ちよく撃げきし、肋ろつ骨こつが折れる嫌いやな感かん触しよくが両手に伝わってきた。

「ガバァッ！」

　咳せき込むような苦鳴と、どす黒い色の粘ねん液えきを口から振りまきながら、すみかが吹ふき飛とんだ。背中から床ゆかに叩たたき付つけられ、バウンドして動かなくなる。黄色かったＨＰバーは二割を切り、真っ赤に染まる。

「お兄ちゃん、どいて！　魔ま法ほうでとどめを刺す！」

　サワの声が響ひびいた。

　ユウマは倒れたすみかを凝視したまま、妹に叫さけび返した。

「待て、サワ！　殺しちゃだめだ！」

「何言ってるの！　殺さなきゃ、そいつはいつまでも襲おそいかかってくるよ！」

　それは事実だろう。怪かい物ぶつと化したすみかを元の綿ワタ巻マキすみかに戻もどす方法は、少なくともいまはない。

　しかし、すみかに鋼材で大ダメージを与あたえた瞬しゆん間かん、ユウマの頭に一つのアイデアが浮うかんだのだ。

　腕わん力りよくにまったく自信がないユウマが、一キロはありそうな鋼鉄の棒を自在に振り回まわせる理由。それをサワは、《アクチュアル・マジックを起動したから》だと言った。

　ならば──。

　ゲーム世界の腕わん力りよくだけでなく。

　魔ま法ほうも、サワと同様に使えるのではないか。




「テネブリス闇よ!!」




　鋼材から離はなした左手をまっすぐ突き出し、ユウマは叫さけんだ。

　手ての甲こうから肘ひじ近くまで伸びるクレストの回路パターンが、鮮あざやかなライトブルーに輝かがやき。

　掌てのひらの先に、青あお紫むらさき色いろの光球が出現した。

「お……お兄ちゃん!?」

　後ろでサワが叫さけぶ。妹に「任せろ」と念じながら、次の呪じゆ文もん──形態詞を叫さけぶ。




「カ魂ペのー狩レり・手アとニなマり！」




　青あお紫むらさきの光球が形を変え、巨きよ大だいな手を作り出す。

　不意に、視界が霞かすんだ。あたかも、魔ま法ほうの手にエネルギーを吸い取られているかのように、全身から力が抜けていく。右みぎ膝ひざが折れ、がくっと体が沈しずむ。

　しかしユウマは懸けん命めいに踏ふみ留まった。ここで失敗したら、サワはユウマを守るためにすみかを殺すだろう。妹にそんなことをさせたくはない。

　ピントがぶれる視界の中央に、十字の照準線レテイクルが出現した。左手を動かし、それを倒たおれたすみかの体に合わせ──。




「────イグニス飛べ!!」




　発動詞。

　青あお紫むらさき色いろの手が、甲かん高だかい共鳴音を放ちながら飛ひ翔しようし、すみかの胸に命中した。

　鋭するどく尖とがった指が、心臓を摑つかむかのように閉じられた、次の瞬しゆん間かん。

　ムクを捕ほ獲かくした時とはまったく違ちがう、巨きよ大だいなガラス塊かいが砕くだけ散ちるような音が轟とどろき、すみかの体が青あお紫むらさき色いろの輝かがやきに包まれて消しよう滅めつした。

　同時に目の前が暗くなり、ユウマは背中から床ゆかに倒たおれ込んだ。

「お兄ちゃん！」

　サワの声も遠く聞こえる。意識が薄うすれていく。

　だが、気絶する前に、もう一つしなければならないことがある。

　懸けん命めいに両目を見開くと、ユウマは左手を伸ばした。

　上空から、何かがきらきらと輝かがやきながら落ちてくる。それは紫むらさき色いろに透すき通とおる、一枚の小さなカード。

　職業クラス《魔ま物もの使つかい》であるユウマが、捕獲キヤプチヤー呪じゆ文もんでモンスター《綿ワタ巻マキすみか》をキャプチャーした証あかし。

　震ふるえる左手でカードをしっかりと摑つかんだ直後、今度こそユウマは意識を失った。
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　ぽたり。ぽたり。

　冷たい液体が、口の中に滴したたってくる。

　意識が完全には回復しないまま、ユウマは反射的に吐はき出そうとしたが、その寸前で液体がやけに美お味いしいことに気付く。甘あまさは控ひかえめだがレモンピールのような爽さわやかな酸味があり、貪むさぼるように吞のみ込んでしまう。

　液体が体に染しみ渡わたるにつれ、頭も少しずつはっきりしてきて、ユウマはつぶっていた両目を開こうとした。途と端たん、右みぎ肩かたと背中に焼けるような痛みが走り、低く呻うめく。

「うぐ……」

「まだ動かないで、もっと飲んで」

　顔のすぐ近くで誰だれかが囁ささやき、再び口にぽたぽたと甘あま苦にが酸ずっぱい雫しずくが垂れてきた。それを必死に喉のどの奥おくへ送おくり込んでいると、痛みが徐じよ々じよに薄うすらいでいく。

「こんなもんかな……」

　再び声が聞こえ、雫しずくが止まったので、ユウマは瞼まぶたを閉じたまま掠かすれ声でおかわりを要求した。

「も……もうちょっと……」

「またあとでね、コンケンも治ち療りようしないと」

　声の主が立ち上がる気配。密ひそやかな足音が遠ざかる。

　────コンケン……。

　────そうだ……あいつも、怪け我がをして……。

　まだ半ば霞かすみがかかった頭の中に、突とつ然ぜんいくつかの情景がフラッシュした。

　ユウマに背中を向け、両手で鉄パイプを構えるコンケン。頼たのもしいその姿が、人形のように呆あつ気けなく吹ふき飛とばされる。奥おくの暗くら闇やみから、見慣れた制服を着た、髪かみの長い女の子が姿を現あらわす。その右手には、奇き妙みような形の生白い棒が握にぎられている……。

「…………コンケン……綿ワタ巻マキさん……！」

　今度こそ両目をいっぱいに見開き、ユウマは弾はじかれるように体を起こした。再び右みぎ肩かたと背中がずきりと疼うずくが、先ほどよりはずっとマシだ。

　周囲を見回すと、金属や樹じゆ脂しの残ざん骸がいが散らばる薄うす暗ぐらい通路や、頭上に並ぶ大型のカプセルが目に入る。ここは──大規模アミューズメント施し設せつ《アルテア》の一番プレイルーム。そしてカプセルは、ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ《アクチュアル・マジック》をプレイするためのフルダイブマシン、《カリキュラス》。

　視線を自分の左手に落とすと、仄ほのかに発光する水色の回路パターンが肘ひじのあたりまで伸びている。手ての甲こうに貼はられていた量りよう子し薄はく膜まくデバイス《クレスト》が巨きよ大だい化かしたのだ。

　そしてその左手には、一枚のカードが握にぎられている。

「……夢じゃ……なかったのか……」

　ユウマの呟つぶやきに、先ほど聞こえた声が重なった。

「大だい丈じよう夫ぶ……気を失ってるだけみたい」

　顔を向けると、五メートルほど離はなれたところで背を向けてしゃがみ込むほっそりした人ひと影かげと、通路の床ゆかで大の字になるもう一人が見えた。倒たおれているのはコンケン──近コン堂ドウ健ケン児ジ。そして、彼の顔を覗のぞき込んでいるのは──。

「…………サワ！」

　双ふた子ごの妹の名を呼びながら、ユウマは跳はね起おきた。

　右手で握にぎったままだった鋼材を放り出し、左手のカードを上着のポケットにそっと収めると、両足を前に投げ出して座すわり込んだ状態から、床ゆかに手を突かずに全身のバネだけで立ち上がる。その動作は、完全なるインドア派であるユウマには到とう底てい不可能なはずの芸当だったが、それを意識することなく妹に駆かけ寄よる。

「サワ！　コンケンは……」

　大だい丈じよう夫ぶなのか、という言葉は喉のどの奥おくに引っかかり、出てこなかった。

　双ふた子ごの兄より少しきつめな、よく言えばすっきり涼すずしげ、悪く言えば生意気そうな横顔は、間ま違ちがいなく十一年と八ヶ月のあいだ見続けてきた妹のものだ。しかし今朝自宅を出た時から、アルテアに到とう着ちやくしてカリキュラスに入る瞬しゆん間かんまで身につけていたはずの雪ゆき花はな小しようの制服は、上下ともに消きえ失うせている。

　代わりに着ているのは、体にぴったり貼はり付つく、暗赤色の水着のようなもの。胸と腰こしから下だけが覆おおわれ、両りよう腕うでとウエストは白い肌はだが露あらわになっている。やはり左手のクレストが大型化しているが発光色は赤で、紋もん章しようも肘ひじの上にまで達する。

　サワの変化は衣服とクレストだけではない。水着の背中側からは、小さいがコウモリに似た飛ひ膜まく状じようの羽はねが突き出し、いつも着けている角つきヘアバンドの角も大きくなってしまっているようだ。さすがに尻しつ尾ぽはないが、全体の印象は、人間というよりも……。
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　思考をそこで強ごう引いんに断たち切きり、妹から引き剝はがした視線を床ゆかに横たわるコンケンに向ける。

　こちらはダイブ前と同じ格好で羽も角もないが、トレードマークのナイロンパーカーはびりびりに引き裂さかれ、顔や胸むな元もと、袖そでをまくった前ぜん腕わん部ぶにはひっかき傷が無数に走る。腕うで棍こん棒ぼうに痛つう撃げきされた左の二の腕うでには、大きな血の染しみ。

　全て、怪かい物ぶつになってしまった六年一組のアイドル、綿ワタ巻マキすみかにつけられた傷だ。

　ユウマが呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、コンケンの傷を確かく認にんしていたサワが、羽が生えた背中を向けたまま言った。

「息はしてるし、内臓がどうにかなってる様子もない。けど……左ひだり腕うでは折れてるね」

「お……折れ……って、骨折してるのか……？」

「そう言ってるでしょ」

　短く息を吐はき、サワは一いつ瞬しゆんだけ顔を左上に向けた。ユウマもつられてそちらを見上げたが、プレイルームの暗い天てん井じようがあるだけだ。

「……？」

　視線を戻もどすと、サワがコンケンの顔に右手を伸ばしたところだった。苦しげに引き結ばれた口を摑つかんで少しだけ開かせ、そこに左手の人差し指を近づける。

「お、おいサワ、何を……」

「黙だまって見てて」

　ユウマの言葉を遮さえぎり、サワは鋭するどく息を吸い込むと──。

「サークラ祝福よ」

　サワの左ひだり腕うでに走る模様──クレストの回路パターンが、ピンクがかった紫むらさき色いろに輝かがやいた。

「ロース雫となり」

　淡あわいピンク色の光が指先に宿り、液体の如ごとく揺ゆれる。

「カーサス滴れ」

　三つ目の言葉が響ひびくと同時に、薄うす桃もも色いろに輝かがやく雫しずくが指先から滴したたり、コンケンの口に流ながれ込んだ。最初はまったく反応がなかったが、二滴、三滴と続くと唇くちびるが小さく震ふるえ、喉のどが動き始める。

　その様子を見て、ユウマはようやく悟さとった。数分前、コンケンと同じように気を失っていたユウマの口に流ながれ込んできた、甘あま苦にが酸ずっぱい液体はこれだ。そしてサワが唱えた三つの言葉は、アクチュアル・マジックの世界で魔ま法ほうを使うための呪じゆ文もん。それが何の魔ま法ほうなのかすら、ユウマには判別できる。

「サワ……お前それ、《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》の魔ま法ほうだよな……。でも、ここ、現実世界…………」

「あのねえユウ、いまさら何言ってんの」

　コンケンの口に光の雫しずくを滴したたらせながら、サワが呆あきれ声を出した。

「あたしさっき、《炎の矢フアイア・アロー》も使ったでしょ。ていうかそれ以前に、ユウも《摑む手グラスピング・ハンド》を……」

　そこでサワは不自然に言葉を途と切ぎれさせたが、三つ目の魔ま法ほう名めいを聞いた瞬しゆん間かん、ユウマは鋭するどく息を吸い込んでいた。

《摑む手》は、職業クラス《魔ま物もの使つかい》だけが使える捕獲キヤプチヤー呪じゆ文もんだ。射程はわずか十メートル、ホーミング機能もないが、ＨＰがある程度減少しているモンスターに命中すれば、カード化して使い魔フアミリアにできる。

　気を失う直前、ユウマは確かにその魔ま法ほうを使った。対象は、モンスターではなく、ユウマとコンケンに大おお怪け我がを負わせた……。

「う……うう、う……」

　不意に低い呻うめき声が聞こえ、ユウマは足あし許もとを見た。

　通路に寝転ころがるコンケンが、眉み間けんをぴくぴく、口をもごもごさせている。ぽたり、ぽたりと滴したたる雫しずくを貪むさぼるように吞のみ下くだす様子は、自分もこうだったとは思いたくないほど子供っぽい──と言うか赤あかん坊ぼうっぽい。

　──これは絶対に録画しておいて、あとで脅きよう迫はくの材料にしないと。でもクレストがこんなになっちゃっても、元の機能を使えるのかな。

　などとぼんやり考えていると、コンケンがカッと両目を見開いた。

「う……う……うまいぞ──！」

　光線が出そうな勢いで叫さけぶ口を、サワが左手でばしっと押さえる。

「でかい声出すな！　やばいのが寄ってきたらどうすんのよ！」

　低い声で𠮟しかられたコンケンが、十回近く瞬まばたきを繰くり返かえしてから、まずサワを、次にユウマを見た。

「……もごご……もご……？」

　何か言いたげなコンケンの口をなおもしっかり塞ふさいだまま、サワは「もういっかいデカ声を出そうとしたら《沈黙サイレンス》の魔ま法ほうかけるからね」と囁ささやき、ようやく左手を外した。

「……サワと……ユウ……？」

　律りち儀ぎに同じ言葉を繰くり返かえしたのであろうコンケンに、双ふた子ごは同時に頷うなずきかけた。五年以上の付き合いの親友は、二人を交こう互ごに見ながら続けて呟つぶやく。

「……でも……お前ら、なんか、感じが……」

　サワを見てそう思うのは当然だろう。頭には角、背中には羽、制服は水着になってしまっているのだから。しかしユウマに起きた異変は左ひだり腕うでの大型化したクレストだけで、しかもいまは袖そでで隠かくれている。

　そのはずだよな、と思いながら自分の体を見下ろすが、雪ゆき花はな小しようの制服である白シャツに水色のノーカラージャケット、青あお墨ずみ色いろの七しち分ぶ丈たけパンツという格好に変化はない。

「それよりコンケン、体、大だい丈じよう夫ぶか？」

　疑問を棚たな上げしてそう訊たずねると、コンケンは両手で自分の顔や胸むな元もとをぺたぺた撫なで回まわした。それを見てようやくユウマも、あれほど酷ひどかったコンケンの顔や胸のひっかき傷が薄うすく痕こん跡せきを残すだけになり、骨折したはずの左ひだり腕うでも問題なく動いているのに気付いた。さすがにナイロンパーカーのかぎ裂ざきはそのままだが。

「お……おう、左ひだり腕うでがまだちょっといてーけど、骨は平気みてーだ。綿ワタ巻マキにぶったたかれた時、ボッキリいった気がした……けど…………」

　そこまで言ったコンケンは、一いつ瞬しゆんぽかんとした表情になると、その顔を徐じよ々じよに青ざめさせた。

「…………綿巻……。ユウ、あれ、綿巻だった……のか……？」

　親友のすがるような目つきに、反射的に「違ちがう」と答えかけた口を、ユウマはぎゅっと引き結んだ。

　一組男子の例に漏もれず、雪ゆき花はな小しよう一の美少女にコンケンも憧あこがれていたはずだ。互たがいに恋こいバナをするような仲ではなかったが、去年の運動会の時にすみかと並んで撮とることに成功したたった一枚のツーショット写真を、コンケンがクレストの奥おく深ふかくに大切に保存していることをユウマは知っている。

　だが、ここで誤ご魔ま化かしても、あとでより大きなショックを与あたえるだけだ。親友だからこそ、真実を伝えなければならない。

「……うん、あれは綿ワタ巻マキさんだった」

「でも……でもよ、顔がなかっただろ……。それに、オレやユウを棒でぶっ叩たたいて……」

　コンケンは記き憶おくが曖あい昧まいなようだが、すみかが振り回まわしていたのはただの棒ではなく、肩かたから引きちぎられた人間の腕うでだった。しかも、恐おそらくは、六年一組の誰だれかの。

　そう告げるべきか否いなか迷っていると、コンケンは左ひだり腕うでをかばいながら起き上がろうとした。手を貸し、ゆっくり立たせる。

「……ユウ。綿巻さんは、どうなったんだ？」

　ツンツン尖とがった前まえ髪がみの下の顔が、記き憶おくにないほど不安そうに強こわ張ばっているのを見て、ユウマは腹をくくった。

「死んでは……殺してはいない」

「そ、そうか……。──でも、なら、二人で綿巻さんを撃げき退たいしたのか？　あんなとんでもねえパワーだったのに、どうやって……」

　そこまで言いかけて、コンケンはやっとサワの異変に気付いたのか、ぱちくりと瞬まばたきした。次いで、先刻自分を癒いやした液体の味を再さい確かく認にんするかのように口をもごもごさせる。

「……魔ま法ほう？　サワ、お前さっき、オレに回かい復ふく魔ま法ほう使ったよな？　……てことは、ここはまだ仮想世界なのか？　綿ワタ巻マキさんも、魔ま法ほうで怪かい物ぶつに……？」

「…………」

　目も鼻もない怪かい物ぶつになってしまったすみかを目もく撃げきした瞬しゆん間かん、ユウマも真っ先にそう考えた。カリキュラスから出たつもりで、実はまだカプセルの中にいるのではないか──ここは精せい緻ちに再現された、仮想のアルテアなのではないか、と。

　事実、いまユウマの視界左上には、【芦アシ原ハラ佑ユウ馬マ】という名前と青いＨＰバー、緑のＭＰバーが表示されている。ＨＰバーは二割ほど、ＭＰバーは三割以上も減っているが、それは右みぎ肩かたと背中の打だ撲ぼくが完治していないから──そして《摑む手グラスピング・ハンド》の魔ま法ほうを使ったからだろう。

　ふと、ああそうか……と思う。さっき、コンケンを魔ま法ほうで治ち療りようする直前にサワが視線だけを左上に動かしたのは、天てん井じようではなく自分のＨＰ／ＭＰバーを見たのだ。つまり妹の視界にも、ユウマと同じくアクチュアル・マジックのＵＩが表示されている。

「……サワ」

　ユウマは振り向き、妹の名を呼んだ。

「なに？」

「お前さっき、僕がＡＭを起動した時、ここは現実だ、って言ったよな。ここで死んだら本当に死ぬって……あれ、何か根こん拠きよあったのか？」

　すると、角と羽を生やした妹は、珍めずらしく視線を逸そらして頷うなずいた。

「うん……ある」

「どんなだよ……？」

　と訊きいたのは、壁かべに寄りかかるコンケンだった。サワは目を伏ふせたまま、早口で答えた。

「あんたたちも知ってると思うけど、この……」

　右手の親指を、通路の斜ななめ上に並ぶカプセル群に向ける。

「……カリキュラスがプレイヤーに与あたえる仮想感覚は、体たい感かん覚かくと平へい衡こう覚かくだけなの。視覚はクレストのアイレンズから、聴ちよう覚かくはイヤーピースから入力されるけど、味覚と嗅きゆう覚かくはまだサポートされてない。つまり、味や匂においを感じたら、そこは仮想世界じゃないってこと」

「…………」

　サワの言葉を聞くやいなや、ユウマとコンケンは同時に鼻をひくつかせた。

　そのつもりで嗅かぐと、薄うす暗ぐらいプレイルームの空気には膨ぼう大だいな匂においが含ふくまれている。真新しい機械類が放つグリスの匂におい、樹じゆ脂しや接着剤ざいのケミカルっぽい匂におい、そして──金かな臭くさい血の匂におい。確かにこの感覚は、アクチュアル・マジックの草原やダンジョンにはなかったものだ。

　しかしいっぽうで、これほどの異常事態なのだから、カリキュラスの性能だって変わってしまってもおかしくない気がする。いや……この状じよう況きようを現実だと認めるよりは、カリキュラスが誰だれも知らないうちにアップデートされていたのだと思うほうが、まだ説得力があると言うべきか。

　自分の目で見ているものが信じられないなんて……とぼんやり考えた、その時。

　ユウマはもっと簡単に仮想と現実を見分ける方法があることに気付き、声を上げた。

「あ……なんだよ、そうじゃん……」

「どうした、ユウ？」

　顔を覗のぞき込んでくるコンケンに、自分の目を指さしてみせる。

「アイレンズだよ。もし僕らが見ている光景がデジタルデータなら、アイレンズを外せば全部消えるはずだ」

「お……おお、そらそうだ」

　呟つぶやいたコンケンと同時に、ユウマも仮想デスクトップの左下にあるシステムメニューのアイコンを押した。

　多た重じゆう積せき層そう薄はく膜まくコンピュータ《クレスト》は、皮ひ膚ふに貼はる本体と、両目に装着するアイレンズ、両耳に装着するイヤーピースが三さん位み一いつ体たいとなったデバイスだ。視覚情報を入力するためのアイレンズを外せば、現実ではないものは全て見えなくなる。

　形状、材質的によく似ているソフトコンタクトレンズを外すには、自分の指で眼球表面から摘つまみ取とる必要があるらしいが、クレストのアイレンズにそんな恐おそろしい作業は必要ない。下を向き、目の下に掌てのひらを置いて、もう片方の手でメニューの中のアイレンズ剝はく離りボタンを押せば、吸着力がなくなって目からぽとりと……。

「…………あれ」

　落ちてこない。右目レンズの剝はく離りボタンを繰くり返かえし押すが、レンズが剝はがれ落おちる時の目がすうっとする感覚も、掌てのひらに小さなレンズが落下する感覚も訪おとずれない。

「無む駄だよ」

　隣となりで、サワがそう囁ささやいた。言葉の意味を問とい質ただそうとしたが、親友の呻うめき声が聞こえたので急いで振り向く。壁かべから離はなれたコンケンは、右手の掌てのひらを上に向けたまま、しかめっ面つらで周囲を見回している。

「コンケン、レンズ取れたのか!?」

「そりゃ取れたよ。でも、景色はそのままだ。壊こわれたカリキュラスも、ビリビリになったオレのパーカーも……これ、気に入ってたんだけどなぁ……」

　──つまり、ここはやはり現実世界だということだ。九割がたそうだろうと思っていたが、それが十割になったことを受け入れるべく深呼吸していると、再びサワが囁ささやいた。

「ユウのアイレンズが取れないのは、クレストと同じで体と融ゆう合ごうしてるから。言っとくけど、イヤーピースも同じだから、無理に取ろうとしないで」

「へっ……」

　慌あわてて右耳を指先で探さぐるが、耳じ介かいの溝みぞに嵌はめた超ちよう小こ型がたマイク兼スピーカーは、完全に皮ひ膚ふと融ゆう合ごうしてしまっている。呆ぼう然ぜんとするユウマの手を摑つかんで耳から遠ざけさせると、サワはコンケンに言った。

「コンケン、早くアイレンズを戻もどして。それ、マジで生命線だからね」

「お……お、おう」

　こくこく頷うなずいたコンケンは、レンズを再び両目に装着すると、何度か瞬まばたきを繰くり返かえしてから呟つぶやいた。

「全部……現実、なのかよ……」

　左ひだり腕うでを持ち上げ、ゆっくり曲げ伸ばしする。

「……まあ、まだ肘ひじがズキズキするしな……。あと……」

　いきなり自分の股こ間かんをまさぐり、

「……ついてるし」

　ああなるほど、と思う。どういう種類の配はい慮りよなのかは不明だが、アクチュアル・マジックのアバターは、あるべきものが再現されていないのだ。ユウマは納なつ得とくしたが、サワは冷ややかな顔でコンケンの右スネを蹴け飛とばした。よく見れば、その足に履はいた靴くつもいつものスニーカーではなく、爪先が鉤かぎ爪づめ状じように尖とがったブーツの如ごとく変化している。

「いでっ……」

「アホ近コン堂ドウ、そんなんで納なつ得とくできるなら、あたしが体たい感かん覚かくのことを説明したり、アイレンズを外したりする必要なんてなかったじゃない」

「これは、念のための確かく認にんっつうか……」

　蹴けられたスネを押さえながら、コンケンはサワの顔をまじまじと見上げた。

「……何よ？」

「いや、そんなカッコでも、本物のサワだと思ってさ……。──つうことは、あの綿ワタ巻マキさんも本物……ってわけか……」

　視線をユウマに移し、

「……なあ、ユウ。綿巻さんは……どうなったんだ？」

「…………」

　二秒ほど唇くちびるを嚙かんでから、ユウマは左手を上着の左ポケットに入れ、一枚のカードを取り出した。

　半ば透すき通とおる紫むらさき色いろのカードに、銀色の細線で描えがかれているのは、正面を向いて立つ女の子の上半身。長いストレートヘア、ほっそりした輪りん郭かく、しかし顔には目も鼻もなく、口だけが異様に大きい。雪ゆき花はな小しようの制服に飛び散る血の染しみまでもが、仔し細さいに再現されている。

　線画の下には、くっきりとした文字で──【綿巻すみか】。

　ユウマは無言で、そのカードをコンケンの顔の前にかざした。

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた親友の両目が、限界まで見開かれる。そのまま唇くちびるを激しくわななかせ、いやいやをするように何度もかぶりを振る。

「コンケン。あたしは、すみかちゃんを止めるには魔ま法ほうで殺すしかないって思った」

　サワが静かに語りかけると、コンケンは青白い顔をそちらに向けた。

「でも、ユウはそれを拒きよ否ひしたの。もう立ってるのも限界だったのに……自分が殺されるかもしれなかったのに、すみかちゃんを《摑む手グラスピング・ハンド》の魔ま法ほうでキャプチャーした。すみかちゃんを助けるためにね。そうでしょ、ユウ」

　問われたユウマはゆっくり頷うなずき、カードを自分の胸に押し当あてた。

「うん……。キャプチャーが成功すれば、ひとまず綿ワタ巻マキさんは止められるし、カード化してるあいだに、元の綿巻さんに戻もどす方法が見つかるかもしれない。僕は、その方法を見つけたい。手伝ってくれ、コンケン」

　最後のひと言が、何らかのキーワードだったかのように。

　コンケンの顔に血の気が戻もどり、次いで両目に意思の光が宿った。

　──こいつは、昔からこうだった。自分のためよりも、友達のために何倍も頑がん張ばっちゃう奴やつなんだ。

　僕はたぶん違ちがう、という思考を頭の片かた隅すみに押しやり、ユウマはじっと親友の顔を見た。

　一度深呼吸したコンケンは、両手を持ち上げて自分のほっぺたを勢いよく叩たたいた。まだ左ひだり腕うでが痛むのか一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめたものの、落ち着きを取とり戻もどした声で──。

「解わかった。やろうぜ、ユウ、サワ。何がどうなってるのかサッパリだけど……オレたちは生きてるし、歩けるし、考えられる。だったら、いつまでもヘタッてられねーよな」

　そう言うや、握にぎった右手を突き出してくる。

「おう」

　と頷うなずくと、ユウマはコンケンの右手に自分の拳こぶしをぶつけた。いつもやっている軽いフィストバンプ──のつもりだったのだが。

「いって!!」

　コンケンが顔を歪ゆがめて呻うめくので、思わず苦く笑しようしてしまう。

「大げさだなあ……そんなギャグやってる場合じゃないだろ」

「ギャグじゃねーよ！　マジいてーし……メリケンでも握にぎってんじゃねーだろーな」

「んなわけないだろ」

　右手をパーにしてコンケンの鼻先につきつけていると、隣となりでサワが言った。

「痛くて当然よ。いまのコンケンは素の人間だけど、ユウは魔ま物もの使つかいだから」

「す、スのニンゲンって……当たり前だろそんな……の……」

　言葉を減速させたコンケンは、ユウマの顔をまじまじと眺ながめてから、サワを横目で見やった。

「……それ、もしかして、コスプレじゃないのか……？」

「はあ？　この状じよう況きようでコスプレなんかするわけないでしょ近コン堂ドウ！」

　再びコンケンの足を蹴ける振りをしてから、サワはユウマを見て言った。

「あたしはこのアホを覚かく醒せい……ジョブチェンジさせておくから、ユウはナギを起こしてきて。まだカリキュラスの中にいるはず。もう怪かい物ぶつは出てこないと思うけど、いちおう気をつけて」

「あ……う、うん」

　頷うなずき、通路を歩き始めたユウマの背後で、コンケンが「ジョブチェンって何だよ」と怯おびえたような声を出している。その単語を聞いて、ようやくユウマも先刻コンケンがフィストバンプを痛がった理由を悟さとる。

　ユウマのクレストが拡大したのは、サワの指示でアクチュアル・マジックを起動したからだ。あれ以降、視界左上には自分のＨＰ／ＭＰバーが表示されたままだし、綿ワタ巻マキすみかと戦っている時には彼女のＨＰも見えていた。恐おそらくさっきのフィストバンプでコンケンに怪け我がをさせる、つまりＨＰを減らしていたら、彼のＨＰバーも頭上に現れたのではないか。

　そう考えれば、サワの言う《覚かく醒せい》もしくは《ジョブチェンジ》の後に、重さ一キロほどもありそうな鋼材を軽々と振り回まわせた理由も推測できる。

　あの時サワは、「ＡＭを起動したからお兄ちゃんのステータスも上がってる」と言っていた。すなわちいまのユウマは、運動が苦手な小六男子ではなく、レベル７魔ま物もの使つかいとしての能力を──《摑む手グラスピング・ハンド》の魔ま法ほうだけでなく、モンスターと戦えるだけの体力までをも獲かく得とくしていると推測できる。

　同じように、サワもレベル７魔ま術じゆつ師しとして覚かく醒せいしたから《炎の矢フアイア・アロー》や《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》の魔ま法ほうが使えると考えてよさそうだ。ユウマと違ちがって服装まで変化したり、角や羽が生えてしまった理由はまだ謎なぞだが、本人がまるで気にしていないところをみると、それもある程度推測しているのではないか。

　思考を巡めぐらせながら十メートルほど歩き、ナギ──茶サ野ノ水ミ凪ナギが使用しているカリキュラスの前まで辿たどり着ついた時、後方で「ほんぎゃああ！」という情けない悲鳴が聞こえた。振り向くと、湾わん曲きよくする通路の先で、オレンジ色の光が脈打っている。コンケンがアクチュアル・マジックを起動し、まさにいま左手のクレストが巨きよ大だい化かしているところなのだろう。

　これでコンケンも、ただの小六男子からレベル７戦士にジョブチェンジしたわけだ。魔ま法ほうは使えないだろうが、体力はユウマよりずっと強くなるはずだから、これからフィストバンプをする時は逆にこちらが気をつけなくてはならない。

　ともあれ、あとはナギをレベル７僧そう侶りよとして覚かく醒せいさせれば、アクチュアル・マジック世界を冒ぼう険けんしていた時の編成が現実世界でも再現される。物理、魔ま法ほう、回復、捕ほ獲かくというバランスの取れた四人パーティーが。

　クラスの男子たちと女子たちが、進級するにつれ距きよ離りを置いていくなかで、ユウマ、サワ、ナギ、コンケンはずっと一いつ緒しよに遊んできたのだ。四人が揃そろえば、この異変の理由を突つき止とめ、綿ワタ巻マキすみかを本来の姿に戻もどすという目標をきっと成なし遂とげられる。

　左手に持ったカードを見み詰つめ、きっと元に戻もどしてあげるからね、と声に出さずに囁ささやきかけてから、ユウマはそれをジャケットの左ポケットに戻もどした。アクチュアル・マジック世界で胸に装備していた専用カードホルダーが欲ほしくなるが、さすがにあんな代しろ物ものは現実世界では見つからないだろう。

　短い階段を駆かけ上あがり、昇ラ降ン台プを歩いて、ナギのカリキュラス・カプセルの側面に立つ。

　コンケンとユウマ、サワが自力で脱だつ出しゆつしたのに、ナギがまだ出てきていない理由は不明だが、恐おそらくは眠ねむってしまっているのではないか。昔からナギは寝るのが好きで、遊んでいる時に妙みように静かだなと思うと、うとうと居い眠ねむりしていることがよくあった。それでいて頭の回転が速く、成績もサワと同じくらいいいので、起こしてもすぐに状じよう況きようを理解してくれるはずだ。

　まずは、カプセルを指の背で軽く叩たたき、呼びかけてみる。

「ナギ……起きろよ、ナギ」

　しかし反応はない。どうやら熟じゆく睡すいしてしまっているようだ。

　カプセルを派手にバンバン叩たたけばさすがに起きるだろうが、まだ広大な一番プレイルームを隅すみから隅すみまで調べたわけではない。怪かい物ぶつ化かしたすみかと同じくらい危険な何かが潜ひそんでいて、音に寄ってくるということも有り得るので、なるべく静かに起こしたい。

　となると、あとはもうカプセルを強制的に開放するしかない。

　自宅が隣となり同どう士しで、低学年の頃ころまでは一いつ緒しよに風ふ呂ろにも入っていた仲とはいえ、女子が寝ている容いれ物ものを勝手に開けるのは気が引けるが、いまは超ちようのつく非常事態だ。心の中で謝あやまってから、しゃがみ込んでカプセルの側面下部に設けられている非常開放レバーを握にぎる。

　先せん端たんのボタンを押し込み、ロックを解除してから引っ張る。

　がこん、と音を立てて、カプセルの蓋ふたが五センチほど浮うき上がった。

　その隙すき間まに指を差し入れ、ゆっくり、ゆっくりと持ち上げていく。

「ナギ……」

　再び呼びかけようとしたユウマの喉のどが、ぎゅっと狭せばまった。

　心しん拍ぱく数すうが跳はね上がり、全身に汗あせが滲にじむ。見開いた両目でカプセル内部を隅すみ々ずみまで見回すが、結論は変わらない。

　カプセルは、空っぽ。

　茶サ野ノ水ミ凪ナギは、わずかな痕こん跡せきも残さず消きえ失うせていた。
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「……外側の非常開放レバーが使われてなかったのは確かなの？」

　駆かけつけてきたサワの問いに、ユウマは深く頷うなずいた。

「うん……間ま違ちがいない。確かこれ、一回使うと、カリキュラスを再起動しないと元に戻もどせないから勝手に触さわるなって、オリエンテーションのお姉さんが言ってたよな……？」

「おう、言ってた」

　と答えたのはコンケンだ。かぎ裂ざきだらけのナイロンパーカーに制服の七しち分ぶ丈たけパンツという格好は変わらないが、左手のクレストがユウマ同様に肘ひじ近くまで伸びている。回路パターンの色は明るいオレンジ。サワのように水着になったり角が生えたりしなかったのはいいとして、そうなるといよいよサワだけが変身してしまった理由が解わからない。

　しかしいまは、消えてしまったナギのほうが優先だ。

　身を乗り出してカプセル内部を調べていたサワが、振り向いて言った。

「内側の非常脱出用レバーも使われてない。つまり……このカリキュラスは、ユウが開けるまで、外からも中からも開けられてないってこと」

「いや……でも、有り得ねーだろそんなの」

　サワとカプセルを交こう互ごに見ながら、コンケンが反論した。

「ナギはオレらと一いつ緒しよにＡＭのテストプレイしてたんだから、ここに入ってたのは絶対だぜ？　んで、ボスドラゴンを倒たおしたあと、何か……何かあって……」

　そこで言いよどみ、まだ薄うすくひっかき傷が残る右の眉まゆ毛げをぴくぴくさせる。これは昔から、全力で頭を使っている時のコンケンの癖くせなのだ。

「……確か、ナギがビー……ビーなんとかの話をしてたよな？　ビームスじゃなくて……ビーサンでもなくて……」

「ＢビＳーＩシＳスだよ。脳信号の中断および走査ブレイン・シグナル・インタラプト・アンド・スキヤン……だから、カリキュラスの電源が落ちるまで、ナギも僕らと同じように自分の体を動かせなかったはずだ」

　ユウマが注ちゆう釈しやくすると、コンケンは勢いよく頷うなずく。

「そーそー、それシス。んで、その話をしたすぐあとにボス部屋の床ゆかが赤く光って、いきなり床ゆかが抜けて、黒い穴に落っこちて……気付いたらカリキュラスの中に戻もどっててさ。呼んでも誰だれもこねーから、レバー使って外に出たんだ」

　ユウマの記き憶おくもほぼ同じだ。しかし一つだけ、仮想の暗くら闇やみを落下した先で何かを見たような……何かが起きたような気がするのだが、どうしても思い出せない。脳が記き憶おくの再生を拒こばむかのようにずきっと疼うずいたので、思考を中断して答える。

「……僕も同じだった。非常脱出用レバーを引いて、蓋ふたを開けて外に出て……そしたらもうコンケンのカプセルは開いてて、でもサワとナギのは閉まったままだった。だから、二人ともまだ中にいるって思ったんだ……」

　記き憶おくを探さぐりながらそこまで口にしてから、「ん……？」と眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしたの、ユウ？」

　まるで頭の中を覗のぞき込もうとするかのように顔を突き出してくるサワを、ユウマもまじまじと見返した。至し近きん距きよ離りから眺ながめると、以前は真っ黒だったはずの髪かみも微び妙みように紫むらさきがかっていて、瞳ひとみに赤っぽい色のラインが走っていることに気付く。サワのアイレンズも角かく膜まくと融ゆう合ごうしているはずなので、その影えい響きようだろうか。

　無意識のうちに右手を持ち上げ、妹の髪かみを指先で摘つまむと、感かん触しよくも以前とは違ちがうような気がする。ここ数年は髪かみに触さわる機会などなかったが、驚おどろくほど細く、滑なめらかで、金属のようにひんやりする感かん触しよくが、指先に心ここ地ち好よい。

「ちょっ……何すんのよアホ兄にぃ！」

　これもここ数年ご無ぶ沙さ汰ただった悪口を浴びせながら身を引いたサワが、鉤かぎ爪づめつきのブーツでユウマのスニーカーを軽く蹴けった。

「で、何か思い出したの？」

「あ……う、うん。カプセルから出る直前に、誰だれかの悲鳴を聞いた気がしたんだ。あれ、お前のか、コンケン？」

「へ？　悲鳴……？」

　腕うで組ぐみをしたコンケンの顔が、瞬しゆん時じに曇くもる。

「……ああ、確かに……。いや、オレじゃねーよ。オレ、たぶんユウよりほんのちょっとだけ早くカリキュラスから出て……そしたらなんか真っ暗だし、おかしな匂においもするし、情けねーけど下の通路に降りたとこでびびって動けなくなっちゃってさ。んで、自分のカリキュラスの下に潜もぐり込んで体たい育いく座ずわりしてた」

「あんた、案外ビビリだもんね」

　サワの容よう赦しやない指し摘てきに、コンケンは低学年レベルの反論を試みた。

「うっせー、ちげーし！」

「あれー、ＡＭでダンジョン入る時もビビッてなかった？」

「それはその、パーティーリーダーとして気配りをだな……。とにかく、隠かくれてた時にオレも悲鳴聞いた気がするんだ。そんで、隠かくれ場ば所しよから出てったら、ユウが綿ワタ巻マキさんと戦ってて……あの悲鳴、ユウのじゃなかったのか？」

　急にそう訊きかれ、ユウマは再び記き憶おくを辿たどった。

「うーん……綿巻さんの顔を見た時、僕も叫さけんじゃった気がするけど、その前にも誰だれかの悲鳴を聞いたのは間ま違ちがいない」

「男？　女？」

　サワの簡略化された質問に、小さくかぶりを振る。

「高めの声だったけど、カプセル越ごしだったから……」

「そう……」

　頷うなずく妹の顔に仄ほのかな憂ゆう慮りよの色を見つけ、ユウマは一いつ瞬しゆん息を止めてから恐おそる恐おそる言った。

「サワ、まさか……あの悲鳴、ナギの……」

「わかんないよ、あたしにも！」

　サワが露わにした感情の激発は、しかし即そく座ざに抑おさえ込まれてしまった。

「……たぶん、違ちがうと思う。ナギがカプセルから出たなら、絶対に中か外の非常開放レバーが使われてるはず。そうじゃないってことは……ナギは、ここから出てないのよ」

　じゃあどこに行ったんだ、という当たり前の質問を、ユウマもコンケンも口にしなかった。

　現在、アルテアでは現実世界の常識や原則を片かたっ端ぱしから叩たたき壊こわすような異常事態が、次から次に起きている。密閉されたカリキュラスの中のナギが消えてしまうということだって、絶対にないとは言えない。しかし、だとしても──。

「……だとしても、どこかにはいるんだよな」

　ユウマの呟つぶやきに、サワはルビー色を帯びた瞳ひとみを見開いてから、深く頷うなずいた。

「それはそう。あたしもそう思う」

「じゃあ、捜しに行ってやんねーとな。ナギみそ、泣き虫だし」

　そう言ったのはコンケンだった。昔は、ナギみそと言われるたびに「みそじゃないもん」とべそをかいていたナギも、ここ一、二年で急にしっかりしてきた印象があるが、ユウマたちにとっては泣き虫の幼おさな馴な染じみであることに変わりはない。

「見つけたら、あんたがナギみそって言ったことチクッてやろ」

　サワの言葉に、「いまのなし、いまのなし！」と慌あわてるコンケンの背中を、ユウマはぽんと叩たたいた。

「目標追加だな。綿ワタ巻マキさんを元に戻もどすことと、ナギを見つけること」

「おう」

　振り向き、二度目のフィストバンプ。かなりの勢いだったのに、今度はコンケンも痛がらなかった。にやっと笑ってから、その手を空中に置いたまま、ぽかんと口を開ける。

「……なんだよ、コンケン」

「いや……ちょっと思ったんだけどさ。クレスト使えんなら、メールでも電話でもすりゃいいんじゃねーの？」

「あ」

　ユウマも目と口を丸くする。

　まったくその通り──なぜそれを真っ先に思いつかなかったのか不思議なほどだ。

　アクチュアル・マジックを起動しているので仮想デスクトップはゲーム画面のレイアウトになっているが、左下にはクレストの機能を呼び出すためのシステムメニューアイコンがある。コンケンと同時にそれを押し、開いたホーム画面から電話アイコンをタップ。

　そして、二人同時に「はあー……」とため息。電話アプリには、ネットに接続されていないことを示す赤いマークが表示されている。これではナギにも、もちろん他のクラスメイトにも担任教師にも学校にも自宅にも連れん絡らくできない。

「……あのねえ二人とも、あたしが真っ先に試ためしてないわけないでしょ」

　サワに呆あきれ声でそう言われ、二人同時にかくんと頷うなずいてホーム画面をスワイプする。

「……やっぱ、ラクしねーで自分の足で捜さねーとな」

「そうだな」

　コンケンと実のない会話を交かわし、しかし頭のメモ帳には「有ゆう線せん通つう信しん端たん末まつを探して試ためすこと」と書いておく。

　カリキュラスの昇ラ降ン台プから通路に戻もどると、ユウマは上着を脱ぬいでサワに差し出した。水着も同然の格好をしている当人は恥はずかしがる素そ振ぶりも見せないが、少なくとも寒いだろう──と思ったものの、即そく座ざに「いい」と押し返かえされる。こういう時のサワには何を言っても無む駄だだ。どこかでサイズの合いそうな服を探すこと、というタスクを脳内メモに追加してジャケットを羽織り直す。

　再び話し合った三人は、まずこの一番プレイルームをくまなく捜そう索さくすることにした。円形の部屋の直径は約三十メートル、ということは壁かべに接する外周通路の長さは、三・一四をかけて九十四メートル前後。まだその四分の一くらいしか調べていないし、しかも通路は内側にもう一本ある。

「……ハンディライトかなんか欲ほしいな……」

　外周通路を反時計回りに歩き始めてわずか五秒で、コンケンが不満を訴うつたえた。天てん井じようの非常灯は薄うす暗ぐらいうえに照らす範はん囲いが狭せまく、アイレンズの暗視補正機能をオンにしていても、通路の左手に並ぶカリキュラスの下の暗がりまでは見通せない。たとえ誰だれか──何かが隠かくれていても、すぐ近くにいくまで気づけないだろう。

　しかし先頭をすたすた歩くサワには暗がりが見えているらしく、やがてひときわ激しく破は壊かいされているカプセルの前で立ち止まった。調べるのかと思ったが、通路にまではみ出している残ざん骸がいの山から、もとはカプセルを支えるフレームの部材だったのであろう長い鋼材を引っ張り出す。長さ一メートルはありそうなそれを右手一本で持ち上げ、

「コンケン、これ」

　と差し出す。

「お……おう」

　受け取ったコンケンは「重っ」と口走ったが、両手で何度か振ってから、「……くはないな」と付け足した。

　ユウマも、すみかと戦った時に見つけた五十センチほどの鋼材を再び拾ってきたが、正直なところ自由自在に振り回まわすにはこのあたりが限界だ。やはり、ＡＭ世界で戦士だったコンケンのほうが、ジョブチェンジしたときの筋スト力レン値グスの伸び幅はばが大きいのだろう。

　そんなことを考えていると、頭がくらくらしてくる。ここは現実世界なのに、職業クラスだのステータスだのの概がい念ねんが適用されるという状じよう況きようがまだうまく吞のみ込めない。

「……まったく、ゲームかよ……」

　小声で呟つぶやくと、近寄ってきたサワが真しん剣けんな顔で囁ささやいた。

「ゲームだよ。でも、死んだらそれっきりだからね」

「え……？」

「ＡＭじゃ、死んでも街に戻もどるだけだったけど、いまのあたしたちの体はアバターじゃなくて本物。ユウの怪け我が、完全には治ってないでしょ」

　確かに、まだ体を大きく動かすと右みぎ肩かたと背中に鈍にぶい痛みが走る。

　サワは少しだけ声を大きくして続けた。

「コンケンもちゃんと頭に叩たたき込んどいて……現実世界じゃ《死に戻もどり》はできないし、蘇そ生せい魔ま法ほうも機能する保証はない。そもそも、レベルがぜんぜん足りないしね……。だから、どんな状じよう況きようでも、生き残ることを最優先して」

「…………うん」

　親友と同時に頷うなずきながらも、ユウマはかすかな疑問を感じた。

　双ふた子ごなのに、サワはいつもユウマより冷静で、判断も的確だ。必然、二人でＭＭＯＲＰＧをプレイする時は、サワが後衛の魔ま法ほう職しよく、ユウマが前衛の戦士職になることが多かった。だからこの異常事態に際して、サワにあれこれ指示される状じよう況きように違い和わ感かんはない。しかしそれにしても、サワは余りにも落ち着きすぎではないだろうか。まるで、ユウマとコンケンが知らないことを知っているかのように……。

　──いや、考えすぎだ。サワは昔から頭が良くて、それ以上に負まけず嫌ぎらいの頑がん張ばり屋やだった。ここで自分が取り乱したら共とも倒だおれになってしまうと考えて、必死にリーダー役を完かん遂すいしようとしているだけなのだ。

　ならばユウマも、兄としてそんなサワを支えなければならない。もっと自分の頭を使って、アルテアに……アクチュアル・マジックのテストプレイヤーに何が起きているのかを知ろうとしなくては。

「コンケン、ちょっとその棒も貸してくれ」

　ユウマが右手に自分の鋼材を持ったまま左手を伸ばすと、コンケンは口を少しだけすぼめた。しかし不満なのは武器を渡わたすことではなく、鋼材を棒呼ばわりされたことだったらしい。

「それ、デュランダルって名前にしたから、これから芦アシ原ハラ兄きよう妹だいもそう呼ぶように」

　そんなお言葉とともに差し出された鋼材を、ユウマは「へいへい」と答えながら受け取った。

　やはり、右手の鋼材より倍近く重い。両足を踏ふん張ばらないと、立っているのも辛つらいほどだ。両手の荷重に耐たえながら、視線を左上に向け、頷うなずく。

「……なるほどね」

「何がなるほどなんだよ？」

「ＨＰ／ＭＰバーの下に、装備重量オーバーアイコンがついた」

「げっ、マジかよ……」

　両目を見開くコンケンに棒改めデュランダルを返へん却きやくすると、即そく座ざにアイコンも消える。自分の短めな棒をしっかり握にぎり、頷うなずく。

　この空間は……恐おそらくアルテアの内部全てが、アクチュアル・マジックのゲームシステムに、いわば《侵しん食しよく》されているのだ。現実世界の物理法則や身体能力が、システムによって拡張、あるいは歪わい曲きよくされた状態。だから魔ま法ほうも使えるし重い鋼材も振り回まわせるが、根本的なところ……ここが現実であり、ユウマたちが生身の人間であるという原則は変わらない。それを忘れると、多分ひどいしっぺ返しを喰くらう。

「解わかったよ、サワ」

　思考過程を省略したユウマの言葉に、妹はかすかに微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

「じゃあ、探たん索さく再開ね。あたしもやっと見つけたとこ」

「え……何を？」

「閉じたままのカプセル」

　そう答え、指さす先には、確かに蓋ふたが閉じたままのカリキュラスが無傷のフレームに鎮ちん座ざしている。周囲を警けい戒かいしながら近づき、昇ラ降ン台プに上がる。

「こいつも、非常開放レバーはそのまんまだな」

　カプセルの下を覗のぞき込んだコンケンが言った。

「……開けるか？」

「やってみて」

　サワの指示で、コンケンがレバーを握にぎり、引く。

　がこんとロックが外れ、浮うき上がった蓋ふたを、ユウマは慎しん重ちように持ち上げた。予想はしていたが、ナギのカプセルと同様に中身は空だ。

「多分、他の閉じてるカプセルも全部空っぽだろうな……」

　ユウマがそう言うと、コンケンは立ち上がって薄うす暗ぐらい空間を見回した。

　一番プレイルームには、確か外周通路沿いに四十八基、内周通路沿いに三十二基、合わせて八十基のカリキュラスが設置されているはずだ。そのうち、閉じたままのカプセルは三割ほど。このプレイルームにいたテストプレイヤー八十人のうち、六年一組の生徒は四十一人だから、割合をそのまま当てはめれば、十二人前後の生徒が閉じたカプセルの中で煙けむりのように消しよう滅めつしてしまったことになる。

「でも、蓋ふたが開いてるカプセルの中にいた奴やつらは、オレたちみたいに外に出られたはずだよな。そいつらは、どこにいっちゃったんだ……？」

　コンケンの疑問には、サワが答えた。

「普ふ通つうに考えれば、一階ロビーに戻もどったんでしょ」

　戻もどれた人は、と最小ボリュームで付け加えたが、コンケンには聞こえなかったようだ。

「あ、あー……そっか、この部屋にも出口はあるんだもんな……」

　そう呟つぶやき、三人の現在位置のちょうど反対側──プレイルームの南側に顔を向ける。一段高くなっている内周のカリキュラスに遮さえぎられて見えないが、そこの壁かべにはエレベーターホールに続くドアがあるはずだ。

「なあ、オレらもロビーに行かなくていいのか？　いまごろ、エビセンとドイツが一組の奴やつらを集めてるんじゃ……」

　そのあだ名を聞いて、ユウマは遅おそまきながら、一組を引いん率そつしていた担任教師の蝦エビ沢サワ友ユ加カ里リのことを思い出した。蝦エ沢ビ先セ生ンと、《ドイツ》なる由来不明のあだ名を持つ教頭の原ハラ岸ギシ峰ミネ二ジは、テストプレイに参加せず、一階ロビーの喫きつ茶さコーナーで生徒が戻もどるのを待っていたはずだ。

　もちろんアルテアにはエビセンとドイツ以外にも、カリキュラスに入っていなかった大人がたくさんいる。施し設せつの職員や売店の店員、エンジニア、警備員……合計すれば百人を下らないだろう。彼らはいったいどうなったのか。

　──どうもなっていない……のかも。

　──異常が起きているのはこの一番プレイルームだけで、南のドアから出てエレベーターでロビーに降りれば、そこは魔ま法ほうも怪かい物ぶつも存在しない、平和な世界が何ごともなく続いているのでは……。

　不意に脳のう裏りを過よぎった、根こん拠きよのない希望にすがるような思考を、ユウマは歯を食い縛しばって振り払はらった。

　全男子の憧あこがれの的だった綿ワタ巻マキすみかは怪かい物ぶつになってユウマとコンケンを殺そうとし、いまはカードに封ふう印いんされてポケットに入っている。物心つかない頃ころからの幼おさな馴な染じみである茶サ野ノ水ミ凪ナギは、カリキュラスの中から姿を消してしまい、どこに行ったのかも解わからない。双ふた子ごのサワだって、角と羽まで生えてしまったのだ。そんな状じよう況きようで、日常に戻もどることなどできるわけがない。

「……ロビーには行くけど、その前にこの一番プレイルームの調査だけはやっておこう。何が起きてるのか突き止とめるための手がかりが見つかるかもしれない」

　ユウマがきっぱり言い切ると、コンケンも「おう」と真面目な顔で頷うなずいたが、サワはなぜかくすっと小さく笑った。

「……なんだよ」

「なんでも」

　澄すまし顔になる妹の脇わき腹ばらに軽く肘ひじ打ちすると、即そく座ざに反はん撃げきされる。双ふた子ごが何年も繰くり返かえしてきたルーティーンなやり取り。やれやれと肩かたをすくめるコンケンにもついでに肘ひじ打ちしてから、通路に降りる。

　三人は調査を続けたが、外周通路沿いのカリキュラスは全て、ほぼ無傷で蓋ふたが開いているか、無傷で閉じたままだが中が空か、あるいは酷ひどく破は壊かいされているかの三パターンのどれかだった。破は壊かいされたカプセルも仔し細さいに調べたかったが、昇ラ降ン台プに上がるための階段まで崩ほう壊かいしているものばかりで近づけない。

　外周通路を四分の三周すると、前方右手の壁かべに大型の自動ドア、左手には内周通路に繫つながる階段が出現した。黒い調光ガラスの自動ドアは、まるで自動車が突っ込んだかのように外側へと押し倒たおされ、その奥おくのエレベーターホールも照明が落ちている。

「……おいおい、何がぶつかったらあんなふうになるんだよ……」

　呟つぶやきながら自動ドアに近づこうとしたコンケンのナイロンパーカーの裾すそを、サワが思いきり引っ張った。

「ぐえっ！　な、何すん……」

「コンケン、ユウ、あそこ！」

　鋭するどい声とともにサワが指さしたのは、ひび割れ、押し倒たおされた自動ドアの手前の床ゆかだった。目を凝こらすと、何か大きな塊かたまりが転がっているようだ。カリキュラスの破は片へんではない。不定形で、大きさはちょうどユウマの体と同じくらい。

　鋭するどく空気を吸い込むと、忘れていた金かな臭くささをひときわ強く感じる。背中から後頭部に向けて痺しびれるような感覚が走はしり抜け、両りよう腕うでに激しく鳥とり肌はだが立つ。

　近づきたくない──が、調べないわけにはいかない。

　鋼材を握にぎり締しめ、周囲を警けい戒かいしながらじりじり前進する。明かりが欲ほしいと感じたその時、隣となりに立つサワが小さく囁ささやいた。

「フラーマ火よ」

　伸ばした左手の指先に、オレンジ色の小さな炎ほのおが灯ともり、周囲を照らす。炎ほのお系けい魔ま法ほうを発動するための属性詞──しかしサワは続くべき形態詞を唱えようとしない。そこでようやくユウマも妹の意図に気付く。

「そうか……属性詞だけで止めておけば、明かりに使えるのか。それ、ずっと灯ともしておけるの？」

「だめ、十秒以内に形態詞を唱えないと詠唱失敗フアンブル扱あつかいでＭＰが減る」

「なら、急いで調べないとな……」

　恐きよう怖ふを堪こらえながら、ユウマは歩く速度を上げた。

　予感はあった。しかし、オレンジ色の光に照らされた黒い塊かたまりが、人間──子供の体だということが明らかになった瞬しゆん間かん、両足の全ての関節が動くのを拒きよ否ひした。転びそうになるユウマの左手を、サワが素す早ばやく摑つかむ。

　妹の手はひんやりと冷たかったが、肌はだと肌はだが触ふれる感覚が、パニックに陥おちいりかけたユウマの意識をリセットした。サワだって本当は怖こわいはずなのだ。双ふた子ごとはいえ兄貴が頼たよりっぱなしでいいはずがない。

「悪い」

　短く呟つぶやき、最後の二メートルを大またに歩く。そこで十秒が経過し、サワの指先に宿る炎ほのおがぽしゅっと情けない音を立てて消えた。今度はユウマが左手を突き出し、光系魔ま法ほうの属性詞を唱える。

「ルーミン光よ」

　指先に白い光が宿り、より明るく足あし許もとを照らした。

　俯うつぶせに倒たおれる、同年代の少年。着ているのは水色のジャケットと青あお墨ずみ色いろの七しち分ぶ丈たけパンツ。つまり、六年一組の男子生徒の誰だれかだ。

　もう生きていないことは、一いつ瞬しゆん見ただけで解わかった。左ひだり脚あしはもの凄すごい力で捻ひねられたかのように外側に折れ曲がり、折れた臑すねの骨が皮ひ膚ふを破って突き出している。右みぎ腕うではジャケットの袖そでごと消きえ失うせていて、そこから溢あふれた大量の血が死体の下で赤黒い水たまりを作っている。金かな臭くささの源はこれだ。

　突とつ然ぜん、後ろに立つコンケンが喉のどから妙みような音を出した。通路の反対側に走っていくや、激しく嘔おう吐とする。

　無理もない。ユウマも数秒前から胃が裏返ってしまいそうな感覚に襲おそわれている。しかし、両目に涙なみだを滲にじませて懸けん命めいに耐たえる。

　数秒かけて吐はき気けを追いやると、意を決して死体の横に屈かがみ込み、右手の鋼材を床ゆかに置く。「ごめん」と声を掛かけてから、右手で死体を仰あお向けに回転させようとする。

　柔やわらかく、生温かく──重い。

　想像を遥はるかに上回る、凄すさまじい重さだ。考えてみれば、六年生男子の平均体重は四十キロもあるのだから、腕うでが一本失われているとはいえそれだけの重量を片手でひっくり返すのは簡単ではない。

　腰こしを深く落とし、足を踏ふん張ばって、システムに拡張された筋力を振り絞しぼって体を裏返す。

　顔を見るためだったのに、視線が真っ先に吸い寄せられたのは胸だった。ネクタイとシャツ、インナーがまとめて引きちぎられ、露あらわになった胸の中央には、巨きよ大だいな穴が開いている。

　心臓がない、と直感的に悟さとる。

「……を喰くったのね……」

　サワがごく低い声で呟つぶやいたのと同時に再び十秒が経たち、左手に宿る光が消えた。ＭＰバーがほんのわずかに減ったが、アクチュアル・マジックのシステムが適用されるなら、レベル７のユウマでも一、二ポイントぐらいはすぐに自然回復するだろう。

　いっぽうサワは、綿ワタ巻マキすみかに《炎の矢フアイア・アロー》を一発撃うったあと、ユウマとコンケンを治ち療りようするために《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》の魔ま法ほうを二回も使ったので、まだＭＰは回復しきっていないはずだ。急いで同じ属性詞を唱え、光を灯ともし直なおす。

　仰あお向けになった死体の顔が照らし出された、その瞬しゆん間かん。

　ユウマは先刻を上回る嘔おう吐と感かんに襲おそわれ、右手で口を押さえた。

　知っている顔だったから、だけではない。その顔に、いままでの人生で見たことがないほど生々しい恐きよう怖ふの表情が刻きざみ込まれていたからだ。

　両目は零こぼれんばかりに見開かれ、斜ななめに歪ゆがんで開いた口からは、血に染まる舌がはみ出している。まるで、悲鳴を上げている最中に絶命したかのような……。

「…………あの悲鳴……」

　どうにか嘔おう吐と感かんを押し戻もどし、ユウマは掠かすれた声で言った。

「……僕とコンケンが聞いた悲鳴は、こいつの……三浦のだったんだ……」

　三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサ。出席番号三十七。明るくひょうきんなキャラクターで、女子に煩うるさがられることもあったが、懲こりずにギャグやジョークを繰くり出しては仲良しグループの生徒を笑わせていた。覚かく醒せい直後に聞こえた悲鳴は男子のものか女子のものか判断できなかったが、あの甲かん高だかい響ひびきは、記き憶おくにある三浦の笑い声に違い和わ感かんなく重なる。

　覚かく醒せい直後、カリキュラスの中で三浦のものらしき悲鳴を聞いたユウマは、すぐに蓋ふたを開けて外に出た。そして、通路に下りたところで、怪かい物ぶつ化かした綿ワタ巻マキすみかに遭そう遇ぐうした。ということは、恐おそらく──。

「……それ、《ベロシ》か……？」

　吐はくものがなくなったのか、戻もどってきたコンケンが嗄かれた声を出したので、ユウマは無言で頷うなずいた。教頭ドイツと同じく由来は知らないが、三ミ浦ウラはベロシなるあだ名で呼ばれていた。ユウマはあまり接点がなかったが、コンケンはよくクレストのミニゲームで対戦していたはずだ。

　またしても十秒が経過し、魔ま法ほうの光が消える。しかしもう凄せい絶ぜつな死に顔を照らす気になれず、鋼材を拾ってから後ろに下がり、コンケンと並ぶ。

「……もしかして、綿ワタ巻マキさんが、殺したのか？」

　それは、数秒前にユウマも考えたことだった。

　可能性は低くない、というよりもむしろそうとしか考えられない。あの時、すみかが現れたタイミングや方向は、この状じよう況きように矛む盾じゆんなく合がつ致ちする。そして……付け根から引きちぎられた、三浦の右みぎ腕うで。怪かい物ぶつ化かした綿巻すみかは、人間の腕うでを棍こん棒ぼうのように振り回まわしてユウマとコンケンを殴なぐり倒たおした。あの腕うでは、恐おそらく──。

「…………！」

　ふとあることに気付き、ユウマはポケットからすみかのモンスターカードを引っ張り出した。アクチュアル・マジック内では、このカードをタップすると使い魔フアミリアのステータス・ウインドウが開き、もろもろのデータを確かく認にんできたのだ。ＨＰ／ＭＰバーが見えるからには、ウインドウも呼び出せるはず。

　強こわ張ばる親指でカードを軽く叩たたくと、軽かろやかな効果音とともに青い矩く形けいが現れた。顔を近づけ、小さな文字で列挙されている情報を読む。
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　装そう備び欄らんの最後に記されているアイテム名を見た瞬しゆん間かん、三度目の、そして最大の嘔おう吐と感かんが込み上げてきて、ユウマは低くえずいた。すかさずサワが背中を撫なでてくれたので、三浦の死体の上に吐はいてしまうことは避さけられたが、逆流した胃酸が喉のどを焼く。水が欲ほしい、と強く思う。

　荒あらい呼吸を繰くり返かえし、なんとか落ち着きを取とり戻もどしたユウマの隣となりで、すみかのステータスを覗のぞき込んでいたコンケンが低く呟つぶやいた。

「……ベロシの腕うでが、装備アイテムってなんなんだよ……。ベロシはゲームキャラじゃねーぞ……」

　──いや、もう半分はその通りだ。三浦も僕もコンケンもサワも、現実世界に侵しん食しよくしてきたアクチュアル・マジックを強制的にプレイさせられているキャラクターなんだ。

　と頭の片かた隅すみで思ったが口には出さず、ユウマは無言で頷うなずいた。

「なあ、ユウ……ベロシの腕うで、返してやれねーかな……」

　仲が良かったコンケンがそう思うのは当然だ。こんな通路の真ん中ではなく、どこか人目に付かない場所に寝かせて、もぎ取られた右みぎ腕うでもあるべき場所に戻もどす……クラスメイトとして、せめてそれくらいのことはしてやりたいとユウマも思う。だが。

「……そうするには、綿ワタ巻マキさんをカードから出さないと」

　小声で言うと、コンケンが無音で口を開け、すぐに閉じた。色々な感情がない交ぜになった親友の顔を見ながら続ける。

「綿巻さんはもう僕の使い魔フアミリアになったはずだし、忠誠値も思ったより低くないから、出しても襲おそってくることはない……と思う。でもこの状じよう況きようじゃ絶対確実とは言えないし、カードの中にいるあいだにかなりＨＰが回復してるから、もし襲おそってきたら、もう一度キャプチャーする前にまたダメージを与あたえないと……」

「いや……悪ぃ。聞かなかったことにしてくれ」

　さっとかぶりを振り、コンケンは床ゆかの死体を見下ろした。

「……でも、せめて、どっかに寝かしてやりてーよな……」

「空のカリキュラスの中はどう？」

　そう提案したのはサワだった。コンケンと顔を見合わせ、同時に頷うなずく。

「じゃあ、あたしがそこのカプセル開けるから、二人で三ミ浦ウラくんを運んできて」

　落ち着いた声で言うと、サワは一番近くにある閉じたカプセルへと向かった。ユウマは再び鋼材を床ゆかに置くと、三浦の足あし許もとに回まわり込み、折れた左ひだり脚あしと無事な右みぎ脚あしを両手でしっかり抱かかえた。頭側に移動したコンケンもデュランダルを置き、背中の下に腕うでを差し入れる。呼吸を合わせ、慎しん重ちように持ち上げる。途と端たん、視界左上に装備重量オーバーのアイコンが点灯する。

　一人あたり約二十キロの荷重は、以前のユウマだったら支えるだけで精せい一いつ杯ぱいだっただろう。ジョブチェンジによって増加した筋力があっても、油断すると膝ひざを突いてしまいそうだ。

「……上の兄貴がさ、登山やってんだけどさ」

　慎しん重ちように後ずさりをしながら、コンケンが呟つぶやいた。

「起きてる人間はけっこう一人でも運べるけど、寝てたり……死んでたりすると重くなって、運ぶのがすげー大変なんだと。オレ、その話を聞いた時、起きてようが寝てようが人の重さが変わるわけねーじゃんって思ったんだけどさ……」

　親友が言わんとするところは、ユウマにも解わかった。

　校庭で遊んでいる時や体育の授業中に、クラスメイトを背負ったりすることはたまにある。もちろん軽くはないが、一歩も動けないということもない。しかし三ミ浦ウラの体は、腕うでが一本なく、血もほとんど流れ出して、しかも二人で運んでいるのに、スニーカーが床ゆかにめり込んでしまいそうなほど重い。

　それでもどうにか通路は渡わたり終えたが、大変なのは階段だった。たった七段しかないのに、昇ラ降ン台プまで持ち上げ終えた時には、二人とも息が上がってしまった。渾身の力を振り絞しぼり、サワが非常開放レバーで開けてくれていた空のカリキュラスに、三浦をそっと横たえる。

　ユウマとコンケンがはぁはぁと呼吸を繰くり返かえしていると、サワがカプセルの中に上体を入れ、大きく開いたままの三ミ浦ウラの口と瞼まぶたを閉じさせた。アニメではさっと撫なでるだけで閉じるのに、両手を使って数十秒も押さえなくてはならなかった。

　三人並んでしばし黙もく禱とうし、階段を下りて自動ドアの手前まで戻もどる。

　二本の鋼材を拾い上げ、長いほうをコンケンに渡わたすと、ユウマは振り向いて一番プレイルームを見回した。

　外周通路のカリキュラス四十八基はほぼ調べ終えたが、内周通路の三十二基は手つかずだ。いままでの結果からして、カリキュラス自体から新たな情報が得られるとは思えないが、違ちがうものが見つかるかもしれない。たとえば──他のクラスメイトの死体が。

　同じことを考えたのか、コンケンが沈しずんだ表情のまま口を開いた。

「……いちおう、上の通路も……」

　しかしその言葉は、サワの鋭するどい声に遮さえぎられた。

「しっ！」

　唇くちびるに右手の人差し指をあてながら、左手でエレベーターホールを指さす。

「何か聞こえた」

「え……？」

　眉まゆ根ねを寄せると同時に、ユウマの聴ちよう覚かくもそれを捉とらえた。

　ずしん、どしん、という重く鈍にぶい衝しよう撃げき音おんと、細く高い子供の声──いや悲鳴。遠いが、方向はどうにか解わかる。上ではなく下だ。一階のロビーで、誰だれかが何かに襲おそわれているのだと直感的に悟さとる。

「……行かないと！」

　押し殺ころした声で叫さけび、ユウマはエレベーターに向かおうとした。しかしサワがジャケットの裾すそを摑つかんで引き留める。

「待って、ユウ。コンケンも」

　振り向いた二人が何かを言う前に、サワは猛もう烈れつな早口でまくし立てた。

「助けにいくのはいいけど、もしもまたすみかちゃんみたいに怪かい物ぶつ化かした人と出くわしたら、次はあれこれ考えてる余よ裕ゆうはないよ。たとえそれがクラスの誰だれかでも、襲おそってきたら迷わずに戦って。あたしが使える回かい復ふく魔ま法ほうは《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》だけで、あれは激げき遅おそＨｏＴリジエネだから瞬しゆん間かん的てきな大ダメージには効果がない。もしやばそうと思ったら……」

　そこでぴたりと言葉が止まるが、「すぐに逃げて」と言いたかったのであろうことは明らかだった。ユウマは逡しゆん巡じゆんを振り切きり、強く頷うなずいた。

「解わかった。──行こう」

　今度はサワも無言で頷うなずく。コンケンとも顔を見合わせてから、押し倒たおされた自動ドアの残ざん骸がいを踏ふんでエレベーターホールに出る。右側の壁かべには大型エレベーターの扉とびらが三つ並んでいるが、表示灯の光は見えない。駆かけ寄より、下向きのボタンを連打するが無反応。

「多分みんな、階段で下りたんだわ」

　サワの声で右を見ると、階段マークのついた防火扉とびらが半ば開いていた。しかも、床ゆかや壁かべにはいくつかの黒い染しみ──恐おそらく血けつ痕こんが見て取れる。

「オレが先に行く」

　そう宣言したコンケンが、両手でデュランダルを握にぎりながら扉とびらに近づいた。しばし奥おくの気配を窺うかがってから、ユウマたちに頷うなずきかける。

　防火扉とびらの先の階段室はいっそう暗かったが、壁かべに埋うめ込まれた非常灯が弱々しく光っていて、魔ま法ほうを使う必要はなかった。踊おどり場ばの右に下り階段、左には上り階段が見える。

　上の階はどうなっているんだろう、と一いつ瞬しゆん思ったが、いまは悲鳴が聞こえた一階のロビーに急がなくてはならない。コンケンを先頭に、血染めの足あし跡あとが無数に残る階段を足早に下りて、やはり開け放たれたままの扉とびらから一階のエレベーターホールに出る。

　右手に広がるロビーが視界に入った瞬しゆん間かん、ユウマは予想外の光景に驚おどろき、低く喘あえいだ。

「なん…………で」

　暗い。

　だがそんなはずはない。

　窓がないプレイルームと違ちがって、アルテアの一階ロビーは壁かべの大部分がガラス張りのはずだ。事実、午前十一時に六年一組の生徒たちとアルテアに足を踏ふみ入いれた時は、南東のガラスから五月の陽光がたっぷりと差さし込み、黒を基調としたロビーを明るく照らしていた。

　視界右下に表示される現在時刻は、午後三時二十分。この季節の太陽が沈しずむには、いくらなんでも早すぎる。

　それなのに、ロビーを取り囲む巨きよ大だいなガラス壁かべの向こうは、まるで真夜中のように暗い。

　いや、夜とかそんなレベルではない、完全な漆しつ黒こく。アルテアが建っているのは、十四万人が暮らすのぞみ市の中心部。たとえ真夜中でも、隣りん接せつする道路や商業ビルの明かりが見えるはず。それがまったく存在しないというのは、いったい──。

「……ぁあああああっ！」

　再び子供の悲鳴が、今度ははっきりと聞こえてユウマは我に返った。いまは窓の外よりも中……ロビーのどこかにいるはずのクラスメイトのことを考えなくては。

　一階フロアの南側を占しめるメインロビーは、半分にカットしたバウムクーヘンのような形をしていて、二枚の壁かべで仕切られている。最さい南なん端たんのエントランスの正面にチケットカウンターがあり、右手がショッピングエリア、左手が喫きつ茶さコーナー。カウンターの内側に、スタッフの姿はない。

　──いや。

　非常灯の弱々しい光に照らされるロビーの床ゆかには、大きな物体が幾いくつも転がっている。十に満たない数だが、恐おそらくその全てが大人の死体。

　フリーズしかけた意識を、またしても響ひびいた悲鳴と、激しい金属音が再起動させた。

「あっちだ！」

　叫さけび、無理やりに足を動かす。ぼろきれのようになった死体が点々と転がるロビーを横切り、チケットカウンターの前を通過してショッピングエリア方面を目指す。がしゃん、がしゃんという衝しよう撃げき音おんと複数の悲鳴に、新たな音が混ざる。太く獰どう猛もうな、獣けものめいた唸うなり声。

　トラス構造の仕切り壁かべの向こうにあるショッピングエリアの入り口は、金属パイプを連ねたグリルシャッターで封ふう鎖さされていた。衝しよう撃げき音おんと唸うなり声ごえを発生させているのは、シャッターを体当たりで破ろうとしているらしい誰だれか、いや何かだ。

　三人は急いで仕切り壁かべの陰かげに身を隠かくし、その何かに目を凝こらした。

　大きい。身みの丈たけは、小学生にして身長が百六十五センチもあるコンケンよりも遥はるかに高く、二メートル半を超こえるだろう。横よこ幅はばもたっぷりとあり、身動きするたびに灰色の皮ひ膚ふに包まれた肉がぶよぶよと震ふるえる。手足は短いが異様に太く、そして頭は──どう見ても人間のものではなかった。

　たるんだ皮ひ膚ふがヒダ状に重なる首から高々と突き出す頭は、肉でできた三さん角かく帽ぼう子しのようだ。二メートル半の身長のうち、尖とがった頭が約五十センチを占しめる。顔にあたる部分には目も鼻もないが、体との付け根近くに水平の裂さけ目めめいた口があり、そこから野太い咆ほう哮こうとともに大量の唾だ液えきを撒まき散ちらしている。

「…………なんだよ、あれ……」

　コンケンの掠かすれ声ごえに、ユウマは答えられなかった。
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　二人を襲おそった綿ワタ巻マキすみかは、目と鼻がなくなっていたとはいえ姿形はまだ人のままだった。しかしシャッターに体当たりを繰くり返かえしている生き物は、手足のバランスや肌はだの質感、何より三角かく錐すい状に尖とがった頭が人にん間げん離ばなれしすぎている。

　あれも、綿巻すみかのように、アクチュアル・マジックのプレイヤーが変へん貌ぼうした姿なのか。それとも──本物のモンスターが、現実世界のアルテアに現れたとでも言うのだろうか。

　シャッターの内側には大型の陳ちん列れつ棚だなでバリケードが築かれ、悲鳴はその内側から聞こえる。どうやら中にいる複数の子供がバリケードを支えているらしい。しかしユウマたちが見ているあいだにも、グリルシャッターの金属パイプは徐じよ々じよにひしゃげ、バリケードも押し込まれて、そう長くは持ちそうにない。

「……なんとかしないと」

　ユウマが無意識に呟つぶやいた言葉に、サワが鋭するどく応じた。

「あのトンガリ頭、たぶんＨＰと物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよくが相当高い。あんたたちの鉄棒じゃ倒たおせない」

「でも……ほっとけねぇよ。売店の中に、きっと一組の……」

「解わかってる。魔ま法ほうで戦うしかないけど……あたしのＭＰ、まだ半分も回復してない」

　サワの声にも焦あせりが滲にじむ。ＡＭ世界ならＭＰポーションを飲めば回復できるが、現実世界にそんなものがあるわけがない。そしてＭＰの自然回復速度は、職業クラスやスキル構成にもよるが、低レベルではほとんどあてにできないくらい遅おそい。

　魔ま法ほうはユウマも使えるものの、魔ま物もの使つかい専用の闇やみ属ぞく性せい魔ま法ほう《摑む手グラスピング・ハンド》の他に使えるのは初歩的な汎はん用よう魔ま法ほうばかりで、攻こう撃げき魔ま法ほうは一つも習得していない。そして純戦士のコンケンは、物ぶつ理り攻こう撃げき専門。

　どうすれば、と妹に訊きこうとした口を、ユウマは強く引き結んだ。

　サワの横顔も固く強こわ張ばり、額には小さな汗あせの玉が滲にじんでいる。この何も解わからない極限状じよう況きようでユウマとコンケンを先導してきたサワだが、内心では怖こわいに決まっているのだ。クラスメイトが怪かい物ぶつに変身し、あるいは惨ざん殺さつされ、親友のナギは姿を消し……そして自分の体には角や羽が生えてしまった。そんな状じよう況きようで必死に踏ふん張ばっている妹に、いつまでも頼たよっていていいはずがない。

　──自分の頭で考えるんだ。あの化け物を倒たおす方法を。

　サワの言うとおり、トンガリ頭の巨きよ体たいは丈じよう夫ぶそうな灰色の皮ひ膚ふと分厚い脂し肪ぼうに守られていて、刃やいばのついていない鋼材で殴なぐってもほとんど効果はないだろう。そういうモンスターには魔ま法ほうで対処するのが常道だが、この三人の中でただ一人攻こう撃げき魔ま法ほうが使えるサワのＭＰが枯こ渇かつしていてはそれも不可能。

　もしここがゲーム世界なら、いったん撤てつ退たいして装備を調ととのえ、ＭＰを満タンにすべき場面だ。しかし現実世界のアルテアには、剣や槍やりを売っている武器屋も、ポーションを売っている道具屋も存在しない。この場所にあるもので何とかするしかない……。

　この場所に。

　瞬しゆん間かん、ささやかな天てん啓けいが訪おとずれる。

　ゲームシステムに侵しん食しよくされてしまったと言っても、ここはあくまで現実世界だ。であるなら、ゲーム世界にはないものがあるはず。そう……この規模の施し設せつなら、きっと。

「サワ、コンケン。ロビーであいつから二……いや一分だけ逃げ回まわれるか？」

　小声で訊きくと、サワは二秒、コンケンは三秒で頷うなずいた。

「うん、たぶん動きはそう速くない。でも、どうする気？」

　サワが問い返してくるが、作戦を一から説明している時間はない。

「とにかく頼たのむ！　コンケンも、危ないと思ったら階段から二階に逃げ……」

　ユウマの言葉は、心臓が止まりそうになるほど騒そう々ぞうしい金属音に遮さえぎられた。

　繰くり返かえされる体当たりに耐たえかねたグリルシャッターが、天てん井じようのブラケットから外れて落下したのだ。これでもう、ショッピングエリアの生徒たちを守る壁かべは急造のバリケードしかない。いくら内側から押さえても、子供の力では一、二回の体当たりにも耐たえられないだろう。

「──タゲはあたしが取る！　コンケンは横から牽けん制せいして！」

　そう叫さけぶや、サワは近くに落ちていた、犠ぎ牲せい者しやのものであろう車のスマートキーを拾った。楕だ円えん形のそれを、オーバースローで投とう擲てきする。

　昔からキャッチボールがユウマより上う手まかっただけあって、キーは一直線に飛ひ翔しようし、トンガリ頭の側面に命中した。バリケード目め掛がけて突とつ進しんしようとしていた巨きよ人じんが、「ぐぶる……」と唸うなりながら三人に顔なき顔を向ける。

「こっちだ、バケモン！」

　コンケンが大声を出した途と端たん、

「ぐぼっ、ぐぼおっ！」

　怒いかりなのか喜びなのか定さだかでない大声を出し、巨きよ人じんはバリケードから離はなれた。上体を下げ、尖とがった頭を突き出すようにして、何度か床ゆかを踏ふみ締しめ──。

「ユウ、行って！」

　サワに左手で押され、ユウマは巨きよ人じんが突とつ進しんしてくるのを待たずに振り向くと、床ゆかを蹴けった。ほぼ同時に、後方で獰どう猛もうな雄お叫たけびと地じ響ひびきが轟とどろく。

　──二人とも、頑がん張ばってくれ！

　声に出さずに念じながら、チケットカウンターに向かってダッシュ。黒いカウンターを飛とび越こえて内側へ。

　弧こを描えがくカウンター内の通路をさらに十メートルほど走ると、右手の壁かべに目指すものが見えた。【ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ】の表示がある銀色の扉とびら。もちろん普ふ段だんは電子ロックがかかっているだろうが、ビル全体の主電源が落ちているこの状じよう況きようなら──。

「……開ひらけっ」

　小声で叫さけびながら左手でレバーハンドルを押し下さげる。呆あつ気けなく回り、ドアが数センチ動く。

　ここまでで八秒経過。飛とび込みたかったが一いつ瞬しゆん足を止め、内部の気配を探さぐる。音も、匂においも感じない。

　改めてドアを押し開あけた時、後ろのロビーで凄すさまじい騒そう音おんが響ひびいた。それに重なって、サワの叫さけび声ごえ。

「こっちよ、ノロマ！」

　──二人は大だい丈じよう夫ぶだ。サワとコンケンが僕を信じてくれたみたいに、僕も二人を信じないと。

　決意を心に刻み、ドアの奥おくに踏ふみ込む。

　バックヤードは非常灯も消えていて、ほぼ真っ暗だ。やむなく光魔ま法ほうの属性詞を唱え、左手に十秒限定の明かりを灯ともす。右手の鋼材をしっかり握にぎり締しめ、走る。

　右の壁かべに最初のドア。ネームプレートの文字は事務室──違ちがう。次のドアは休きゆう憩けい室しつ──違ちがう。三つ目。医務室。

　ここだ。

　ドアを開けると同時に魔ま法ほうの光が消えたが、幸い室内はオレンジ色の非常灯でぼんやりと照らされている。

　無人の医務室は予想より広かった。部屋の左側に、カーテンつきのベッドが三台。右側に、診しん察さつデスクとワゴン、その奥おくに白いキャビネット。迷わず部屋を突っ切きって、キャビネットのガラス扉とびらを開く。

　目的のものは、下段の大きな棚たなにあった。右手の鋼材を左手に移し、白いポリ容器の握にぎりを摑つかんで引っ張り出す。ラベルの表記は五リットル。これで足りるという確証はないが、サワとコンケンに約束した一分もすでに半分が経過してしまっている。足りなかったら奥おくの手てを使うしかないと決意し、ポリ容器をぶら下げて医務室から飛び出す。

　暗い通路を走はしり抜け、金きん属ぞく扉とびらを引き開けてチケットカウンターの中に戻もどったユウマの目の前を──。

　灰色の巨きよ人じんが、恐おそろしいほどのスピードで左から右へと駆かけ抜けた。

　上体を低く下げ、尖とがった頭を突き出して突とつ進しんする巨きよ人じんの行く手には、ほっそりしたサワの姿がある。壁かべ際ぎわで巨きよ人じんを待ち受け、タイミングを計って右に転がる。

　ズガアァァン！　という凄すさまじい音とともに、巨きよ人じんの頭がロビーとエレベーターホールを隔へだてる壁かべに突き刺さった。プラスチックの化け粧しようパネルとその奥おくのコンクリートを深々と貫つらぬき、一秒ほど動きを止めてから、両手を壁かべに押し当あてて頭を引き抜く。壁かべには、直径三十センチはありそうな大穴が残される。

　あんな頭ず突つきを喰くらったら、いくら強化されていると言っても小学生の体などひとたまりもないだろう。素す早ばやく起き上がったサワが、ロビーの中央へと走る。巨きよ人じんもどすどす足あし踏ぶみして向きを変え、再び突とつ進しんの体勢に入る。

　バックヤードから戻もどったユウマをちらりと見たサワが、両手を叩たたきながら叫さけんだ。

「ほら、鬼おにさんこっち！」

「がふうっ！」

　巨きよ人じんがひと声唸うなり、トンガリ頭を低く下げる。ゾウの如ごとき足で何度か床ゆかを蹴けってから、猛もう然ぜんと走り始める。ターゲットされたサワは、軽かろやかなステップで少しずつ後ろに下がる。

　その足が、床ゆかに転がる死体の腕うでに引っかかった。

「アッ」

　小さく声を上げ、尻しり餅もちをつく。驀ばく進しんする巨きよ人じんが、黒光りする頭の先せん端たんを床ゆかすれすれまで下げる。

　ユウマは急いでカウンターを跳とび越こえ、巨きよ人じんを追いかけた。だが距きよ離りを縮められない。サワも立ち上がろうとするが、死体が着ているニットの袖そでがブーツの鉤かぎ爪づめに引っかかってしまったようだ。

　──だめだ、サワ、逃げろ。早く立って。立つんだ。早く。

　脳のう裏りで必死に念じるが、サワと巨きよ人じんの距きよ離りはもう五メートルもない。視界が狭せばまり、手足の感覚が薄うすれていく。引き延ばされる時間の中で、だめだ、だめだ、という思念だけがリピートする。

　その時──。

「うおらああああッ！」

　叫さけびながら、巨きよ人じんの右側から突っ込んでくる人ひと影かげがあった。

　コンケンだ。デュランダルを両手で振りかぶり、サワを貫つらぬく寸前のトンガリ頭に叩たたき付つける。

　ガキィィィン！　という金属音が轟とどろき、火花が飛び散った。名前は立派だが単なる鉄の棒は呆あつ気けなく弾はじき飛とばされ、コンケンも巨きよ人じんの右みぎ肩かたに接せつ触しよくしてその場に打ち倒たおされる。

　しかし捨て身の一いち撃げきは無む駄だではなかった。巨きよ人じんが限界まで下げていた頭の先せん端たんが床ゆかに接せつ触しよくし、フロアタイルとベースパネルを剝はぎ取とって、その下のコンクリートスラブに引っかかったのだ。

　尻しり餅もちをついたサワの三十センチ手前で、巨きよ人じんは自分の頭を支点にして逆立ち状態になると、サワを跳とび越こえて背中から落下した。

　地じ震しんのような振しん動どうに足を取られかけたが、ユウマは懸けん命めいに走った。これがたぶん最初で最後のチャンスだ。サワとコンケンの命いのち懸がけの頑がん張ばりを無む駄だにするわけにはいかない。絶対に。

　二人のすぐ左を駆かけ抜けたユウマは、起き上がろうともがく巨きよ人じんの、横よこ幅はば二十センチはありそうな口に白いポリ容器を力いっぱい押し込んだ。

「ぶぼおおおっ！」

　くぐもった声で叫さけんだ巨きよ人じんが、とんでもない力でポリ容器を嚙かみ、凹へこませる。

　ユウマは右手でサワを引っ張り起こすと、倒たおれたコンケンのところまで下がった。

　妹の体に傷がないことはひと目で解わかったが、どうやらコンケンも出血はしていないようだ。二人とも、約束の一分間をきっちり稼かせいでくれたのだから、ここから先はユウマが役割を果たさなくては。

　灰色の巨きよ人じんは、短い両りよう腕うでで床ゆかを押して立ち上がると、再びどすん、どすんと足あし踏ぶみしながら転回した。もしここがゲーム世界で、充じゆう分ぶんな攻こう撃げき手しゆ段だんがあればあの振り向きの遅おそさは明らかな弱点だが、いまは黙だまって見ているしかない。

　二秒かけて振り向いた巨きよ人じんの口には、ポリ容器が半ば以上埋うもれている。べきべきという音からして、もうすぐ容器が壊こわれるはずだ。

「……ユウ、あれ何？」

　掠かすれ声で訊きいてきたサワに、ユウマはぼそりと答えた。

「消毒用エタノール五リットル」

　途と端たん、赤い瞳ひとみがいっぱいに見開かれ、すぐに細められる。

「……そうか、魔ま法ほうの代わりってわけね。でもどうやって着火するの？」

　その質問を聞いた瞬しゆん間かん、心臓がどきんと跳はねる。

　エタノールはあくまでも助じよ燃ねん剤ざいであり、火を点つけるためには当然火種が必要だが、ユウマはライターなど持っていない。サワもコンケンも同様だろう。

　左手の鋼材で他の金属を叩たたけば火花を出せるかもしれない。しかし高さ二メートルを超こえるところにある巨きよ人じんの口には背せ伸びをしても手が届かないし、巨きよ人じんが黙だまって見ていてくれるはずもない。

　硬こう直ちよくするユウマの隣となりで、サワが小さなため息とともに呟つぶやいた。

「……考えてないわけね。──たぶん、あと一分逃げ回まわれば、《炎の矢フアイア・アロー》を一発撃うてるぐらいのＭＰが……」

　妹がそこまで言った時、ユウマの脳のう裏りに数十秒前の光景がフラッシュした。どうにか思考を立て直し、囁ささやく。

「いや……その前にいっこ試ためしてみる。だめだったら魔ま法ほうで頼たのむ」

「試ためす……？」

　怪け訝げんそうな声を出すサワと、床ゆかにへたり込んだままのコンケンをちらりと見てから、ユウマは左手の鋼材を右手に持もち替かえた。

　直後、巨きよ人じんがエタノールのポリ容器を嚙かみ砕くだいた。

　透とう明めいな液体が溢あふれ出し、半分は口の中へ、もう半分は外へと流れる。

「ぶごおおおおっ！」

　巨きよ人じんが苦しげに身を捩よじり、飛び散ったエタノールが頭にまで降りかかった。

　──ここだ。

　ユウマは右手を振りかぶると、鋼材をフルパワーで巨きよ人じんの頭へと投げつけた。

　回転しつつ飛んだ鋼材は、尖とがった頭の先せん端たん近く──錆さびた鉄のように黒ずんだ部分に衝しよう突とつし、先刻コンケンに叩たたかれた時と同じように白い火花を散らした。ごくささやかな火種だったが、気化したエタノールに点火するにはそれで充じゆう分ぶんだった。

　ぼっ、という音とともに、巨きよ人じんの上半身が一いつ瞬しゆんで燃え上がった。

　理科の実験でアルコールランプを燃やした時と同じ、青みがかった炎ほのおが暗いロビーを明るく照らす。巨きよ人じんは野太い咆ほう哮こうを撒まき散ちらしながら両りよう腕うでを振り回まわすが、炎ほのおは消えない。

　巨きよ人じんの頭上に青い棒が浮うき上がった。ＨＰバーだ。下部には【コーンヘッド・ブルーザー】という名前と《炎えん上じよう》のデバフアイコンが表示されている。どうやら自分の手で攻こう撃げきするか、自分がダメージを喰くらわなければバーは出現しないらしい。

　ユウマは、跳はね返かえってきて近くに転がった鋼材を拾い上げてから、数歩後退した。

　巨きよ人じんの上半身は炎ほのおに包まれ、体の中に入ったエタノールにも引火したのか、口からも火柱が噴ふき上がっている。しかしバーの減りは思ったよりも遅おそい。炎ほのおのダメージが低いわけではなく、サワが予想したとおりＨＰの絶対量が多いのだ。たとえ《炎の矢フアイア・アロー》を使っても、倒たおしきるには何発も当てる必要があるだろうが、数秒で消えてしまう魔ま法ほうの炎ほのおと違ちがって、五リットルものエタノールはそう簡単には燃もえ尽つきない。

　やがて、灰色の皮ひ膚ふの各所が黒く炭化し始めた。凄すさまじく嫌いやな匂においが漂ただよい、ユウマは左手で鼻を覆おおった。焦こげた皮ひ膚ふが剝はがれ落おちると、その下からエタノールの青っぽい炎えん色しよくとは違ちがう、赤黒い炎ほのおが噴ふき上がる。たぶん、たっぷり蓄たくわえた脂し肪ぼうまでもが燃え始めたのだ。

「ぶごっ！　ぶぎゅおおおおっ！」

　おぞましい悲鳴を放ちながら、巨きよ人じんが激しく身もだえる。自身の肉体が燃え始めると同時にＨＰバーの減少も加速し、たちまち半分を割わり込んで青から黄色に変わる。

　床ゆかの上で、コンケンが呻うめくように言った。

「こいつ……モンスターのくせに、本物の……生き物みてーな……」

　それに、サワが低く応じる。

「そうよ、こいつらはただの３Ｄオブジェクトじゃない。でも……たぶんそれは、生きてるあいだだけ」

「……それ、どういう……？」

　ユウマのその問いかけは、巨きよ人じん──コーンヘッド・ブルーザーとんがり頭の乱暴者が前のめりに倒たおれ込む轟ごう音おんに搔かき消けされた。

　ブルーザーのＨＰバーが二割を下回り、赤くなる。もう上半身の皮ひ膚ふはほとんど焼け崩くずれ、脂し肪ぼうを燃やす炎ほのおが三、四メートルほどの高さにまで噴ふき上がっている。このままではロビーの建材に燃え移ってしまうのでは、と心配になってきた、その時だった。

　キンコンキンコンキンコンと奇き妙みように歪ゆがんだ警報音が鳴なり響ひびき、天てん井じようから幾いく筋すじもの高圧水流が燃える巨きよ人じんをピンポイントで狙ねらって噴ふん射しやされた。火災検知器が立ち上る炎ほのおに反応し、放ほう水すい銃じゆう型スプリンクラーを作動させたのだ。

　予想外の事態に硬こう直ちよくするユウマの視界を、もうもうたる白はく煙えんが覆おおい隠かくした。その奥おくで火勢が急速に衰おとろえていく。煙けむりの中でもこれだけは明めい瞭りように見えるブルーザーのＨＰバーは、まだ一割と少し残っている。

　──どうする。あの残量なら、物ぶつ理り攻こう撃げきで削けずり切れるか。それとも新しいエタノールを取りにいって、放水が止まってからもう一度燃やすか。

　ユウマが逡しゆん巡じゆんしていたのは、ほんの二、三秒だったはずだ。

　しかし、それが命取りとなった。

「ぶごおおおっ！」

　怒ど声せいとともに、白はく煙えんの奥おくから凄すさまじい勢いで伸びてきた巨きよ大だいな手が、ユウマの胴どうを鷲わし摑づかみにした。

「ユウッ!!」

「お兄ちゃん!!」

　背後でコンケンとサワが叫さけぶ。ユウマは体を限界まで捻ひねり、二人に向けて懸けん命めいに手を伸ばした。しかし、指先はほんの数センチのところで空を切り──。

　全身の血が逆流するほどの勢いで、ユウマは高々と持ち上げられた。

「がばあああっ！」

　いつの間にか立ち上がっていたブルーザーが、雄お叫たけびを迸ほとばしらせながらユウマをトロフィーの如ごとく掲かかげる。すでに火は消えているが、スプリンクラーの放水はまだ続いていて、ユウマの頭や肩かたを高圧水流が直ちよく撃げきする。

「うあっ！」

　思わず悲鳴を漏もらしてしまったが、真の危機は頭上ではなく足あし許もとにあった。

「ぐばあ……」

　真っ黒に焼やけ焦こげたブルーザーが、トンガリ頭の付け根にある口を開ける。最初は横よこ幅はば二十センチ足らずだったのに、ごきん、ごきんと嫌いやな音が響ひびくたびに拡大し、たちまち三倍以上の幅はばになる。

　まさか。

　とユウマが戦せん慄りつした次の瞬しゆん間かん、巨きよ人じんが手を離した。

　落下したユウマの下半身を、底なし穴のような口が吞のみ込む。一つ一つが子供の拳こぶしほどにも大きい乱らん杭ぐい歯ばの列が、裁断機の如ごとく閉じる──。

　ガキイィィン！

　という金属音が轟とどろき、巨きよ人じんの歯列はユウマの体を食いちぎる寸前で止まった。

　ユウマが、ほとんど脊せき髄ずい反はん射しや的てきな動作で、右手に握にぎっていた鋼材を上の歯と下の歯のあいだに挟はさみ込んだのだ。

「がああ!!」

　ブルーザーの怒いかりの咆ほう哮こうが、ユウマの体を直接振しん動どうさせる。鋼材と歯列が嚙かみ合あう箇か所しよから、断続的に火花が飛び散る。

　そしてユウマは、信じがたいものを見た。

　厚さ六ミリ、幅はば五センチはある鋼材が、くの字に折れ曲がっていく。

「ユウ、早く逃げろ!!」

　コンケンの叫さけび声ごえが聞こえる前から、ユウマはブルーザーの上うわ顎あごと下した顎あごに両手を突っ張ぱって、必死に下半身を引き抜こうとしていた。だがぶよぶよと蠢うごめく肉に両足を搦からめ捕とられ、なかなか脱だつ出しゆつできない。

　ユウマがもがいているあいだにも、鋼材はぎし、ぎしと軋きしみながら曲がり続ける。やがて、歯列の先せん端たんが腹と背中に触ふれる。

「く……！」

　胃がひっくり返りそうな恐きよう怖ふに耐たえながら、ユウマは両手で巨きよ人じんの口を押し広ひろげようとした。だが、どんなに力を込めても、裁断機の如ごとき歯列は鋼材を押し曲げながら、ユウマの体に一センチ、また一センチと食い込んでくる。

「ユウ──ッ！」

「お兄ちゃん、諦あきらめないで!!」

　コンケンとサワの声に、鈍にぶい打だ撃げき音おんが続く。二人がブルーザーの両りよう脚あしを攻こう撃げきしているのだ。だが巨きよ人じんはまったく意に介かいする様子もなく、愚ぐ直ちよくに鋼材を嚙かみ締しめ続ける。

　ついに、ユウマの腹に鈍にぶい痛みが走った。

　もう上下の歯列の隙すき間まは十五センチもあるまい。あと十秒で歯が皮ひ膚ふを突き破やぶり、二十秒で胴どう体たいが真っ二つに食いちぎられる。

　仮想世界なら、そんな死に方をしてもアバターは光のパーティクルとなって四散するだけで、すぐにホームポイントで蘇そ生せいできる。

　しかしここは現実世界だ。ユウマは内臓をまき散らして死に、二度と生き返ることはない。ロビーのあちこちに転がっている大人たちのように。一番プレイルームで事切れていた、三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサのように。

「うあ……あああああっ……！」

　恐きよう怖ふに耐たえきれず、ユウマは悲鳴を上げた。

　視界左上で、ＨＰバーが減り始める。腹筋と背筋が押し潰つぶされ、内臓がひしゃげる。

「あ……あ……あああああアアアアアア────ッ!!」

　自分のものとも思えない絶ぜつ叫きように、鋼材がへし折れる音が重なった。

　ブラックアウト。











６






　ざ……ん。

　ざざ……ん。

　不思議な音が響ひびくたび、両足を温ぬるい水が浸ひたしていく。

　湿しめった砂の上に寝転ころがっているようだ。顔を撫なでていく風には、どこかで嗅かいだことのある匂においが含ふくまれている。これは……

　潮しおの匂におい。

　ユウマは瞼まぶたを開けた。

　夕方……だろうか。空が赤い。だがすぐに違ちがうと気付く。視界いっぱいに広がる空は、異様に鮮あざやかなクリムゾンレッド一色に染まっていて、まったくグラデーションというものがない。こんな夕焼け空は有り得ない。

　その空を、眩まばゆく燃える火の玉が、黒い煙けむりの尾おを引きながらいくつも横切っていく。

　ゆっくりと体を起こし、周囲を見回す。

　左右には、白い砂すな浜はまがどこまでも広がっている。正面には、やはり無限に続く水面……海だ。寄せては返す波が、ユウマの素す足あしを繰くり返かえし洗う。自分の体を見下ろすと布きれ一枚たりとも身につけていないが、なぜか気にならない。

　再び、顔を仰あお向ける。

　遠えん雷らいのような音を響ひびかせて降り注ぐ流星……いや隕いん石せき群ぐんは、赤い空を斜ななめに横切り、水平線の彼方かなたに消えていく。目を凝こらすと、その方向の空に、凄すさまじく巨きよ大だいな爆ばく煙えんが立ち上っていることに気付く。

「星が……落ちてる……」

　ユウマが呟つぶやくと──。

「そうさ」

　すぐ右側で誰だれかが答えた。

　そちらを見ると、さっきまでは誰だれもいなかったはずの場所に、少年が一人座すわっていた。

　ユウマと同じような体格、同じような髪かみ型がた、そしてやはり服を一枚も着ていない。解わかるのはそれだけだ。ほっそりした裸ら体たいは半ば透すき通とおり、輪りん郭かくが陽かげ炎ろうのように揺ゆらいでいて、顔はよく見えない。

　少なくとも声に聞き覚えはないし、こんな雰ふん囲い気きの知り合いがいたという記き憶おくもない。なのにユウマは、相手の正体を気にすることもなく、再び水平線を見やった。

「……あんなに落ちて、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大だい丈じよう夫ぶなわけがない」

　少年が皮肉っぽく口くちの端はを歪ゆがめる。

「あの隕いん石せき群ぐんが、きみたちの言う《Ｐ‐Ｔ境界》……ペルム紀末の、地球史上最大の大たい量りよう絶ぜつ滅めつを引き起こしたものの正体さ。もうすぐ地ち殻かくそのものが砕くだけ、上じよう昇しようしてきた大量のマントルが、宇宙まで届くような火か山ざん爆ばく発はつを起こす。そして、この星に存在する生命の九十五パーセントが死し滅めつするんだ」

「そんな……なんとかしないと……」

　ユウマが立ち上がろうとすると、少年が今度は愉ゆ快かいそうに笑った。

「あははは……残念だけど無理だよ。ここまできたらもう、天使にも悪あく魔まにも止められない。……それに、きみが見ているこの光景は、二億五千万年前にすでに起きてしまったことなんだ。むしろ、この大たい量りよう絶ぜつ滅めつが発生しなければ、きみたち現生人類だって誕生しなかったんだよ……ユウマ」

　名前を呼ばれ、ユウマは濡ぬれた砂に座すわり直すと、もう一度少年の顔を見た。

「きみは……誰だれなの？」

「誰だれでもいいだろ。それに、そんなことを気にしてる場合なのか？」

　見えない顔に皮肉っぽい笑えみを浮うかべ、少年は言った。

「きみはいまこの瞬しゆん間かん、死にかけているのに」

「…………」

[image: ]

　その言葉で、ようやく思い出す。

　ユウマは、トンガリ頭ことコーンヘッド・ブルーザーに下半身を食いちぎられた──いや、食いちぎられる寸前だったのだ。右手で剝むき出しの腹を撫なで回まわしてみるが、傷はもちろん痛みもない。

「僕は……死んだの？　ここは、死後の世界……？」

　すると少年は、軽く肩かたをすくめた。

「死にかけてる、って言ったろ。まだ命の糸は繫つながってる……切れる寸前だけどね」

「でも……あの状態から助かる方法なんて……」

「戻もどったら、折れたつっかえ棒の角度を戻もどせ。そして魔ま物もの使つかいの力を使え。その二つを同時にやるんだ」

　ユウマは、少年をまじまじと見み詰つめた。幻げん像ぞうの如ごとく揺ゆらめく顔は相変わらず表情を読み取れないが、もう笑っていないことは解わかる。

「……どうして、そんなことまで知ってるの？」

「いまはどうでもいい。助かりたいのか、助かりたくないのか？」

「そりゃ助かりたいけど……でも、二つのことを同時にやるなんて……。それに、魔ま物もの使つかいの力っていうのはつまり……」

「迷ってる場合か？　あのデカブツは、きみの友達と妹も殺すぞ」

「…………」

　その通りだ。サワとコンケンは、ユウマが殺されたからといって、即そく座ざに逃げたりはきっとしない──できない。たぶん冷静さを失い、ブルーザーに闇やみ雲くもに殴なぐりかかって、致ち命めい的てきな反はん撃げきを喰くらうだろう。

「解わかった……やるよ」

　ユウマが頷うなずくと、少年は左手を伸ばし、ユウマの背中を軽く叩たたいた。

「迷うなよ、ユウマ。ぼくはきみに賭かけたんだからな。さあ、目が醒さめるぞ……三、二、一、ゼロ」
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　目も眩くらむほどの激痛。

　だが、まだ生きている。

　ユウマは、一いつ瞬しゆんの迷いもなく右手を動かし、へし折れた直後の鋼材の片方を摑つかんだ。それを渾こん身しんの力で回転させる。ユウマの腹を食いちぎる寸前だった巨きよ人じんの歯列に再び鋼材が挟はさまり、ガキッ！　と火花が散る。

　だが、角度がわずかに足りない。このままでは数秒後に鋼材が外れてしまう……と思った、その時だった。

　視界の色が薄うす青あおく変化し、全てが止まった。




　コーンヘッド・ブルーザーも、足あし許もとのサワとコンケンも、天てん井じようのスプリンクラーが噴ふん射しやする水流までもが、完全に静止している。

　何もかもが凍こおり付ついた世界で、ユウマだけが動き、左手でポケットからカードを引き抜いた。それを高く掲かかげ、叫さけぶ。

「アペルタ開け!!」

　立りつ体たい魔ま法ほう陣じんが展開し、黒い光が迸ほとばしり──その中心から、ずっ……と人ひと影かげが現れた。

　雪ゆき花はな小しようの制服を着た、顔のない少女。

　綿ワタ巻マキすみか。




　再び時間が動き始めた。

　ユウマがもう一度ブルーザーの歯と歯の間に挟はさみ込んだ鋼材が、耳みみ障ざわりな音を立てて弾はじけ飛んだ。

　今度こそ、本当に下半身を食いちぎられると直感した、その瞬しゆん間かん。

　二つの手が凄すさまじい速さで伸び、巨きよ人じんの上の歯と下の歯を摑つかみ止めた。

　召しよう喚かんされたユウマの使い魔フアミリア、綿巻すみかがブルーザーの肩かたの上にしゃがみ込み、何も命令していないのに巨きよ人じんの口が閉じるのを妨さまたげたのだ。

「がっ！　ごがあっ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうに、ブルーザーの顎がく関かん節せつがみしみしと軋きしむ音が重なる。モンスターの顎あごの力など推測するすべもないが、厚さ六ミリの鋼材を軽々とへし折ったのだから、トラやワニを上回るパワーがあるのは確実だ。

　そのブルーザーの咬こう合ごう力りよくを、綿巻すみかは華きや奢しやな右みぎ腕うでと左ひだり腕うでで完全に受け止めている。いや──それだけではない。ぶち、ぶち、という異音が響ひびくたび、巨きよ人じんの顎あごは数ミリずつ押し広ひろげられていく。

　胴どう体たいを食いちぎる寸前だった歯列の圧力が弱まり、ユウマは「ぐはっ……！」と詰つめていた息を吐はいた。

　それがきっかけになったかのように、綿ワタ巻マキすみかが耳まで裂さけた口を大きく開き──吼ほえた。

「シャアアアアアアッ!!」

　ほっそりした両手の甲こうに、ビキッ！　と骨が浮うき上がる。

　すみかは上体を低く下げ、両りよう肩かたを怒いからせて、これがフルパワーだと言わんがばかりの勢いで巨きよ人じんの口をこじ開けていく。

　腱けんや筋肉が断だん裂れつし、軟なん骨こつが砕くだけるおぞましい音が響ひびき渡わたり──コーンヘッド・ブルーザーの上うわ顎あごと下した顎あごが、一メートル近くも引き離はなされた。

「おごおおおおおおっ!!」

　野太い怒ど声せい、あるいは悲鳴を迸ほとばしらせたブルーザーが、巨きよ体たいを不自然な体勢で静止させた。

　頭上に浮うかぶ、残り一割足らずだったＨＰバーが瞬しゆん時じに消し飛び──直後、灰色の巨きよ人じんは、黒っぽい無数の断だん片ぺんとなって四散した。

　支えを失い、落下したユウマを誰だれかが両りよう腕うでで受け止める。それがコンケンだということにも気付かずに、ユウマはブルーザーの断だん片ぺんを凝ぎよう視しした。

　どろどろした質感の、半ば透すき通とおった断だん片ぺんたちは、虫の群れか何かのように渦うずを巻きながら上じよう昇しようする。その先には直径三十センチほどの黒い輪っかが浮ういていて、断だん片ぺんは凄すごい勢いでそこに吸い込まれていく。

　輪っかの中に、何か紋もん章しようのようなものが見えた……と思った直後、全ての断だん片ぺんが吸収され、輪っか自体も消えた。

　スプリンクラーの放水もいつの間にか止まっていて、広いロビーはさっきまでの激げき闘とうが噓うそのような静せい寂じやくに包まれる。

　不意に、ぴちゃん、ぴちゃんと湿しめった足音が聞こえた。

　ユウマが天てん井じように向けていた顔を動かすと、床ゆかにできた水たまりの中を、ゆっくりと近づいてくる人ひと影かげが見えた。

「綿ワタ巻マキ……」

「すみかちゃん……」

　ユウマを抱かかえるコンケンと、その横に立つサワが掠かすれ声で囁ささやく。

　いまの綿巻すみかは、ユウマの使い魔フアミリアだ。事実、コーンヘッド・ブルーザーに食われる寸前だったユウマを助けたのだから、少なくとも三人を攻こう撃げき対たい象しようと見なしてはいないはず。だが、すみかはユウマが何も命令していないのに、自分の意思で巨きよ人じんを屠ほふった。その自律行動状態は、現在も継けい続ぞくしている。

　いますぐ「止まれ」と命じるべきか、ユウマは迷った。

　しかし、口を開くよりも早くすみかが電光の如ごときスピードで右手を伸ばし、ユウマの首筋を摑つかんだ。

「お兄ちゃん！」

　押し殺ころした声で叫さけぶサワに、手て振ぶりで「大だい丈じよう夫ぶだ」と伝える。コーンヘッド・ブルーザーの顎あごを引きちぎるほどのパワーを秘めた右手には、ほとんど力が入っていない。

　すみかは、ユウマの首から左ひだり頰ほおへとゆっくり手を動かしながら、無む貌ぼうの貌かおを近づけ──。

「ア…………」

　と嗄かれた声を出した。

　無数の牙きばが並ぶ、巨きよ大だいな口をぎこちなく動かし、再び囁ささやく。

「ア……シ、ハラ、ク……ン…………」

「…………！」

　ユウマは両目を見開いた。

　いまの綿ワタ巻マキすみかは、見た目も中身も人間ではない。ステータス・ウインドウに明記された、《夜の悪鬼ナイト・フイーンド》という種族名からもそれは明らかだ。キャプチャーされる前に三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサを惨ざん殺さつし、ユウマとコンケンをも殺そうとした、その事実を忘れるわけにはいかない。

　しかし、たとえそうであっても、どこか奥おくのほうに本来のすみかの心が残っている。だから、いつか元に戻もどせる。

　改めてその決意を固めながら、ユウマは左手を持ち上げ、自分の頰ほおに押し当あてられたままのすみかの右手に重ねた。

「……ありがとう、綿ワタ巻マキさん」

　囁ささやいてから、呪じゆ文もんを唱える。

「クラウザ閉じろ」

　すみかの体を、足あし許もとから闇やみ色いろの立りつ体たい魔ま法ほう陣じんが吞のみ込んでいく。魔ま法ほう陣じんは頭に達すると凝ぎよう縮しゆくし、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを放って、小さなカードを作り出す。

　そのカードを左手で摑つかむと、ユウマは言った。

「コンケン、下ろしてくれ」

「でも……お前、腹と背中から血が出てるぜ。中身は大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「中身って言うなよ」

　苦く笑しようしながら自分の体を見下ろすと、シャツの前まえ身み頃ごろは無残に擦すり切きれ、鮮せん血けつが滲にじんでいる。背中もじんじん痛むが、ＨＰバーは残量七割のまま減っていく様子はないので、内臓に大きなダメージはなさそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、血も止まってるよ。ジョブチェンジしたら、筋力だけじゃなくて耐たい久きゆう力りよくも上がったみたいだ」

「確かに……オレももう、左ひだり腕うで痛くねーな」

　そう応じると、コンケンはようやくユウマを床ゆかに下ろした。

　自分の足で立ち、改めてロビーを見回す。

　コーンヘッド・ブルーザーが足あし踏ぶみや頭ず突きをしたせいで、床ゆかがあちこち損傷しているうえにかなりの範はん囲いが水みず浸びたしだが、新手のモンスターが現れる様子はない。危機はひとまず去ったと判断してよさそうだ……とユウマが考えた、その瞬しゆん間かん。

　聞き覚えのある軽かろやかなファンファーレとともに、視界中央に紫むらさき色いろのメッセージ窓が開いた。




【芦アシ原ハラ佑ユウ馬マ】

　レベル７→８

　ステータスポイント＋３

　スキルポイント＋40

　入手：ブルージング・ハンマー×１

　入手：グレイレザー・グローブ×１

　入手：レッサーポーション×３




　ユウマがこの窓を見るのは初めてではない。アクチュアル・マジックのテストプレイ中に、レベル１から７へと上じよう昇しようする過程で何度も表示されたメッセージ・ウインドウ。

　しかし、ＡＭ世界では当たり前の存在だった実体なき窓が、現実世界の空中に浮うかんでいる光景はあまりにもシュールで、ユウマは啞あ然ぜんとそれを凝ぎよう視しした。この場所は現実であり、またゲームでもあるのだという受け入れがたい事実が、改めて全身に重くのしかかってくる。

　その気分を吹ふき払はらったのは、やはりコンケンの声だった。

「っしゃ！　レベルアップだぜ！」

　彼だけに見えるウインドウに向かってガッツポーズする親友をしばらく眺ながめてから、サワと顔を見合わせ、同時にくすっと笑う。そんな何気ない、小さい頃ころから幾いく度どとなく繰くり返かえしてきた一連の流れシークエンスが少しばかり気分を落ち着かせてくれて、ユウマは普ふ段だんの声で親友に話しかけることができた。

「コンケン、お前にも経験値入ったのか？」

「んお？　おう！　ユウもレベル上がったんだよな。っつうことは、経験値均等割りか……。どういうルールなんだろーな……」

「ＡＭと同じよ、たぶん」

　サワが割わり込む。

「対象モンスターに一ポイントでもダメージを与あたえたプレイヤー全員で均等割り。パーティーを組んでいれば、ダメージを与あたえなかったメンバーにも経験値が入るし、パーティーボーナスもあったはず」

「ほほー、なるほどね。だったら、トンガリ頭と戦う前にパーティー組んどきゃよかったな。つーか……こっちでもパーティーって組めんのか？」

　コンケンの言葉に、ユウマは自分のＨＰバーを一いち瞥べつした。

　アクチュアル・マジックは、《レベルアップで全回復》などという優やさしい仕様ではないのでＨＰもＭＰも減ったままだが、少なくともゲームシステムが現実世界でも機能していることは間ま違ちがいない。

「組める……んじゃないか？　いま、レベルアップログと一いつ緒しよにアイテムドロップログも流れたんだ。でも、オブジェクト……実体としてのアイテムは出現しなかった。なら、ＡＭ世界と同じくストレージに入ったはずだし、ストレージが使えるなら、それ以外のシステムも使えるはずだろ」

「ドロップ!?　マジで!?」

　ユウマにしては頑がん張ばって頭を使った推測は、コンケンの欲望丸出しな叫さけび声ごえに上書きされてしまった。

「な、何が落ちたんだよ!?　いまのトンガリ、相当レベル高かったろ……てことは、けっこういいアイテム出たんじゃねーの!?」

　そんな場合じゃないよなあ、と思いながらもユウマは右手を持ち上げ、五本の指をすぼめた。

　これをしたら、後あと戻もどりできないところにまた一歩踏ふみ込むことになる。ふとそう感じたが、この異常事態を生き延び、ナギを見つけ、綿ワタ巻マキすみかを元に戻もどすためには避さけて通れない道だ。意を決して、空中でさっと指を広げるピンチアウト。

　ゲーム世界より少しだけ歪ゆがんで聞こえる効果音が響ひびき、メニュー画面が展開した。血と煤すすで汚よごれた指先で、ストレージタブに移動する。

　三時間弱のテストプレイが終しゆう了りようした時、ストレージにはモンスターからのドロップアイテムや道具屋で買った消しよう耗もう品ひんなどが大量に詰つめ込まれていた。しかしそれらはログアウトとともに消しよう滅めつし、先刻コーンヘッド・ブルーザーがドロップした装備アイテムとポーションだけが格納されていると予想したのだが、意外にも二つだけ、ＡＭ世界で手に入れたアイテムが残存していた。

　一つ目は、《テスト通過証明カード》。ダンジョンのボスドラゴンを倒たおした時に降ってきた、クリアタイムが書かれたカードだ。これは解わからなくもないが、二つ目の《モンスターカード／ムク》というアイテム名を見た瞬しゆん間かん、ユウマは「え」と小さく声を上げてしまった。

　オリエンテーションで予告されたとおり、テストプレイで獲かく得とくした武器も防具も消えたのに、なぜムクのカードは残っているのだろう。キャプチャーしたモンスターは、アイテムではなくパーティーメンバー扱あつかいということか？　それでは、正式サービス開始時に魔ま物もの使つかいが著いちじるしく有利になってしまうのではないか。

　しかし、いまとなってはゲームの公平性などどうでもいいことだ。ムクのカードが破は棄きされなかったことを素す直なおに喜びながら、まずはポーションを二つ実体化させる。

「おお！　おー…………レスポかよ……」

　露ろ骨こつにがっかりした顔で下級回復薬レツサーポーシヨンの略りやく称しようを口にするコンケンに、ユウマは淡あわい黄色の液体が入った小こ瓶びんを一つ差し出した。

「おいコンケン、この状じよう況きようじゃポーションはめちゃくちゃ貴重だぞ。現実世界の薬を塗ぬったり包帯巻いたりしても怪け我がはそう簡単には治らないけど、回ポ復ツ薬トが魔ま法ほうと同じ扱あつかいなら、飲めば一発回復なんだからな」

「けどよー、それ、実際に飲んでみねーと効くかどうか解わかんねーじゃん？　ただのレモン味のジュースかも……」

「お前、好きだろレモン味」

　そう言って小こ瓶びんを押しつけ、もう一瓶びんはサワに渡わたす。妹はポーションの重要性が解わかっているらしく、「ありがと」と素す直なおに受け取った。ここで遅おそまきながら、水着同然の格好のサワにはポーションを入れておくポケットもバッグもないのだと気付くが、サワは平然とストレージを開き、その上に小こ瓶びんを置いた。ＡＭ世界と同じく瓶びんは瞬しゆん時じに光の粒つぶとなって消え、ストレージ内に格納される。

　こうしておけば落として割ったりする心配はないが、一秒を争う状じよう況きようではメニューを出し、ポーションを実体化させる手間と時間が命取りになりかねない。やはり、サワには早めに服とバッグを見つけてやらなければ──。

　そう考えてから、ふと気付く。

「サワ、僕らが持ってきたバッグとかってどうしたんだっけ……？」

「バスの中に置いてきたでしょ。アルテアの正式オープン日にはロッカーが使えるようになるけど、今日は間に合わなかったから手荷物は持もち込み禁止、って言われて」

「あー、そっか……」

　頷うなずき、ユウマは視線をロビーの外側へと向けた。

　高さ十メートルはありそうな全面ガラス張りの壁かべは、相変わらず漆しつ黒こくの闇やみに染まっている。しかし壁かべの外には駐ちゆう車しや場じようがあり、六年一組の生徒四十一人と引いん率そつ教きよう師し二人を乗せてきたバスが駐とまっているはずだ。エレベーターが動かなかったのでエントランスの自動ドアも開かないと思われるが、ガラスの扉とびらぐらいなら子供でも壊こわせないことはないだろう。なんとか駐ちゆう車しや場じようまで行ってバッグを回収できれば、ポーションや他のアイテムを実体化したまま運べるし、バッグの中には水すい筒とうやお菓か子しも入っている。

　その思考のばかばかしさに気付くまでに、一秒ほどかかった。

　建物の外に出られたら、バッグを持ってアルテアに引き返す必要はない。外ならクレストのネット接続も復活するだろうから、警察なり消防なりに救助を求めればいいのだ。大人たちが何が起きているのかを突き止とめて、ナギを見つけ出し、綿ワタ巻マキすみかを元に戻もどしてくれるはずだ。たぶん──恐おそらく。

「……外に出よう」

　ユウマが呟つぶやくと、レッサーポーションの小こ瓶びんを眺ながめていたコンケンが顔を上げた。

「え……？　でも、自動ドアが開かねーだろ？」

「ドアも壁かべもガラスなんだから、僕たちでも壊こわせないってことはないはずだ。コンケン、これ使え」

　そう言うと、出しっぱなしのストレージ窓に指を走らせる。所有アイテム一覧の先頭にある《ブルージング・ハンマー》の名前を指先でタップし、ポップアップしたサブウインドウから《取り出す》を選ぶ。

　ウインドウの上に出現したのは、期待したとおりの代しろ物ものだった。

　長さ一メートル近くもある丈じよう夫ぶそうな木製の柄つかに、金属の頭を嵌はめ込んだ大型のハンマー。頭は細長い円えん錐すい形けいをしていて、打だ撃げき面めんは円形、反対側は鋭するどく尖とがっている。つまり先ほど倒たおした《コーンヘッド・ブルーザー》の頭部ととてもよく似たデザインだ。

「おー、武器も落ちたんじゃん！」

　一転して嬉うれしそうな声を出すコンケンだったが、宙に浮うくハンマーを見た途と端たん、渋しぶい表情になった。

「……両手用ハンマーかよ……。しかもなんか、さっきのデカブツのトンガリ頭に似てんだけど……」

「トンガリ頭からトンガリハンマーが落ちたんだから整合性あるだろ」

　そう言うと、ユウマは右手でウインドウ上のハンマーを持ち上げようとした。しかし武器は見た目以上の重さで、慌あわてて左手も使ってどうにかウインドウから離はなしたが、ＨＰバーの下に装備重量オーバーを知らせるアイコンが点灯してしまう。

「は……早く受け取れって」

　全身でバランスを取りながら差し出すと、コンケンは「ちょい待ち」とストレージを開き、いつの間にか回収していたデュランダルを収納してから、がっしりした両手でハンマーの柄つかを握にぎった。ユウマは慎しん重ちように手を離はなしたが、コンケンがふらつく様子はない。

「使えそうか？」

「あ、ああ……。クッソ重いけど、なんとか」

「お前、両手剣修練マスタリースキルしか取ってなかったもんな。さっきのスキルポイントでハンマー修練も取れよ」

「や、ヤだよ！　次はオレも魔ま法ほう取るって決めてんだからな」

　ユウマの真しん摯しなアドバイスを一いつ蹴しゆうすると、コンケンはブルージング・ハンマーを握にぎり直し、体の前で構えた。修練スキルがなくとも、戦士クラスだけあって格好はなかなか様になっている。

「どうだ、それで壁かべのガラス、壊こわせそうか？」

「んー、多分、こんだけ重けりゃ……。──でもよ……」

　言葉を途と切ぎれさせたコンケンが、さすがに少々乱れてきた前まえ髪がみをショッピングエリアのほうに向ける。ユウマもそちらを見ると、悲鳴や絶ぜつ叫きようはすでに収まっているが、即そく席せきバリケードで封ふう鎖さされた入り口の奥おくからはまだ女子のものであろうすすり泣きがかすかに聞こえる。

「……先に、あいつらに教えてやったほうがいいんじゃねーの？　もうバケモンは倒たおしたって」

「うーん……」

　眉まゆ根ねを寄せ、考える。

　コンケンの意見にも一理あるが、コーンヘッド・ブルーザーを倒たおしても問題が全て解決したわけではない。パニック状態に陥おちいっているであろうクラスメイトたちを落ち着かせるには、この状じよう況きようからの脱だつ出しゆつ口こうを作っておいたほうがいい気がする。

　どう思う、という問いを視線に乗せてサワを見たが、妹は無言で小さく頷うなずいただけだった。それを賛同と受け取り、コンケンに向き直る。

「いや、先に出口を作ってからにしよう。すぐにここから逃げられるって解わかれば、みんなも安心するだろ？」

「そりゃまあ……そうだな」

　大きく頷うなずき、トンガリハンマーをしっかり握にぎり直すと、コンケンはロビーのエントランスに向かって足早に歩き始めた。ユウマとサワも後を追う。

　エントランスはガラスの外がい壁へきを貫つらぬく幅はば広ひろのトンネル状になっていて、中央に自動ドアがあり、内側の壁かべと天てん井じようは真っ黒く塗ぬられている。四時間四十分前、期待に胸を高鳴らせてこの通路を歩いた時は、上下左右でイルミネーションが色いろ鮮あざやかに輝かがやき、埋うめ込み式のスピーカーからは刺し激げき的な音楽が流れていた。しかしいまは音も光も存在せず、非常灯にぼんやりと照らされているだけだ。

　何メートルもないのに妙みように長く感じるトンネルを突き当あたりまで歩くと、外がい壁へきと同じく漆しつ黒こくに染まった自動ドアが行く手を塞ふさいだ。横に三台並ぶ自動ドアは全て、ユウマたちが近づいてもまったく反応しない。

「……このガラス、来た時は透とう明めいだったよな……？　なんでこんなに黒いんだ？」

　首を傾かしげるコンケンと同時に、鼻が触ふれるほどの距きよ離りから自動ドアの扉とびらを眺ながめる。どうやらガラス自体が変色してしまったわけではなく、ガラスの向こう側に真っ黒なフィルムか何かが貼はられているような感じなのだが、直射日光を遮しや蔽へいしているならかなり熱くなるはずなのに、手を触ふれるとひんやり冷たい。

「まあ、割ってみれば解わかるだろ。コンケン、頼たのんだ……割れたガラスで怪け我がすんなよ」

　親友に後を託たくし、ユウマはサワの隣となりまで下がった。妹は相変わらずどこか浮うかない顔だが、ガラスの破は壊かいを止めるつもりはないようだ。

「よっしゃ！　オレ様の脳ノー筋キンパワーでブチ破ってやるぜ！」

　自分で言うなよ、と突っ込む隙すきを与あたえずにコンケンは大型ハンマーを振りかぶり、

「うらっ！」

　と叫さけびながら打だ撃げき面めんを自動ドアのガラスに思いきり叩たたき付つけた。

　戦士クラスの筋力ゆえか、あるいは本人のセンスがいいのか、初めて使う武器なのに完かん璧ぺきな一いち撃げきだった。たとえ防犯用の複層ガラスでも、少なくともヒビくらいは入るはずだとユウマは確信した。しかし。

　トンネルに響ひびき渡わたった音は、硬こう質しつな破は砕さい音おんではなく、まるで分厚いゴムの塊かたまりでも叩たたいたかのような、ドムンという鈍にぶい低音だった。ハンマーは呆あつ気けなく跳はね返かえされ、手からすっぽ抜けて床ゆかに落下し、コンケンも見事な尻しり餅もちをついた。

「あでっ！」

　と叫さけぶ親友に駆かけ寄より、顔を覗のぞき込む。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ……。──けど、何だよいまの手応え。ぜんぜんガラスっぽくなかったぞ……」

　そう言いながら、コンケンは掌てのひらに残る感かん触しよくを確かめるかのように何度も開閉した。

　ユウマはもう一度自動ドアに近付き、ガラス面を仔し細さいに眺ながめた。ハンマーが激げき突とつした場所を、角度を変えながら凝ぎよう視しするが、ひび割れどころか傷一つ見つけられない。

「噓うそだろ……」

　掠かすれ声ごえを漏もらすと、隣となりに立ったサワが左手でガラスを撫なで、言った。

「たぶん、魔ま法ほうみたいなもので保護されてる。いまのあたしたちじゃ、何をしてもこのガラスは壊こわせないと思う」

「魔ま法ほう……どんな……？」

「ほら、ＡＭの中でナギが防ぼう御ぎよ力りよくアップの支援魔法バフをかけてくれたじゃん。あれの最上位版がガラスを強化してるって思えば、なんとなくイメージできるでしょ」

「……うん、できる」

　頷うなずくと、ユウマも左手をガラスに押し当あて、右手の指の背でこんこん叩たたいてみた。どんなに頑がん丈じようなガラスでも振しん動どうくらいは感じられるはずだが、まるで分厚いコンクリートを叩たたいているかのよう──というより、物体を叩たたいているという感じすらしない。

「これ、他のガラスも……ていうか、どこの壁かべやドアもきっと同じだよな……」

　ユウマの呟つぶやきに、サワが無言で頷うなずく。ようやく立ち上がったコンケンが、最大限シリアスな声で呻うめく。

「つーことは、完全に閉じ込められてるってわけかよ。オレたち、アルテアから出られねーのか……」

　立たち尽つくす親友の顔は、薄うす暗ぐらいトンネルの中でもはっきり解わかるくらい青ざめている。いつも明るくて精神的にもタフな彼だが、数少ない弱点の一つがホームシックに陥おちいりやすいことで、家族と離はなれて旅行をすると三日目には明らかに元気がなくなる。

　もっともそれはコンケンの美点でもあって、少し体の弱い母親を全力で大切にしているのだ。ユウマの知る限りでは彼が母親に邪じや険けんな態度を取ったことは一度もないし、本人も常つね日ひ頃ごろから「オレに反はん抗こう期きは永遠に来ない」と宣言している。そんなコンケンにとって、常識を逸いつ脱だつした異常事態に巻まき込まれ、外に出られず家族に連れん絡らくもできないというこの状じよう況きようは、ユウマが想像する以上にシビアなものであるはずだ。

　もちろんユウマにとっても、外に出られないという事実を突き付つけられたショックは大きい。アルテアから脱だつ出しゆつさえできれば、すぐに大人たちが助けにきて、問題を全て解決してくれると思っていたのだから。

　しかし不思議と、絶望してへたり込むほどの衝撃は感じなかった。あるいは心の奥おく底そこでは、この結果を予想していたのかもしれない。これほどまでに異常極きわまる状じよう況きようが、ガラスを割るくらいで解決できるはずがない、と。

　それに──そう、家族と引き離はなされているコンケンと違ちがって、ユウマの隣となりにはサワがいる。生まれた瞬しゆん間かんから全てを分かち合ってきた、ほとんど分身にも等しい存在である双ふた子ごの妹が。ならば、コンケンの不安を和やわらげるのはユウマの役目だ。

　自動ドアから離はなれ、親友の背中をもう一度、少しだけ強めに叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、魔ま法ほうがかかってるならそれを解呪デイスペルする方法だってあるはずだろ？　それに、もしガラスを壊こわせても、僕たちだけで逃げ出せるわけじゃないぞ。ナギを見つけて、綿ワタ巻マキさんを元に戻もどさなきゃいけないんだから」

　二人の名前を聞いた途と端たん、コンケンの顔に幾いくらか血の気が戻もどった。瞬まばたきを繰くり返かえし、何度か小さく頷うなずいてから、ユウマの背中を叩たたき返してくる。

「おう、ったりめーじゃねーか。まずはとっととナギみそを見つけて、四人パーティーを復活させようぜ」

　そう宣言し、床ゆかからトンガリハンマーを拾い上げると、コンケンは最後に真っ黒いガラスを一睨にらみしてから勢いよく振り向いた。

「──んじゃ、戻もどるとすっか。一組の奴やつらに、もう安全だって言ってやらねーと」

「うん……そうだね」

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを振り払はらい、頷うなずく。自動ドアの破は壊かいを試みたのは、脱だつ出しゆつ口こうを確保しておくことでショッピングエリアに立てこもっているクラスメイトたちを落ち着かせるためだったのだが、その目もく論ろ見みは呆あつ気けなく潰ついえてしまった。彼らには、このアルテアが超ちよう常じようの力で封ふう鎖さされていることと、脱だつ出しゆつするにはガラスを破は壊かい不ふ能のうにしている原因を突き止とめるか、現状でも使える出口を見つける必要があることを伝えなくてはならない。

「おっと、その前に……」

　歩き出そうとするコンケンのパーカーを引っ張り、再びウインドウを開く。

「この三人だけでもパーティーを組んでおこう。お互たがいのＨＰが見えるし、万が一また戦せん闘とうになったら経験値にボーナスがつくだろ」

「おう、そうだな……もしまたバケモンが出てきたら、次はオレが物理パワーでぶっ飛ばしてやっからな」

　親友の軽口に苦く笑しようしながら、パーティータブを開き、招待ボタンを押す。ポップアップしたインバイト用カーソルを、コンケンとサワに向けて弾はじく。これで二人の視界には、ユウマからパーティーに招待された旨むねのメッセージが表示されるはずだ。

「おっ、きたきた」

　コンケンが右手を動かすと効果音が響ひびき、ユウマのＨＰ／ＭＰバーの下にコンケンのバーが出現した。表示されている名前は、ユウマと同じく本名の【近コン堂ドウ健ケン児ジ】。さらにその下にサワのバーが──現れない。横を見ると、妹の右手は空中で停止している。

「……どうしたんだよ？」

　訊たずねると、なぜか少し尖とがった声で「解わかってるわよ」と答え、指を動かす。今度こそ三つ目のＨＰバーが出現し、【芦アシ原ハラ佐サ羽ワ】という名前が浮うき上がる。

　ＨＰは満タンだが、本人が言っていたとおりＭＰバーはまだ二割しか自然回復していない。魔ま術じゆつ師しだからＭＰの最大値が高いのだろうが、それにしても回復が遅おそいのではないかと思った、その時。

　芦アシ原ハラ佐サ羽ワという名前にノイズが走り、その上に幾いくつかのアルファベットが不規則に点てん滅めつした──ような気がした。ぎょっとして目を凝こらすが、ノイズもアルファベットも一いつ瞬しゆんで消えて、佐羽の名前が安定する。

「…………いまの……」

　慌あわてて横を向いたが、サワの様子に変わったところはない。普ふ段だんどおりの表情で、ユウマの顔を見返してくる。

「何よ？」

「……いや、何でもない」

　かぶりを振り、パーティータブをストレージタブに切きり換かえる。トンガリ頭がドロップした二つ目のアイテム、《グレイレザー・グローブ》を選んで実体化。

　出現したのは、名前のとおり灰色の革かわで作られた頑がん丈じようそうな手て袋ぶくろだった。親指と人差し指はハーフフィンガーになっているので、ウインドウの操作にも問題はないだろう。

「おいコンケン、こんなのもドロップしたけど装備しとくか？」

「おお!?」

　勢いよく手て袋ぶくろに顔を近づけたコンケンだったが、即そく座ざに大きく仰のけ反ぞった。

「うえ……それ、あのトンガリ頭の皮じゃん！　オレはいいよ……」

「いや、そういうわけじゃないと思うけどなあ……」

　咄とつ嗟さに反論したが、言われてみれば手て袋ぶくろの素材はトンガリ頭の皮ひ膚ふに幾いくらか質感が似ている。そう思った途と端たんに触さわりたくなくなるが、防ぼう御ぎよ力りよくが上がるのは間ま違ちがいないと自分に言い聞かせ、ウインドウ上のグローブを摑つかみ取とる。

「じゃあ、僕が装備するからな」

「どーぞどーぞ」

　念のためサワも見たが、すかさず「どーぞどーぞ」と言われてしまえばもう後には引けない。両手に灰色の手て袋ぶくろを嵌はめると、最初はごわごわ感があったが、何度か握にぎったり開いたりしたらすぐに馴な染じんだ。

　あとは、小さくてもいいから剣があれば、と思うがないものは仕方がない。プレイルームで見つけた鋼材はブルーザーにへし折られてしまったし、コンケンのデュランダルはユウマには重すぎる。しばらくは素す手でで頑がん張ばるしかないだろう。

「よし……じゃあ、ショッピングエリアに行こう」

　そう宣言し、トンネルの出口に向かおうとしたのだが。

「ちょっと待って、ユウ」

　サワに呼び止められ、ユウマは踏ふみ出しかけた右足を戻もどした。

「何だよ？」

「あんた、さっきの消毒用エタノール、どこで見つけたの？」

「ああ……チケットカウンターの奥おくにバックヤードのドアがあって、その先の医務室で」

「そっか……医務室ね」

　真しん剣けんな顔で頷うなずき、何やら考えを巡めぐらせるように数秒間沈ちん黙もくしてから、サワは言った。

「……みんなのとこには、コンケンが先に行ってくれる？」

「え？　サッペとユウはどうすんだよ？」

　ハンマーを右みぎ肩かたに担かついだコンケンに、サワは自分の体を指さしてみせた。

「あたし、こんな格好なのよ。ユウのシャツもボロボロの血まみれだし、医務室で着るものを探したいの」

　するとコンケンは解わかりやすく視線を泳がせ、「お……おう、そうだな」と答えた。ユウマは咄とつ嗟さにもう一度ジャケットを脱ぬごうとしたが、サワに視線で制止されてしまう。

「そ、そんじゃオレは先にみんなのとこに戻もどるけど、お前らも早く来てくれよな。オレひとりじゃ色々説明しきれねーよ」

「解わかってる、五分で戻もどる」

　頷うなずき、サワは先に立って歩き始めた。

　大人たちの死体が残されたままのロビーに戻もどった三人は、チケットカウンターの前で二手に分かれた。ナギが消えてしまったいま、さらに分散するのは不安な気もするが、パーティーを組んでいれば少なくともＨＰの状態は把は握あくできる。ハンマーを担かついだままショッピングエリアのほうに走っていくコンケンを見送り、サワと二人でバックヤードを目指す。

　移動中、ユウマはそれとなく死体の服装や性別、年格好をチェックしたが、六年一組の担任である蝦エ沢ビ先セ生ンと、引いん率そつ責任者の原岸教頭ドイツは見当たらなかった。

　チケットカウンターの端はしにあるスイングドアを乗のり越こえ、その奥おくのスタッフ用ドアを開ける。バックヤードに入るのは二度目だが、念のため周囲を確かく認にんしつつ、事務室と休きゆう憩けい室しつの前を通過して医務室へ。

　薄うす暗ぐらい室内を見回してから、ユウマはふと気付いて言った。

「……あのさあサワ、よく考えてみたら医務室に服なんか……」

「ごめん、それ噓うそ」

　あっさりそう言い切ったサワは、足早に正面奥おくのキャビネットに向かった。

「ユウも来て」

「え……？」

　なんで噓うそを、という質問を吞のみ込んだユウマが小走りで追いつくと、サワはキャビネットのガラス戸を躊ちゆう躇ちよなく開けた。中には医薬品らしき小こ瓶びんやら小箱やらがぎっしり詰つまっている。その一つを左手で取り、ラベルを確かく認にんしてから、右手でメニュー・ウインドウを開く。

　そしてサワは、ストレージタブに切きり換かえたウインドウの表面に、薬の瓶びんを置いた。

「お、おい……」

　瓶びんがウインドウをすり抜け、床ゆかに落ちて割れる光景をユウマは予想した。なぜなら薬の瓶びんはもともと現実世界で作られたもので、モンスターがドロップしたアイテムではないからだ。

　──しかし。

　小こ瓶びんは、光の粒つぶとなって実体を失い、紫むらさき色いろのウインドウに吸い込まれてしまった。

「えっ……!?」

　仰ぎよう天てんしながら駆かけ寄より、サワのストレージ窓を覗のぞき込む。ユウマのストレージとは異なり、《テスト通過証明カード》だけが存在する所持品欄に、《抗こう生せい剤ざい（48）》という新たな文字列が出現する。

「やっぱり、現実世界の物もストレージに収納できるみたいね」

　平然と呟つぶやく妹の横顔を、ユウマはまじまじと見み詰つめた。どうにかいま見た現象を受け入れ、頷うなずく。

「ま……まあ、武器とかポーションが実体化したんだから、その逆もアリなのかもだけど……こっちの物をストレージに入れる実験をするなら、どうしてわざわざ医務室まで……」

「アホ兄にぃ、ただの実験じゃないわよ。ユウもストレージ開いて、この棚たなの中にあるもの全部突っ込んで」

　そう指示すると、サワはキャビネットの中の薬類を片かたっ端ぱしからアイテム欄らんに放ほうり込み始めた。わけが解わからないままユウマもウインドウを出し、下の段にあるマスクや包帯、絆ばん創そう膏こうの箱をアイテム名の行列に変えていく。

　ほんの数十秒でキャビネットは空っぽになり、引き換かえに二人のストレージは所持限界重量の三割近くが医薬品だけで埋うまってしまった。

「サワ、なんで……」

「質問はあと！　ついてきて」

　右手でウインドウを消しつつ左手でユウマの疑問をシャットアウトし、サワは医務室を出た。廊ろう下かを少し戻り、今度は隣となりの休きゆう憩けい室しつに入る。

　医務室も狭せまくはなかったが、こちらはさらに広々としている。中央にはお洒しや落れなデザインの丸テーブルが四卓置かれ、左の壁かべにはスツールつきのカウンター席、そして奥おくの壁かべ際ぎわにはドリンクや軽食のベンダーマシンが並ぶ。やはり人の姿はない。

　アルテアに異変が発生した時、この休きゆう憩けい室しつを含ふくむバックヤードには多くの社員がいたはずだ。彼らはどこに行ってしまったのだろう……という疑問を口にしようとしたが、サワはユウマの手を摑つかんで部屋の奥おくへと引っ張っていく。目当てはベンダーマシンのようだ。

「……ハラ減ったのか？」

　と口にした途と端たんに、ユウマ自身も空腹を意識した。母親が持たせてくれた弁当をバスの中で食べたが、あれからもう四時間半以上経過している。ベンダーマシンにはおにぎりや総菜パン、お菓か子しがぎっしり並んでいるが、残念ながら機械の電源が落ちているようだ。

　サワはユウマの質問に答えることなくマシンの操作ボタンを叩たたいていたが、すぐに離はなれた。諦あきらめたのか、と思ったのも束つかの間ま──。

「ガラスを割るしかないわね」

「え……ええ!?」

　妹の大だい胆たんすぎる宣言に、反射的にぶんぶんかぶりを振る。

「だ、だめだろそんなことしたら……いくらこんな状じよう況きようでも……」

「こんな状じよう況きようだからよ」

　さっと振り向き、サワは赤みがかった瞳ひとみでじっとユウマを見た。

「ユウ、落ち着いて聞いて。……たぶんあたしたちは、当分ここから出られない」

「と……当分、って……？」

「二、三日か、十日か……ヘタするとそれ以上」

「はあ!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらしてから、ユウマは再び首を横に振り動うごかした。

「い……いくらなんでも、そんなに長いあいだ出られないってことはないだろ？　いまごろはもう、外の人たちもアルテアがおかしいってことに気付いてるはずだ。確かに僕たちの力じゃガラスを壊こわせなかったけど、外にはいろんな道具とか、重機だってあるし……ブルドーザーで突っ込めば……」

「………………」

　数秒間沈ちん黙もくしてから、サワは瞳ひとみを伏ふせ、小さく頷うなずいた。

「……そうだね、そうかもしれない。けど、絶対とは言えないでしょ？　いまのアルテアじゃ、あたしたちの常識とはかけ離はなれたことばかり起きてる。アクチュアル・マジック世界の理り屈くつが、現実世界の理り屈くつを上書きしちゃったのよ。考えてみて……もしもガラスを強化してるのがＡＭ世界最強クラスの魔ま法ほうなら、それをブルドーザーで破れると思う？」

「最強の…………魔ま法ほう」

　今度はユウマが黙だまり込む番だった。

　ユウマたちはまだ、アクチュアル・マジックというゲームをほんの三時間プレイしただけだ。しかしいままでサワやナギ、コンケンと一いつ緒しよに遊んできた数多くのＲＰＧでは、最強クラスの魔ま法ほうは天変地異にも等しい威い力りよくを持っていた。炎ほのおの嵐あらしでモンスターの大群を焼やき払はらい、氷の塊かたまりで分厚い城じよう壁へきを打ち壊こわし、光の壁かべでエンシェントドラゴンの炎ほのおすら防いだ。

　そのようなゲーム世界の超ちよう常じようの力と、現実世界の重機の力を比べるなどそもそも不可能だが、それでもユウマの直感は前者に軍配を上げた。最さい強きよう魔ま法ほうの前には、ブルドーザーでさえ無力だ、と。

「……破れない、かもしれない」

　小声で呟つぶやいてから、ユウマは少し音量を上げて続けた。

「でも……でもさ。ここに一週間とか閉じ込められるんだとしても、食料は他の場所にもあるだろ？　さっきのショッピングエリアにもお菓か子しとか飲み物は売ってるはずだし、それに……そうだよ、上の階にはでっかいレストランだってあったはずだ。何も、機械を壊こわしてまでここにあるものを食べなくても……」

「いま食べるわけじゃないよ」

　そのひと言でユウマの言葉を遮さえぎると、サワは何かに耐たえるような表情で言った。

「安全なシェルター、腐くさってない食べ物と飲み物、それと薬。これからのアルテアでは、その三つが凄すごく重要になる。たぶん明日には……もしかしたら今夜にはもう、食料が不足してくるはず。最初のうちは、手に入るものをその場の全員で公平に分けようとするだろうけど、切せつ羽ぱ詰つまってきたら絶対に揉もめ事ごとが起きるわ。だってあたしたちには、ストレージっていう誰だれにも見つからない隠かくし場ば所しよがあるんだから」

　サワが何を言っているのか、ユウマにはしばらく理解できなかった。

　数秒間かけて妹の言葉を頭に収めたが、それでも拒きよ否ひ反はん応のうはなかなか消えなかった。何度か口を開いたり閉じたりしてから、おそるおそる訊たずねる。

「…………だから、揉もめ事ごとになる前に、ここの薬と食べ物を全部僕たちで独ひとり占じめしようって、そう言ってる……のか……？」

「違ちがう！」

　紫むらさきがかった髪かみを乱しながら、サワは激しくかぶりを振った。

「あたしたちだけが食べるためじゃない。他の誰だれかに独ひとり占じめされる前に確保して、ちゃんと分配するためよ！」

「なら、いまじゃなくても……あとでクラスの奴やつらと一いつ緒しよに来れば……」

「手て遅おくれになって、後こう悔かいしたくないの！」

　押し殺ころした声で叫さけんでから、サワは強く唇くちびるを嚙かみ、ゆっくりと肩かたの力を抜いた。奇き妙みような衣い装しようをまとう自分の体を見下ろし、すぐに目を逸そらす。

「…………でも、確かに、それだけじゃない」

「え……」

「薬と食料を持ってれば、誰だれかと交こう渉しようしなきゃならなくなった時に優位に立てる。奪うばうために攻こう撃げきされるリスクはあるけど……それを考えても、持ってないよりは持ってたほうが有利だとあたしは思う」

「…………」

　この瞬しゆん間かん──。

　恐おそらくユウマは生まれて初めて、たとえ双ふた子ごの妹といえども、自分ではない人間であるならそれは《他人》なのだ、という認にん識しきを強しいられた。

　もちろん、いままで何度も仲なか違たがいをしてきたし、三日間口をきかなかったことだってある。五年生になった日から入浴は別々になり、六年生になった時には部屋の中央にアコーディオンカーテンが設置された。それでもなおユウマにとってサワは己おのれの半身に等しい存在だったし、一つの思考回路を共有しているような感覚は常にあったのだ。サワが何を感じているか、何を考えているのかはいつだって理解できたし、またユウマの思考も理解してくれていると信じていた。

　なのにいま、ユウマには、サワの考えが理解できなかった。

　交こう渉しよう、優位、リスク、有利……そんな言葉をサワが現実世界で使ったことが、いままで一度だってあっただろうか？　目の前に立っている、角と羽が生えた女の子は、いったい誰だれなのだろう……？

「サワ、お前……」

　本当にサワなのか、という言葉を寸前で吞のみ込み、ユウマは強く唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　少なくともたった一つ、無条件に信じられることがある。

　それはサワがユウマを、コンケンを、ナギを……そして綿ワタ巻マキすみかを助けたいと思っていることだ。その意思だけは疑ってはならないし、そのために薬や食料を先んじて確保すべきだとサワが判断したのなら、いままで大して頭を使ってこなかったユウマが感情論で反対していいはずがない。

「…………解わかった」

　短くそう告げると、張はり詰つめたサワの顔に安あん堵どの色が一いつ瞬しゆんだけ過よぎった。しかしすぐに表情を引き締しめ、ベンダーマシンに向き直る。

「ガラスを割らないと中の物は取り出せないけど……食料がガラスの破は片へんまみれになっちゃうのは避さけたいな……」

　その言葉を聞いて、ユウマは小さく首を傾かたむけた。

「なあ、食料は全部ストレージに入れるんだろ？　それにガラスの破は片へんがくっついてたとして、ストレージから取り出す時に、状態が再現されるのか？」

「あ……そうね、実験してみよう」

　素す早ばやくウインドウを開くと、サワは近くの丸テーブルから塩の小こ瓶びんとウェットティッシュの筒つつ型がた容器を取った。ウェットティッシュで容器を拭ぬぐって湿しめらせ、そこに塩を振りかける。たっぷりと塩がまぶされた容器を、ストレージタブの上に置く。

「お……」

　ユウマが声を漏もらしたのは、筒つつ型がた容器は瞬しゆん時じに光の粒つぶとなって消しよう滅めつしたのに、大量の塩粒つぶはウインドウを透とう過かしてぱらぱらと床ゆかに落ちたからだ。どうやら微び小しような塩の粒りゆう子しは、システムにアイテムとして認められなかったらしい。

「やった！」

　サワが小さく歓かん声せいを上げ、指をぱちんと鳴らす。ユウマに明るい笑え顔がおを向け、

「これならパンにくっついたガラスの破は片へんも除去されるはず。それに、もっといいことがあるよ」

　笑い顔はいつもの妹そのままで、ユウマも思わず口くち許もとを緩ゆるめながら訊たずねた。

「いいことって何だよ？」

「もー、にっぶいなあ。上着脱ぬいで、シャツとインナーも」

「…………？」

　指示の意図を摑つかめないまま、まずポケットのモンスターカードを出してから、ジャケットとシャツを脱ぬぐ。その下のスリーブレスインナーは、腹と背中の傷口に貼はり付ついてしまっていて脱ぬぐのを躊ちゆう躇ちよしたが、サワに容よう赦しやなく引き剝はがされてしまう。

「いって……」

　顔をしかめるユウマを無視して、サワはまず傷の具合を確かめた。

「うん、もう塞ふさがってるけど、いちおう消毒だけしとく」

「え、いいよ」

「よくない」

　サワはにべもなく答え、医務室で確保したばかりの消毒薬を、ユウマの腹と背中の擦すり傷きずにぷしゅぷしゅ吹ふきかけた。先刻に倍する痛みが走り、思わずびくっと体を竦すくませてしまうが、いかなる作用なのかＨＰバーがじわじわと回復していく。

　サワはある程度予想していたらしく、軽く頷うなずくと今度はユウマが脱ぬいだジャケットとシャツ、インナーを自分のストレージに放ほうり込んだ。

「あっ……」

　衣類が光を放って消えた瞬しゆん間かん、黒っぽい粉のようなものがウインドウの下からこぼれ落ちた。そこでようやく、サワが口にした「いいこと」という言葉の意味を悟さとる。いまの粉は、衣類にこびりついていた汚よごれと血液だ。

　サワはすぐにストレージを操作し、ジャケットを再び実体化させた。両手で広げたそれは、血の染しみやプレイルームの通路を這はいずった時の汚よごれ、コーンヘッド・ブルーザーに捕つかまった時についた煤すす、さらにはまだ乾かわいていなかったスプリンクラーの水さえもが完全に除去されている。シャツもインナーも同様。

「ほら」

　差し出された衣類を受け取り、まずインナーに頭を突っ込みながら、ユウマは言った。

「なるほどな……いちどストレージを通せば、汚よごれは全部除去されるってわけか」

「そう。この状じよう況きようが長引いたら衛生状態が大きな問題になるって思ってたから、洗せん濯たくしなくて済むのは助かるわ。ただ……まさか人間はストレージに入れないだろうから、お風ふ呂ろの問題は残るけどね」

　そう言うサワの衣類はほとんど汚よごれていないが、そもそもが水着の親しん戚せきのような代しろ物ものだし、コンケンだけならまだしもクラスの男子連中に妹のこんな姿を見られるのは抵てい抗こうがある。

「なあ、やっぱりお前の服も……」

「それはあと！　早く食料を取り出さないと」

　塩の小こ瓶びんとウェットティッシュもストレージに放ほうり込み、窓を消すと、サワはテーブルの下から椅い子すを引っ張り出した。座面と背もたれはプラスチックだがフレームは金属製で、確かにこれならベンダーマシンのガラスを割れる──もちろん魔ま法ほうで強化されていなければだが──だろうが、ユウマは急いで妹を制止した。

「ま、待った待った。そんなもんでぶっ叩たたいたら凄すごい音がするぞ」

「でも、しょうがないじゃない。焼き破りなんてできないでしょ」

　物ぶつ騒そうなことを口走るサワを下がらせ、ユウマは灰色のレザーグローブを嵌はめた右手を握にぎってみせた。

「多分、これでイケると思う」

　振り向き、ガラスに拳こぶしを押し当あてる。言ったからには成功させないと、兄貴の株がストップ安だぞ……と思いながら、床ゆかを蹴ける反動で全体重をガラスに伝えるイメージで、瞬しゆん間かん的てきに力を加える。

「せっ……！」

　掛かけ声ごえは少々情けなかったが、ビキッ！　というガラスの悲鳴が上書きしてくれた。分厚いガラスに放射状のヒビが走り、粉々に崩くずれ落おちる。破は片へんが幾いくらか中の商品にも飛び散ったが、椅い子すでぶっ叩たたくよりはマシだろう。怪かい物ぶつの皮でできたグローブの防ぼう御ぎよ力りよくゆえか、右手に痛みも感じない。

「ナイス、お兄ちゃん！」

　叫さけんだサワが、左手でユウマを隣となりのベンダーマシンの前に押しやった。

「こっちはあたしが回収するから、そっちをお願い！」

　割れたガラス扉とびらの中に手を伸ばし、おにぎりやサンドイッチをストレージに次々放ほうり込んでいく。妹の指示に「へーい」と答え、ユウマは再び拳こぶしを握にぎった。

　二つのベンダーマシンから、お菓か子しを含ふくむ全ての食料を回収すると、ユウマのストレージは六割まで埋うまってしまった。上限重量は筋スト力レン値グスと耐久値エンデユランスを基本に、運うん搬ぱんスキルや装備アイテムの魔ま法ほう効果で補正されるので、コーンヘッド・ブルーザーを倒たおして得たステータスポイントとスキルポイントを使えばいくらか拡張できるはずだが、いまや生命線とも言える両ポイントを安易に使う気にはならない。あとでコンケンにもごっそり押しつけようと考えながら、最後のベンダーマシンに向き直る。

　すでに破は壊かいした二台はガラス扉とびらの向こうでロボットアームが商品を取ってくれるタイプで、ガラスを割れば簡単に商品を取り出せたが、飲み物の自じ販はん機きはそうはいかない。透とう明めいな窓の中には空のサンプル容器が入っているだけで、内部の在庫を入手するには頑がん丈じような扉とびらをこじ開ける必要がある。

　しっかり施せ錠じようしてある金属製の扉とびらを揺ゆすってみてから、ユウマはサワに言った。

「これは、バールのようなものがないとこじ開けられないぞ。……飲み物は、水道水を飲めばいいんじゃないか？」

「そうね……。非常用発電装置が動いてれば、たぶん水道も使えるはず……」

　一度は頷うなずいたサワだったが、すぐにかぶりを振って続けた。

「でも、水道水も容器がないと運べない。やっぱりペットボトルの飲み物が必要だわ。どいて……魔ま法ほうを使う」

「えっ……？」

　目を見開くユウマを下がらせ、サワは自じ販はん機きの前面右側にあるキーホールに左手をかざすと、躊ちゆう躇ちよなく呪じゆ文もんを口にした。

「フェラム鉄よ」

　属性詞。指先に灰色の光が宿る。

「クラヴィス鍵となり」

　続いて形態詞。光が細長く伸び、複雑な形状の鍵かぎを作り出す。

　ユウマも習得している鍵かぎ開けの汎はん用よう魔ま法ほうだが、対象の錠じようのランクが上がるほど高いスキル値が要求される。ゲーム世界の鍵かぎと現実世界の鍵かぎを同列に並べていいのかどうかは解わからないが、ベンダーマシンの鍵かぎは防犯性能の高いディンプルキーのはずで、かなり高ランクということになるのではないか。

　はらはらしながら見守るユウマの前で、サワは魔ま法ほうの鍵かぎを鍵かぎ穴あなに差さし込み、

「アペルタ開け！」

　発動詞を唱えた。ガチガチ、ガチ……としばし小刻みな金属音が響ひびき、最後にガチン！　と歯切れのいい解かい錠じよう音おんが響ひびいた。

「うお、よく開けられたなあ……。お前、汎魔ハンマスキルの熟練度どれくらいだっけ？」

　感心しながら訊たずねたが、サワは答える時間も惜おしいというかのようにベンダーマシンの前面パネルを開けた。非常用のバッテリーを積んでいるのか、幸いコントローラーには通電していたので、ボタンを押してミネラルウォーターとスポーツドリンクの在庫を全て排はい出しゆつさせる。

　それぞれ二十本以上も出てきたペットボトルをサワと手分けしてストレージに収納すると、ついに所持重量が上限の九割を突とつ破ぱし、ＨＰバーの下に黄色い警告アイコンが点灯した。この状態ならまだ普ふ通つうに動けるが、十割を超こえて赤い所持重量オーバーアイコンが点ついてしまうと、トンガリハンマーを持った時のようにのろのろとしか動けなくなる。

　しかし、ユウマのＨＰバーの下に並ぶサワのＨＰバーには、警告アイコンが点ついていない。所持重量上限は、魔ま物もの使つかいのユウマより魔ま術じゆつ師しのサワのほうが低いはずなので不思議に思ったが、妹はまたしてもユウマに口を開く隙すきを与あたえずにベンダーマシンの前面パネルを元に戻もどし、ウインドウを消した。

「これでひとまず水と食料と薬は安心だね。手伝ってくれてありがと、ユウ」

「い、いや、それはいいんだけど……」

「あと、もう一つ欲ほしいものがあるから探すの手伝って」

　ユウマの言葉を遮さえぎり、サワは小走りに休きゆう憩けい室しつを出る。

　てっきりすぐ左の事務室に向かうものと思ったのだが、サワが向かったのは通路の奧だった。さっき入った医務室のドアを通り過ぎると、この先はユウマにも未知のエリアだ。

　非常灯がまばらに光るだけの通路は薄うす暗ぐらく、何かが潜ひそんでいても簡単には気づけそうにない。もうモンスターに遭そう遇ぐうすることはないと思いたいが、ロビーで大暴れしていたコーンヘッド・ブルーザーがどのような理由で現実世界のアルテアに出現したのか解わからない以上、一度あることは二度あると覚かく悟ごしておくべきだろう。

「なあサワ、この先を探たん索さくするなら、何か武器になるものを探したいんだけど……」

　隣となりを歩く妹にそう提案したが、あっさりと却きやつ下かされてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ、たぶんすぐ見つかるから……あっ、これかな？」

　サワが立ち止まったのは、《女子更こう衣い室しつ》というプレートが貼はられた扉とびらの前だった。

「…………」

　雪ゆき花はな小しよう学がつ校こうにも、プールと体育館に同じ名前の部屋があるが、男子がうっかり──あるいは意図的に近づこうものなら女子たちから凍とう結けつ魔ま法ほうめいた視線を浴びせられてしまう。それゆえユウマは全力でこの中には入りたくないというオーラを放出したが、サワは躊ちゆう躇ちよなくドアノブを回すと中にユウマを押し込んだ。

　灰色のロッカーが並ぶ室内は無人だったが、空気にほんのりと甘あまったるい匂においが漂ただよっていて、いっそう落ち着かない気分になる。

「……で、探し物って何だよ」

　どうにか平静を装よそおって訊たずねたものの、サワは即そく座ざに呆あきれ声を出した。

「決まってるでしょ、あたしの服」

「あ、ああ……何だよ、やっぱ気にしてるんじゃん……」

「ぶつぶつ言ってないで、ロッカーの中に使えそうな服があったら教えて。背中の羽が隠かくせそうなやつね」

「お、おう……」

　頷うなずきながら手近のロッカーを開けようとしたが、ガチンという音とともに指先が弾はじき返かえされる。

「鍵かぎ、掛かかってるぞ」

「そりゃそうでしょ。これにいちいち魔ま法ほう使ってたらＭＰがもったいないから、力ずくで開けるしかないね」

　そう言いながらサワは扉とびらの引手に指を掛かけ、体を反らせるようにして思いきり引っ張った。バキッと音がして扉とびらが少し歪ゆがみ、ラッチの金具がへし折れる。

「ほら、開いたでしょ」

　平然と嘯うそぶくや中を確かく認にんし、使える服がなかったのか即そく座ざに隣となりのロッカーに手を伸ばすサワを、ユウマはしばし呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

　──ちっちゃい頃ころは、道路で一円玉を拾っただけで交番に届けようって言い出す奴やつだったのになあ。

　などと回想に浸ひたりそうになり、急いで頭を振る。いまは無む駄だにしていい時間は一秒もない。現実世界がＲＰＧに侵しん食しよくされたのなら、他人の家の戸と棚だなを漁あさるぐらい当たり前の行こう為いだと自分に言い聞かせ、隣となりの列に移動して探たん索さくを開始する。

　ロッカー内に吊つるされているのは、いかにも大人の女性の通勤ファッションといった感じのジャケットやカーディガンばかりだったが、五つ目のロッカーでユウマはようやく使えそうな服を発見した。黒地にマゼンタのラインが入ったフード付きのウインドブレーカーをハンガーごと確保し、サワのところに急ぐ。

「これ、どうだ？」

　サワはユウマが差し出したウインドブレーカーを受け取ると、ハンガーから外して体に当て、頷うなずいた。

「うん、だいぶ大きめだけどむしろ都合いいわ」

　素す早ばやく羽織り、ジッパーを上げると、背中に生えた小さな翼つばさは完全に隠かくれた。裾すそも腿ももの半ばほどまであり、ぱっと見では中が水着だとは思われないだろう。

「いいじゃん。でも、問題はこれだな。フードで隠せるかな……」

　言いながら、ユウマは何気ない動作でサワの頭に手を伸ばし、短い角に触ふれた。途と端たん──

「んっ……」

　サワが小さな声を漏もらすので、思わず仰のけ反ぞってしまう。

「え……そ、その角、感覚があるのか？」

「い、いきなり触さわらないでよね。──あるって言っても髪かみの毛けと大差ないぐらいだけど、いままで感じたことない感覚だからまだ慣れてないのよ」

「そ、そりゃそうか……」

　説明に納なつ得とくしかけてから、ユウマは改めてサワの頭を覗のぞき込んだ。身長はほとんど違ちがわないので背せ伸びをしないとよく見えないが、以前から着けていた角つきヘアバンドは頭と融合してしまったようだ。大型化した角は外側から大中小と三本並び、最大のものは長さ三センチほどもあるだろうか。

「ちょっと……あんまり見ないでよ。もういいでしょ、早くロビーに戻もどろ」

　そう言って離はなれようとするサワの肩かたを、ユウマは右手で摑つかんだ。

「いや、よくない」

　意図した以上に硬かたい声が出てしまったが、構わず言葉を続ける。

「その角と羽、ほっといても大だい丈じよう夫ぶなのかどうか解わからないだろ？　僕とコンケンはクレストが大きくなった程度なのに、サワ一人だけそんなのが生えるなんてどう考えてもおかしいよ。もしそれだけで済まなかったらどうする気なんだよ」

　するとサワは、夕暮れ色の瞳ひとみでユウマの顔をじっと見てから、軽く息を吐はいた。

「こっち来て」

　肩かたからユウマの右手を外すと、その手を引っ張りながら更こう衣い室しつの奥おくへと移動する。そこには簡素なベンチが置かれ、正面の壁かべに大きな姿見が据すえ付つけられている。

　サワはユウマを姿見の前に立たせたが、非常灯から離はなれているので鏡の中の二人は黒い影かげにしか見えない。しかしサワが右手を持ち上げ、かちっと何かのスイッチを押すと、眩まぶしい光が放たれた。握にぎられているのは小型のＬＥＤライトらしい。

「あっ、お前、そんなものどこで……」

「ロッカーの中。それより、よく見て」

「見てって、何を……」

　再び視線を鏡に移すと、今度は自分の姿がくっきりと映し出された。

　小学六年生としては大きくも小さくもない体格。髪かみはクラスの男子の平均よりやや長めだが、お洒しや落れで伸ばしているわけではなく床とこ屋やに行くのが面めん倒どうくさいだけ──……

「…………え？」

　小さく声を漏もらすと、ユウマは顔を鏡に近づけた。

　気のせいではない。ＬＥＤライトに照らされたユウマの髪かみが、仄ほのかに青っぽい輝かがやきを帯びている。紫むらさき色いろになってしまったサワの髪かみとよく似た、金属的な光こう沢たく。

　慌あわてて左手を持ち上げ、髪かみを強く擦こすり合あわせてから指先を検分するが、皮ひ膚ふに色移りはない。何かで染まったのではなく、髪かみの色そのものが変わってしまったのだ。

「……あたしだけじゃないよ。程度の差はあっても、ユウの体も変化してる」

　ライトを消しながら、サワが言った。

「たぶんコンケンも、クラスのみんなも……あの時カリキュラスに入ってたプレイヤー全員に、同じことが起きてるはず……」

「全員……」

　その言葉を繰くり返かえしながら、ユウマは再び左手を持ち上げた。今度は髪かみではなく、その奥おくの頭皮に触ふれる。指先で丹たん念ねんに探さぐるが、何も見つからない。

　…………いや。

　前頭骨の右側、皮ひ膚ふの下に、ごくわずかな膨ふくらみがある。

　直径一センチ、高さはほんの五ミリほどで、押してもまったく痛みはない。だが、その突とつ起きから脳の深いところまで神経が繫つながっているかのような、奇き妙みような感覚がある。急いで指を左にずらすと、対たい称しようの位置にも同じ膨ふくらみが見つかる。

　単なるコブでないことは明らかだ。これはきっと芽のようなもの……このまま育てば、サワと同じような鋭するどい角が生えるに違ちがいない。

　そう、恐おそらくこの変化は進行するのだ。髪かみの色と目の色が変わり、角が生え、羽が生え……そこで止まるのか、あるいはさらにその先があるのか。

　左手を下ろし、その手でポケットの中のカードに触ふれながら、ユウマは呟つぶやいた。

「……これ、もしかして綿ワタ巻マキさんと同じことが起きてるのか……？　変化が進めば、僕たちもいつかあんなふうに……？」

　怪かい物ぶつ化かした綿巻すみかには、角も羽もなかった。目や鼻すらも消きえ失うせ、代わりに鋭するどい牙きばが生えた大きな口と、凄すさまじい膂りよ力りよくを得ていた。一見、ユウマたちの変化とは別物に思えるが、あの姿が《完成形》であるという可能性も決して否定できない。

　そして、同じくらい気になることが、もう一つ。

　ユウマよりも遥はるかに変化が進行しているはずのサワは、どうしてこんなに落ち着いていられるのだろう？

　すみかに襲おそわれたユウマを助けるために《炎の矢フアイア・アロー》の魔ま法ほうを使った時点で、サワはすでに現在と同じ姿だった。あの時サワは、カリキュラスから出た直後だったはずだ。なのに自分の体に起きた変化に驚おどろいたり取り乱したりする様子もなく、それ以降もいまに至るまで基本的に落ち着いている。双ふた子ごの兄であるユウマは、たかだか髪かみがほんのり青くなり、頭に小さなコブができただけで、先刻から冷ひや汗あせが止まらないというのに。

「……たぶん、すみかちゃんみたいにはならないと思う」

　ユウマの疑問に答えたその声にも、やはりパニックの気配は感じられなかった。

「彼女の変化はイレギュラーなもので……あたしたちは、あんなふうにはならないはず。……ただ…………」

　その続きを待たず、ユウマは体ごとサワに向き直ると、ウインドブレーカー越ごしに細い肩かたを摑つかんだ。

「なあ、サワ。お前……まだ、僕に言ってないことを何か知ってるんじゃないのか？　僕らに……アルテアに、何が起きてるのかを……」

　とうとう口にしてしまったその問いかけに、サワは予想外の行動で答えた。

　肩かたを摑つかむ手を振り払はらうどころか、一歩前に出て上体を密着させると、両りよう腕うでをユウマの背中に回したのだ。目を閉じて俯うつむくサワの額とユウマの額が触ふれ合あい、丸っこい角の先せん端たんが髪かみの中に潜もぐり込んでくる。

「……お願い……もう少しだけ、時間をちょうだい」

　その声は、押しつけられた額を経由して直接頭の中に響ひびいた。

「状じよう況きようが落ち着いたら、あたしの知ってることを全部教える。でもいまは、もっと調べたいし考えたいの。だから、あとちょっとだけ待って」

　そう囁ささやくと、サワは顔を上げた。額が離はなれ、伏ふせられていた瞼まぶたが開く。薄うす暗くらがりの中でも、まるで自ら発光しているかの如ごとく鮮あざやかな赤みを帯びる瞳ひとみが、至し近きん距きよ離りからユウマの目を覗のぞき込む。

　潤うるんだその双そう眸ぼうは不思議な磁力を放っていて、ユウマは吸い寄せられるように顔を近づけてしまった。しかし鼻と鼻がぶつかった瞬しゆん間かん我われに返り、慌あわてて距きよ離りを取る。

「うん……解わかった」

　小さく頷うなずいてから、

「…………ごめん、疑ってるみたいなこと言って……。サワが、僕やコンケンやナギを助けるために頑がん張ばってるのは、ちゃんと解わかってるから」

　そう付け加えると、サワはごくかすかに微ほほ笑えんだ。

　ロッカーを荒あらしてしまったついでに、何かの役に立ちそうな雑貨類を幾いくらか回収すると、二人は女子更こう衣い室しつを出た。通路はさらに奥おくへと続いているが、探たん索さくはひとまず切り上げることにしてロビーに戻もどる。

　コーンヘッド・ブルーザーの犠ぎ牲せいになったのであろう、十になんなんとする数の遺体をそのまま放置しておきたくはないが、いまは心の中で手を合わせるにとどめ、チケットカウンターから出てショッピングエリアを目指す。

　コンケンと別れてからさして時間は経たっていないはずだが、みんなに状じよう況きよう説明はできたのだろうか……と思いながら、ロビーを仕切るトラスフレームの下を走はしり抜けた、その時だった。




「適当なこと言ってんじゃねえ！　どうせお前もバケモンなんだろうが……近コン堂ドウ！」




　敵意に満ちた叫さけび声ごえが聞こえ、ユウマは息を吸い込んだ。直後、視界に飛とび込んできたのは──。

　陳ちん列れつ棚だなのバリケードが少しだけ動かされたショッピングエリアの入り口と、その手前で棒のようなものを構える四人の生徒たち、そして奥おくの壁かべ際ぎわに追い詰つめられたコンケンの姿だった。
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　冷静に判断すれば、初めてロビーに出てコーンヘッド・ブルーザーを目もく撃げきした時と同じく、いったん隠かくれて状じよう況きようを把は握あくするべき場面だったかもしれない。

　しかし、いわれなき糾きゆう弾だんに晒さらされる親友の姿を見た瞬しゆん間かん、ユウマは大声で叫さけんでいた。

「おい、何やってるんだ！」

　途と端たん、コンケンを囲む四人が弾はじかれたように振り向く。全員が六年一組の男子であることを、ユウマは瞬しゆん時じに把は握あくした。

　出席番号三十六番、穂ホ刈カリ陽ハル樹キ。

　出席番号二十九番、瀬セ良ラ多タ可カ斗ト。

　出席番号二十四番、大オオ野ノ曜ヨウ一イチ。

　そして出席番号二十八番、須ス鴨ガモ光テル輝キ──。

　ツーブロックの穂刈とロングヘアの瀬良はスケボーが得意で、小学生ながらストリート系のファッションを好む、ちょい悪ワルポジションの二人組。大野はバスケットボールクラブ、須鴨はサッカークラブのエース格。つまり全員が、クラス内ヒエラルキーの最上層に位置する者たちと言っていい。

　ユウマとサワを視し認にんした途と端たん、須ス鴨ガモは両手で握にぎったモップを二人に向けて突き出した。

「芦アシ原ハラ兄きよう妹だい！　お前らもか!?　……こっちに来んじゃねえ！」
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　声変わりの気配がある怒ど号ごうを聞いて、さっきコンケンを化け物呼ばわりしたのはこいつだとユウマは確信した。

　いったい何を根こん拠きよにそんな暴言を吐はくんだと言い返そうとして、寸前で吞のみ込む。サワには角と羽が生えているし、ユウマも髪かみ色いろがほんのわずかだが変わってしまった。常識では説明のつかない変化だと言われればそのとおりなので、気付かれたら面めん倒どうなことになりそうだ。

　いっぽう須鴨たち四人は、離はなれた場所から見る限りでは外見的な変化はない。しかしそれは、髪かみが変色したり角や羽が生えたりすることを知らない可能性が高いということでもある。サワはフードつきのウインドブレーカーで上う手まいこと頭と背中を隠かくしているし、ユウマの髪かみ色いろも光に透すかしてみないと解わからないほどの変化なので、ここは強く出るべきだ。

「……何言ってんだガモ！　僕たちのどこが化け物なんだよ!?」

　両りよう拳こぶしを握にぎり締しめながら叫さけび返かえしたユウマに、須鴨はいっそう刺とげ々とげしい言葉を返してきた。

「それしか有り得ねーんだよ！　お前ら、あのクッソでけぇ怪かい物ぶつを殺したんだろ!?　んなことできるヤツは、バケモンに決まってんじゃねーか！」

　これには一いつ瞬しゆんなるほど、と思ってしまう。感情だけで動いている奴やつかと思っていたが、案外筋の通った推論で即そく座ざの否定は難しい。コーンヘッド・ブルーザーのＨＰの大半を削けずったのはユウマが浴びせた消毒用エタノールなのだが、自分でもなんであんなことができたのかと思うほどの奇き策さくなので、すぐには信じてもらえないだろう。とどめを刺した綿ワタ巻マキすみかのことは、もっと言えない。

　……そういえば……僕はどうしてあの状じよう況きようで、綿巻さんを召しよう喚かんしようと思ったんだろう？

　ユウマの脳のう裏りに、そんな疑問が過よぎった。

　ブルーザーに腰こしまで吞のみ込まれた絶体絶命の状じよう況きようで、ユウマはへし折られた鋼材をもう一度巨きよ人じんの歯と歯の間に押し込み、同時に綿巻すみかのモンスターカードを取り出して召しよう喚かんした。絶対に二度とはやれない離はなれ業わざ──いや、それ以上だ。すみかを召しよう喚かんする時、自分以外の全てが停止したような、不思議な感覚があった。あれは何だったのか。

　不意に、耳の奥おくにかすかな声が甦よみがえる。同い年くらいの少年の声。でも、コンケンではないし一組の他の男子でもない。いったい誰だれの声だろう…………。

「おい、何とか言えよ！」

　野太い声が、ユウマの思考を引き戻もどした。

　叫さけんだのは、須ス鴨ガモの隣となりでデッキブラシを構える大オオ野ノ曜ヨウ一イチだ。早くも声変わりが終わりつつある掠かすれた低音で、さらなる怒ど声せいを浴びせてくる。

「どうせお前らも、化け物に変身するんだろ！　バリケードの中には怪け我がしてる奴やつらもいるんだ、絶対に入れさせないからな！」

　それを聞いたサワが、ユウマに少しだけ近づいて囁ささやく。

「あいつのほうが、交こう渉しよう相手としてはガモよりマシね」

　同感ではある。大オオ野ノは身長が六年一組でいちばん高く、真面目なスポーツマンで人望もあり、学級委員を決める選挙では須ス鴨ガモに迫せまる票を得ていた。話せば解る相手──だと思いたいが、実直そうな顔に浮うかぶ警けい戒かいの色は、四人の誰だれよりも濃こい。

　ユウマやコンケンとは一いつ緒しよに遊ぶほどの仲ではなくとも、決して反りが合わないわけではないのに、なぜここまで敵意をぶつけてくるのか。須鴨の「化け物を倒たおせるのは化け物」という主張には一定の説得力はあるにせよ、「どうせお前らも化け物に変身する」というのはいくらなんでも決めつけが過ぎる。まるで、実例を見たことがあるかのようだ。

　というユウマの推測を、大野は自らの言葉で肯こう定ていした。

「解わかってるんだぞ！　お前らも……お前らも、綿ワタ巻マキみたいに化け物に変身して、俺たちを襲おそうつもりだろ!!」

　その声には激しい怒いかりと、そして深い悲しみが含ふくまれているように感じられて、ユウマは息を詰つめた。反射的に左のポケットを触さわりそうになるのを堪こらえ、問いかける。

「大野……お前、綿巻さんが変身するところを見たのか!?」

「ああ、見たさ！　ここにいる連中はみんな見たんだ！　カリキュラスから出てきた綿巻が、顔のない化け物になって……ベロシに襲おそいかかるところをな！」

　それを聞いて、ようやく思い出す。ベロシこと三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサは、一組では大オオ野ノと別のグループに属していたが、クラブは同じバスケットボールクラブだったはずだ。たぶん学校外では仲良くしていたのだろう、教室でも三浦が大野のことを《ヨーイー》というあだ名で呼ぶのを何度か聞いたことがある。

　大野の左右に立つ須ス鴨ガモと穂ホ刈カリ、瀬セ良ラも、揃そろって顔を歪ゆがめた。どうやら三人とも綿ワタ巻マキすみかが変身し、三浦を殺す場面を目もく撃げきしたらしい。

　しかしだとすれば、なぜユウマとサワとコンケンは、大野たちに遅れて目覚めたのだろうか。ユウマがカリキュラスから出た時、プレイルームにはもうクラスメイトたちの姿はなく、怪かい物ぶつ化かした綿巻すみかがうろついているだけだった。

　──いや、正確には違ちがう。目覚めた直後、ユウマはカリキュラスの筐きよう体たいの中で三浦の悲鳴を聞いたのだ。つまりあの瞬しゆん間かん、三浦はまだ生きていて……彼を襲おそう綿巻すみかを、大野たちは目もく撃げきしていたということになる。

「……おい、ヨーイー」

　三浦が使っていたのと同じあだ名で呼びかけたのは、ユウマから見て右手奥おくの壁かべ際ぎわに立つコンケンだった。四人がさっと体の向きを変え、モップやブラシを握にぎり直なおす。

　落ち着いて見ると即そく席せきの武器はいかにも貧ひん相そうで、いっぽうコンケンが右手に握にぎり締しめている大型ハンマーは、コーンヘッド・ブルーザーからドロップした《本物の武器》だ。攻こう撃げき力りよくなら掃そう除じ用具とは比べものにならないであろうそれを、コンケンは低く提さげたまま問いかけた。

「お前ら、ベロシを見捨てて逃げたのか？　ガタイのでけーのが何人もいたんだろ。なのに、ベロシを囮おとりにして、全員で逃げたのかよ？」

　離はなれていても、大オオ野ノの横顔が瞬しゆん時じに紅潮し、首の筋肉が盛り上がるのが見えた。強こわ張ばりは肩かたから腕うで、手へと移動し、握にぎられたデッキブラシが小刻みに震ふるえる。

　しかし憤ふん然ぜんと言い返したのは大野ではなく、スケボーコンビのツーブロックのほうこと穂ホ刈カリ陽ハル樹キだった。

「近コン堂ドウ、てめぇこそあそこにいなかったくせに、勝手なこと抜かしてんじゃねーぞ！　売店の中で寝てる多タ田ダと会アイ田ダは、綿ワタ巻マキにやられて大怪け我がしてんだよ！　あのままだったら何人も殺されてたはずのとこを、三ミ浦ウラが体張って防いでくれたんだ……。あん時は、逃げるしかなかったんだよ！」

　続けて、ロンゲのほうこと瀬セ良ラ多タ可カ斗トもドスの利きいた声を出す。

「そんで、必死こいてロビーまで逃げてきたら、あのクソデケェ怪かい物ぶつが暴れ回ってるしよ……。エビセンもドイツもいねぇし、多田と会田を担かついで、死ぬ思いでこの売店に逃げ込んだんだ。怪かい物ぶつを始末してくれたのは感謝すっけど、ガモの言うとおり、あのデカブツをどうにかできるなんて普ふ通つうじゃねぇよ。もし中に入れて、お前ら三人までのっぺらぼうのバケモンになったら、もう逃げ場ばはねぇ。お前らが俺らと同じ人間だってことが証明されるまで、ここは絶対に通さねぇぞ」

　口調や表情は甚はなはだ威い嚇かく的だが、言っていることは至ってロジカルだ。しかも目を凝こらすと、瀬セ良ラと穂ホ刈カリが着ているオーバーサイズのＴシャツと大オオ野ノのスクールシャツには複数のかぎ裂ざきがあり、血けつ痕こんらしきものもついている。怪け我がをしたという多タ田ダ智トモ則ノリと会アイ田ダ慎シン太タを三人で運び、ショッピングエリア入り口のバリケードも彼らが作ったに違ちがいない。

　──もしかしたら、僕はいままで無意識に、運動能力全ぜん振りの大野や、ワルぶってる穂刈と瀬良を見下してたのかも……。

　そんな苦い自省を嚙かみ締しめながら、ユウマは言った。

「あのトンガリ頭の怪かい物ぶつだけじゃない」

「あぁ？」

　怪け訝げんな顔をする四人に、部分的ながら真実を告げる。

「プレイルームにいた綿ワタ巻マキさんも、僕らが無力化した。あと、三ミ浦ウラくんは、カリキュラスの中に寝かせてきたよ」

　途と端たん、大野がくしゃりと表情を崩くずした。

「…………ベロシは、死んだのか？」

　ユウマが無言で頷うなずくと、大野の体から徐じよ々じよに緊きん張ちようが抜け、デッキブラシの先せん端たんが下がった。両目に滲にじむのは涙なみだだろうか。

　代わりにモップを握にぎり直なおしたのは、なおも敵意を消さない須ス鴨ガモ光テル輝キだった。

「おい、芦アシ原ハラオトコ！　そんなことより、む……無力化ってのはどういう意味だよ!?　綿ワタ巻マキはどうしたんだ!?」

　途と端たん、涙なみだぐんでいた大オオ野ノが横目で須鴨を睨にらみ、穂ホ刈カリと瀬セ良ラも不ふ愉ゆ快かいそうに口くち許もとを動かした。しかし須鴨は、自分が三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサの死を「そんなこと」呼ばわりしたことにも気付かず、かさにかかって喚わめく。

「……まさか、トンガリ頭みたいに殺したんじゃねぇだろうな！　あんなになっても、綿巻はオレらの……一組の仲間なんだぞ！」

　──さっきバケモン呼ばわりしてたくせに、何が仲間だよ。

　という反はん駁ばくを吞のみ込み、ユウマは答えた。

「殺してないよ。でも、綿巻さんをどうしたのかは、簡単には説明できない」

「ふざけんな！　やっぱりお前らも……」

　しかしそこで、瀬良がひときわ低い声を出した。

「ガモ、ちょっと黙だまってろ」

「あぁ……!?　お、オレは学級委員だぞ!!　お前らこそ出しゃばってくるんじゃねえよ!!」

　その言い草に、大野も不快感を露あらわにした。

「学級委員って、お前はベロシが綿巻に襲おそわれた時、何もしないでとっとと逃げたろ。さっきもバリケード押さえてたのは俺たちで、お前は奥おくに隠かくれてたくせに」

「それは……」

　須ス鴨ガモは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、すぐにいっそう居い丈たけ高だかな態度で言い返した。

「リーダーはオレだ！　オレがやられたら誰だれが一組をまとめるんだよ!?　この安アン地チを見つけたのもオレだろうが!!」

「安アン地チって、お前なあ……」

　大オオ野ノは苛いら立だちと呆あきれがない交ぜになった表情を浮うかべ、スケボーコンビに視線を送ってから、再び須鴨を見た。

「……だったら、バケモンかもしれない近コン堂ドウや芦アシ原ハラの相手も俺たちがする。リーダーは安全な場所にいるべきなんだろ」

　抑よく制せいされてはいるが、それゆえに迫はく力りよくのある低音で大野がそう宣言すると、須鴨もそれ以上反論できないようだった。しかし偉えらぶった態度は崩くずさず、

「や……やりてぇんだったらやらせてやるよ。でも、あいつら三人とも、絶対中に入れんじゃねぇぞ」

　と吐はき捨すてるように言い、ショッピングエリアの中へと消えた。

　改めて注視すると、急造のバリケードはスチール製の陳ちん列れつ棚だなを二重に並べただけの代しろ物もので、いかにも頼たよりない。コーンヘッド・ブルーザーの侵しん入にゆうを防いだのは主にグリルシャッターで、それが破は壊かいされてしまった以上、もし同様の怪かい物ぶつが再び襲おそってきたら陳ちん列れつ棚だなのバリケードだけでは絶対に防ぎ切れない。そもそもブルーザーは頭ず突き一発でコンクリートに大穴を開けたのだから、その気になれば入り口のバリケードどころか、ロビーとショッピングエリアを隔へだてる壁かべそのものすら破は壊かいできるかもしれない。

「……安アン地チとか言ってたけど、とうてい安全地帯とは言えないよね」

　同じことを考えたのだろう、背後でサワが囁ささやいた。小走りに近づいてきたコンケンも、須ス鴨ガモがいなくなったのに不安そうな表情は消えていない。

「おいユウ、思ったんだけど、あのトンガリ頭が一匹だけとは限らねーよな。同じヤツがまた攻せめてきたら、あんなバリケード、十秒ももたねーぞ。……っつうか……」

　ショッピングエリアの入り口からサワに視線を移し、上下に往復させる。

「……服ってそれしかなかったのかよ？　ウイブレ一枚じゃん」

「うっさいなぁ、スカート嫌きらいだし、足がこれじゃズボン穿はけないのよ」

「はあ？　ブーツくらい横着しねーで脱ぬげよ」

　呆あきれ顔がおになるコンケンの左ひだり肘ひじを、ユウマは軽くつついて注意を促うながした。

　同じように小声で何やら相談していた大オオ野ノ、穂ホ刈カリ、瀬セ良ラの三人が、モップやデッキブラシを構えたままじりじりと近づいてくる。ユウマたちから三メートルほど離はなれた場所で立ち止まり、バリケードの内側で様子を窺うかがっているであろう須鴨に聞かれたくないからか、大野が限界まで抑おさえた声を出す。

「芦アシ原ハラ……、綿ワタ巻マキさんをどうしたんだ？　殺してないなら、どうやっておとなしくさせたんだよ？」

　予想された問いだったが、答えるには少なからず勇気が必要だった。深呼吸して腹を括くくると、ユウマはたったひと言だけ口にした。

「魔ま法ほうで」

「…………は？」

　一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けた大オオ野ノたちが、たちまち険悪な表情になる。

「てめぇ、こんな時に何ふざけてんだよ」

　小学生らしからぬワイルドツーブロックの穂ホ刈カリが、ドスの利きいた低音で凄すごんだ。昨日までのユウマならたちまち震ふるえ上がる、とまではいかずともそれなりに萎い縮しゆくしてしまっただろうが、怪かい物ぶつ化かした綿巻すみかや、怪かい物ぶつそのもののコーンヘッド・ブルーザーと対たい峙じしてきたからか、ほとんど恐きよう怖ふを感じない。

　あるいはそれは、ジョブチェンジによって底上げされた身体能力があるからかもしれない。だとすれば、これから行う説明によって穂刈たちに対するアドバンテージは消えてしまうが、ずっと隠かくしておくわけにもいかない。それに、ユウマが明かさずとも、いつかは一組の誰だれかがアクチュアル・マジックを起動することを思いつくはずだ。

「ふざけてるわけじゃない」

　静かに答えると、ユウマは左ひだり腕うでを持ち上げ、ジャケットとシャツの袖そでをめくり上げた。手ての甲こうから肘ひじ近ちかくまで伸びる、巨きよ大だいな回路パターンが露あらわになる。

「な……何だよそれ……？」

　ロンゲの瀬セ良ラが呟つぶやき、自分の左手とユウマの左手を見比べる。大オオ野ノ、穂ホ刈カリ、瀬良のクレストは正常な形と大きさで、三人がジョブチェンジ前であることを示している。

「クレストがこうなると、魔ま法ほうを使えるんだ。それだけじゃない……体力も、筋力も上がる。あのでかい怪かい物ぶつと、どうにか戦えるくらいにね」

「はあ……？」

　表情から険悪さは消えたが、なおも半信半疑──いや、一信九疑ぐらいの顔をしている大野たちに向けて、コンケンが大型ハンマーを突き出した。

「信じられねーなら、これ持ってみろよ。無理だと思うけど」

　腰こしを屈かがめ、床ゆかにハンマーを置くと、右足で蹴けって大野たちの前まで滑すべらせる。

　計算なのか天然なのか、軽めの挑ちよう発はつをまぶしたコンケンの言葉に、大野が少し表情を変えた。身長は大差ないが、運動クラブに入っていないコンケンに体力で劣おとるわけがないと思ったのか、一歩前に出てしゃがみ込み、ハンマーに向けて右手を伸ばす。黒光りする柄えを握にぎり、そのまま立ち上がろうとして──。

「うおっ」

　唸うなり声ごえを漏もらすや、がくっと床ゆかに膝ひざを突いた。啞あ然ぜんとした顔で何度か瞬まばたきしてから、左手に持っていたデッキブラシを落とし、今度は両手で柄えを摑つかむ。だが結果は同じ。柄えを持ち上げることはできても、金属製の頭は床ゆかから一ミリたりとも離はなれない。

「マジかよ」

「ウソだろ」

　後方で呟つぶやいた穂ホ刈カリと瀬セ良ラも、顔を見合わせてから前に出た。軽く息が上がってしまった大オオ野ノと交代してハンマーに挑いどむが、二人とも結果は同じ。

「もういいか？」

　コンケンの言葉に、三人は呆ぼう然ぜんとした表情のまま下がった。入いれ替かわりに近づいたコンケンが、右手でハンマーの柄えを摑つかみ、プラスチックのおもちゃか何かのように軽々と持ち上げる。本当はかなり腕うでに力を込めたはずだが、大野たちには解わからなかっただろう。

　コンケンがユウマの隣となりに戻もどると、数秒経たってから穂刈が口を開いた。

「……クレストがそんなふうになれば、オレたちもそのハンマーを持てるのか？」

「多分ね」

　ユウマがイエスと断言しなかったのは、テストプレイで選せん択たくした職業クラスが僧そう侶りよや魔ま術じゆつ師しだと、ジョブチェンジしてもあまり筋力がブーストされない可能性があるからだ。しかし大野たちは気にした様子もなく、意い気き込んで訊きいてくる。

「どうすりゃいいんだ!?」

「どっかで課金すんのか!?」

　瀬セ良ラの台詞せりふに苦く笑しようしそうになり、ユウマは懸けん命めいに顔を引き締しめながら答えた。

「教えるよ……けど、これはすごく重要なことだから、クラスの全員に説明したい。僕たちをショッピングエリアの中に入れるか、みんなをここに集めてくれ」

　すると三人は再び顔を寄せ合い、小声で何やら囁ささやき交かわした。また揉もめるかと思ったのだが、ほんの数秒で意見が一いつ致ちしたらしく、大オオ野ノがユウマを見て頷うなずいた。

「解わかった。……けど、ガモがまたゴチャゴチャ言うと思うぜ」

「あいつを説得すんのはお前らの仕事だろ」

　コンケンの指し摘てきに、穂ホ刈カリが綺き麗れいに刈かり上げた側頭部をがりがり搔かいた。

「まあ……そうだな。ちょっと待ってろ」

　そう言い残し、スケボーコンビはバリケードの隙すき間まに入っていった。すぐに言い合い以上、怒ど鳴なり合あい未満という感じの声が聞こえてきたが、三十秒もしないうちに瀬良が顔を出して、ユウマたちを手招きした。

　思わずほっと息を吐ついてしまったが、クラスメイトたちと合流するだけでこの騒さわぎなのだ。ユウマたちが発見した絶望的な事実──アルテアから出られないこと、怪かい物ぶつが出しゆつ没ぼつすること、そして現実世界がアクチュアル・マジックのゲームシステムに侵しん食しよくされてしまっていることを説明したら、皆みながどれほど動どう揺ようするのか想像もつかない。

　しかしやるしかない。綿ワタ巻マキすみかを元に戻もどし、茶サ野ノ水ミ凪ナギを見つけるという二つの目標を達成するためにも安心して休める拠きよ点てんは必要だし、いまのところそれはこのショッピングエリアが最適なのだ。

　大オオ野ノの後について歩き、壊こわれたグリルシャッターをまたいで、陳ちん列れつ棚だなのバリケードの隙すき間まを通とおり抜ける。即そく座ざに須ス鴨ガモがあれこれ釘くぎを刺してくると予想していたのだが、出入り口付近には姿がない。コンケンとサワも中に入ったことを確かめてから、室内を見回す。

　一階ロビーの面積の六分の一近くを占しめるショッピングエリアは、細長い扇形をしていた。奥おく行ゆき十二メートルほどだろうが、もっと広く感じられるのは照明が薄うす暗ぐらい非常灯だけなのと、大半の陳ちん列れつ棚だなが左右の壁かべ際ぎわに移動させられているからだ。正面奥おくにはレジカウンターがあり、その手前に大判のタオルやらブランケットが何枚も敷しかれて、二人の男子が横になっている。恐おそらく怪け我が人にんであろう彼らを介かい抱ほうしている女子が二人、あとは部屋の各所に三々五々固まっている生徒たちの総数を、ユウマは素す早ばやく数えた。十七人──。

　近くに立つ大野、穂ホ刈カリ、瀬セ良ラに、ユウマとサワとコンケンを足すと、二十三人。行ゆく方え不ふ明めいのナギとカード状態の綿巻すみか、そして死んだ三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサを加えても二十六人。六年一組の生徒は四十一人なので、十五人も足りない。

「……ここにいない奴やつらは？」

　まさかコーンヘッド・ブルーザーに殺されてしまったのでは……と戦せん慄りつしながら、ユウマは大オオ野ノに訊たずねた。しかし、振り向いた大野はたったひと言、「解わかんねぇ」とだけ呟つぶやいた。

「解わかんないって、どういうこと？　二階のプレイルームから、みんな一いつ緒しよに降りてきたんじゃないの？」

　サワの問いかけに、穂ホ刈カリが素す早ばやくかぶりを振る。

「いや、プレイルームから出たらエレベーターが動いてなくて、非常階段で一階に降りようとしたんだけど狭せまくてさ。すし詰づめになっちまって、後ろにいた奴やつらは三階に上ってったんだ。女子は藤フジ川カワとか寺テラ上ガミ、男子は二ニ木キとか灰ハイ崎ザキとか、あのへん」

「……三階に……」

　深く被かぶったフードの中で、サワが軽く唇くちびるを嚙かむ。

　妹が何を懸け念ねんしているのか、ユウマにはすぐに解わかった。いったん上階に移動したとしても、もう二階のプレイルームにいた綿ワタ巻マキすみかも、一階で暴れていたコーンヘッド・ブルーザーも排はい除じよされているのだ。なのにまだ十五人が降りてこないのは、そうできない理由があるからだと考えられる。

「もし三階に別のバケモンがいても、二木や灰崎がそう簡単にやられちまうとは思えねーけどな……」

　コンケンの言葉に、ユウマは小さく頷うなずいた。なぜならその二人は、大オオ野ノや須ス鴨ガモとは別の意味で一組ヒエラルキーの頂点に立つ生徒だからだ。

　出席番号三十三番、二ニ木キ翔カケル。

　出席番号三十五番、灰ハイ崎ザキ伸シン。

　テストのたびにクラスのトップを争う秀しゆう才さいコンビ。と言ってスポーツが駄だ目めというわけでもなく、身長も高くて見た目もスマートなので、女子たちの人気はかなり高い。あの二人なら、恐おそらくもうジョブチェンジの方法に気付いているのではないか。それどころか、ユウマたちが知らない情報を得ている可能性もある。一刻も早く合流したいが──その前に、まだまだやるべきことがある。

　再びショッピングエリアを見回すと、ユウマたちに気付いたクラスメイトたちと目が合った。だが皆みな不安な表情のまま、壁かべ際ぎわや陳ちん列れつ棚だなの陰かげから動こうとしない。綿ワタ巻マキすみかのように怪かい物ぶつ化かすることを恐おそれているのだろう。

　ふと突き刺さるような視線を感じて目を向けると、エリア右みぎ奥おくの狭せまいイートインコーナーに陣じん取どる須鴨光テル輝キが、忌いま々いましそうにユウマたちを見み据すえていた。隣となりには、テストプレイで須鴨とパーティーを組んでいた三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アと木キ佐サ貫ヌキ櫂カイの姿もある。

「それで……クレストをパワーアップさせる方法って、何なんだよ？」

　そろそろ待ちきれない様子の瀬セ良ラ多タ可カ斗トに水を向けられ、ユウマは小さく頷うなずいた。

「うん……説明するから、みんなをレジカウンターの前に集めてくれ」











９






　──こんなに大勢の注目を集めるのは、生まれて初めてかもしれない。

　ふとそんなことを考えてしまってから、ユウマはそんなわけないと否定した。

　雪ゆき花はな小しよう学がつ校こうに入学してから五年と二ヶ月が経たつ。夏休み明けには自由研究の発表をするし、帰りの会で委員会活動の報告をすることも日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。五年生の時には、《少年の主張》の作文がなぜかクラスの代表に選ばれて、全校生徒の前で音読する羽目に陥おちいったことさえある。あの時に比べれば、いまユウマに視線を注いでいる生徒の数は約十分の一──であるはずなのに。

　汗あせで濡ぬれた掌てのひらをズボンの側面に擦こすりつけながら、ユウマはサワとコンケンを除く二十人のクラスメイトを見回した。

　リラックスしている生徒は一人もいない。皆みなの瞳ひとみに浮うかぶのは、困こん惑わく、混乱、反発、不安、恐きよう怖ふ、焦しよう燥そう……そしてほんの少しの期待。すでに、ユウマたちが巨きよ大だいな怪かい物ぶつを始末したという話が広まっていて、この状じよう況きようを解決してくれるものと思っているのだろう。

　だが残念ながら、その期待には応えられない。ユウマはこれから、現在判明している事実──アルテアからは脱だつ出しゆつ不可能であり、恐おそらく怪かい物ぶつもあれ一匹だけではないということを皆みなに告げなくてはならないのだ。

「……おい、もったいぶんなよ。なんか言うなら早くしろ」

　イートインコーナーに陣じん取どったままの須ス鴨ガモ光テル輝キが、苛いら立だちを隠かくさない声を出した。すかさず隣となりの三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アが「そうよ、みんなヒマじゃないんだからね！」と追つい随ずいする。木キ佐サ貫ヌキ櫂カイは何も言わないが、長い前まえ髪がみに隠かくれた両目からは感情を読み取れない。

　そちらを一いつ瞬しゆんだけ見てから、ユウマはゆっくりと息を吸い、話し始めた。

「……みんなももう気付いてると思うけど、いまこのアルテアの中で、普ふ通つうじゃ考えられないことが起きてる」

　押し黙だまる二十人を順に見ながら、強こわ張ばる口を動かし続ける。

「綿ワタ巻マキさんが怪かい物ぶつになったり、でっかい化け物がうろついてたり……さっきバリケードの前で暴れてたやつは僕たちが何とかしたけど、たぶん同じような奴やつが他にもいるはずだ。そいつがまた襲おそってきたら、あのバリケードじゃ防げない」

「簡単に言うけど、あんなクソでけぇ奴やつをどうやって何とかしたんだよ!?」

　スケボーコンビの穂ホ刈カリが焦じれた声を出し、瀬セ良ラも何かを言おうとした。しかしそれより早く、新たな声が響ひびいた。

「だったら、他の化け物が来る前にアルテアから出たほうがいいんじゃないの？」

　発言者は、長めの髪かみを両りよう肩かたの上で二つ結びにして、黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた女子だった。

　出席番号六番、清シ水ミズ友トモ利リ。図書委員で、よく難しそうな本を読んでいる。視力はクレストのアイレンズで補正できるのに、敢あえて眼鏡を使う理由は、訊きいても教えてくれなかった……と以前ナギが言っていた。

　友利の言葉に、数名の生徒が大きく頷うなずく。中にはいますぐここから出たいと言わんばかりに腰こしを浮うかせる者までいる。しかし友利はあくまで冷静に、落ち着いた声で意見を述べた。

「芦アシ原ハラくんが他にも化け物がいるって考えた理由は、たぶん三階に行った藤フジ川カワさんたちが一階に降りてこないからでしょ？　私も心配だけど、子供だけでどうにかしようとするのは無茶だわ。外に出て、大人の助けを呼ぶべきだと思う」

　日ひ頃ごろは物静かで、休み時間でもほとんど喋しやべらない友利の理路整然とした主張に、仕切り屋の須ス鴨ガモでさえ反論しようとしなかった。本当に、そうできたらどんなにいいか、とユウマ自身も考えながら口を開く。

「残念だけど、それは無理だ。さっきトンガリ頭の怪かい物ぶつを倒たおしてから、エントランスの様子を確かめてきたんだ。自動ドアは開かないし、ガラスは真っ黒になってて、割ろうとしてもビクともしなかった」

「…………」

　友利がレンズの奥おくで両目を細め、他の生徒たちも不安そうにざわめく。そんな中、挑ちよう発はつ的てきな声を出したのはやはり須鴨だった。

「そりゃ、お前みてぇなチビじゃ自動ドアの強化ガラスを割るのは無理だろ。オレか大オオ野ノなら、一発で……」

「僕じゃない。コンケンが、このハンマーでぶっ叩たたいてもヒビさえ入らなかった」

　ユウマが視線を向けると、一歩前に進み出たコンケンが、両手でブルージング・ハンマーを持ち上げてみせた。これがトンガリ頭からドロップした正しよう真しん正しよう銘めいの《武器》だとは誰だれも思わないだろうが、大きさや重量感は充じゆう分ぶんに伝わるはずだ。

　先ほどハンマーを持ち上げようとして一センチも浮うかせられなかった大野が、横目で須ス鴨ガモを見てから言った。

「俺は信じるぜ。だいたい、自動ドアから外に出られるなら、逆に大人が……警備員とか警察とかがアルテアに入ってきてるはずだろ」

「…………それもそうね」

　即そく時じの脱だつ出しゆつを主張していた清シ水ミズ友トモ利リがあっさり頷うなずいたので、ユウマはいささか驚おどろいた。この頭の柔やわらかさを須鴨にも見習ってほしいと思いながら、説明を再開する。

「多分、壊こわせないのは自動ドアだけじゃない。ロビーのガラスは全部真っ黒で、外はまったく見えないしクレストもネットに繫つながらない。この異常の原因を突き止とめない限り、アルテアからは脱だつ出しゆつ不可能だと思う」

　ユウマがついにその言葉を口にした途と端たん、友利は唇くちびるを引き結び、須鴨は大きく顔を歪ゆがめ、他のクラスメイトたちも愕がく然ぜんとした表情を浮うかべた。

　脱だつ出しゆつ不可能。

　たくさんのマンガやゲームで使われてきた言葉だが、それが現実になってしまうと容易には受け入れがたい。黒く染まったガラスを自分の手で触さわり、ハンマーで殴なぐってもびくともしないところを目もく撃げきしたユウマでさえそうなのだから、クラスメイトたちの困こん惑わくは言葉だけでは解消されないだろう。

「……どうしても信じられないって人がいたら、あとでエントランスを見に行く時間を作るよ。でもいまは、この貴重な避ひ難なん場所……シェルターを守ることと、そのための《力》をみんなに修得してもらうことを最優先にしたい」

　いよいよ状じよう況きよう説明の核かく心しんに入るべく、ユウマは一度深呼吸した。しかしそこで再び須ス鴨ガモ光テル輝キの横よこ槍やりが入った。わざとらしい舌打ちに続いて、敵意丸出しの言葉が飛んでくる。

「チッ、もったいぶるんじゃねーよ！　そうやって色々回りくどいことを言って仕切るつもりだろうけど、お前らは最後にここに来たんだからな。最初にこのショッピングエリアを見つけてシェルターにしたのは学級委員のオレなんだから、これからどうするか決めるのも当然オレ……」

　須鴨の台詞せりふが中断したのは、ユウマが勢いよく右手を持ち上げたからだった。

　ショッピングエリアの真ん中に立っているユウマから、イートインコーナーに陣じん取どっている須ス鴨ガモまでは五メートルほども離はなれている。それでも須鴨は、自分に向けられたユウマの右手に何かを感じたかのように、少しだけ上体を引いた。

　──案外、勘かんはいい奴やつなのかもな。

　そんなことを考えながら、ユウマは風の属性詞を唱えた。

「ヴェンタス風よ！」

　広げた手の先にライトグリーンの光球が出現し、薄うす暗ぐらいショッピングエリアを照らし出した。須鴨が再び派手に仰のけ反ぞり、バランスを崩くずして椅い子すごと床ゆかに転がったが、クラスメイトたちは誰だれもそちらを見ようとしなかった。

　全員の両目がいっぱいに見開かれ、口からは喘あえぎ声ごえが漏もれる。これだけでも充じゆう分ぶんな説得力があるだろうが、ＬＥＤライトか何かを使ったトリックだと言われないように、ダメを押しておくことにする。

「ア鳥ヴとィなスり！」

　形態詞を詠えい唱しようすると、光球は渦うず巻まく気流となり、小さな鳥を形作った。風属性の汎はん用よう魔ま法ほう、《風の小鳥ウインド・バード》。攻こう撃げき力りよくはないに等しいが、鳥をぶつけてモンスターの目を眩くらませたり、離はなれたところにある物を落としたりできる。

　ユウマは室内を見回し、壁かべ際ぎわに動かされた陳ちん列れつ棚だなの一つに狙ねらいをつけた。

「イグニス飛べ！」

　発動詞を受け、緑色の小鳥は勢いよく羽ばたいて飛び立った。清シ水ミズ友トモ利リの頭上を突っ切きり、陳ちん列れつ棚だなの最上部に命中してから、空気に溶とけるように消しよう滅めつする。棚たなに載のっていたアルテアの形のミニクッションが一つ床ゆかに落ち、乾かわいた音を立てる。

　ユウマの実演が終わっても、二十人の生徒たちはしばらく黙だまり込んだままだった。やがて、あちこちで囁ささやき声ごえが交かわされ始める。

「いまの……魔ま法ほうだよな？　アクマジの……」

「うん……あたし、ゲームの中で同じ呪じゆ文もん使ったもん……」

「でも、ここは現実世界だろ……何かのトリックじゃねーのか……？」

「それか、クレストのＡＲ映像かも……」

　半信半疑の生徒たちを再び黙だまらせたのは、ユウマの正面に立つ清水友利のひと言だった。

「いま、風を感じた」

　右手の指先で自分の頰ほおを撫なでながら続ける。

「クレストは単体じゃ触しよつ覚かくをサポートしてないから、空気が動いたならＡＲ映像じゃないわ。ＬＥＤライトとミニ扇せん風ぷう機きを使ったとしても、光を小鳥の形に変えて羽ばたかせたり、物を落としたりするのは無理よ。いまのはトリックじゃない……本物の魔ま法ほうだわ」

　黒くろ縁ぶち眼鏡を光らせながら友利がそう言い切ると、もう反論しようとする生徒はいなかった。須ス鴨ガモは尻しり餅もちを突いたままぽかんと口を開け、取り巻きの三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アと木キ佐サ貫ヌキ櫂カイも何も言おうとしない。

　次に声を上げたのは、バスケクラブの大オオ野ノ曜ヨウ一イチだった。

「……もしかして、魔ま法ほうを使ってあの化け物を倒たおしたのか？　あいつだけじゃない……綿ワタ巻マキも、魔ま法ほうで倒たおした……いや、殺したのかよ？」

「違ちがう」

　生徒たちが動どう揺ようする前に、ユウマは急いで否定した。

「ここに押し入いろうとしてた化け物は確かに殺したけど、綿巻さんは殺してない。魔ま法ほうで……拘こう束そくして、動けなくしたんだ。僕は、綿巻さんを元に戻もどす方法を探すつもりだ」

　この段階で「捕獲キヤプチヤー魔ま法ほうでしてカード化した」とは言えず、ユウマは拘こう束そくという言葉を使ったが、幸いそこを追つい及きゆうしようとする生徒はいなかった。トンガリ頭ことコーンヘッド・ブルーザーも実際には魔ま法ほうではなく消毒用エタノールを使ったのだが、それは追々説明すればいいだろう。いまは皆みなに、《ジョブチェンジ》の準備をさせるほうが先だ。

　ユウマの宣言を聞いた大野は、表情を目まぐるしく変化させてから、どこか縋すがるような声を絞しぼり出した。

「……元に、戻もどす……？　戻もどせるのか、綿巻を？」

「絶対に戻もどせるって約束はできない。けど、方法はあると思う。僕はそう信じてる」

　それはユウマの噓うそ偽いつわりない本心だった。大野にもそれが伝わったのだろう、細く、長く息を吐はいてからゆっくりと頷うなずいた。

「……解わかった。芦アシ原ハラ、俺はお前を信じる。これからは、お前の指示に従う」

「ありがとう、大オオ野ノ」

　気き恥はずかしさを押し殺ころして礼を言ってから、他の生徒たちの様子を確かめる。穂ホ刈カリと瀬セ良ラ、それに清シ水ミズ友トモ利リにも異論はないようだ。言い方は悪いが、この四人さえ押さえられれば主導権は確保できたも同然だろう。友利は決して一組女子のリーダー格というわけではないものの、そのポジションにある藤フジ川カワ憐レンや寺テラ上ガミ京キヨウ香カは三階に向かった十五人の中に含ふくまれていて、ここにはいない。

　気がかりなのはやはり須ス鴨ガモのグループだが、この極限状じよう況きようで須鴨の独りよがりな言動は皆みなの反発を買っている気配があるし、ギャル系の三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アはヒエラルキー上位ではあっても女子の中では浮うき気味なようだ。

　ユウマはクラス内の勢力争いに興味はないが、これから全員をジョブチェンジさせることを考えれば慎しん重ちようにならざるを得ない。攻こう撃げき魔ま法ほうを操あやつる力や人にん間げん離ばなれした腕わん力りよくを得た生徒たちが、それを好き放題に試ためしたりすれば俄にわか作づくりのシェルターなどあっという間に崩ほう壊かいしてしまう。この場の全員が自分の置かれた状じよう況きようを認にん識しきし、受け入れ、落ち着きを取とり戻もどすまでは、ユウマとサワ、コンケンの三人で主導権を確保し続けるしかないのだ。

　最後にもう一度クラスメイトたちの顔を見回し、ユウマは言った。

「じゃあ、これから、みんなに魔ま法ほうの使い方を教える」

　怪け我がをしてブランケットに横たわる多タ田ダ智トモ則ノリや会アイ田ダ慎シン太タを含ふくめ、全員が食い入るような視線を注いでくる。耳が痛くなるような沈ちん黙もくの中、ユウマはふと理由のない不安を感じた。自分が何か、とても重要なことを見落としているという感覚。

　だが、もうこれ以上は引き延ばせない。両りよう拳こぶしを強く握にぎり、不安感を振り払はらってから最後の注意事じ項こうを告げる。

「僕たちは《ジョブチェンジ》って言ってるけど、それをすると左手のクレストが変形して、肘ひじのあたりまで伸びてくる。その時に熱く感じるかもだけど火傷やけどはしないから我が慢まんしてくれ。……じゃあ、みんな、仮想デスクトップにあるアクチュアル・マジックのアイコンを押して」

　その指示を聞いた途と端たん、穂ホ刈カリ陽ハル樹キが目を丸くする。

「アクマジのアイコンって……あれ、カリキュラスの中じゃねーと起動しねーだろ」

「いいから、押すだけ押してみてくれよ」

　ユウマがそう言っても、生徒たちは不安そうに顔を見合わせている。須ス鴨ガモは明らかに様子見の態勢だし、大オオ野ノでさえなかなかきっかけが摑つかめないようだ。

　最初に右手を動かしたのは、図書委員の清シ水ミズ友トモ利リだった。ほっそりした人差し指を眼鏡の前まで持ち上げてから、左下に滑すべらせる。そこで一いつ瞬しゆん指が止まったが、左手も持ち上げて右手に添そえ、ユウマには見えないアイコンを押し込む。

　友トモ利リの左手の甲こうに貼はられたクレストが、鮮あざやかなエメラルドグリーンに輝かがやいた。口から、細い悲鳴が漏もれる。

「……っ……あっ……」

　それを見て、生徒たちはいっそう不安そうな顔になったが、何人かは負けん気を刺し激げきされたのか続いてアイコンを押した。その中には大オオ野ノも含ふくまれていて、左手が赤い光に包まれた途と端たんに低い声で呻うめいたが、すぐに大声で叫さけぶ。

「だ……大だい丈じよう夫ぶだ！　あっちぃけど、我が慢まんできないほどじゃねーぞ！」

　それを聞いて、様子見モードだった生徒たちも次々にアイコンを押し始めた。薄うす暗ぐらい空間を色とりどりの光が照らし出し、女子の悲鳴や男子の叫さけび声ごえが高い天てん井じように反はん響きようする。イートインコーナーの三人もやっとアイコンを押したらしく、須ス鴨ガモと愛ア莉リ亜アが派手に喚わめく傍かたわらで、木キ佐サ貫ヌキは灰色の炎ほのおを上げる左ひだり腕うでをじっと見つめている。

　五人の負傷者を含ふくめた全員のクレストが変形を終えるのに、三分と少しかかった。

　最後にアイコンを押した生徒の腕うでから光が消えると、ショッピングエリアに静せい寂じやくが戻もどった。

　放心した様子の二十人を見回し、ユウマは言った。

「……これで、みんなはただの小学生から、アクチュアル・マジックのテストプレイで選んだ職業クラスにジョブチェンジした。視界の左上に、自分のＨＰバーが出現してるだろ？」

　全員の視線が同時に動き、またユウマの顔に戻もどる。

「職業クラスが魔ま術じゆつ師しや僧そう侶りよの人は専用魔ま法ほうが使えるし、戦士は腕わん力りよくが上がってるし、盗とう賊ぞくや狩人かりゆうどは素す早ばやく動けるはずだ。ただ、魔ま法ほうを使えば当然だけどＭＰが減って簡単には回復しないから、試ためすなら属性詞までにしておいてくれ」

　それを聞いた途と端たん、何人かの生徒が火フラーマや氷グラキエス、光ルーミンなどの属性詞を唱えた。生み出された色とりどりの光球は、十秒間皆みなの顔を照らしてから、ぼしゅっ！　と音を立てて消しよう滅めつする。

「…………マジかよ……」

　掠かすれ声で呟つぶやいたのは大オオ野ノだった。恐おそらく戦士クラスなのだろう、魔ま法ほうではなく腕わん力りよくで自分の変化を確かめるつもりらしく、数歩前に出てコンケンに右手を差し出す。

「もう一度、そのハンマー持たせてくれ」

「おう。落っことすなよ」

　まったく躊躇ためらう素そ振ぶりも見せず、コンケンがブルージング・ハンマーの柄つかを大野に向けた。がっしりした両手でそれを握にぎると、慎しん重ちように持ち上げ──呆ぼう然ぜんとした顔で何度も上げ下げする。ついさっきは床ゆかから離はなすことさえできなかったハンマーが、頑がん張ばれば振り回まわせる程度の重さになってしまったことを実感したのか、「……マジか」ともう一度呟つぶやいてから大野はコンケンにハンマーを返した。顔をユウマに向け、恥はじ入いるように言う。

「芦アシ原ハラ、さっきは化け物扱あつかいして悪かったな……」

「いや……当然の反応だよ」

　そう答えると、大オオ野ノは小さく頷うなずいて元の場所に戻もどった。他の生徒たちも、驚おどろきが消えたわけではないにせよ、もう全てがトリックだと疑っている者はいないようだ。

　これで、六年一組の生徒たちをまとめてジョブチェンジさせるという大仕事はひとまず完かん了りようした。次は、皆みなが得た力を活用して、このシェルターの守りを固めなければならない。

　戦える生徒の数は一気に増えたが、まだコーンヘッド・ブルーザー級のモンスターを怪け我が人にんゼロで倒たおすのは難しいだろう。入り口のバリケードを強化し、容易に侵しん入にゆうされないようにするのが先決……いや、その前にもう一つやるべきことがある。

「ちょっと聞いてくれ！」

　ユウマが大きな声を出すと、ざわついていた生徒たちがいっせいに視線を向けてきた。早くこれにも慣れないとな……と思いながら呼びかけを続ける。

「この中で、職業クラスが僧そう侶りよの人は手を挙げてほしい」

　真っ先に挙手したのは清シ水ミズ友トモ利リだった。次に、怪け我が人にんの手当て──と言ってもこの状じよう況きようでは濡ぬらしたハンカチで傷を拭ふくくらいが精せい一いつ杯ぱいのようだが──をしていたショートヘアの女子がおずおずと手を挙げ、恰かつ幅ぷくのいい男子が続く。

　それで終わりだった。右後ろに立つコンケンが、「三人かよ……」と呟つぶやく。

　ユウマも、少なくとも五、六人はいるだろうと期待していたのだが、考えてみればアクチュアル・マジックの職業クラスは戦士、魔ま術じゆつ師し、僧そう侶りよ、盗とう賊ぞく、狩人かりゆうど、商人、魔ま物もの使つかいの七種類であり、二十を七で割れば三に満たないのだから少なすぎるとは言えない。

　ショートヘアの女子は、出席番号八番の曽ソ賀ガ碧アオ衣イ。太めの男子は出席番号三十九番、諸モロ雄タケ史シ。二人に清シ水ミズ友トモ利リを加えた三人が、このシェルターの生命線だ。もし再びモンスターが襲おそってきたら最優先で守らなくてはならないのだが、いますぐ指示すれば不公平だと感じる生徒もいるだろう。まずは三人の貴重さを全員に実感して貰もらわねばならない。

「よし……清水さんと曽賀さん、それに諸くんは回復魔ま法ほうが使えるはずだ。怪け我がをした人たちを治ち療りようしてほしい」

　ユウマの指示を聞いた途と端たん、友利が眼鏡の奥おくで何度か瞬まばたきし、言った。

「あ……そっか。魔ま法ほうで治せるんだ……」

　頷うなずき、スカートを翻ひるがえしてレジカウンター前に寝かされた二人の怪け我が人にんに駆かけ寄よる。

　ユウマの目から見ても、重傷なのは出席番号二十二番の会アイ田ダ慎シン太タだった。綿ワタ巻マキすみかの爪つめにざっくりやられたらしく、Ｔシャツの左ひだり袖そでがぎざぎざに千切れ、肩かたから二にの腕うでにかけて何本も切り傷が走っている。白いタオルできつく縛しばってあるが、出血は止まっていない。

　会田もジョブチェンジしたので体力は底上げされているはずだが、アクチュアル・マジックのアバターと違ちがって生身の体は傷つくし、怪け我がも簡単には治らないということだろう。会田は、一組では死んだ三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサほどではないが明るいお調子者ポジションで、放送委員会に所属していたはずだ。

　清シ水ミズ友トモ利リは、真っ赤に染まったタオルを見て一いつ瞬しゆんひるんだ様子だったが、動きを止めることなく会アイ田ダの横にしゃがみ込んだ。傷ついた左ひだり肩かたに両手をかざし、少々ぎこちない口調でスペルワードを唱える。

「サークラ祝福よ」

　左手の甲こうから肘ひじ近ちかくまで伸びるクレストの紋もん章しようがエメラルドグリーンに発光し、両手の前に白い光球が生まれた。

　それを見て、ユウマはあれ？　と思った。綿ワタ巻マキすみかと戦って傷ついたユウマを癒いやすためにサワが同じ《聖の属性詞》を唱えた時は、発生した光は淡あわいピンク色をしていたのだ。しかし本来聖属性のエネルギーは白いはずなので、色としてはこちらが正常だと言える。

　友利は眼鏡の奥おくで両目を細め、形態詞を唱えた。

「プレミス集まり」

　途と端たん、白い光が空中で渦うずを巻くように流れ始める。僧そう侶りよだけが使える《聖なる癒しホーリー・ヒール》の魔ま法ほうだとユウマは察した。サワが使った《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》は指先から滴したたる雫しずくを対象プレイヤーに直接飲ませる必要があるが、こちらはただ魔ま法ほうを当てるだけだし射しや程てい距きよ離りも長い。ホーミング能力はないので慎しん重ちように照準を合わせる必要があるが、この距きよ離りで外しはしないだろう。

「フジオーネ融け合え」

　発動詞が唱えられた瞬しゆん間かん、光の流れは友利の手からまっすぐに伸び、会田の左ひだり肩かたに命中した。会アイ田ダはびくっと体を震ふるわせたが、すぐに表情が緩ゆるみ、口からかすかなため息が漏もれた。

　数秒で光が消えると、タオルからはみ出していた傷はほぼ完全に塞ふさがり、茶色のかさぶたが残るだけになっていた。会田はそろそろと左ひだり腕うでを持ち上げ、前後に動かすと、何度か瞬まばたきしてから「痛くねえ！」と叫さけんだ。しかしすぐにしかめっ面つらになり、「やっぱちょっと痛え！」と続ける。

「……どっちなのよ」

　友トモ利リが真面目な顔で問とい質ただすと、数人の生徒がくすくすと笑った。会田はソフトモヒカンに刈かった頭を右手でがりがり搔かき、照れ笑いを浮うかべながら答えた。

「いや、へーきへーき。さっきまではすげーズワズワしてたけど、いまは微び妙みようにシリシリするだけだから。サンキュー清シ水ミズ……つか、魔ま法ほうすげーな……」

　そう嘆たん息そくした会田の気持ちは、同じように魔ま法ほうで回復してもらったユウマにはよく解わかった。周囲の生徒たちも、皮ひ膚ふの下の肉が露ろ出しゆつするほどの傷が瞬しゆん時じに治ってしまうという奇き跡せきを目まの当あたりにして、改めて状じよう況きようの異常さを実感したらしい。くすくす笑いもすぐに収まり、静せい寂じやくがシェルターを満たす。

　それを破ったのは、会田の近くに寝転ころがるもう一人の重傷者、多タ田ダ智トモ則ノリだった。出血はしていないが、骨にヒビでも入ったのか雑誌をテープで巻き付けて添そえ木ぎにしている右みぎ腕うでを抱かかえながら、情けない声で言う。

「あのさぁ、わりーけど、そろそろオレも治してくんない？」

　途と端たん、生徒たちが再び笑い声を漏もらし、多タ田ダがもともと垂れ気味の眉まゆを見事な八の字にした。その顔が更さらなる笑いを呼び、ユウマも思わず口くち許もとを綻ほころばせた。

　友トモ利リも少しだけ表情を和やわらげながら、再び《聖なる癒しホーリー・ヒール》の呪じゆ文もんを唱え、多田の右みぎ腕うでを治ち療りようする。光が収まると、多田はぶんぶん右みぎ腕うでを振り回まわし、「マジで痛くねえ！」と叫さけんだ。

　三度目の、そして最大の笑い声が上がり、ずっと張はり詰つめていたシェルター内の雰ふん囲い気きが、反動もあってか大きく弛し緩かんした──

　その時だった。

　ユウマの背後で、いままでひっそりと気配を消していたサワが、

「お兄ちゃん!!」

　と悲鳴じみた声で叫さけび。

　ほぼ同時に、天てん井じように設置された換かん気きダクトのルーバーがあちこちで外れ。

　そこから、黒っぽい塊かたまりが次々と落下してきた。
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　どさっ、どさっ、と重い音を立てて床ゆかに落ちたそれを、約二十人の生徒たちは呆ぼう然ぜんと眺ながめた。全長五十センチ、幅はば十五センチほどの、濃こい灰色をした楕だ円えん形けいの物体。全体的にぶよぶよした質感で、表面は無数の環かん節せつに分かれ、下側には突とつ起き状じようの歩ほ脚きやくがいくつも並ぶ。片方の端はしには、一列に並ぶ四つの単眼と、鋭するどい牙きばを六本も生やした口がある。

　虫──巨きよ大だいなイモムシだ。それが、最低でも十匹。

　凄すさまじい嫌けん悪お感かんが全身の肌はだを粟あわ立だたせる。小刻みに蠕ぜん動どうする環かん節せつや、湿しめり気けを帯びた光こう沢たくは本物の生物としか思えないが、現実世界にこれほど大きなイモムシがいるはずがない。つまりこいつらは、コーンヘッド・ブルーザーと同じ超ちよう自し然ぜん的てき存在、すなわちモンスターだ。

　そう認にん識しきしたものの、どうすればいいのか咄とつ嗟さに判断できず、ユウマは凍こおり付ついた。

　ほんの一メートル先で蠢うごめいていたイモムシが、不意に四つの単眼でユウマを見上げ──

　全身をぎゅっと収縮させるや、鈍どん重じゆうそうなフォルムからは想像もつかないほどのスピードで飛びかかってきた。

「うあっ……」

　叫さけびながら、ユウマは反射的に両手を突き出し、イモムシを空中でキャッチした。指先に、カブトムシの幼虫が巨きよ大だい化かしたらこんな手応えだろうと思わせる、リアルな重量感と弾だん力りよく感かんが伝わってくる。捕ほ獲かくされたイモムシは、ユウマの手の中で繰くり返かえし環かん節せつを伸ばし、顔のすぐ先で六本の牙きばをガチッ、ガチッ、と開閉させる。

　直後、ショッピングエリアを無数の悲鳴が満たした。

　十数匹ものイモムシが次々とジャンプし、立たち竦すくむ生徒たちに飛びつき、押し倒たおしていく。狙ねらわれなかった生徒も、腰こしを抜かすか悲鳴を上げるばかりで、クラスメイトを助ける余よ裕ゆうはなさそうだ。

　なんとかしなければと焦あせるが、ユウマも自分を嚙かもうとするイモムシを遠ざけるのに必死でまったく頭が回らない。アクチュアル・マジックの中なら、地面に叩たたき付つけて踏ふみ殺したり、いっそこのまま握にぎり潰つぶすことだってできるはずなのに、イモムシの生々しい感かん触しよくがあまりにも不快すぎて身動きひとつできない。

　突とつ然ぜん、イモムシがユウマの顔を嚙かもうとするのをやめて、体を真横に捩よじった。

　腕うでを嚙かまれる──と恐きよう怖ふした、その刹せつ那な。

「ユウ、そのまま持ってて！」

　ユウマの正面に回まわり込んできたサワが、そう叫さけぶや右足を真下から一いつ閃せんさせた。

　どむっ！　と鈍にぶい音おとが響ひびく。垂直に蹴けり上げられたイモムシは、剝むき出しの天てん井じよう配管に激げき突とつし、跳はね返かえって床ゆかに落ちた。

「コンケン！」

　サワの声に、

「うおおお！」

　という雄お叫たけびが呼応する。ダッシュしてきたコンケンが、大型ハンマーを高々と振りかぶり、叩たたき付つける。

　爆ばく発はつめいた衝しよう撃げき音おん。高級そうなフロアタイルが放射状に砕くだけながら陥かん没ぼつする。

　──外した！

　ユウマは歯を食いしばった。ハンマーヘッドが叩たたいたのは、イモムシの頭部の二センチ横。わずかな距きよ離りだが、当たらなければ一メートル外したのと同じ……と思った、次の瞬しゆん間かん。

　ハンマーの打だ撃げき面めんから陽かげ炎ろうのような衝しよう撃げき波はが広がり、イモムシを巻まき込んだ。丸々と太った体が薄うすくひしゃげ、ばちゅっ！　と怖おぞ気けをふるうような音とともに破は裂れつする。飛び散ったのは体液ではなく、コーンヘッド・ブルーザーの時と同じ実体の薄うすい闇やみ色いろの断だん片ぺんだったが、死んだのは間ま違ちがいない。

「あ……あれっ!?」

　コンケンも外したことを自覚していたのか、快かい哉さいではなく途と惑まどいの声を上げた。隣となりのサワも驚おどろいた様子だったが、すぐに得心したように呟つぶやく。

「スプラッシュ・ダメージ……」

　アクチュアル・マジックで、数多くの武ぶ技ぎ攻こう撃げきと、一部の大型武器の通常攻こう撃げきに与あたえられている範はん囲いダメージのことだ。現実世界で同じ威い力りよくの衝しよう撃げき波はを発生させようと思ったら爆ばく発はつ物ぶつを使うしかないが、恐おそらくブルージング・ハンマーのような《武器》はモンスターと同じく超ちよう常じようの存在であり、ゲーム世界の特とく殊しゆ効果を現実世界でも発揮できるのだろう。

　しかし、いま重要なのはそこではない。イモムシが、スプラッシュ・ダメージだけで死んでしまうほど脆もろいことを、生徒たちに伝えねばならない。

「みんな！　この虫、硬かたいもので殴なぐれば簡単に……」

　振り向きざまにそう叫さけんだユウマが見たのは。

　薄うす暗ぐらいショッピングエリアに広がる、地じ獄ごくのような光景だった。

　フロアには十人以上の生徒が倒たおれ、その首筋や胸むな元もとにイモムシが食らいついて、ジュルッ、ジュルルッ、とおぞましい音を立てている。恐おそらく血を吸っているのだ。

　パーティーを組んでいないので、吸血されている生徒たちのＨＰバーは見えない。手や足がたまに痙けい攣れんするところを見るとまだ生きているようだが、このままだと死者が出るのも時間の問題だろう。

　無事な生徒も十人近くいるはずだが、その全員が棒立ちになって悲鳴を上げるか、フロアの隅すみで縮こまっていて、とても戦えそうにない。せめて大オオ野ノ、穂ホ刈カリ、瀬セ良ラの三人が無事なら──と目を凝こらすが、大おお柄がらで目立ったからか、あるいは女子をかばったのか、三人ともイモムシに吸い付かれてしまっている。

　ならば、威い勢せいのいいことを言っていた須ス鴨ガモだけでもとイートインコーナーを見ると、円形のテーブルを横よこ倒だおしにして、その後ろに三ミ園ソノ愛ア莉リ亜ア、木キ佐サ貫ヌキ櫂カイと一いつ緒しよに隠かくれているようだ。須鴨の性格からして、危険が去るまでは出てこないだろう。

　約一秒でそこまで考えたユウマは、サワとコンケンに向けて叫さけんだ。

「僕らだけでやるしかない！　サワがイモムシを蹴けり剝はがして、コンケンがハンマーで潰つぶしてくれ！」

「解わかった……けどお兄ちゃんは!?」

「これで何とかしてみる！」

　サワに向けて右みぎ拳こぶしを突き出すと、ユウマはフロアの奥おくでイモムシに襲おそわれている女子生徒めがけて走った。

　仰あお向けに倒たおれ、首元から吸血されている女子の顔は乱れた髪かみに隠かくれてしまっているが、耳の上に眼鏡のツルが見える。一組の生徒で眼鏡をかけているのは、図書委員の清シ水ミズ友トモ利リだけだ。ユウマがまっさきに友利を助けようとした理由は、彼女がたった三人しかいない貴重な僧そう侶りよの一人だからだ。

　生きていてくれと念じながら、一心不乱に血を吸っているイモムシの横腹を、スニーカーで思い切り蹴けり飛とばす。イモムシは友利から剝はがれ、一直線に飛んで奥おくの陳ちん列れつ棚だなに激げき突とつしたが、六本の牙きばが生えた口は鮮せん血けつで真っ赤に染まっている。もちろん全て友利の血だろう。

　攻こう撃げきしたせいで、イモムシの頭上に相応のサイズのＨＰバーが現れた。近接戦せん闘とう職しよくではないユウマが普ふ通つうの靴くつで蹴けっただけなのに、ＨＰは二割近く減っている。やはり防ぼう御ぎよ力りよくはほとんどないようだ。バーの下には【ヘルタバナス・ラーヴァ】という固有名が表示されているが、意味は解わからないし調べる手段もない。

　いまはとにかく、一秒でも早く全ての生徒を助けなくては。

　ユウマは友利を跳とび越こえ、陳ちん列れつ棚だなにしがみつくイモムシめがけて、

「ハアッ！」

　という気合いとともに右みぎ拳こぶしを突き出した。

　ジョブチェンジの恩おん恵けいも体の動かし方には及およばないらしく、いかにも不格好な一いち撃げきだったが、灰色のレザーグローブに包まれた右みぎ拳こぶしはかろうじてイモムシの胴どう体たいを捉とらえた。ぶよぶよとした軟なん体たいに、拳こぶしが深く埋うまる。一いつ瞬しゆんの溜ためのあと、灰色の表皮が風船のように膨ふくらみ、バァーン！　と弾はじける。

　いくらイモムシが軟やわらかいと言っても、さすがにユウマのへなちょこパンチ一発で破は裂れつするほど脆もろくはないだろう。恐おそらく、コーンヘッド・ブルーザーが落としたレザーグローブにも、コンケンのハンマーと同じく超ちよう常じようの力が宿っているのだ。

　──行ける！

　飛散する実体なき断だん片ぺんには目もくれず、ユウマは他の僧そう侶りよ二人を捜した。曽ソ賀ガ碧アオ衣イ、そして諸モロ雄タケ史シ。

　碧衣はすぐに見つかった。幸いイモムシには襲おそわれなかったらしく、フロアの片かた隅すみで数人の女子たちと身を寄せ合っている。だが諸の姿が見当たらない。一組で最大の体重を誇ほこる彼を、奥おく行ゆき十数メートルの空間で見失うはずがないのに。

　やむなくユウマは、一番近くで襲おそわれている男子生徒に駆かけ寄よった。俯うつぶせに倒たおれ、うなじをイモムシに食いつかれているのはバスケクラブの大オオ野ノ曜ヨウ一イチだ。一匹殴なぐり潰つぶしたせいか嫌けん悪お感かんが薄うすれたので、左手でイモムシの首根っこを摑つかみ、大オオ野ノから引き剝はがす。そのまま床ゆかに叩たたき付つけ、右みぎ拳こぶしで粉ふん砕さいする。

　サワとコンケンも、順調にイモムシを処理しているようだ。残る七、八匹もできるだけ早く片付け、血を吸われた生徒を手当てしつつ、諸モロを捜さなければ。

　ユウマが、大野の隣となりに倒たおれている瀬セ良ラ多タ可カ斗トの首筋のイモムシを摑つかみ、引ひき剝はがそうとした、その時。

「きゃああああっ!!」

　ひときわ甲かん高だかい悲鳴が、ショッピングエリアに響ひびき渡わたった。

　声の方向を見ると、イートインコーナーに隠かくれていたはずの須ス鴨ガモ光テル輝キが床ゆかに突っ伏ぷし、その背中にイモムシが貼はり付ついている。悲鳴を上げているのは須鴨の傍そばに立たち竦すくむ三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アだが、素す手ででイモムシに触ふれる勇気は出せないらしい。

　顔を上げた愛莉亜と、ユウマの目が合った。

「芦アシ原ハラ、ルキを助けて!!」

　この状じよう況きようで、いままで須鴨に意地悪された仕返しをするほどユウマも子供ではない。ジョブチェンジした以上は須鴨だって貴重な戦力だし、助けなくてはならないのは確かだが、他にも一刻を争う状じよう況きようの生徒はたくさんいる。

　隠かくれていたぶんイモムシに見つかるのが遅おくれたのなら、須鴨はまだ血を吸われ始めたばかりのはず。そう考えたユウマは、愛ア莉リ亜アに向けて叫さけんだ。

「ガモはまだ大だい丈じよう夫ぶだ！　絶対助けるからもうちょっと待って！」

　すると愛莉亜は、意外にも素す直なおに頷うなずいた。

「わ……解わかったけど、急いで!!」

　ユウマはもう答えず、瀬セ良ラから引き剝はがしたイモムシの腹部を右手で摑つかみ、ひと思いに握にぎり潰つぶした。

　続けて穂ホ刈カリ陽ハル樹キと、主ヌ代シロちなみという女子生徒を助けた時、離はなれた場所からコンケンの声が聞こえた。

「ユウ、こっち側のイモムシは全部潰つぶした！」

「ＯＫ！」

　叫さけび返かえし、イートインコーナーにダッシュする。

　倒たおれたままの須ス鴨ガモの背中に乗ったイモムシは、左の肩けん甲こう骨こつの下あたりに六本の牙きばを突き立たて、口の奥おくから無数の細い触しよく手しゆを伸ばして、じゅるじゅると血液を吸い上げている。

　全長五十センチの吸血イモムシは、現実世界のアオムシやシャクトリムシと比べれば遥はるかに巨きよ大だいだが、重さはせいぜい四キログラムというところだろう。小こ柄がらな生徒ならともかく、体の大きい大オオ野ノや須鴨までもが上に乗られただけで動けなくなってしまうのは不思議だが、理由を探さぐっている余よ裕ゆうはない。

「早く、早く!!」

　愛ア莉リ亜アの泣き声に急せかされながら、ユウマはイモムシの後ろ首にあたる部分を鷲わし摑づかみにした。じたばた暴れるイモムシの牙きばが、須ス鴨ガモの背中から抜けた瞬しゆん間かん一気に引ひき剝はがす。

　これが最後の一匹だし、モンスターとしてはさして高レベルではなさそうなので、ある程度ダメージを与あたえればキャプチャーできるかもしれない。しかし目の前に立つ愛莉亜が嫌けん悪お感かんも露あらわに「早く殺して！」と喚わめくので、捕ほ獲かくを断念して振り向き、イモムシを摑つかむ右手ごと床ゆかに叩たたき付つける。

　ばちゅっ！　と外皮が破は裂れつし、溢あふれ出た黒い断だん片ぺんが渦うずを巻きながら上じよう昇しようして、トンガリ頭の時と同じく不思議なリングに吸い込まれて消えた。

「は…………」

　ユウマが小さく息を吐はいたのを、見計らったかのように。

　またしてもユウマにだけ聞こえるレベルアップ・ファンファーレが鳴なり響ひびき、メッセージ・ウインドウが開いた。




【芦アシ原ハラ佑ユウ馬マ】

　レベル８→９

　ステータスポイント＋３

　スキルポイント＋40

　入手：ヘルタバナス・ラーヴァの牙きば×５

　入手：ヘルタバナス・ラーヴァの毒どく腺せん×３




　パンチ一発で死ぬ程度のイモムシを六匹倒たおしただけでレベルが上がったのは、コーンヘッド・ブルーザーの経験値が大量に溢あふれていたか、イモムシに何か隠かくれた危険性があったからだと思われるが、どうあれいまはガッツポーズするような場面ではない。

　ショッピングエリアに満ちていた生徒たちの悲鳴が、徐じよ々じよに薄うすれ、消える。しかしすぐに、愛ア莉リ亜アが「ルキイィィ!!」と絶ぜつ叫きようする。

　それを皮切りに、無事だった生徒たちが次々と倒たおれるクラスメイトに駆かけ寄よった。ユウマも膝ひざ立だちになり、須ス鴨ガモの顔を覗のぞき込んだが、瞼まぶたは閉じられたままだ。ＨＰバーを確かく認にんできればと思うが、アクチュアル・マジックのシステムでは、他人のバーを見るにはパーティーを組むか敵対状態になるしかない。

　ひとまず須鴨の首筋に指先を押し当あててみると、かなり早いがしっかりとした拍はく動どうを感じる。もう出血もほぼ止まっているようなのに、目を開けない理由は──。

「たぶん毒ね」

　いつの間にか後ろにいたサワが小声で言ったので、ユウマは立ち上がり、頷うなずいた。

「うん……僕もそう思う」

「ど……毒？　ルキ、死んじゃうの？」

　須ス鴨ガモの向こうにぺたんと座すわり込んだ愛ア莉リ亜アが、両目に涙なみだを溜ためながら不安そうに訊きいてくる。いつの間にかもう一人の取り巻きである木キ佐サ貫ヌキ櫂カイもテーブルの裏から出てきて、長い前まえ髪がみ越ごしにじっと須鴨の顔を見ている。

　ユウマは一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、首を横に振った。

「いや……あのレベルのモンスターが致ち死し毒どくを持っているとは思えないし、普ふ通つうのダメージ毒なら動けるはずだ。たぶん麻ま痺ひ毒どくだと思う」

「麻ま痺ひ……」

「このままでも命の危険はないと思うから、もうちょっとだけ待ってて」

　愛ア莉リ亜アにそう告げると、ユウマは振り向いて曽ソ賀ガ碧アオ衣イの姿を捜した。すぐに、清シ水ミズ友トモ利リの横にしゃがみ込み、首元の傷口にハンカチを当てている碧衣を発見し、駆かけ寄よる。

　気付いた碧衣と、左右に座すわる二人の女子が同時に顔を上げた。

「あ……芦アシ原ハラくん、友利ちゃんが……」

　涙なみだぐむ碧衣がか細い声を出すと、右側の女子も涙なみだをぽろぽろ零こぼしながら言った。

「ともちー、あたしをかばって……なのにあたし、逃げちゃって……」

　友利をあだ名で呼ぶお下さげ髪がみの女子は、出席番号十番の津ツ多ダ千チ聖セ。一組では飼育委員をしていて、友トモ利リと最も仲がいい生徒だと記き憶おくしている。

「津ツ多ダちゃんのせいやないよ。うちも何もできひんかったし」

　その千チ聖セを、長い髪かみを一つ結びにした三人目の女子が慰なぐさめる。出席番号十五番、針ハリ屋ヤ三ミ美ミ。碧アオ衣イと仲がよく、一いつ緒しよに料理クラブに所属していたはずだ。

　三人の向かい側にしゃがみ込むと、ユウマは友利の左手首を摑つかみ、脈みやく拍はくがあるのを確かめてから言った。

「たぶん、毒に冒おかされてるんだ。曽ソ賀ガさん、解げ毒どく魔ま法ほうは使える？」

「解げ毒どく……？」

　一いつ瞬しゆんきょとんとした碧衣は、自分の左手の大型化したクレストを眺ながめてから、素す早ばやく頷うなずいた。

「う、うん。覚えたばっかりだったけど、たぶん使える」

「じゃあ、清シ水ミズさんに試ためしてみてくれ」

「…………解わかった」

　碧衣は、傷口を押さえる役を千聖に託たくし、正座して背筋を伸ばした。

　両手を友利の胸にかざし、呪じゆ文もんを唱える。

「サークラ祝福よ」

　左手のクレストが黄色く輝かがやき、白い光球が生まれる。

「プルーヴィア雨となり」

　光球が無数の小さな光に分ぶん裂れつし、漂ただよう。

「テ洗ルいサ流スせ」

　光が極ごく細ぼその尾おを引いて降り注ぎ、友トモ利リの体に浸しん透とうした。《聖なる浄めホーリー・ピユリフアイ》──アクチュアル・マジックのテストプレイでナギも同じ魔ま法ほうを使い、ユウマやコンケンが喰くらった毒を浄じよう化かしてくれた。

　早くナギを捜しにいかなきゃ、という焦しよう燥そう感かんを深呼吸で抑おさえ込み、解げ毒どく魔ま法ほうの効果が現れるのを待つ。

　光の雨は五秒ほどで降ふり止やみ、碧アオ衣イが手を下ろした。

　いつの間にか、周囲に他の生徒たちも集まってきている。緊きん迫ぱくした時間がじりじりと過ぎ、不意に友利の瞼まぶたが震ふるえ──ぱちっと開いた。

「はあっ……はあ、はあ……」

　しばらく荒あらい呼吸を繰くり返かえしてから、友利は碧衣を見て言った。

「ありがとう、曽ソ賀ガさん。せっちゃんも、無事でよかった」

「ともちー！」

　千チ聖セが、再び涙なみだを溢あふれさせながら友利に抱だきつく。しばらくそっとしておいてやりたいが、そうもいかない。

「清シ水ミズさん、倒たおれてる時も意識はあったの？」

　ユウマがそう訊きくと、友トモ利リは横たわったまま頷うなずいた。

「ええ、目は開けられないし声も出せなかったけど、音は聞こえてた。私に嚙かみついてた虫をやっつけてくれたの、芦アシ原ハラくんだよね。ありがとう」

「いや……。それより、動けるようになったら、曽ソ賀ガさんと手分けして、麻ま痺ひしてる人たちを解げ毒どくしてほしいんだ」

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言うと、友利は津ツ多ダ千チ聖セの手を借りて起き上がった。首元の嚙かみ傷きずが痛々しいが、出血は止まっているようだ。

　ユウマも立ち上がると、いちおうの落ち着きを取とり戻もどしたショッピングエリアを見回した。

　イモムシに嚙かまれて麻ま痺ひしてしまった生徒は、須ス鴨ガモを含ふくめて残り十二人。友利と碧アオ衣イだけで全員を解げ毒どくすると、二人ともＭＰが枯こ渇かつしてしまうだろう。

　三人目の僧そう侶りよ、諸モロ雄タケ史シの力も借りたいところだが、いまだに姿が見えない。いったいどこに行ってしまったのかと考えながら視線を回めぐらせていると、コンケンとサワが小走りに近づいてきた。ハンマーを肩かたに担かついだコンケンが、不安そうな顔で囁ささやく。

「諸、どこにもいねーよ」

「シェルターの外に出たってことは？」

　その問いにはサワが答えた。

「ロビーもざっと確かく認にんしたけど、見える範はん囲いにはいなかった」

「てことは……まさか、二階に……」

　唇くちびるを嚙かみながら、ユウマは最後のつもりでもう一度ショッピングエリアを見回した。

　すると、いままで認にん識しきできていなかったものに気付く。壁かべ際ぎわに寄せられた陳ちん列れつ棚だなが邪じや魔ましてよく見えないが、レジカウンター内側奥おくの壁かべ際ぎわに目立たないドアがある。

　もちろんあるだろう、店てん舗ぽは必ずバックヤードを備えているものだ。そして、営業時間なら鍵かぎはかかっていない。

「……サワ、コンケン、あれ」

　ユウマが視線でドアを示すと、二人がさっと表情を引き締しめた。

　無事な生徒たちは全員、麻ま痺ひした友達を介かい抱ほうしているか、友トモ利リと碧アオ衣イの解げ毒どく魔ま法ほうを見守っている。彼らの隙すき間まをすり抜けてフロアを斜ななめに横切り、レジカウンターの内側に入ってドアに近づく。

　近くで見ると、ドアは完全には閉まっておらず、五ミリほどだが奥おくに動いた状態だった。

　ユウマはまず何の音もしないのを確かめてから、スニーカーの爪つま先さきでドアをそっと押した。しっかり嵌はまっていなかったラッチボルトがカチャ、とかすかな金属音を立てて外れ、ドアが三十センチほど動く。

　奥おくは真っ暗だが、生き物の気配はしない。壁かべのどこかに照明のスイッチはあるのだろうが、アルテア全体が非常用節電モードになっているらしい現状では、明かりが点つくとは思えない。

　クレストの暗視補正機能だけで中を調べるしかないと腹はらを括くくり、踏ふみ込もうとしたユウマの肩かたを、後ろにいたサワが引き戻もどした。

「な……なんだよ？」

「あたしが先に行く」

　そう宣言するや、サワはウインドブレーカーのポケットから小型のＬＥＤライトを取り出し、スイッチを入れた。白い光が、暗くら闇やみを丸く穿うがつ。

「なんだよサッペ、いつの間にそんないいモノ……」

　羨うらやましそうな声を出すコンケンを無視して、サワはドアとドア枠わくの隙すき間まに体を滑すべり込ませた。ユウマも追いかける。

　バックヤードに入った途と端たん、暗視補正機能がオンになり、ＬＥＤライトの光が増ぞう幅ふくされた。

　奥おく行ゆきのある空間は、手前が休きゆう憩けいスペース、奥おくがスチールラックの並ぶ在庫保管スペースになっているようだ。全ての管理業務はクレストで行う想定なのだろう、学校の職員室と違ちがってフラットパネルモニタとＰＣが載のった事務机は一つも存在しない。

　サワは上下左右をくまなく照らしながら、バックヤードの奥おくへ歩いていく。その光が天てん井じようで止まったので見上げると、店てん舗ぽ側がわに敷ふ設せつされていたのと同じ吊つり込み式しき換かん気きダクトのルーバーが、一枚外れている。

　いっそう周囲を警けい戒かいしながら休きゆう憩けいスペースを通過し、在庫保管スペースに入る。

　左右に並ぶラックのあいだの通路を確かく認にんしつつ、三メートルばかり歩いた時。

　左を照らしたサワが、びくっと体を竦すくませたので、ユウマは咄とつ嗟さに妹の前に飛び出した。

　白い光の輪の中に、雪ゆき花はな小しようの制服を着た誰だれかがうつ伏ぶせに倒たおれている。太めの体つきの男子。諸モロ雄タケ史シに間ま違ちがいない。

　だがユウマの視線は諸ではなく、その背中に乗っているものに吸い寄せられた。

　吸血イモムシことヘルタバナス・ラーヴァとよく似た色、似た質感──しかし形と大きさはまるで違ちがう。元の倍近い大きさに膨ふくらんだ、目も口も足もない丸い塊かたまり。下部から生えた無数の触しよく手しゆが、まるで植物の根の如ごとく諸の背中に食い込んでいる。

「お、おい……なんだよアレ……」

　ユウマの左側から通路を覗のぞき込んだコンケンが、掠かすれ声で呻うめいた。

「もしかして……さっきのイモムシが、血を吸って、育った……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、ユウマはそれが真実だと直感した。イモムシは、つまるところ幼虫だ。餌えさを食べて成長し、サナギになる。諸の背中に貼はり付つく球体こそ、ヘルタバナス・ラーヴァのサナギなのだ。

　あたかも、そのユウマの推測を追つい認にんするかのように。

　球体の上うわ面つらに、ピシッ！　と乾かわいた音を立てて亀き裂れつが走った。

　瞬しゆん間かん、サワが張はり詰つめた声で叫さけぶ。

「コンケン、潰つぶして!!」

「お……おう!!」

　コンケンが、ブルージング・ハンマーを構えながら飛び出す。早くも扱あつかいに慣れたらしく、ぎこちなさを感じさせないパワフルな動作で、重い鈍どん器きを水平に振り回まわす。

　ハンマーはサナギの側面を痛つう撃げきし、深々と陥かん没ぼつさせた。その衝しよう撃げきで、すでに裂さけかけていた表皮が弾はじけ飛び、中から粘ねん液えきにまみれた塊かたまりが飛び出して左側のラックに激げき突とつした。

　べしゃっ、と床ゆかに落ちたのは、全長八十センチ以上もありそうな羽虫だった。巨きよ大だいな複眼はハエに似ているが胴どう体たいは細長く、口にはナイフのような突とつ起きが生えている。ハチ──ではなく、これは恐おそらくアブだ。

　床ゆかでびくびくと身み震ぶるいするアブを、コンケンは真上からの迷いのない一いち撃げきで叩たたき潰つぶした。

　アブの頭上に表示されていた、【ヘルタバナス】という固有名つきのＨＰバーが消し飛び、虫自体も黒い断だん片ぺんとなって四散する。

　ハンマーを振り下おろした格好のまま、はぁはぁと荒あらく息をするコンケンに、サワがねぎらいの言葉を掛かけた。

「ナイス。あと十秒遅おそかったら羽う化かしてたわね」

「……オレ、アブ苦手なんだよ……」

「好きな人、そうそういないでしょ」

　二人のやりとりを聞きながら、ユウマは諸モロ雄タケ史シの横にしゃがみ込んだ。たぶん諸も麻ま痺ひしてしまっているのだろうから、解げ毒どくするにはショッピングエリアまで運ぶか、友トモ利リか碧アオ衣イにここまで来てもらう必要がある。

　──とりあえず、コンケンと僕で持ち上げられるか試ためしてみよう。

　そう考えたユウマは、まず諸を仰あお向けにするべく、首の下に手を差し入れた。

「あっ……！」

　途と端たん、声を上げてしまう。

　冷たい。諸の肌はだは、体温というものがまったく感じられないほど冷え切っている。

「どうしたの、ユウ？」

　サワの問いかけにすぐには応えず、ユウマはもういちど諸の首筋に触ふれた。指先をどれだけ強く押し当あてても、拍はく動どうはまったく感じられない。どこか作り物のようにも思えるこの感かん触しよくは、二階のプレイルームに倒たおれていた三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサの肌はだと、とても、とてもよく似ている。

　何かを察したかのように押し黙だまった妹と、きょとんとしている親友を見上げ、ユウマは囁ささやいた。

「…………死んでる」
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「だめ……ＨＰが回復しない」

　小さくかぶりを振りながらそう告げると、清シ水ミズ友トモ利リは両手を下ろした。

　ユウマとコンケンが運んできた諸モロ雄タケ史シの体に、友利が《聖なる癒しホーリー・ヒール》の魔ま法ほうを掛かけたのだ。しかし、諸の青ざめた顔に血の気は戻もどらず、瞼まぶたが動く気配もない。

　周りで見守っていた生徒たちが、呻うめき声ごえやすすり泣きを漏もらす。その中から、二人の男子が出てきて諸の横で膝ひざを突く。

「モーヤン、なに死んでんだよ……」

　絞しぼり出すような声で呟つぶやいたのは、諸とは対照的にほっそりした体格で、前まえ髪がみ長めのマッシュヘアにした男子。出席番号四十一番の、若ワカ狭サ成ナル央オだ。

　その右側で呆ぼう然ぜんと口を開けている、ツーブロックマッシュというより坊ぼつちゃん刈がりの男子は出席番号三十番、滝タキ尾オ昌マサ人ト。この二人と諸雄史は、それぞれ若狭がミリタリー、滝尾がアニメ、諸が声優と、方向性こそ違ちがえど尖とがった趣しゆ味み嗜し好こうを共有していて、クラスでも休み時間になると諸の机に集まってトークに花を咲さかせていた。ときどき須ス鴨ガモあたりが「うるせーぞオタク！」などとちょっかいを出しても、「てめーもサッカーオタだろが」とニヤニヤしながらやり返す三人の胆たん力りよくを、隠かくれゲームオタクのユウマは羨うらやましく思ったものだ。

　若ワカ狭サ、滝タキ尾オの目に涙なみだはないが、諸モロとは真の友情で結ばれていたのであろうことは疑いようもない。ユウマも少なからず衝しよう撃げきと悔かい恨こんを感じているものの、その理由の半分は感情ではなく理り屈くつ、いや計算だ。

　この俄にわか作りのシェルターにたった三人しかいない貴重な僧そう侶りよ職の一人を、みすみす死なせてしまった。

　確か諸雄タケ史シは、ショッピングエリアの換かん気きダクトから十数匹の巨きよ大だいイモムシが落ちてきた時、レジカウンターの近くにいた。咄とつ嗟さにカウンターを乗のり越こえ、ドアを開けて、バックヤードに避ひ難なんしたのだろう。

　しかしそこにもイモムシが落ちてきて、在庫保管スペースまで逃げたものの、追いつかれてしまった。背中を嚙かまれ、麻ま痺ひした状態で致ち死し量りようの血を吸われて……死んだ。

　そう考えれば、イモムシ──ヘルタバナス・ラーヴァの経験値が、脆もろさのわりに大量だったのも納得できる。仮に仲間がいない状態で嚙かまれて麻ま痺ひしたら、ほぼ死が確定してしまうのだ。加えて、死体に寄生したサナギはほんの数分で成虫にまで育つ。その戦せん闘とう能力は、幼虫の比ではあるまい。

　恐おそらく次はもっとうまく対処できるだろうが、諸雄史は生き返らない。今後は、清シ水ミズ友トモ利リと曽ソ賀ガ碧アオ衣イの二人だけで、他の十九人を治ち療りようしてもらわなくてはならないのだ。

　──とにかく、二人は絶対に守る。本人たちは嫌いやがるかもしれないが、戦士職の生徒で常に護衛しておくべきだろう。急いでその態勢を作り、魔ま法ほう職しよくの生徒には汎はん用よう魔ま法ほうスキルの熟練度を上げさせて、最低でも《癒しの雫ヒーリング・ドロツプ》の魔ま法ほうまで習得してもらう。さしあたってはそれが目標だ。

　いや、その前にいくつかするべきことがある。

　諸モロの遺体から離はなれると、ユウマはサワに近づき、囁ささやきかけた。

「バックヤードの休きゆう憩けいスペースにトイレがあった。そろそろ行きたくなってる人もいるだろうし、まずサワが女子に声を掛かけて全員一いつ緒しよに行ってきてくれ。そのあと僕が男子を連れていくから」

「ああ……そうね、了りよう解かい」

　頷うなずいたサワが、清シ水ミズ友トモ利リに歩み寄っていく。

　続けてユウマは、背が高くて力もあるコンケンと大オオ野ノ、瀬セ良ラ、穂ホ刈カリを呼んだ。須ス鴨ガモも体格に恵めぐまれているが、まだ愛ア莉リ亜アに介かい抱ほうされながらイートインコーナーに横たわったままだ。

「芦アシ原ハラ……また助けてもらっちゃったな」

　近づいてきた大野が忸じく怩じたる様子でそう言うと、瀬良、穂刈も情けなそうに項うな垂だれた。

「せっかくジョブチェンジしたのに、何もできねーとはな……」

「あのクソデカイモムシ見たらビビッちまってさ……」

「いや、あれは仕方ないよ……まさか毒を持ってるなんて僕も予想できなかったし。それより、女の子たちを守ってくれてありがとう」

　礼を言ってから、慣れない笑えみを浮うかべて付け足す。

「またでっかい近接パワータイプのモンスターが出てきたら、今度こそ大オオ野ノたちに押し付つけるからな」

「おう、任せとけ」

　ニヤッと笑い返してくる三人に、ユウマは先刻思いついたことを告げた。

「いろいろやることがあるんだけど、まず、天てん井じようの換かん気きダクトをどうにかして塞ふさぎたいんだ。イモムシがさっきの十何匹で全ぜん滅めつしたとは思えないし」

「ああ、そりゃそうだな」

　三人に加えてコンケンも頷うなずく。

「どうせ停電で換かん気きシステムは動いてねーし、根元のとこをビッチリ塞ふさいじまおーぜ。なんかかさばるものを詰つめ込めばいいんじゃね？」

「かさばるもの……」

　繰くり返かえしながらショッピングエリアを見回していると、瀬セ良ラがぱちんと指を鳴らした。

「おっ、あれどうだ？」

　左側の壁かべ際ぎわに寄せられた陳ちん列れつ棚だなの一つを指差す。ほとんどの棚たなには商品が残されたままで、その大部分が小型のグッズ類だが、瀬セ良ラが指差す棚たなには両手で抱かかえるほど大きなぬいぐるみが何個も並んでいる。

　駆かけ寄よって棚たなから引っ張り出すと、それはアルテアのマスコットキャラクターである、確か《ナスルくん》とかいう名前のワシのぬいぐるみだった。なかなかに可か愛わいらしいデザインで、ダクトに詰つめ込んだら女子の反感を買いそうだが、幸い三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アを除く十人の女子は一いつ緒しよにバックヤードのトイレへ行っている。男子五人で二つずつぬいぐるみを抱かかえ、複雑に分ぶん岐きする換かん気きダクトの根元へ急ぐ。

　角形の吊つり込みダクトは、レジカウンターの上あたりで天てん井じように接続されていた。その近くのルーバーもすでに外れているので、いちばん背が高い大オオ野ノがカウンターに乗り、ユウマたちが手て渡わたすぬいぐるみを四角い穴から次々に押し入いれていく。

　十個目を渾こん身しんの力で詰つめ込むと、大野は床ゆかに飛び降りた。

「これでいちおう塞ふさげただろ。できれば、ボンドか何かで固めときたいけどな……」

「あとで探してみるよ。とにかく、ありがとう」

　大野たちに礼を言うと、ユウマは視界右下の時計を見た。

　午後四時四十分。そろそろ夕方の気配が近づく頃ころ合いだが、電波も光も遮しや断だんされたアルテアの中では時刻を感じることはできない。しかし腹時計はごまかせないので、もうすぐ空腹を訴うつたえる生徒が出てくるはずだ。

　ユウマとサワのストレージには、一階中央部の休きゆう憩けい室しつで確保してきたおにぎりや惣そう菜ざいパンが大量に詰つめ込まれているものの、何せ二十三──いや、一人減ってしまったがそれでも二十二人の大所帯だ。よほど厳しく節約しないと、一日も持たないだろう。

　さすがに丸一日経たてば、この異常事態も収しゆう拾しゆうし、消防や警察が救助に来てくれると思いたい。だが、休きゆう憩けい室しつでサワが言っていた。

　──たぶんあたしたちは、当分ここから出られない。

　──二、三日か、十日か……ヘタするとそれ以上。

　いかなる根こん拠きよに基もとづいた言葉なのかは不明だが、サワは間ま違ちがいなくユウマが知らない何かを知っている。言わないのは言えない理由があるからだろうし、双ふた子ごの兄として妹を疑うつもりはないが、サワの推測どおり二十二人の生徒が十日もこのシェルターで過ごすことになるなら、水と食料の定期的な補ほ充じゆうが絶対に必要だ。

　考えてみれば、このショッピングエリアにもイートインコーナーがあるのだから、お菓か子しや軽食程度ならどこかにストックされているはず。トラブルの原因になる前に、それも一箇所に集めておいたほうがよさそうだが、誰だれに管理を任せたものか……。

　あれこれ頭を悩なやませていると、バックヤードから女子たちが戻もどってきた。

　先頭のサワとアイコンタクトしてから、ユウマは右手を挙げ、叫さけんだ。

「トイレに行きたい男子、いたら集まってくれ！　安全のために、まとまって行こう！」

　その呼びかけに、フロアのあちこちから男子生徒が集まってくる。

　真っ先にユウマの前に立ったのは、意外なことに少し前まで横になっていたはずの須ス鴨ガモ光テル輝キだった。

　そりゃ、須鴨だってトイレには行くよな……と思いつつ、ユウマは「具合はもういいのか」と訊きこうとした。だが一いつ瞬しゆん早く──。

「芦アシ原ハラオトコォ!!」

　と、須鴨が刺とげ々とげしい声で叫さけんだ。

「てめぇ、さっきから何の権利があって仕切ってんだ!?」

「べ……別に、仕切ってるわけじゃ……」

　どうにかそう答えたが、須鴨の勢いは止まらない。

「リーダー面して、さっきから色々好き勝手やりまくってんだろうが！　でもな、忘れんなよ！　諸モロが死んだのは……」

　フロアの左側に横たえられたままの、諸雄タケ史シの死体を指差して、須鴨は叫さけんだ。

「てめーのせいだからな、芦原オトコ！」

「はあ!?」

　思わず声を上げてしまう。いったいなにをどう解かい釈しやくしたら、そういう結論になるのか。

「おい、ガモ！」

「ちょっとアンタ……」

　コンケンとサワが須ス鴨ガモに詰つめ寄よろうとする。しかし須鴨は、二人を無視してユウマの真横を通り過ぎ、レジカウンターに寄りかかった。いつの間にか左手に握にぎっていた小ぶりな金かな鎚づち──恐おそらくは火事などの時、外がい壁へきガラスを割ってアルテアの外に脱だつ出しゆつするための非常用ハンマーを、背後のカウンターに思い切り叩たたき付つける。

　カアァ──ン!!

　と甲かん高だかい音が響ひびき、室内が静まりかえった。

　そんなことをしたらまたモンスターが引き寄せられてくるぞ、と言いたいが口が動かない。非常灯の明かりを受けて底光りする須鴨の両目──その奥おくに宿る何かが、ユウマを強きよう烈れつに威い圧あつしてくる。

「あいつ……レシオが上がってる」

　背後でサワが囁ささやいた。

　言葉の意味を問とい質ただそうとしたが、一いつ瞬しゆん早く須鴨が叫さけんだ。

「全員、注目!!」

　バックヤードから戻もどってきたばかりの女子たちと、これから行こうとしていた男子たちが、怪け訝げんそうに須鴨を見み詰つめる。

　再びハンマーをレジカウンターに打ち付けると、須鴨は言った。

「これから、雪ゆき花はな小しようの六年一組の学級会……いや、学級裁判を開かい廷ていする！」

　再びの沈ちん黙もく。たっぷり五秒近くも経たってから、女子の一人が諭さとすように言った。

「ねえ須ス鴨ガモくん、学級会なんてしてる場合なの？　急いでやらなきゃならない大事なことが、まだたくさんあるんでしょ？」

　華はなやかさのある声の主は、出席番号四番、見ケン城ジヨウ紗サ由ユ。緩ゆるくウェーブする髪かみを白いシュシュでサイドテールにまとめている。可か愛わいくて歌が上手な、一組のアイドル的存在──もちろん、綿ワタ巻マキすみかは別格としてだが。

　多くの男子が推している紗由の意見を、しかし須鴨は表情一つ変えずに退けた。

「いまはこれ以上に大事なことなんかない。オレたちの仲間が……諸モロが死んだんだぞ？　その理由をはっきりさせなきゃ、また同じことが起きるだろうが」

「おいガモ、理由なんて……」

　瀬セ良ラ多タ可カ斗トが声を上げた途と端たん、須鴨はまたしてもハンマーを打ち鳴らした。

「もう学級裁判は始まってる。言いたいことがあるヤツは手を挙げて、指名されてからにしろ。それと、オレのことは委員長と呼べ」

　チッ、とあからさまに舌打ちすると、瀬良は右手を肩かたの高さまで持ち上げた。須鴨がそちらにハンマーを向け、「瀬良」と名前を呼ぶ。

「……委員長、お前さっき、諸が死んだ理由をはっきりさせるって言ったよな。そんなもん、調べるまでもねーだろ。あのクソデカイモムシのせいだ」

　瀬セ良ラが改めてそう指し摘てきすると、複数の生徒たちが頷うなずいた。確かに、諸モロがイモムシに襲おそわれるところを見た者はいないが、遺体の背中には六ろく芒ぼう星せいの形をした嚙かみ傷きずがある。六本の牙きばがあるヘルタバナス・ラーヴァ以外に、そんな傷をつける生き物はいない。事実、須ス鴨ガモの首筋にも、まったく同じ形の傷がくっきりと残っている。

　しかし須鴨は、今回も平然と言い返した。

「確かに、諸の血を吸ったのはイモムシだろうさ。それでも、あいつを殺したのは芦アシ原ハラオトコなんだよ」

「どういう……」

　意味だ、とユウマは言い返そうとした。しかし須鴨はハンマーを苛いら立だたしげに何度も叩たたき、ユウマを黙だまらせた。

「芦原オトコ、お前、オレたちがイモムシに襲おそわれてる時、最初に清シ水ミズを助けたよな」

「それは……清水さんが、貴重な僧そう侶りよだから……」

「清水の次は大オオ野ノを助けた。そこでリア……三ミ園ソノが、オレに嚙かみついてるイモムシを剝はがしてくれって頼たのんだのに、お前は無視して瀬良を助けて、そのあとは穂ホ刈カリを助けた。全員、お前の肩かたを持ってる奴やつらだよな。つまり芦原オトコ、お前はこのシェルターを自分が仕切るために、助ける相手をえり好みしたんだ。諸はお前に選ばれなかった。だからバックヤードに逃げて、そこで死んだ。そういうことだ」

　冷ややかに言い切った須ス鴨ガモの両目が、薄うす赤く光った──ような気がした。

　諸モロが死んだ状じよう況きように関しては、明らかな誤ご認にんがある。彼は真っ先にバックヤードへ逃げ込み、そこでイモムシに襲おそわれたのだ。しかしもう、それを言っても無む駄だだと思えた。

　以前からユウマやコンケンへの当たりがきつかったが、いまの須鴨の言動は、きついなどという表現では到とう底てい追いつかない。須鴨を助けるのを後回しにしたのは事実だが、それはＨＰに余よ裕ゆうがあると判断したからで、最終的にはちゃんと助けたのだ。

　ふと三ミ園ソノ愛ア莉リ亜アは須鴨の言いようをどう思っているのかが気になり、イートインコーナーを見ると、不安そうに立たち尽つくす愛莉亜と目が合った。やはり彼女も、須鴨がどこかおかしいと感じているらしい。

　もう一度、須鴨の目を見る。さすがに光って見えたのは錯さつ覚かくだったようだが、やはり以前の彼とはどこかが違ちがう。

「……てめぇ、須鴨ォ……」

　嗄かれた声を出したのはコンケンだ。右手にハンマーをぶら下げたまま前に出ようとする親友の腕うでを、ユウマは慌あわてて摑つかんだ。

「やめろコンケン」

「でも、許せねぇよアイツ」

　なおも前進しようとするコンケンを懸けん命めいに引き戻もどしていると、それがきっかけになったかのように、周囲の生徒たちが次々と手を挙げた。大オオ野ノ、瀬セ良ラ、穂ホ刈カリ、清シ水ミズ友トモ利リと曽ソ賀ガ碧アオ衣イ、他にも五人以上の生徒が高々と腕うでを伸ばしている。

　しかし須ス鴨ガモは、カウンターをガンガン叩たたくと言った。

「もう充じゆう分ぶんだ。全員、ＩＳＳＳアイスの投票ツールを起動しろ」

　アイスとは《アイスリーエス》の略で、それはさらに《統合学習支援インテグレーテツド・スタデイ・サポートサービス》の略りやく称しようだ。クレストにインストールされている、主要五教科のみならず図工や音楽、体育などの授業からテストに宿題までをも支し援えんするアプリケーションで、数え切れないほどの付ふ随ずい機能の中には、投票ツールも含ふくまれている。

　恐おそらく須鴨は、このツールを使って、ユウマに責任があるか否いなかを決しようというのだろう。しかし、いまはクレストがオフラインだ。これではＩＳＳＳの機能はほとんど使えないはず……と思った直後、視界にアドホック接続を要求するダイアログボックスが出現した。確かに、近くにいる人間のクレストを直接接続すれば、投票ツールは問題なく使用できる。

　接続を受け入れ、投票ツールを立ち上げると、須鴨が設定したのであろう表題が太字で表示された。

【匿とく名めい投票：諸モロが死んだのは芦アシ原ハラ佑ユウ馬マのせいだと思う→○　思わない→×】

　その下に○と×のボタン、そしてわずか三十秒に設定されている投票時間。

　ユウマは即そく座ざに×のボタンを押し、時間が過ぎるのを待った。

　不安な気持ちがまったくないわけではないが、いまここにいる二十二人──いや、ユウマと須ス鴨ガモを除いた二十人の過半数が○を押すとは思えない。諸モロの死因はどう考えたってイモムシに血を吸い尽つくされたことで、ユウマが意図的に助けなかったというのは邪じや推すいもいいところだ。それは他の生徒たちも解わかっているだろうし……須鴨本人だって解わかっているのではないか。

　なのになぜ、須鴨はこんな投票をお膳ぜん立だてしたのだろう。

　ウインドウの下側で、デジタル数字が一つずつ減っていき、ゼロになった。

　○×ボタンが、結果表示のボタンに変化した。

　刹せつ那なの躊ちゆう躇ちよを振り切きり、ユウマはそれを押した。ウインドウに一いつ瞬しゆんだけ、ジジッとノイズが走り──画面いっぱいに、ユウマの有罪を示す巨きよ大だいな○が表示された。
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　広大なメインロビーには、相変わらず人、もしくは人以外の何かの気配はなかった。

　それでもユウマたちは慎しん重ちように周囲を確かく認にんしつつ、エレベーターホールへと向かった。

　パーティー構成は、テストプレイの時と同じ戦士、魔ま物もの使つかい、魔ま術じゆつ師し、僧そう侶りよに戻もどっている。しかし僧そう侶りよはナギではなく、清シ水ミズ友トモ利リだ。

「……ごめんね清水さん、あたしたちと須ス鴨ガモのいざこざに巻まき込んじゃって」

　背後でサワが申し訳なさそうに謝あやまると、友利がくすっと笑って答えた。

「巻まき込まれたわけじゃないよ、一いつ緒しよにいくって志願したのは私だもの。それと……いい機会だから、《清水さん》はやめない？」

「え……。じゃあ……友利ちゃん」

「もうひと声」

「……トモちゃん」

「ま、それでいっか。私もサワちゃんって呼ぶね」

「うん。……て言うか……」

　そこで少しだけ口ごもってから、サワは続けた。

「……トモちゃんって、意外とコミュスキルが高い人だったんだね。あ、意外と、っていうのは失礼か」

「ふふ、失礼じゃないよ、ぜんぜん。教室じゃ一人で本ばっかり読んでたから、そう思われて当然だもん」

　友トモ利リが再びくすくす笑う。

　女子の会話を盗ぬすみ聞ぎきするものではない──と考えつつも、ユウマは二人のやり取りに耳をそばだててしまった。サワはサワで、意外と人見知りであることを知っているからだ。友利が志願してくれなかった場合でも、サワのほうから同行を頼たのんだりは絶対にしなかっただろう。もちろん、それはユウマも同じことだが。

　投票ツールで有罪を宣告されたユウマに、須ス鴨ガモ光テル輝キが言いい渡わたした刑けい罰ばつ。

　それは、《食料の確保》だった。

　その言葉を聞いた時、ユウマは「そんなことを命令するために、学級裁判などという代しろ物ものを仕組んだのか」と拍ひよう子し抜けしてしまったが、よく考えれば決して簡単なミッションではない。換かん気きダクトを塞ふさぎ、バリケードも強化していちおうの安全が確保されたシェルターから出て、どんな化け物がうろついているか解わからないアルテア内部を探たん索さくしなくてはならないのだ。仮にコーンヘッド・ブルーザーより強いモンスターに襲おそわれたら、皆みな殺ごろしにされる可能性は決してゼロではない、どころか三割くらいあるだろう。

　そんな決死の探たん索さく任務に、なぜ清シ水ミズ友トモ利リが志願してくれたのかは不明だが、階段を上る前にこれだけは言っておかなければ。

　そう考えたユウマは、無人のチケットカウンターの前で立ち止まり、振り向いた。

「あの……清水さん。もしも一いつ緒しよにきてくれた理由が、イモムシが襲おそってきた時に僕が最初に清水さんを助けたからなら、恩に着たりする必要はないからね。あれは、僧そう侶りよ優先って思っただけで……」

　どうにかそこまで口にすると、友利のみならずサワとコンケンまでもが苦く笑しようした。

「うーん、芦アシ原ハラくん、いまのは言わなくていいやつだと思うよ」

　友利の指し摘てきに、コンケンがウムウムと頷うなずく。調子に乗るなよ、と親友の脇わき腹ばらを小こ突づいてから説明を重ねる。

「でも、貸し借りとかないのは本当だから、危ないと思ったら自分の安全を優先してほしい。僕やサワやコンケンには代わりがいるけど、僧そう侶りよの清水さんと曽ソ賀ガさんは……」

「はいはい、解わかってます先生」

　ユウマの言葉を悪いた戯ずらっぽく遮さえぎってから、友利はふと真顔になった。

「……確か、茶サ野ノさんも僧そう侶りよだったよね？　テストプレイが始まった時に、私と同じ初期装備だったのを見た気がする」

「え……う、うん、そうだよ」

「なら、茶サ野ノさんと合流できれば心強いけど……。藤フジ川カワさんや灰ハイ崎ザキくんたちと一いつ緒しよに、三階に行ったのかな……」

「…………」

　すぐには答えられず、ユウマは目を伏ふせた。

　ナギのカリキュラスは、外側の非常開放レバーと内側の非常脱出用レバーが両方とも使われていなかった。それはつまり、蓋ふたが閉じたままのカリキュラスの中から、密室トリックの如ごとく消きえ失うせてしまったということだ。

　だが、ユウマたちが何かを勘かん違ちがいしているという可能性もある。ナギは内側の非常レバーで蓋ふたを開け、カリキュラスから出て、律りち儀ぎに蓋ふたを閉めてから何らかの手段でレバーをリセットし、他の生徒と一いつ緒しよに三階に避ひ難なんした……のかもしれない。

　そうであってほしいという希望を込めて、ユウマは頷うなずいた。

「うん……その可能性はある」

「だったら、捜しにいかないとね」

　そう言うと、友トモ利リはちらりとロビーの東側──ショッピングエリアがある方向に目を向け、予想外の言葉を口にした。

「それで、もし藤川さんたちと一いつ緒しよにいたら、私たちも須ス鴨ガモくんのシェルターから出てそっちに合流してもいいのかも」

「え……？」

「だって……許せないよ。須ス鴨ガモくんも、○に投票した人たちも。諸モロくんが亡なくなったのは残念だけど、どう考えても芦アシ原ハラくんに責任なんかないのに」

「…………」

　再び言葉に詰つまってしまう。

　シェルターにいる生徒の半数以上が、諸の死の責任がユウマにあると判断したことは確かにショックだし、裏切られたという気持ちもある。しかし、簡単に見捨てるわけにはいかない。少なくとも大オオ野ノや瀬セ良ラ、穂ホ刈カリは信じられるし、友達だという意識もある。それは、友トモ利リだって同じはずだ。

「でも……シェルターには、津ツ多ダさんや曽ソ賀ガさんが……」

　ユウマの言葉に、友利は大きく頷うなずいた。

「解わかってる。私もせっちゃんや碧アオ衣イちゃんや三ミ美ミちゃんは信じてるもの。だから、もし上に別のシェルターができてたら、いったん須鴨くんのシェルターに戻もどって、せっちゃんたちに声を掛かけて、こっそり……」

「ねえ、トモちゃん、ちょっと待って」

　突とつ然ぜん、サワが割わり込んだ。しかしそれは、いささか過激な友利の提案にブレーキを掛かけるためではなかった。

「ユウも聞いて。シェルターにいた生徒は二十二人だよね。そこから、絶対○に入れた須ス鴨ガモと、絶対×に入れたユウを引いて二十人。あたしとコンケン、トモちゃんは×に入れたわけでしょ……そこに大オオ野ノ、瀬セ良ラ、穂ホ刈カリ、津ツ多ダさん、曽ソ賀ガさん、針ハリ屋ヤさん、あと裁判でユウを弁護してくれた見ケン城ジヨウさんを足せば、もう半分の十人だよ。残りの十人が、全員○に入れたなんてことが、有り得ると思う……？」

「ん、んん～～？」

　唸うなったコンケンが、両手の指を折りながら名前を列挙した。

「あとの十人は、男子が怪け我がしてた多タ田ダと会アイ田ダ、諸モロのツレの滝タキ尾オと若ワカ狭サ、それに木キ佐サ貫ヌキだろ。んで女子が、江エ里ザトさん、下シモ之ノ園ソノさん、主ヌ代シロさん、野ノ堀ボリさん、それとミソ……三ミ園ソノか。木佐貫と三園はまあ○に入れたよな。滝尾と若狭も、諸が死んでショック受けてたから、ガモの口車に乗っちまったかもしんねー。けど……残りの六人が全員、あんなタワゴト信じるかな……」

　言われてみればそのとおりだ。

　江里唱シヨウ子コと主代ちなみは三園愛ア莉リ亜アと仲がいいギャルグループだから、学級裁判が始まった時点で懐かい柔じゆうされていたかもしれない。しかし下之園麻マ美ミと野堀君キミ子コは落ち着きのあるタイプだし、多田と会田はお調子者だが、重い怪け我がが治ったのは友トモ利リに回復魔ま法ほうを掛かけてもらったからだ。その四人が全員○に投票したというのは考えにくい。

「あ、待って待って！」

　突とつ然ぜんサワが叫さけんだ。すぐに音量を落とし、早口で続ける。

「あたし勘かん違ちがいしてた。ＩＳＳＳアイスの投票ツールって確か、引き分けになったらそう表示されるのよ。だから、×に投票した人が十人……ユウを足して十一人いれば、少なくとも○判定にはならなかったはず」

「……じゃあ、どうして○が表示されたの？　須ス鴨ガモくんが投票ツールに細工したとか？」

　友トモ利リの疑念に、ユウマはまさかと言いかけて口をつぐんだ。

　いかに勉強ができて親が社長でも、須鴨にＩＳＳＳをハッキングするほどの能力があるとは思えない。だが、現在のアルテアは超ちよう常じようの力に支配されてしまっている。どんなことであれ、絶対に有り得ないとは言えない状じよう況きようだし──それに、須鴨のあの目。薄うす赤く底光りするような、異様な目は……。

「…………いまは何とも言えない。でも、可能性はあると思っておいたほうがいいわ」

　友利にそう答えると、サワはもういちどシェルターのほうを見た。

「それと、須鴨が何の細工もしてなくて、○に入れた生徒が本当に過半数いたんだとしても、あそこから大オオ野ノくんたちと曽ソ賀ガさんたちを引き抜いて別のシェルターに移動するのは危険だと思う。あたしたちがじゃなくて、残された人たちが」

　サワの言葉を聞いた友利は、何度か瞬まばたきしてから恥はじ入いるように目を伏ふせた。

「それは……そうだね。○に入れた人を許せないって気持ちはあるけど、全員死んでもいいとまでは私も思えないし、思いたくない。でも、これだけは覚えてて。芦アシ原ハラくんが、須ス鴨ガモくんの命令に従わなきゃいけない理由なんて、いっこもないんだからね」

　普ふ段だんは眼鏡に隠かくされている瞳ひとみに毅き然ぜんとした光を浮うかべ、友トモ利リはそう言い切った。

　ユウマはゆっくり頷うなずくと、先刻の友利の答えを拝借した。

「解わかりました、先生」

　すると友利はユウマを軽く叩たたくような素そ振ぶりをしてから、裁判の話は終わりとばかりに両手を叩たたいた。

「じゃ……ごはんと茶サ野ノさんを捜しにいこっか」

「えっと……トモちゃん、そのことなんだけどね」

　そう前置きしたサワが、無人のロビーを見回してからメニュー画面を開いた。ストレージに移動し、中身の一つを実体化させる。

　ウインドウの上に出現したのは、ビニール包装された梅干しおにぎり。

　それを見た友利は目を丸くしただけだったが、コンケンが「おにぎりィ！」と叫さけんだので、ユウマは再び小こ突づいて黙だまらせた。サワはおにぎりを上からつついて再収納すると、友利に向き直って言った。

「実はあたしたち、ガモシェルターに行く前に、アルテアの職員用バックヤードで水や食料を見つけておいたの。だから、そのへんで少し時間を潰つぶしてシェルターに戻もどることもできるけど、せっかくだからこの時間を利用してナギを捜したい。トモちゃん、助けてくれる？」

「もちろん！」

　友トモ利リは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、即そく座ざに頷うなずいた。




　四人はエレベーターホールを横切り、階段室に入ると、しばらく耳を澄すませた。空調も止まっているはずだが、風鳴りのような音がかすかに聞こえる。しかし危険はなさそうなので、コンケンを先頭に階段を上る。

　二階のエレベーターホールには、まだ大量のガラス片へんと三ミ浦ウラ幸ユキ久ヒサの血の痕あとが残されていた。それを見た友利は顔を歪ゆがめたが、怖おじ気けづいた様子はない。

　押し倒たおされた自動ドアの奥おくには、広大な一番プレイルームが広がっている。薄うす闇やみの中に整然と輪を描く無人のカリキュラスは、あたかも墓標のよう……という連想を振り払はらい、ユウマは友利に訊たずねた。

「清シ水ミズさん、テストプレイが異常終しゆう了りようして、カリキュラスの外に出た時点で、そこには一組の生徒しかいなかったんだよね？」

「えっと……うん、そうだよ。ああ、そっか……大人のプレイヤーが一人もいなかったのは変だよね……」

　友利も怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　そうなのだ。この一番プレイルームには八十基のカリキュラスが設置されていて、そのうち六年一組の生徒が使っていたのは四十一基、差し引き三十九基には別ルートで招待された大人のテストプレイヤーが収容されていた。友トモ利リたちが外に出た時、そこにはたくさんの大人たちもいて然しかるべきなのに、一人もいなかったというのは説明がつかない。

　しかしそれを言えば、いまのアルテアは説明できないことばかりだ。他の場所を探たん索さくすれば、解わかってくることもあるだろう。

　そう考えたユウマは、三人を促うながした。

「上に行こう。怪かい物ぶつがいるかもしれないから、襲おそわれたら《無理せず逃げる》で」

「それを言うなら《いのちだいじに》だろ」

　混ぜっ返すコンケンの背中をぐいぐい押し、階段室に戻もどって三階を目指す。

　プレイルームの天てん井じよう高だかが雪ゆき花はな小しようの教室の三倍くらいあるので、階段もワンフロアぶんだけで六十段にも及およぶ。以前のユウマなら半分も上らないうちにハアハア言ってしまったところだが、ジョブチェンジの恩おん恵けいか、息苦しさすら感じない。

　早いとこアルテアから脱だつ出しゆつしないと、元の体に戻もどった時にしんどくなりそうだな……などと思いながら足早に階段を上り、三階に到とう達たつする。

　まず、階段室からエレベーターホールの様子を窺うかがう。やはり自動ドアは破は壊かいされ、ガラスの欠片かけらが無数に散らばっているが、生き物が発するような音はまったく聞こえない。

　無言で頷うなずき合あってから、コンケンを先頭にエレベーターホールに出ると、なるべくガラスを踏ふまないように気をつけながら横切る。

　初めて見る二番プレイルームは、階下の一番プレイルームとほとんど変わらない様相だった。明かりはわずかな非常灯だけで、少なからぬ数のカリキュラスが破は壊かいされ、通路に残ざん骸がいが散らばっている。

　ユウマはもういちど目と耳で気配を探さぐってから、円形の通路に踏ふみ込んだ。周囲を見回し、コーンヘッド・ブルーザーに折られてしまったものと似たサイズの平形鋼材を見つけて拾う。さらに長さ一メートルほどのアルミパイプも確保し、重さ約三百グラムと見当をつけてから、友トモ利リに手て渡わたす。

「これ、杖つえの代わりに使えるかな」

「あ……うん、いい感じ。杖つえがあると射程も伸びるし、物もの陰かげに隠かくれながら魔ま法ほうを撃うてて助かるんだよね、ありがと」

　そう言って嬉うれしそうにパイプを握にぎる友利は、僧そう侶りよではなく《破は壊かい衝しよう動どうに目覚めた文学少女》にしか見えないが、それを口にしないくらいの分ふん別べつはユウマにもある。

「じゃあ、まず外周通路を一回りしてみよう」

　三人にそう声を掛かけ、再びコンケンを先頭に、円形の通路を反時計回りで進んでいく。

　この部屋にも、八十人のテストプレイヤーがいたはずだ。その全員が、出口のある一階ではなく上階に移動したとは考えにくい。実際、ロビーにはコーンヘッド・ブルーザーに殺されてしまったのであろう大人の遺体が点々と転がっていたが、その数は十にも満たなかったと記き憶おくしている。もっと大勢の──プレイルームが九番まであることを考えると、それこそ数百人の大人たちが一階に降りていても不思議はないのに、彼ら、もしくは彼らの遺体はどこに行ってしまったのか。

　あれこれ考えながら、外周通路を半分ほど歩いた時。

　突とつ然ぜん目の前のコンケンが立ち止まったので、ユウマは危あやうく背中に鼻をぶつけてしまいそうになった。

「おい、いきなり……」

　止まるなよと言う前に、「シッ！」と押し殺ころした声が響ひびく。

　ユウマは咄とつ嗟さに後ろの女子二人を停止させてから、コンケンの左横に出た。

　途と端たん、喉のどから悲鳴が漏もれてしまいそうになり、かろうじて吞のみ込む。

　緩ゆるくカーブする通路の壁かべ際ぎわに、誰だれかが座すわり込んでいる。一人ではない。両りよう腕うでで膝ひざを抱かかえ込む、いわゆる体育座りでずらりと並んでいる人間の数は、十──いや二十にも及およぶ。

　恐おそらく全員が大人だ。服装はバラバラで、ラフなパーカー姿やきっちりしたスーツ姿の男性、お洒しや落れなワンピースやアルテアのユニフォームを着た女性が入り交じり、しかし全員が完全に同じ姿勢を保ったまま、虚うつろな目で前方の一点を見み据すえている。

　サワと友トモ利リも大人たちの列を見たのだろう、後ろで鋭するどく空気を吸い込む音が二つ聞こえた。四人のうち誰だれも悲鳴を上げなかったのが不思議なくらいの、異様極きわまる光景。

　もしかしたら、この部屋で怪かい物ぶつに襲おそわれて生き残った人たちかもしれない。精神的ショックで動けなくなってしまったのかも。

　そう推測したユウマは、意を決して数歩前に出ると、小声で一番手前の男性に話しかけた。

「あの……だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　しばらく反応がなかったが、やがて男性はぎこちなく顔を左に回し、ユウマを見上げた。

　三十代だろうか、下はジーンズで上はパーカー、頭にはベースボールキャップを被かぶっている。顎あご周まわりには綺き麗れいに整えられたヒゲをたくわえていて、いかにも活動的な印象なのだが、表情は虚きよ無むそのものだ。

　男の口がぴくぴくと震ふるえ、奇き妙みように歪ゆがんだ声が流れた。

「腹が……減ったんだ」

「あ……ええと、ちょっとした軽食なら持ってますけど、まずはここから出て、一階のロビーに……」

　ユウマがどうにかそこまで喋しやべった時、再び男性の口が動いた。

「腹が……減ったんだ」

　まったく同じ台詞せりふ。さらに、もう一度。

「腹が……減ったんだ」

　三回目の声は、耳みみ障ざわりな倍音を含ふくんでいた。まったく同じ速さと長さで、右みぎ隣どなりの女性も同じ言葉を口にしたのだと少し遅おくれて気付く。

「腹が……減ったんだ」

「腹が……減ったんだ」

「腹が……減ったんだ」

　声は、隣となりの人間へ、そのまた隣となりへと伝でん播ぱしていく。たちまち、二十人全員が同じ台詞せりふを延々と繰くり返かえし始める。

「おい……ユウ、なんかやべえぞ。いっかい逃げたほうがよくねーか」

　後ろでコンケンがそう囁ささやいたので、ユウマも「解わかった」と応じた。《無理せず逃げる》と決めたのはユウマ自身で、恐おそらくいまがそうすべき時だ。

　コンケンと一いつ緒しよにじりじりと下がり、サワたちのところまで到とう達たつした──その刹せつ那な。

　どす黒く濁にごった、それでいて目を射るほど鮮あざやかな赤い光が無数に迸ほとばしった。

「うっ……」

　顔を背そむけつつ、光源を確かく認にんする。発光しているのは、体育座りする大人たちの左手の甲こう──クレストだ。二十人全員が、完かん璧ぺきなまでに同じ色。しかしそんなことは有り得ない。クレストの発光色は、百色以上もあるカラーの中から購こう入にゆう時じに自由に選べるので、この場に居合わせただけの二十人のクレストが同じ色に光るなどということは、確率的に有り得ない。

　だが、真に有り得ないことが起きたのはそのあとだった。

　大人たちの列の長さが、みるみる縮んでいく。体育座りをしたまま、横の人との距きよ離りを詰つめ、体を押し付つけ合あっているようだ。最初は二十人で二十メートルほどもありそうだった行列が、たちまち十メートルになり、五メートルになる。

　五百割る二十は二十五。大人一人の横よこ幅はばが二十五センチ。

　呆ぼう然ぜんとそんな暗算をしてから、ユウマは気付いた。

　赤い閃せん光こうの中で、大人たちは互たがいに融ゆう合ごうしつつある。服も体も粘ねん土どのように溶とけ、混ざり、一体化していく。

「……逃げろ!!」

　ユウマはありったけの声量で叫さけび、通路をエレベーターホールのほうへと走り始めた。

　すぐ前にサワと友トモ利リ、右みぎ隣どなりにコンケン、四人はひとかたまりになってダッシュする。背後で、赤い光が急速に薄うすれていく。

　それが完全に消え、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪おとずれ──。

　突とつ然ぜん、通路の床ゆかが激しく振しん動どうした。

　足を取られた友トモ利リが転ぶ。すぐにサワが助け起こし、再び走りだそうとした四人の頭上を、巨きよ大だいな影かげが追い越こした。

　ズズ────ン!!　と凄すさまじい音を立てて通路に落下したのは、縦も横も二メートル以上はありそうな、灰色の肉にく塊かいだった。

　ぶよぶよとしたその質感は記き憶おくにある。しかし認めたくない。いやだ、やめてくれ、というユウマの願いを嘲あざ笑わらうかのように。

　肉にく塊かいの左右から、異様に太い二本の腕うでが生え。

　下部からは、ゾウの如ごとき二本の脚あしが突き出し。

　そして上部からは、先せん端たんが鋭するどく尖とがった、長さ一メートル近い円えん錐すい形けいの頭が伸び上がった。

　トンガリ頭のデブ巨きよ人じん。だが身みの丈たけは、頭頂部まで入れれば恐おそらく三メートル半にも達する。身長百五十二センチのユウマの、実に二・三倍。

　巨きよ人じんが起こした振しん動どうでパーティーメンバーの友トモ利リが転び、わずかなダメージを負ったからか、頭上にはＨＰバーが出現している。表示された固有名は【コーンヘッド・デモリッシャー】。間ま違ちがいない──ユウマを殺しかけたコーンヘッド・ブルーザーの上位版だ。

　戦ってどうにかなる相手では絶対にない。しかし、通路は丸々と太った巨きよ人じんの胴どう体たいで完全に塞ふさがれている。

　やはり目も鼻もない頭の付け根近くで、切れ目のような口が開き、「ぶしゅううう……」と笑い声にも似た息を吐はいた。

　頭の芯しんが痺しびれていく。しかしその理由の半分以上は、単純な恐きよう怖ふではない。

　眼前の化け物、コーンヘッド・デモリッシャーの原材料は、二十人もの人間だった。ユウマは自分の目で確かに、大人たちが服ごと溶とけ、融ゆう合ごうし、デモリッシャーと同じ色の肉にく塊かいになるところを見た。

　ならば、コーンヘッド・ブルーザーも同じだったのだろう。一階のロビーにいた大人の数が少なかった理由の一つはきっとそれだ。上階から逃げてきた大人たちの一部が巨きよ人じんに変身し、周囲の人間を殺した。いや……もしかしたら、吸血イモムシことヘルタバナス・ラーヴァも、元は人間だったのかもしれない。

　……それを、僕はたくさん、たくさん殺した。

　その事実を受け止めきれず、立たち尽つくすユウマの耳に、かすかな声が届いた。

「……ユウ」

　震ふるえ声ごえで呼んだのはコンケンだ。見れば、ハンマーを握にぎる両手が小刻みに震ふるえている。

　しかしコンケンは、ぎこちない動きで一歩前に出ようとした。二人の一メートル先に立つ、サワと友トモ利リを守るために。

　──突っ立たってる場合じゃない。あれこれ考えるのは後にしろ!!

　心の中で自分をそう怒ど鳴なりつけ、どうにか頭を再起動したユウマは、掠かすれ声ごえで叫さけんだ。

「……後ろに逃げろ！」

　途と端たん、サワと友利が振り向き、走り始める。

　二人が両側を通過した直後、ユウマもコンケンと同時にきびすを返す。通路はプレイルームの外周をぐるりと一周し、エレベーターホールに繫つながっている。もし巨きよ人じんが追いかけてくれば、先にエレベーターホールに到とう達たつし、階段で逃げられる。

　その目算は、しかしたった三秒後に崩くずれた。

　通路の中央に、巨きよ大だいな穴が開いている。コーンヘッド・デモリッシャーが十メートル近くもジャンプした時の反動で破は壊かいされたに違ちがいない。クレーター状に陥かん没ぼつしたフロアパネルの端はしが、忍しのび返がえしの如ごとく通路に突き出していて簡単には通れない──。

　ずしん、ずしんと床ゆかが震ふるえる。巨きよ人じんが放射する底なしの餓うえが、ある種の波動となって押し寄よせてくる。

「う……おおあああああ────!!」

　突とつ然ぜん、コンケンが叫さけんだ。

　両手でブルージング・ハンマーを構え、再び振り向いて巨きよ人じんに突っ込んでいく。

「や……」

　やめろ、と叫さけぶ余よ裕ゆうすらなかった。

　コーンヘッド・デモリッシャーの左足を狙ねらって、渾こん身しんの力でハンマーを振り下おろすコンケンを。

　岩がん塊かいの如ごとき巨きよ人じんの左ひだり拳こぶしが、すくい上げるように正面から打ち据すえた。

　ドカッ！　と鈍にぶい音が響ひびき、コンケンの体がユウマのすぐ右側を凄すさまじい勢いで通過して、ずっと後方の壁かべに激げき突とつした。視界左上に表示されるコンケンのＨＰバーが、瞬しゆん時じに九割近くも消し飛んだ。

「あ……ああああ!!」

　ユウマの口から、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。

　コンケンの蛮ばん勇ゆうを無む駄だにはできない。サワと友トモ利リだけは、絶対に、絶対に逃がさなくては。

　床ゆかを蹴けり、巨きよ人じんに向かって走る。

　ユウマが持っている鋼材では、巨きよ人じんにかすり傷さえ付けられないだろう。できるのは、囮おとりになって巨きよ人じんを引きつけることだけだ。デモリッシャーはブルーザーより一回り以上大きいので、股また下したにかなりのスペースがある。あそこをスライディングで抜けて、巨きよ人じんをもういちど出口のほうに誘ゆう導どうする。

　瞬しゆん時じに方針を決め、ユウマはなけなしの勇気を振り絞しぼって巨きよ人じんの足あし許もとに突っ込んだ。

　刹せつ那な、遥はるかな高みで、巨きよ人じんがニヤリと笑った気がした。

　あたかもユウマの作戦を見み抜いていたかの如ごとく、デモリッシャーは完かん璧ぺきなタイミングで右足を引き、無造作に蹴けり出した。

　小さい頃ころ、自宅の塀へいの上からアスファルトの道路に落ちた時の衝しよう撃げきを数十倍にしたような、信じがたいほどのショックがユウマを襲おそった。反射的にガードした両りよう腕うでの骨が粉ふん砕さいされるのを感じながら、ユウマは急角度で吹ふき飛とび、壁かべの高いところに激げき突とつしてからクレーターの向こう側へ落下した。

　何重にも霞かすむ視界の中で、これだけはくっきりと見えるＨＰバーが、音もなく減っていく。だがユウマはそれを見届けようとせず、数メートル先に寄より添そって立つサワと友トモ利リの背中に、必死に両目の焦しよう点てんを合わせた。

　…………逃げてくれ。

　…………逃げてくれ。

　もう掠かすれ声ごえすら出せず、それだけをひたすら念じる。

　二人の向こう側で、巨大な影かげが左右に揺ゆれながら近づいてくる。

　切れ目のような口から、大量の唾だ液えきがぼたぼたと垂れる。それを黒くて長い舌が舐なめ回まわす。

　────逃げてくれ!!

　遠ざかりそうになる意識を懸けん命めいに繫つなぎ止とめ、ユウマはもういちど念じた。

　直後──サワがまっすぐ右手を上げ、叫さけんだ。




「──来て、ヴァラク!!」




　意味はまったく解わからない。

　しかし、それが何らかのキーワードだったかのように、サワの全身から真しん紅くの光が迸ほとばしった。

　短い髪かみが激しくなびき、ウインドブレーカーが勝手に脱ぬげて宙を舞まう。

　頭から、細長い突とつ起きが二本伸び上がる。角だ。サワのこめかみの上に出現していた、ほんの三センチしかなかった丸っこい突とつ起きが、長さ二十センチはありそうな鋭するどい角つのに変じていく。

　同時に、背中の羽にも変化が訪おとずれる。アクセサリーのようだったコウモリの羽が、バサッ！　と音を立てて差さし渡わたし一メートルほどにまで巨きよ大だい化かし、大きく広げられる。

「ぶしゅうううううっ!!」

　巨きよ人じんが、恐おそらく驚おどろきの声を上げ、止まった。

　だがすぐに、それまで以上の勢いで走り始める。サワと友トモ利リを同時に摑つかもうとするかの如ごとく、両手を前に突き出して二人に迫せまる。

　サワが、立たち尽つくす友利の体に左ひだり腕うでを回し、羽を一回だけ羽ばたかせた。

　二人の体はふわりと浮うき上がり、通路のクレーターを後ろ向きに跳とび越こえて、ユウマの目の前に着地した。

　友利を離はなすと、サワは再び上じよう昇しようする。今度は床ゆかから三メートルほどの高さでホバリングし、地じ響ひびきを立てて駆かけ寄よる巨きよ人じんに向けて左手を突き出す。




「インフェルナス!!」




　サワの声だが、少しだけ異質な響ひびきを帯びた、凜りん烈れつたる詠えい唱しよう。魔ま法ほうの起点となる属性詞──しかし、そんなスペルワードをユウマは知らない。

　サワの左手から肩かた口ぐちまで伸びるクレストの回路パターンが、燃えるようなパープルマゼンタに輝かがやいた。

　左手の前に真しん紅くの光点が生成され、それは瞬しゆん時じにバランスボールほどもある巨きよ大だいな火球へと膨ふくれ上がった。形態詞を唱える前の、生の魔ま力りよくであるはずなのに、ガイドブックに映像つきで載のっていた最上位の火属性魔ま法ほう《大火球ボーライド》の完成形よりも遥はるかに大きい。




「マグナス・ハスタ!!」




　形態詞。渦うず巻まく火球が瞬しゆん時じに細長く伸び、全長三メートルもありそうな大おお槍やりを作り出す。

　コーンヘッド・デモリッシャーが、自身で作ったクレーターに足を取られ、よろめいた。

　その隙すきを狙ねらい澄すましたかのように──。




「イグニス!!」




　嵐あらしの如ごとき大量の火の粉と、アルテア全体を揺ゆるがすかのような轟ごう音おんを振りまきながら、炎ほのおの大おお槍やりが撃うち出された。

　槍やりはコーンヘッド・デモリッシャーの胸の真ん中を深々と貫つらぬき、そのまま巨きよ体たいの中へと沈しずみ込んだ。

　両手を大きく広げたデモリッシャーの、身みの丈たけ三メートル半にも達する巨きよ体たいが内側から沸ふつ騰とうするかのようにぼこぼこと膨ふくらみ、各所から黒く焦こげ始はじめ──直後、限界まで開かれた口から炎ほのおの柱はしらが噴ふき上がった。肩かたからも、腹からも、背中からも炎ほのおはとめどなく噴ふん出しゆつし、やがて巨きよ人じんの全身が渦うず巻まく火か炎えんに吞のみ込まれ。

「ぼごあああああああっ!!」

　憤ふん怒ぬと、恐おそらく驚きよう愕がくにまみれた断だん末まつ魔まを、途と轍てつもない爆ばく発はつ音おんが搔かき消けした。

　いっそう深く、大きくなってしまったクレーターから、天てん井じよう近くまで極ごく太ぶとの火柱が立ち上る。紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中で、コーンヘッド・デモリッシャーの巨きよ体たいはちりぢりに焼やけ崩くずれ、炭化した断だん片ぺんさえも白い火花となって消える。

　赤々と輝かがやく炎ほのおを背景に、サワが音もなく舞まい降おりた。

　クレストとよく似た赤あか紫むらさき色いろの髪かみ。そこから伸びる片側三連の鋭するどい角つの。誇ほこらしげに広げられた漆しつ黒こくの翼つばさ。そして、赤みを帯びた金色に輝かがやく瞳ひとみ──。

[image: ]

　薄うすれゆくユウマの意識の奥おく底そこから、一つの古い言葉が浮うかび上がった。




《悪魔デモン》。





（続く）



























　あとがき




　こんにちは、もしくははじめまして、川かわ原はら礫れきです。『デモンズ・クレスト１　現実[image: そうじ記号]侵しん食しよく』をお手に取って下さり、ありがとうございます。

　この作品は、私が電でん撃げき文ぶん庫こから刊行する初めての完全新作（ウェブ掲けい載さい作さくの書しよ籍せき化かではないという意味で）という位置づけになります。そのわりには《フルダイブ》とか《ＶＲＭＭＯ》とかお馴な染じみのキーワードがちりばめられていますが、テイストは『アクセル・ワールド』や『ソードアート・オンライン』とは大きく異なる作品になっている……つもりですが、いかがでしたでしょうか。

　さて、本編の内容に触ふれる前に、なぜいまこのタイミングで新シリーズを開始したのかを説明させて下さい。

　手元にある、『デモンズ・クレスト』のいちばん古いアイデアメモを発はつ掘くつしてみたところ、タイムスタンプが二〇一六年十一月となっていました。つまり私がこの作品を着想したのは、実に六年前ということになります。「閉へい鎖さ空くう間かんに一クラス丸ごと閉とじ込こめられた小学生たちが脱だつ出しゆつ目指して協力したり揉もめたりする話」という単純なアイデアに少しずつ肉付けしていき、担当さんともあれこれ相談しつつブラッシュアップを重ねて、ある程度形になったのは三年後、二〇一九年あたりだったでしょうか。

　しかし当時は、小説執しつ筆ぴつ以外の仕事が色々と増えてきて、既き存そんシリーズである『アクセル・ワールド』『ソードアート・オンライン』『絶対ナル孤独者《アイソレータ》』の刊行ペースが低下しており、とても新シリーズを開始できる状じよう況きようではありませんでした。なので、せめてどれか一シリーズが完結するまでは『デモンズ・クレスト』はいったん寝ねかせようということになり、そこからあっという間に三年の月日が過ぎ去りました。

　今年、二〇二二年に入っても既き存そんシリーズ完結の気配はなく、この調子だとさらにもう三年くらいはかかるかな……と思っていたのですが、ある時、デビュー時からの担当編集者であり現在は株式会社ストレートエッジの代表取締役でもある三み木き一かず馬ま氏から、「近々ウェブトゥーン（ＷＴ）事業を始めるので、『デモンズ・クレスト』をＷＴ化しませんか」という提案がありました。

　かねてより、新しい表現手法としてのウェブトゥーンには興味がありましたし、原作として使って頂けるならぜひ、と二つ返事でＯＫしたのですが、三木氏の提案には続きがありまして、「ついてはＷＴ化と同時に電でん撃げき文ぶん庫こからも小説として出版しましょう」と……。こちらは正直、いささか迷いました。前述したとおり、既き存そんシリーズ三作が継けい続ぞくしている状じよう況きようで新シリーズの刊行を始めれば、諸もろ々もろのキャパシティを超こえてしまう懸け念ねんがあったからです。

　しかし、一巻刊行のタイミングとしては、ＷＴの連れん載さい開始に合わせるのがベストであるのも確かでした。準備期間を考こう慮りよすればあまり悠ゆう長ちように迷っているわけにもいかず、最終的に判断の決め手となったのは、ＷＴの制作チームが描えがいて下さった何枚かのイメージスケッチでした。そこには作品の舞ぶ台たいとなる二つの世界──ＶＲＭＭＯ−ＲＰＧ《アクチュアル・マジック》と大規模アミューズメント施し設せつ《アルテア》の情景が鮮あざやかに再現されていて、この舞ぶ台たいで躍やく動どうするユウマたちの姿を、私も自分の筆で描びよう写しやしたい！　という気持ちにさせてくれたのです。もちろんキャパシティの懸け念ねん点てんがクリアされたわけではありませんが、いったん頭の中で飛とび跳はね始めたユウマやサワたちを抑おさえ込こんでおくことは不可能でした。彼らの、小学生ならではの元気いっぱいなエネルギーに背中を押おされ、私は『デモンズ・クレスト』１巻を二〇二二年の十一月に刊行することを決意しました。

　そこからはもう怒ど濤とうの日々でした。もともと十月に『ソードアート・オンライン』27巻を刊行することは決まっていたので、その原げん稿こうを余よ裕ゆうを持って仕上げ、早めに『デモンズ・クレスト』１巻に取りかかる……という予定を立てたのですが、次から次に積み重なる各種タスクでスケジュールは早々に破は綻たんし、いつも通りの限界進行でどうにかＳＡＯ27巻、そしてこのデモクレ１巻を脱だつ稿こうして、いまこうしてあとがきを書いている次し第だいです。

　とても嬉うれしかったのは、ＷＴ版を含ふくむ『デモンズ・クレスト』のキャラクターデザインと文庫版のイラストをあの堀ほり口ぐち悠ゆ紀き子こさんが引き受けて下さったことでした。堀ほり口ぐちさんの手になるユウマ、サワ、コンケン、ナギ、そしてすみかや他のクラスメイトたちはこの上なく魅み力りよく的てきで、作者の私でさえも「早く続きが読みたい！」という気持ちにさせてくれました。きっと読者の皆みな様さまも同じように感じておられることと思います。




　といったところで、改めてお話についても少し触ふれておきます。

　まず、『デモンズ・クレスト』というタイトルについてですが……実は六年前にアイデアを練り始めてからずっと、本作は別の仮タイトル（コード○○みたいな）で呼ばれていました。ＷＴ版の企き画かくが本格的に始動してからもずっとそちらで呼んでいたので、いざ正式タイトルを決めるとなった時、どんなタイトルを捻ひねり出だしてもしっくり来ないという状じよう況きように陥おちいってしまい、担当さんと「いっそもう仮タイトルを本タイトルに……」みたいな話すらしていたんですが、ある時ふと本文中の「《紋もん章しよう》または《頂点》という意味の英単語Ｃｒｅｓｔ」という文章が目に留まり、「じゃあナントカ・クレストでどうだろう」と考えた直後に、ナントカの部分は「デモンズ」しかなかろうと閃ひらめいて、幸い担当さんやＷＴチームも気に入って下さり、いまのタイトルとなった次し第だいです。英語では『Demons' Crest』ですが、これは「悪あく魔またちの紋もん章しよう」というような意味になろうかと思います。

　続いてお話のほうですが……こちらは、何を書いても先々のネタバレになってしまうような状じよう況きようですね（笑）。まあシリーズの一巻というのはだいたいそういうものですが……。というわけで苦労話でお茶を濁にごしますが、まあとにかく、雪ゆき花はな小しよう学がつ校こう六年一組の生徒四十一人の設定を作るのが大変でしたね！

　色々なインタビューでお話ししていますが、私はもともとキャラクターを設定から作るのが苦手というか、好きじゃないんですね。物語を書き進める中で、そのキャラクターが登場した時のインスピレーションを大事にしたい……などと言うとちょっと格好つけすぎですが、要は《作者が世界にキャラクターを生み出す》のではなく、《キャラクターが自ら世界に現れる》のを待ちたいのです。なので本音を言えば、最初はキャラクター設定など無しで書き始めたいんですが、この作品に限っては初期にロングプロットを作ったのでその時点で全キャラの設定を固める必要があり、四十一人ぶんの名前や性格等々を散々苦労して決きめ込こんでいった記き憶おくがあります。しかしその設定がのちにＷＴ化で大だい活かつ躍やくしたので、やはり設定資料というのは作っておくに越こしたことはないですね（笑）。

　設定といえば、本編でユウマたちが唱える魔ま法ほうの呪じゆ文もんも大変でした。架か空くう言げん語ごワンワードにしておけば楽だったんですが、《属性詞》や《形態詞》などのややこしい設定を作ったうえに呪じゆ文もんも実在の言語をモデルにしてしまったので、詠えい唱しようシーンのたびに一時間以上あれこれ頭を悩なやませた記き憶おくがあります。でもこれも、ＷＴ版で《タメ》→《発動》の流れをすごく格好良く描えがいて頂けたので、苦労した甲か斐いはあったかなと。

　最後に、なぜ小学生を主人公にしたのかということについても少し触ふれておきます。

　私が小学生だったのは遥はるかいにしえのことで記き憶おくもおぼろげですが、でも小学生の頃ころって、世界がすごく限られていましたよね。学校でいえば、自分のクラスが一つの国のようなもので、隣となりのクラスはもう外国……みたいな。でもそのぶんクラス内の人間関係は複雑かつ流動的で、ある種の緊きん張ちよう状じよう態たいがあちこちで発生していたような記き憶おくがあります。閉へい鎖さされた《アルテア》に閉とじ込こめられた四十一人の子供たちが、それまでのしがらみに縛しばられながらも力を合わせ、あるいは衝しよう突とつしていく姿を描えがいていきたい──というのがこの作品の出発地点だったんですが、まあ私のことですから何がどうなることやらですね。皆みな様さまもぜひ、嵐あらしの中の小こ舟ぶねに乗ったつもりで作品を追いかけて頂ければと思います！




　長々と書いてしまいましたが、最後に簡単ですが謝辞を。

　瑞みず々みずしく繊せん細さいな、研とぎ澄すまされた筆ひつ致ちでキャラクターたちを生き生きと描えがき出だして下さったイラストレーターの堀ほり口ぐち悠ゆ紀き子こさん。ウェブトゥーン版と小説版の橋はし渡わたしをしつつ、双そう方ほうの同時公開に向けて八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをして下さった担当編集者の三み木きさん。常に崩ほう壊かい寸前のスケジュールを支えて下さった同じく担当編集者の安あ達だちさん。ウェブトゥーン版を超ちようハイクオリティな作品に仕上げて下さった制作チームの皆みな様さま。そして、ここまでお読み下さったあなた。

　本当にありがとうございました。『デモンズ・クレスト』二巻もあまりお待たせせずお届けできるよう頑がん張ばりますので、今後とも応おう援えんよろしくお願いします！





二〇二二年九月某ぼう日じつ　川かわ原はら　礫れき
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